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　東からの風が、心地よくそよぐ季節となった。

　寒さは僅わずかな名残なごりを置いて追い払われ、陽光は柔らかくも暖かい。

　辺境の街、ヒナギクの咲く丘から半日以上歩いた先の広野も、それは変わらない。

　そう、広野である。

　ただぼうぼうに草が茂しげり、藪やぶが広がるばかりで、他ほかには何もない。

　街道は伸びているし、村と村、街と街の距離からすれば宿場の一つもあって良さそうだが。

　その広野に動くものがひとつ、いや、ひとり。

　奇妙な冒険者であった。

　薄汚れた革鎧かわよろい、安っぽい鉄兜てつかぶと、腰には中途半端ちゅうとはんぱな長剣、左腕には小振りな円盾。

　駆け出しであっても、もう少しマシな装備をしているだろうと、そんな男である。

　彼は黙々と街道を歩き、広野に入ると、ずかずかと無造作に藪を踏み荒らした。

　何か道標みちしるべでもあるかのように、その足取りは迷いなく、決断的だ。

　右に、左に、草むらを搔かき分わけ、歩くこと……五分もかからなかったろう。

　彼は立ち止まった。

　やはりそこにも、何もない。

　ただ、そう、藪の中、踏み出した靴くつの裏で何かが砕ける音がした。

　屈かがんでつまみ上げてみれば、それは酷ひどく焼け焦こげた、炭であった。

　それは挟んだ指と指の力にさえ押し負け、黒ずんだ汚れへと転じてしまう。

　何かの燃えカス。もとが木だったのか、人の骨だったのかも、さだかではない……。

　──馬鹿ばかな。

　彼は切り捨てるように、首を横へ振った。

　もう、十年だ。

　焼け焦げた人の骨が、十年も野晒のざらし雨晒しとなって、形を留めているわけがない。

　よしんば残っていたとして──誰だれのものだというのだ？

「……」

　ひょう、と風が吹いた。

　廻まわり巡る季節の訪れ。春が来たことを伝える、暖かく、柔らかな風。

　ざわりと草がそよぎ、さざ波の如ごとく広野へと伝わって、流れていく。

　微かすかに水音が聞こえた。

　首を巡らせると、記憶通りの場所に池があるのが見て取れた。

　ふと空を見れば、嫌になるほど透き通った青が、どこまでも広がっている。

　僅かに浮かぶ雲は白く、滲にじんだように薄い。

「……だから、何だと言うのだ」

　彼は手についた炭を、乱雑に払い、叩き落とした。

　彼は、これが姉の骨ではないことを知っていた。

　姉がどうなったのかを知っていた。

　姉の血と肉と骨がどうなったのかを知っていた。

　かつて、ここに村が在ったことを、知っていた。

　冒険者の訓練場は、ここに建てられる予定であることも、知っている。

「……戻るか」

　彼がこの村の住人であったことを知る者は、他に三人しかいない。

　ゴブリンスレイヤーは、牧場の二人がどう思っているのか、聞こうとは思わなかった。
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「えへへへ……っ」

　女神官は上機嫌に頰ほおを緩ゆるませていた。

　春夏秋冬いつだって冒険者ギルドは賑にぎわうが、春ともなると混雑はひとしおだ。

　冬眠明けの怪物も現れて村々を脅おびやかすし、冬の間に貯蓄を使い込んだ冒険者もいる。

　また暖かくなったし一山当てようと、立志の若者が門を叩きにくることも多い。

「はーい、次、十五番の人、三番の受付までお願いしまーす！」

「おうい、依頼だ、依頼！　下水に肥こえ喰ぐらいが湧わいたってよ！　手隙てすきのやつ、いるか！」

「武器と防具の準備は？　水薬ポーションあるな。呪文じゅもん暗記したか？　フィート棒……よし、行くぞ！」

「すんませんのう。わしらの村に、熊が出よりましてな。ええ、灰色熊グリズリーでさ」

　職員たちが走り回り、冒険者たちが声をあげ、依頼人の説明が飛び交う。

　祭りのように明るいばかりとは言えないが、活気に満ち満ちていないと言えば大おお噓うそだ。

　そんな喧騒の中にあって、女神官はにこにこ、うきうき、花咲くような笑みを堪こらえきれない。

　待合室、定位置となった長椅子ながいすにちょこんと座って、錫杖しゃくじょうを手に緩んだ頰を隠す気もない。

　頰杖ほおづえついてぼんやりと人並みを見ていた妖精弓手エルフが、ついと目線を彼女へ動かした。

「ずいぶんと上機嫌ねぇ……」

「だって、わたしも一年経たって二年目ですもん。先輩って言っても、許されますよね？」

「ああ、もう、そんなになるっけ」

「はい！　それに、そろそろ九位から八位へ昇級しても良いんじゃないかって」

　ふふんと薄い胸を張って得意満面の彼女は、なにせ一党パーティの中でも最年少。

　妖精弓手も末っ子めいた気持ちはわからなくもないので、長耳をふるり、機嫌よく振る。

　──ここはちょっと、お姉さんぶっても良いわよね？

「だからって、調子に乗ったらダメよ。後衛職は要かなめなんだから」

「はぁい、わかってます」

　ぴんと人差し指を優雅ゆうがに振ってたしなめる妖精弓手へ、女神官は素直に頷うなずく。

　その金髪を妖精弓手はそっと梳すいてやった。くすくすと笑って女神官が目を細める。

　本当に、可愛かわいい妹分だ。そういうことを言うと、また鉱人道士ドワーフの奴にからかわれそうだが。

「まあ、でも賑やかよね」

　なので妖精弓手は意識して目線を、ギルドのホールに集まった冒険者たちへと向けた。

　正しくは、冒険者志望者、と言うべきか。いや……。

　──「しぼう」は良くないわね。

　妖精弓手は心のなかで「冒険者希望者」と訂正する。希望。うん、良い言葉だ。

　その冒険者希望者は、受付を目指してずらり、長蛇の列を作っている。

　戦士がいて、魔術師がいて、僧侶がいて、斥候スカウトがいて、種族も性別も年齢も様々。

　共通するのは夢に燃える瞳ひとみと、彼らが身に着けている装備。

　値札が貼はってありそうな傷一つない綺麗きれいなものから、錆さびを落とした古強者ふるつわものまで。

　その質は駆け出しらしくお察しだが、どれもこれも、ぴかぴかに磨かれて輝いている。

「ふむ」妖精弓手は呟つぶやき、長耳を揺らした。「オルクボルグに見習わせるべきじゃない？」

「ゴブリンスレイヤーさん、光るの嫌いそうですからね」

　難しいんじゃないですか。

　そう呟いた女神官が、ふと顔を赤らめ、居心地悪げにもぞもぞと身動きをした。

「どうしたの？」と妖精弓手が問うても「いえ」と零こぼして、目を逸そらすばかり。

　妖精弓手は疑問符をいくつか頭の周りに浮かべて首を捻ひねり、すぐにそれと理解する。

　まあ、無理もないことではあった。

　先達の冒険者。それも見目麗うるわしい娘が二人。しかも片方は上かみの森人エルフ。

　冒険者希望者の面々が、待ち時間の間、ちらちらと視線を向けてきていたのである。

「うっわぁ……めんこい姉ちゃんたちだなぁ……」

「やっぱさ、冒険者になったら、ああいう子と仲良くできんだろうなぁ」

「森人か、良いなぁ……」

　ふん、と妖精弓手は小鼻を鳴らした。森人相手にナイショ話ができると思っているのか。

　上森人ハイエルフだから注目されるより、銀等級として見てもらいたいものだが……。

「去年はわたしも、あそこに並んでいたんですけど……」

　薄い胸を反そらして首に下がる認識票を強調する妖精弓手に対し、女神官は胸元むなもとを握りしめる。

　そこには白磁はくじから黒曜こくよう、つまり十位から九位へと昇級した証あかしの認識票が揺れている。

「ここまで多くは、いませんでしたね」

　あの時の自分も、ああやって周囲の会話に耳をすませては驚いていたものだけれど。

　かねてより計画されていた、訓練場の開設。

　ゴブリンロードによる襲撃だなんだと騒動続きで、計画は遅々として進まぬまま、一年。

　その計画がここに来て急に進行した理由を、彼女たち二人は知っている。

「手紙、読みました？」

「読んだ、読んだ。とーぜん！」

　女神官へ答えるように、妖精弓手は折りたたんだ手紙をさっとポケットから取り出した。

　何度も開いては読んで畳んだのだろう。折り目がしっかりとついている。

「持ち歩いてるんですか？」

「そりゃあ、友達からの手紙だもの。そっちは違うの？」

「わたしはお部屋に。地母神ちぼしんさまにお預けしてあります」

　友達ですから、と。女神官ははにかむように、頰をほころばせた。

　友達──令嬢剣士。何ヶ月か前、共に北方の小鬼砦とりでにて戦った、冒険者の少女。

　仲間を失い、自身も蹂躙じゅうりんされ、けれど懸命に踏ん張っていた姿は記憶に新しい。

　死線をくぐり抜ける中で、心境に変化もあったのだろう。

　令嬢剣士は、家出同然に飛び出してきた故郷へ戻ると、そう語っていた。

　彼女とは以来、手紙を交わす日々が続いていたが……。

「新人冒険者向けの寄付だってね。動きが早いったら」

「ええ、本当に」

　冒険者としてではなく、支援する側から戦うのだと、手紙はそう結ばれていた。

　几帳きちょう面めんで折り目正しく丁寧な筆致ひっちは、あの娘の性格そのもので、好ましい。

　家族ともなんとか和解できた、またみんなと会いたいと、言葉少なに書いてある。

「意地っ張りなのは、相変わらずだけどね」

「ふふ……」

　口ではそう言いつつ、大事そうに妖精弓手が手紙を畳むのを見れば、内心は言うまでもない。

　女神官も、想おもいは同じだった。

　小鬼による陰惨な行為を目まの当あたりにした、という意味では自分も彼女も変わらない。

　ただただ紙かみ一重ひとえ、間に合ったかどうか、骰子サイコロ出目程度の違いしかなかったのだ。

　だからこそ、彼女が未いまだに「意地を張れている」ことは、この上ない励みになる。

　折れていないのだ。

　自分も、彼女も。

「……やっぱり、最初に何か教われるかどうか、大事ですよね」

「どうかなぁ。私はあんまり、そこまで意味ないんじゃないかなって思うわよ」

　あの子の頑張がんばりを否定ひていする気はないけれど。

　訝いぶかしげに眉まゆをひそめる女神官へ、妖精弓手はひらりと手を振ってみせた。

「なにを教わったって、馬鹿なことするやつはするでしょ？」

「でも教えてもらわないと、何がダメなことかもわからないですし」

　たとえば……たとえば、そう、いくつもある。

　おしゃべりに夢中になって前衛と後衛の間をあけない。

　一本道だからといって後方警戒を疎おろそかにしない。

　そして、ゴブリンだからと侮あなどったりしてはいけない。

　思えば……あの初めての冒険で得た教訓は、とてもとても多いものだった。

「ああ、別にね。否定するわけじゃないのよ。ただ……」

　女神官の沈鬱ちんうつな表情をどう受け止めたのか、妖精弓手が軽かろやかに手を振った。

「人の話聞かないやつは、ぜったい聞かないからさ。たとえば、そう、鉱人ドワーフとか」

「おいこら。聞こえとるぞ、耳長娘」

　のっそりと、妖精弓手の肩越し、長椅子の背後から低い唸うなり声が飛んでくる。

　にんまり笑った彼女は、得意気に「ふふん」と長耳を揺らしてみせた。

「聞こえるように言ってるんだから、聞こえなかったら困るわね」

　振り返ったその先には、長椅子の背を摑つかんでじろりと睨にらむ、禿頭とくとうの鉱人道士の姿があった。

　昼間だというのに赤ら顔なのは、酒を軽くやっているからだろう。

　とはいえ鉱人であるからには、それはむしろ当然のこと。

　げふ、と息をわざと吹きかけられ、妖精弓手はけほけほと軽く咳込せきこんだ。

「つーか、森人のほうが人の話を聞かんだろが」

「あら、鉱人より耳は良いわよ？」

「ほれみい、金床かなとこには皮肉も通じん」

「誰が金床よ……！」

「自分の胸に手ぇあてりゃわかろう」

「なにおうっ！」

　喧々けんけん囂々ごうごう、いつものやり取り。

　初めての頃ころは慌てていた女神官も、今となってはこの賑やかさも耳に心地よい。

　喧嘩けんかするほど仲が良いかどうかはさておき、良い一党パーティではある、と。そう思うのだ。

　冒険者ギルドの面々ももう、慣れたもので。

　一年ですっかり馴染なじみになった彼らが行き交う度に、女神官は会釈えしゃくを返す。

「ふ、ふふ、賑やか、ね」

「あんま騒ぐなよ。新米どもに格好つかねえじゃねえか」

　艶つややかに微笑ほほえむ魔女を伴って、渋い顔をしながらも声をかけてくれる槍やり使い。

「ほらな。だから言ったろう。ああして交流するのが良い連帯感に繫つながるのだと……」

「あーもう、酒乱の言い訳に屁理屈へりくつこねくり回すな、この秩序にして善ローフルグッド」

　重剣士と女騎士はじゃれあうようなやり取りをしながら廊下を闊歩かっぽして、

「どもっす！」

「おはようございます、みなさん」

「やあ、今日もご武運を」

　少年斥候スカウト、圃人レーアの少女巫術師ドルイド、それに半森人の軽剣士が犬も食わないとついていく。

「お、ゴブスレさんとこのじゃん。うぃっす！」

「ちょっと、もう！　もっときちんと挨拶あいさつしてよ、あたしが恥ずかしいじゃない！」

　年の近い新米戦士が気易い挨拶をして、見習聖女に小突かれる。

　いつも通り、何も変わらない

「やあやあ、今日もまたぞろ、仲良いようで何よりですなぁ」

　そこに遅れて、のっそりと顔を出した巨軀きょくがある。

　全身を鱗うろこで覆おおい、奇妙な装束しょうぞくを纏まとった蜥蜴人リザードマンの僧侶だ。

　彼はやいのやいのと言い争っている二人を愉快そうに見、ぐるりと目を回す。

　ひとまず介入するのはもう少し後で良いと見て取ったのか、呑気のんきを決め込んだらしい。

　彼は女神官へ向き直ると、当然の礼儀として、奇怪な手つきで合掌し一礼をした。

「大分と暖かくなって、皆も気がほぐれておるようで。拙僧せっそうとしても暖気はありがたい」

「冬場は大変そうでしたものね」

　女神官がくすりと喉のどの奥で笑いながら言うと、彼は「然しかり」と重々しく頷いた。

「恐るべき竜とても氷河には敵かなわなんだ。自然、世の理ことわりはまことに怖ろしいものですな」

　その見目通り、蜥蜴人は寒さに弱い。

　それは彼らが南方の密林で生まれ育つせいか、爬虫はちゅう類るいとしての性質を多く残すせいか。

　ともあれ、先だって雪山での探索行では、この蜥蜴僧侶リザードマンは随分と難儀をしていたものだった。

「でも氷雪竜アイスドラゴンとか吹雪ふぶきの息吹ブレスを吐はくものもいるそうですよ？」

「我が親類にそのようなものはおりませぬなあ」

　どこまで本気でどこまで冗談か。悟らせぬ軽やかさが、至極大おお真面目まじめな口ぶりにはあった。

　蜥蜴僧侶は新米の冒険者でごった返すギルド内を、ぐるりと首を巡らせて見回した。

「して、小鬼殺し殿は」

「あ、はい。昨日ちょっと出かけたとかで、今日は少し遅くなるそうです」

「ほほう、それはまた珍しい」

「ええ、本当に」

　そろそろ来ると思うのですが。そう零しつつも、女神官も同意見であった。

　ゴブリンスレイヤー。

　あの奇妙な冒険者が休みにどこかへ出かけるなど、想像もつかない。

　なにしろ牧場の牛飼娘曰いわく、休息日でも武具や装備の準備に余念がないというし……。

　この間の祭も、受付嬢や牛飼娘に誘われつつ、ひたすら街の防備を固めていたのだから。

　ただでさえ一人で黙々とゴブリン退治に行ってしまうし、放っておけないのに。

　まったく、もう。女神官の口から、親しみのこもった溜息ためいきも漏もれようものだ。

「ほんと、仕方のない人ですよね」


　と──……。



　ざわり。ざわり。冒険者ギルドの喧騒に、ざわめきが起こる。

　自在扉を押し開けて、ひとりの冒険者が入ってきたのだ。

　ずかずかとした、乱暴で無造作な足取りで。

　安っぽい鉄兜に、薄汚れた革鎧。腰に帯びた中途半端な長剣。左手に括くくった小振りな円盾。

　新人の冒険者とて、もう少しマシな格好をしているだろう有様ありさま。

　しかし胸元に下がった認識票は銀。第三位、銀等級の証。

「ゴブリンスレイヤーさん！」

　女神官が声をあげると、新人たちの間にクスクスと笑い声があがる。

　小鬼を殺す者？　最弱の怪物である小鬼を？

　その中に、笑っていない者も無論いた。

　五年間、彼が救って回った村は多い。その村から冒険者になろうと旅立った者もいる。

　彼らはゴブリンを一人で退治した冒険者のことを良く知っている。

　歌に聞いた者もいただろう。荒唐こうとう無稽むけいではあるけれど、辺境で活躍する小鬼殺しの歌を。

　だが、笑いが起こるのも無理からぬことであった。

　彼らの多くは未だゴブリン退治というものを経験したことがなく……。

　経験したとしても、せいぜいが村はずれに来たのを追い払った程度。

　そしてたとえ洞窟どうくつに潜もぐった経験があったにせよ、変わらぬことが一つある。

　ゴブリンは、最も弱い怪物であるという事実。

　その一切いっさい合財を気にしないまま、ゴブリンスレイヤーは「ああ」と頷いた。

　鉄兜がぐるりと動き、妖精弓手、鉱人道士、蜥蜴僧侶、女神官と順繰りに見回した。

「もう、全員来ていたか」

「オルクボルグが遅いのよ！」

　凛りんと涼やかな声で妖精弓手。

　口喧嘩をさっと切り上げた彼女は、ぴんと優美に立てた人差し指を彼へ向けた。

　柳眉りゅうび同様に逆立った長耳が大きく振られ、待ちかねていたことを如実に物語る。

　彼女はふんすと鼻を鳴らし、気取った風に腕組みをしてみせる。

「で、今日はどうするつもり？」

「ゴブリン退治だ」

「じゃろうなぁ」

　鉱人道士が、くっくと軋きしむような笑い声と共に、長い白髭しろひげをしごいた。

「かみきり丸に任せっと、まあ、そら小鬼退治以外の冒険にゃなるまいよ」

「むぅ……」

「何か希望があるなら、聞くが」

　そのゴブリンスレイヤーの言葉を聞いて、女神官はそっと頰を緩めた。

　一年前と比べれば、彼もだいぶ丸くなった──ような、気がする。

　自分はどうなのだろう。変わっただろうか。成長できただろうか。

　そう簡単にわかるものでも、ないのだけれど。

「ま、拙僧としては功徳くどくとなるならば何でも構いませぬよ」

　蜥蜴僧侶がぱたり、ぱたりと尾を振って床を鳴らした。

「小鬼退治、実に結構な事ではありませぬか。春先とならば、彼奴きゃつらも多かろうし」

「……んんんん」と妖精弓手はひとしきり唸り、諦あきらめたように手を上げた。

「わかった。わかったわよ。良いわ。ゴブリン退治。行ったげようじゃないの」

「助かる」

　ぼそりと呟いたゴブリンスレイヤーは、さっと踵きびすを返してしまう。

　そのままズカズカと向かうのは、冒険者の並ぶ受付だ。

　並み居る新人冒険者たちの、異様なものを見る視線など、彼は意にも介さない。

「おう、ゴブリンスレイヤー！　またゴブリン退治か？」

　対して馴染みの冒険者たちが気易く声をかけると、彼はこっくりと頷いた。

「ああ。ゴブリンだ」

「飽きないねえ」

「俺おれたちゃ、ちょいと遠出さ。遺跡の探検」

「そうか」

「気をつけろよー」

「ああ」

　それもまた、何も知らぬ新人たちには理解し難がたいのやもしれない。

　彼らは顔を見合わせると、ひそひそと小さな声で何事かを囁ささやき合う。

　遠巻きにゴブリンスレイヤーを待つ妖精弓手が、女神官の横で顔をしかめた。

　思わず女神官も、妖精弓手の長耳の傍そばへ唇くちびるを近づけた。そっと囁くように。

「……なんて言ってるんです？」

「聞かない方が良いわ」

　確かに、聞かずともおおよその、察しはつく。

　女神官も「むう」と僅かに頰を膨ふくらませ、唇を尖とがらせるが、さして役にも立つまい。

　蜥蜴僧侶と鉱人道士が飄然ひょうぜんとしているのも、何故だか納得がいかなかった。
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「はい、次の方──」

　と、そうして仲間たちが待っている間にも冒険者は捌さばかれ、やがて列がはける。

　淡々と義務的に応対していた受付嬢が顔を上げると、そこには薄汚れた鉄兜。

　笑みを貼り付けていた彼女の顔に、ぱっと大輪の花が咲いた。

「ゴブリンスレイヤーさん！」

「ゴブリンだ。あるか」

「もちろん！　ちゃあんと取ってあります……っていうか、余っちゃってるだけですけど」

　悪戯いたずらっぽく口元を書類で隠して舌を出し、受付嬢は棚から依頼書を取り出していく。

　手慣れた手つきと整理整頓済みの書類は、彼女の優秀な仕事ぶりを端的に表わしている。

　やがて綺麗に爪つめの整えられた指先が、いくつかの依頼書を並べて彼へと提示する。

　その数、五枚。

「規模としては、そう大きなものも代わり映えするものもありませんが……」

「依頼自体の数が多いようだな」

「ええ。やっぱり春だからですかね。ゴブリンも活動が増えているらしくって」

「いつもの事だ」

「これでも新人の方々が受諾した後なんですよ？」

「やれそうなのか？」

　ゴブリンスレイヤーの端的な問いに、受付嬢は形の良い眉をひそめ、無言を貫いた。

　わからない、という事だろう。

　よほど注意深い一党パーティでもなければ、帰ってこられるかどうかは、骰子次第。

　天上の神々が振る宿命と偶然の骰子は、神々にさえも思い通りにならぬものだ。

　受付嬢はちらりとゴブリンスレイヤーの肩越しに、新人冒険者たちの列を見た。

　彼らに何件か回すべきか、どうか。

　少し考えて、彼女は上目遣うわめづかいにゴブリンスレイヤーを見やる。

「……お願いできますか？」

「構わん」ゴブリンスレイヤーは躊躇ちゅうちょなく言った。「受諾済みのものも見せてくれ」

「いつもいつも、すみません」

　冒険者とは自己責任の職業である。

　そして冒険者ギルドは、決して互助組織ではない。

　他の職業組合と違い、徒弟とてい制度もなければ、冒険者へあれこれ強制できる立場にもない。

　ギルドに所属している冒険者の身元を保証し、仕事を斡旋あっせんし、度が過ぎれば追放する。

　それは決して楽な仕事ではない。

　逐一、成りたての新人へ事細やかに世話を焼いてあげる、などとできるわけもない。

　ましてやゴブリン退治ごときの尻拭しりぬぐいなぞ、どうしてやれようものか。

　受付嬢の顔にどこか物憂げな表情が浮かぶのも、無理からぬことではあった。

「訓練場ができれば、こんなに苦労をおかけすることもないんですけど……」

　ゴブリンスレイヤーは、その言葉に返事もせず、黙って依頼書をめくっていく。

　内容としては、どれもありきたりだ。

　村の近くにゴブリンが巣穴を作った。退治してくれ。

　家畜や作物に被害が出たところ、出ていないところ。

　既すでに人が攫さらわれたところ、攫われていないところ。

　ゴブリンスレイヤーは女性が攫われたという報告のあるものを、束たばの上へ並べ直した。

　冒険者が既に向かったという箇所は下に回す。未だ被害が軽微なものは真ん中だ。

　全部で十件はあろうか。にもかかわらず、彼は平然と言った。

「この順番で一通り回る」

「はい、わかりました。気をつけてくださいね！　あ、あと水薬ポーションなどは……」

「もらおう」

　ゴブリンスレイヤーは、ちらりと背後の仲間たちの方を窺うかがった。五、いや、予備を入れて六。

「治癒ヒール、解毒剤アンチドーテ、強壮スタミナ。六本ずつ頼む」

「はぁい！」

　雑囊ざつのうから金貨十八枚をカウンターに並べると、受付嬢はうきうきと品を取り出してくる。

　ゴブリン退治に、水薬十八本！

　遠巻きに様子を窺っていた新人たちのざわめきが、さざ波が重なるように大きくなる。

　用心深いというべきか臆病おくびょうというべきか、いずれにしても馬鹿げている。

　あからさまに嘲笑ちょうしょうさえ浮かべる者もいるほどであるが、そこには妬ねたみ嫉そねみもあるのだろう。

　なにしろ彼らはまともに武具を揃そろえたせいで、その多くが財布に余裕を持っていない。

　せいぜい水薬を一本買えるかどうか。一党パーティ全部の財布を合わせればともかく。

　それを十八本。人数分どころか予備も含めて！

　平然とそういうことを、まるで見せつけるようにやられては、思うところもあるのだろう。

「ええと、はい、これで十八本……ですね。確認お願いします！」

「ああ」

「では、お気をつけて！」

　もっとも、ゴブリンスレイヤーは気にも留めないのだが。
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　笑顔の受付嬢に見送られて戻った彼が真っ先にした事は、麻あさ紐ひもを取り出すことだった。

　どっかと長椅子に座り込んだ彼は、次いで十八本の小瓶こびんをずらりと並べる。

　三色の小瓶のうち、治癒の水薬にまず麻紐を結ぶ。

　次、毒消にはただ結びつけるだけではなく、結び目を余計にもう一つこしらえておく。

　そして強壮の水薬にはさらにもう一つ結び目をつけて、これで三つ。

　各種ごとに違う数の結び目ができるよう、麻紐を巻いていく。

　──今まで見たことない作業ね。

　興味津々。長耳を揺らして目を輝かせ、ひょいと妖精弓手が手元を覗のぞき込んだ。

「えっと、オルクボルグ？　なにしてるの？」

「ここのところ、咄嗟とっさに水薬を飲むことが多かったからな」

　ふわりと薫かおる森の香りにも平然と、ゴブリンスレイヤーは機械的に手を動かし続ける。

「手先で触っても、間違えないようにする」

「あ、わたし、手伝います！」

「頼む」

　甲斐甲斐かいがいしくも健気けなげに申し出た女神官へ、ゴブリンスレイヤーは腰を浮かせて場を空あける。

　そこにちょこんと薄い尻しりで腰掛けた彼女は、ちまちま丁寧に紐を結び始めた。

　一方、妖精弓手は一組出来上がったものを三瓶「もらいっ」と勝手に取り上げている。

「お前なぁ、耳長娘よ」と鉱人道士が溜息を吐ついた。「もうちくと、遠慮を持たんか」

「あら、そう？」妖精弓手は澄ました顔で長耳を振る。「鉱人ほど意地汚くないわよ？」

　さも当然というように、彼女は財布から取り出した金貨三枚を長椅子の上へ、指で弾く。

「む」と遅れを喫きっした鉱人道士も同様に、金貨三枚を長椅子の上に並べた。

「別に構わんが」

　手元に目を──正しくは兜を──向けたまま、ゴブリンスレイヤーが短く言った。

「そうもいかん」と鉱人道士はきっぱり首を横に振る。「金と道具の扱いは仲間内こそ、だ」

「そうか」

「しっかし、色々と手を考えるもんだのう」

「この手の小細工は、有効だ」

「あ、わたしも、終わったら払いますね」

「……ああ」

「どれ、拙僧も……」

　と、蜥蜴僧侶が物入れから金貨を椅子いすに置いたのと同時に、少し奇異なことが起こった。

「あ、あのう……」

　そう、遠慮がちながらも一党パーティにかかる声があったのだ。

　蜥蜴僧侶が見てみれば、それは見るからに駆け出しの、真新しい装備の戦士であった。

　随分と小柄な少女──僅かに尖った耳を見ればわかる。草原の民、圃人だ。

　真新しい装備。すらりとした足を脚絆レギンスで包んでいるが、圃人らしく踝くるぶしから先は裸足だ。

　圃人の少女は緊張した面持おももちで、その背後にはこわごわ様子を見る彼女の仲間たちがいた。

　彼女は一党パーティを見回し、何故なぜか一番声がかけやすいと思ったのか、蜥蜴僧侶へと目を向ける。

「あの、何を、しているんですか？」

「ふむ」

　蜥蜴僧侶は、親しみやすさをだそうとしたのか、目を緩く細めた。少女がびくりとする。

「水薬をですな」

　ひょいと鱗の生はえた爪先つまさきが、瓶を摑んで持ち上げる。とぷんと水の音。治癒の水薬。

「急場に取り出す時に間違えぬよう、印をつけておるのです」

「印を……」

「なにせ、逐一使う前に確認できるとも限りませぬからなぁ」

　ははあ、なるほど。感心した顔をして、こくこくと何度も頷く少女。

「言っておくが」
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　それに一瞥いちべつもくれず、ゴブリンスレイヤーがぼそりと言った。

「何でもかんでも印をつけても、覚えきれんぞ」

「あ……。や、やだなぁ。そんなこと、しませんて……はは」

　大方、とにかく品物に印をつけようと思っていたのだろう。少女の顔が強張こわばる。

　妖精弓手がくすりと鈴の音のような笑い声を漏らすと、たちまち顔を赤らめて俯うつむいた。

「咄嗟に使いそうなものにしておけ。あと……」

　一組。最後に自分の分を仕上げると、ゴブリンスレイヤーはそれを雑囊へ順繰りに収めた。

　下手に割れないよう慎重に位置を定め、息を吐く。

「ゴブリンには気をつけろ。最初は、鼠ねずみでも退治することだ」

「えっ。あ、は、はい……っ　わかった、わかりました！」

　少女はそう言われると、幾度もぺこぺこ頭を下げ、大慌てで仲間のもとへと駆け戻る。

　すぐに円陣を組んでひそひそと話しだしたところを見ると、関係は悪くないらしい。

　手持ちの装備に紐を結ぶ組と、依頼を確認しに行く組に別れる辺り、連携もできている。

「白亜を歩みし偉大な羊よ、永久に語られる闘争の功、その一端なりしへ彼らを導き給たまう」

　蜥蜴僧侶は奇怪な手つきで合掌し、彼らの武勲ぶくんと功、名誉ある死を祈った。

　口さがない冒険者もいれば、貪欲どんよくに生きるための知識を集めようと努力する者もいる。

　どちらが良い、悪いではない。どちらが正しく、どちらが間違っているわけでもない。

　他者の声を聞いたからとて成功するわけではない。聞かぬからとて失敗するとも限らない。

　だが、しかし、ああ。

「彼ら、生き残ると良いですなぁ」

「……わかるものか」

　ゴブリンスレイヤーの返答は、絞り出すようであった。

　鼠退治とて、死ぬ時は死ぬものだ。

　仮に上手うまくいっても次、次、次と等級が上がれば、依頼の脅威も増していく。

　安全であれば冒険などとは言うまい。

　ゴブリンスレイヤーはまとめ終えた予備の水薬も雑囊に収めると、ゆっくりと席を立つ。

「あ、ゴブリンスレイヤーさん、これお金です」

「……ああ」

　ぱっと立ち上がった女神官が、わたわた荷物を漁あさって取り出した金貨を、彼は受け取った。

　かわりに「請けてきた」と言って、依頼書の束を彼女へと手渡す。

「わ……」

　その厚みから、残ったゴブリン退治の依頼を全すべて引き受けたのだと察しがついた。

　女神官は込み上げてくる笑いを堪えるのに、努めて文面に意識を向ける。

　──まったく、最初は鼠でも退治することだ、なんて！

　気をつけようにも、ゴブリン退治の依頼はもうないではないか。

　彼が意識したのかどうか女神官にはわからないけれど、ああ、まったく、もう。

「どうだ？」

　彼の「どうだ？」はこの場合、「自分は行くがお前たちはどうだ？」という意味だ。

　何度言っても治らないこの癖くせにも、いい加減慣れてしまった。

　女神官はわざとらしく溜息を吐いて、ふるりと首を横に振って見せた。

「どうだも何も、行くって決めてるから、ここにいるんですよ？」

「む……」

「大体、放っておくと一人で行っちゃうんですもん」

「っていうか、オルクボルグは周り気にしなさすぎよね」

　ふんすと我がことのように苛立いらだたしく、妖精弓手は鼻息が荒い。

「ぐちゃぐちゃ好き勝手に言われて、何とも思わないの？」

「思わん」

　しかしゴブリンスレイヤーの答えは端的だ。彼は緩く鉄兜を左右に振った。

「そもそも連中が俺に何を期待しているのか、まるでわからん」

「そらあ、かみきり丸よ。ゴブリン退治じゃろ」

「違いありませぬなあ」

　鉱人道士が胴間どうま声ごえで笑い、蜥蜴僧侶が愉快そうに尾でゴブリンスレイヤーの背を叩たたく。

　取り残された形の妖精弓手が、「もう良いわよ」とそっぽを向いて拗すね始める。

　それを女神官は「まあまあ」と宥なだめ、一息ついたところで、彼女はぱたぱたと荷物を検あらためた。

　──装備良し。道具良し。食料良し。冒険者セットも忘れずに。着替えも、良し。

「うん、大丈夫だと思います」

「では、行くぞ」

　只人ヒュームの戦士、森人の野伏レンジャー、鉱人の術師、只人の神官、蜥蜴人の僧侶。

　多種多様、職業も種族も性別も異なる五人の冒険者たちは、そうしてギルドを後にした。

　──冒険者の一党パーティ、旅の仲間。

　女神官は、その言葉を脳裏のうりに浮かべ、ほんの少し歩調を速めた。

　雑踏の中を歩いていても、やはり何か、奇妙な連帯感のようなものがある。


　と──……。



「おい、邪魔だ！　怪我けがするぞ!!」

「きゃっ!?」

　さっと一人の少年が女神官を突き飛ばすようにして、彼らの脇わきをすり抜けて行った。

　外套がいとうを翻ひるがえし、手には大ぶりの杖つえを持った──魔術師だろうか。

　あわやぶつかりそうになってよろけた女神官を、ぐいとゴブリンスレイヤーの手が引っ張る。

「す、すみません」

「いや」

　帽子をかぶり直した女神官に、ゴブリンスレイヤーは興味もないという風に歩き出していた。

　対して我慢ならぬ鉱人道士は拳こぶしを振り上げ、少年へ振り返ると胴間声で怒鳴りつけた。

「これ、気をつけんか！」

「うるせえ！　のろのろしてるそっちが悪いんだろ！　火の玉ぶつけっぞ!!」

　そう声をあげながらも、少年は立ち止まることなくギルドへと飛び込んでいく。

　真っ直ぐ一直線に走り抜けていった様は、なるほど、火の玉さながらではあった。

「ったく、近頃ちかごろの若いもんは……」

「わ、それ年寄り臭いわよ、鉱人」

「お前だけにゃ言われたくないわい」

　じろりと、鉱人道士は半眼になって妖精弓手を睨む。

　いやより正確に言えば、狩人装束に包まれた、彼女の平たい胸元を睨みつけた。

「むしろ年齢相応のものを身につけんか、金床娘」

「ん、な……っ!!　こ、この、樽たる！」

　顔を真赤にして長耳を逆立てた妖精弓手が、わっと鉱人道士へ食ってかかった。

　いつも通りの賑やかさ。目前での丁々ちょうちょう発止はっしなやり取りに、女神官は目を細める。

　──でも……。

　ふと、女神官は後方──冒険者ギルドを振り返った。

　人混みを越えて尚なお、よく見える大きな建物。

「ま、新人が増えれば大なり小なり跳ねっ返りもおるもの……。どうかなさいましたかな？」

「あ、いえ、なんでもないんです。……なんでも」

　ぬぅっと首を下げてきた蜥蜴僧侶に慌てて手を振って、女神官はまた前に向き直った。

　歩いて行く。仲間の後を追って。仲間と一緒に。だけど。

　息せき切って駆け抜けていった、赤毛の呪文使いの姿が、どうにも脳裏にちらつく。

　──見覚えがあるのは、気のせいでしたでしょうか？
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「ＯＲＡＧＡＲＡＲＡ!?」

「前方、ゴブリン七！　でもって残り六！」

　洞窟に木霊こだますゴブリンの悲鳴に混ざって、凛と涼やかな声が響く。

　狭苦しく湿った通路を駆けながら、妖精弓手は狙ねらい澄ました矢の一撃を放っていた。

　そして眼窩がんかに矢を生やして転げる小鬼の死骸を飛び越え、冒険者の一党パーティが駆け抜けていく。

「よし」と小さく応じたのはゴブリンスレイヤーであった。

　先陣を切る彼は右の剣を逆手に握るや否いなや振りかぶり、迷わず前方へと投擲とうてきする。

「ＧＲＡＢ!?」

「ＧＲＲＯＢ！　ＧＲＡＲＢ!!」

　投げ撃った剣の刃が、小鬼の喉に埋まる。

　ガボガボと己おのれが血で溺おぼれながら息絶える同胞の横で、錆さびた剣を持つ小鬼が嘲笑あざわらった。

　あの冒険者は間抜けだ。武器を手放してどうする気なんだ？

　ゴブリンは、ゴブリンスレイヤーの掲げる松明たいまつに刃をぎらつかせ、声をあげて飛び出した。

「ＧＲＡＡＲＢＲＯＯＲ!!」

「ふん」

　踊りかかってくる小鬼の剣を、ゴブリンスレイヤーは円盾で受け止める。

　そして素早く右手へ松明を持ち変えると、それを棍棒こんぼう代わりに叩き込こんだ。

「ＧＲＡＢ!?」

　悲鳴。砕けた鼻骨が脳に突き刺さる痛み、顔面を炎で焦がされる痛み。

　そのゴブリンは生涯で他者へ与えた苦痛より、遥はるかにマシな激痛の中で息絶えた。

「二、三」

　息絶えたゴブリンの死骸を蹴けり倒し、斃たおれている骸むくろから剣を引き抜きつつ、前へ。


　残りは四匹、いや───……。



「イイィイヤアァアァッ!!」

　ゴブリンスレイヤーの横を駆ける蜥蜴僧侶の咆哮ほうこう、祝詞のりと。

　同時、剛力でもって振るう牙刀が、貪むさぼり尽くすようにゴブリンを切り刻んだ。

　喉笛のどぶえを一文字に切られて生きていられるゴブリンなどいようはずもない。

「ＧＲＯＡＲＯＲＯＢ!?」

「四。残りは三か」

　その一匹の始末を蜥蜴僧侶に任せ、ゴブリンスレイヤーは既に索敵を終えている。

　通路を進んだ先の暗がり、松明の灯りを受けて照り返す、鈍い輝きを認めたのだ。

　ゴブリンスレイヤーは躊躇なく、顔の前に小振りな円盾を掲げた。

　途端びぃんと気の抜けた弦鳴つるなりと共に、宙を切って闇やみの奥より飛来する何か。

　同時、がつりと左腕に殴られたような衝撃が走り、ゴブリンスレイヤーは舌打ちを一つ。

「ＧＲＯＲＢ！」

「ＧＲＡＲＯＲＯＢＲ！」

　見ずともわかる。そこには、一本の矢柄やがらが突き立っている。

　残り二本のうち一本は山なりに一党パーティの頭上を超え、一本は蜥蜴僧侶によって防がれていた。

　暗がりの奥に潜ひそむ小鬼弓兵の存在はわかっていた。

　弩兵どへいなら恐るべきであったが、幸いにして、この小鬼は並の弓だ。

「ち……！」

　警告が遅れた事に舌打ちをひとつ。

　ゴブリンスレイヤーはむんず矢を柄ごとつかむと、無造作に引き抜いた。

　鏃やじりの返しによって自身の装備が痛むことを、まるで気にした風がない。

　むしろ見るべきは、その鏃にべとりと塗りたくられた、おぞましい汚液だ。

「毒だ！」と、彼は抜いた矢を投げ捨てた。

「まかせて！」

　打てば響くような返事がくる。

　既に妖精弓手は矢を番つがえ引き絞り、鳴弦めいげんの音も鮮やかに小鬼弓兵の喉を射抜いている。

　こと射撃で森人に対抗しようなどということがおこがましいのだ。これで五。

「六！」

　否、既にゴブリンスレイヤーは洞窟の中を駆け抜け、ゴブリンどもへ接敵している。

　吠ほえ猛たけるゴブリンの喉元のどもとへ無造作に剣を繰り出し、ゴブリンスレイヤーは息の根を止める。

　死体を蹴りつけて剣を引き抜きつつ、前方から迫り来る一体を盾で打ち据え後方へ。

「おおおぉおぉっ!!」

　すかさず飛び掛かった蜥蜴僧侶が牙刀でこれを屠ほふり、都合七体の小鬼が、累々と屍しかばねを晒す。

　しばしの間、薄暗く生臭い洞窟の中に一党パーティ五人の浅く荒い呼吸だけが響いていた。

「こ、これで、いったん、終わり……でしょうか？」

「恐らくな」

　ふぅ、ふぅと呼吸を整えている女神官に頷き、ゴブリンスレイヤーは松明を投げ捨てた。

　手荒く扱ったせいもあって、もはや燃えさし程度の有様だ。

　いくら一党パーティに暗視のできるものが三名もいるとはいえ、光源がなくて良いわけがない。

「あ、ゴブリンスレイヤーさん、これ……」

「すまん」

　彼が雑囊を漁って松明を取り出すのを見ると、女神官はすかさず火打ち石を用意していた。

「いえ」と女神官は微かに頰を緩めて火花を散らし、松明が燃え上がるのを確認、ほっと一息。


　こうして落ち着いて、改めて周囲を見回してみれば──……。



　狭苦しい岩屋は、小鬼の巣特有の腐敗臭に入り混じり、血と臓物の臭いに満ち満ちている。

「うぇ……」

　いい加減慣れたといっても、心地良いわけがない。妖精弓手が鼻をつまんで顔をしかめた。

　それでも片手に弓を携たずさえ、長耳を振って周囲の警戒を怠おこたらないのはさすがであったが……。

「結構、底まで降りたから仕方ないけど、まだ上に出れないの？」

「どうしましょう、数、増えるばっかりで……」

　いかんせん、疲労の色は濃い。

　女神官が差し出した水袋を「ありがと」と受け取り、妖精弓手は遠慮なく喉を潤うるおす。

　村から近い川べりの洞窟への挑戦は、既に復路ではあるといえ、折り返した実感はない。

　その答えはといえば、既に彼らのもとへと近づきつつあった。

「ＧＲＯＯＲＯＲＢ！」

「ＧＲＡＡＲＢ！　ＧＲＯＢ！　ＧＲＯＲＲＢ!!」

　地底の奥底より響き渡り木霊する、醜悪な声。

　蟻ありの巣の如く深く張り巡らされた穴蔵は、奈落か深淵しんえんか迷宮か。

　無尽蔵に湧き出してくるゴブリンは、ただそれだけで新人冒険者の心を折ってしまうだろう。

　なにしろ、この数時間、ほぼ休みなしである。

　六、七とは今遭遇した小鬼の数である、というだけだ。

　あわせれば始末したゴブリンの数、十、二十ではきくまい。

「……また、来ますね」

　もともと白い肌をさらに白く、血の気の失せた顔で、女神官はぐっと唇を嚙かみ締しめた。

　錫杖を握る両手は強張って震え、力のあまり固まってしまったのではと錯覚を引き起こす。

「いけるか？」

「は、はい……っ」

　ゴブリンスレイヤーの淡々とした問いにも、彼女は懸命な様子で頷き、声をあげる。

　ダメですと言ったところで、何がどう変わるわけでもないが……。

　それでも気にかけてもらえるだけで、幾分か心は軽くなる。

　息を吸って、吐いて。己の物とも思えない指を、どうにか一度開いて、握り直す。

「我々が請けてよう御座いましたな」

　その様子を見守りながら、蜥蜴僧侶は牙刀に血振りをくれた。

　ゴブリンどもの猥雑わいざつな足音は徐々に迫っている。

　狭く暗く細い幾本もの枝道がわぁんと反響をおこし、冒険者たちを包み込むかのよう。

「小鬼ばらは、さて、どれほどのものか」

「……三十ってことはないと思うけど」妖精弓手が、耳を振った。「十以下でもないわね」

「二十と見るべきか。いかに小鬼退治は新人向けとはいえ、これは荷が勝ち過ぎましょうや」

　対してこちらは僅かに五人。

　蜥蜴僧侶は「ふぅむ」と一声唸り、穴蔵の底へと首を巡らせ、尾を打った。

　竜牙兵ドラゴントゥースウォリアーを出すべきか否か。呪文を使うべきかどうか。悩ましい問題である。

「やれやれ、こらあ、ちくと手間じゃぞ」

　背負うた荷物──否。

　薄汚れ、擦すり傷だらけ、意識もない娘を壁際におろしてやりながら、鉱人道士が呻うめく。

「なにせこちとら、娘っ子も守らにゃならんときている」

　いつもの事……といえば、いつもの事ではあった。

　だがしかし、人の人生を容易たやすく破壊しうる「いつもの事」である。

　とどのつまり、事の発端はこうだ。

　ゴブリンが村はずれに棲すみ着いた。

　若い衆が気をつけていたが、薬草摘みだか羊飼いだか、外に出た村娘が攫われた。


　どうにかして退治してくれ──……と、いう。



　この四方世界、どこに行こうと嫌になるほど聞かされる、小鬼による災厄。

　ゴブリンスレイヤーが真っ先に向かった川べりの小さな村では、船頭の娘だったが。

　それが幸いしたのか、不幸であったのかは、定かでない。

　毎日、長竿ながざおを操あやつって船を往来させていた彼女は、下手な男よりもしっかりと鍛えられていた。

　だからこそ小鬼どもの暴虐と陵辱りょうじょくに晒されて尚、彼女は息があった。正気も保てていた。

　この後彼女がどう生きていくかまで、冒険者にはわからないが、生かしてやるのが勤めだ。

「これ以上に増えれば、地上への侵出がより派手になる」

　ゴブリンスレイヤーの決断は端的だ。

「ゴブリンどもは皆殺しだ」

　それ以外の答えがあろうはずもない。

　そう、いつもの事と言えばいつもの事なのだ。

　少なくともゴブリンスレイヤーにとっては。

「どう見る？」

「さて、狭い通路で迎え撃つとならば数の多少は問題になりませぬ……が」

　蜥蜴僧侶は思慮深くも重々しい声で応じ、爪先でかりかりと洞窟の壁を削けずった。

　土は軟やわい。しっかと固めてあるから崩れることはなかろうが、掘り抜くのは容易かろう。

「小鬼ばらが壁抜きをして挟み撃ちとならば、ちと厄介。動いた方がよぉ御座いましょう」

「ならば決まりだ」ゴブリンスレイヤーは自分の武器を検めて言った。「術は残っているな」

「あ、はい」

　真っ先に答えたのが女神官だった。

「今回は長くなりそうでしたから、まだ三回分、取っておいてあります」

「拙僧も、今しがた《竜牙刀シャープクロー》をこさえたとこですからな」

　残り三回。蜥蜴僧侶の言葉に、ゴブリンスレイヤーは頷いた。十分だ。

「わしは、まあ、四回っつーとこだが……」

　ひのふのと指折り数えた鉱人道士が、ひょいと肩から下げた鞄かばんを覗いて、顔をしかめる。

「……確か全部で十箇所回るんだったか？」

「大体それがおかしいのよね」

　妖精弓手がぶちぶちと文句を言うのも気にせず、ゴブリンスレイヤーは首を横に振った。

「休息の時間は取るが」

「そういう問題じゃないの」

　聖職者にしろ魔術師にせよ、奇跡を賜たまわり、世界の理を書き換えるには消耗が激しい。

　日に数回。白金等級のような規格外でもなければ、それが人の分というものだろう。

　故にこそ呪文使いに十分な休憩を与える事は、冒険者にとって要のひとつである。

　怠った者は死んでも文句は言えまい──注意していたって死ぬ時は死ぬのだが。

　応じたゴブリンスレイヤーの横で、ああ、と合点がてんが言った蜥蜴僧侶が目を回した。

「触媒ですかな」

「おう。補給できる分は補給すっけど、魔術の道具っつーのは、なかなかの」

「よし」

　ゴブリンスレイヤーは脂で鈍った刃を、ゴブリンのボロ布で乱雑に拭ぬぐった。

　あと一匹二匹も斬きれれば十分。どうせ武器は向こうから持ってきてくれるのだ。

　構うことはなかった。

「ならば《隧道トンネル》だ。あれは触媒も使わんだろう」

「まあの。しっかし、なんで《隧道》……って、そうかい」

　鉱人道士が白髭をしごき……思案するまでもなく思い至って、顔を皺しわくちゃにした。

「……わしもかみきり丸に毒されっちまったかなぁ……おい、鱗の、肩ァ貸せ」

「ははぁ、なるほど、なるほど。どれ、拙僧の背でたりまするかな？」

　深々、息を吐いた鉱人道士が、蜥蜴僧侶を呼んでその背、肩へとよじ登る。

　彼は鞄から墨壺と筆とを取り出すと、鮮やかな筆致で天井へと紋様をしたためはじめた。

　合点が行かぬのは妖精弓手である。

　彼女は訝しげに長耳を揺らし、むぅっと唸りながら鉱人道士の描くさまを見上げた。

　わからない。「わかる？」と女神官に問うて見ても「いえ……」と曖昧あいまいにはぐらかされて。

「ねえ、ちょっと、オルクボルグ。なに考えてるのか教えなさいよ」

　素直に矛先を向けられたゴブリンスレイヤーは、いつも通り、無機質に淡々と応じた。

「一応言っておくぞ」

「何を？」

「緊急避難だ」

「何が？」

「人質も助けだした。問題はない」

　そう言って、ゴブリンスレイヤーは妖精弓手へ何かを放った。

　薄暗がりの中でも彼女の瞳はそれを捉とらえ、さっと掌中へと握りこむ。

「あれの正しい使い道を見せてやる」

　妖精弓手がきょとんと首を傾かしげる横で、女神官が「ああ」と諦めたように溜息を吐いた。

「……やるんじゃないかと思ってました」

　渡されたのは、水中呼吸の指輪であった。
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　それはゴブリンにとってさえ、いつもの事であった。

　冒険者である。

　いつだって連中は、彼らが気分よく過ごしているねぐらへ土足で踏み入ってくる。

　今回は五人。

　それも都合の良いことに女が二人もいる。どちらも若く、しかも片方は森人だ。

　何故だか匂においはわからないけれど、実際目にしてしまえば、一目いちもく瞭然りょうぜんである。

「ＧＲＡＯＲＢ！」

「ＯＲＧＡ！」

　穴底で、ゴブリンどもは暗い欲望を胸に、薄汚く笑いあった。

　まったく俺たちはなんてついているのだろう！　女が二人。当分楽しめる。家族も増える。

　こと言葉持つものの戦争において、虜囚りょしゅうや捕虜として価値があるのは男である。

　何故なら当然、労働力になるからだ。

　正当な戦争による捕虜なら、契約によって忠実に働いてもくれる。

　しかし、ゴブリンにとっては違う。

　なんせ男なんて奴らは、あぶないし、すぐ怒って暴あばれるし、怖い。

　手足をぶった切って牢ろうに放り込んだって良いが、そうすると、後は食べるか玩具にするか。

　えらい苦労をしたわりに、なんと使いでのないことか。

　この点、女は、メスどもはどうだろう。

　孕はらませればそれだけで逃げなくなるし、暴れて手足を落としたって困ることはない。

　なにより、楽しい。重要なことだった。しかも仲間が増える。すごいことだ。

　飽きたり死んだりしたら食べれば良いし。男に比べてなんて便利なのやら。

「ＧＲＯＢ！　ＧＲＯＡＲ！」

「ＧＲＯＯＲＢ！」

　軟い土を、雑多で粗末な道具で、悪態ともども搔き出だしながら、小鬼どもは囁き合う。

　あの細い小娘は、二、三度小突けばきっとすぐ大人しくなるぞ。

　森人は気性が荒そうだ。でも足の一つも折ってやれば……。

　いやいや二度と弓が引けなくなるよう、手指を砕いてやればどうだろう。それは良いや。

　まるまる太った鉱人は食いでがあるぞ。腹いっぱい食える。

　蜥蜴人は鱗をべりべり剝はがしてやろう。紐を通せば鎧に良い。

　骨やら爪やら牙やらも槍にするには具合がぴったりだ。

　そしてあの鎧のやつ。剣も盾も何もかも、誂あつらえたようにゴブリン向きだ。

　まったく冒険者という奴らは！

　ゴブリンは、自らが負けるなどとは露程つゆほどにも思わない。

　数こそがゴブリンの強みである。

　それを本能的に理解しているがゆえのゴブリンである。

　もし多少なりゴブリンに「思慮深さ」なるものが授さずけられていたならば……。

　きっととうの昔に、放置されることなくゴブリンは滅ぼされていたに違いない。

　やがて、土壁の手応えが変わってきた。

　耳を澄ませば微かな声も聞こえてくる。

　ここだ。

　ゴブリンどもは顔を見合わせ、頷きあった。にたりと厭いやらしく笑う。

　手に手に、採掘にも使った粗末な武器を握りしめる。

　だいたいは骨だの石と枝を組み合わせたもので、ちらほらと略奪した円匙スコップが混じる。

　事ここに至れば戦略などというものはない。

　仲間が殺されてる間に、上手いこと襲いかかって、奴らを血祭りにあげるのみ。

　間抜けな冒険者どもは何やら企たくらんでいるようだが、そうはさせるものか。

　もはやゴブリンの脳からは、自分たちが船頭の娘に何をしたか、都合よく消えている。

　殺された二十匹余りの仲間たち、その恨みを思い知れ！

　我らのねぐらを蹂躙した報いを与えろ！

　殺せ！　犯せ！　奪え！

「ＧＯＲＯＲＯＢ!!」

「ＧＲＡＢ！　ＯＲＧＲＡＡＲＯＢ!!」

　ゴブリンの群れは、雄叫おたけびを上げて壁をぶち抜き、空間へと飛び出した。


　彼らは咆哮と共に、怒涛どとうの如く冒険者へと襲いかかり────、



「馬鹿め」

　瞬間、解き放たれた巻物からの濁流が、怒涛そのものとなってゴブリンを呑のみ込んだ。
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　どんと地の底を揺るがす轟音ごうおんとともに、広野へ白い柱が突き立ち昇った。

　否。

　途端に春先の空気に混じる潮しおの香りは、それが海水であることを如実に物語っている。

　想像もできぬほど深い海の底から、召喚されたのだ。

《隧道》を通って地上へと駆け上がった潮流の渦うずには、当然、冒険者たちの姿もある。

「いやああぁっ!?　やだやだやだやだやだぁっ!?」

「はっはっはっはっは。いやはや、これはまた、なんとも」

　金切り声で悲鳴をあげて泣き喚わめく妖精弓手の横で、愉快愉快と笑う蜥蜴僧侶。

　長耳をぴんと逆立てぎゅっと目をつむった妖精弓手には、上の森人としての威厳は皆無。

　というよりむしろ、尊厳が漏れているのではないかというほどの有様であったが……。

「まあ、無理もありませぬなぁ」

「なんであんたは落ち着いてるのよぉっ!?」

「拙僧らと鳥は遠縁であるというのが、我らの教えでありますから」

　とはいえ、だ。

　いくら呼吸ができようとも、こうして打ち上げられて落ちれば痛痒ダメージは必定。

　慈悲深い地母神は、あまねく全てを致命的クリティカルに受け止める事だろう。

「お、落ちます、落ちますよ！　急いでください……！」

　その敬虔けいけんな信徒たる女神官は、風でまくり上がる服の裾すそを押さえ、心からの嘆願を叫ぶ。

　──奇跡で大地を柔らかくしたりできないのは不公平だと思います！

　不遜にもそんな考えが過ぎるが、びゅうと吹き抜ける風が目に滲んだ涙ごと運び去って行く。
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「ほいきた！　任せぇ！」

　予想しておいて良かったわい。

　鉱人道士は慌てず騒がず、虜囚となっていた娘を背負うたまま、宙空で複雑な呪印を結ぶ。

「《土精ノームや土精、バケツを降ろせ、ゆっくり降ろせ、降ろして置いてけ》！」

　するとどうであろうか。

　勢いのまま地へ打ち付けられると思われた冒険者たちは、羽毛のように宙を漂い出す。

　これならば墜落死も免まぬがれようというもので、女神官はホッと息を吐いた。

「も、もう、大丈夫ですよ？」

「いや！　ダメ、ぜーったいダメ！　無理、目は開けないからね!!」

　女神官の呼びかけも、いささか引きつった声だったせいだろうか。

　ぶるぶると耳から身体から震わせて、妖精弓手はぎゅうっと目を瞑つむったまま首を振る。

「《降下フォーリング・コントロール》は、上げたり下ろしたりで使うもんだけどよぉ」

　本来は高所から転落したり、落とし穴にはまった時のためなのだが、と。

「かみきり丸。お前さん、わしらと組む前はどうやっとったんだ」

「身体を固定し、水没した後、徒歩で脱出した」

「おいこら」

「今回は、時間がなかったからな」

　半眼になった鉱人道士に睨まれても、ゴブリンスレイヤーは平然としたものであった。

　ほどなくして、重力が一党パーティを捉え、ゆっくりと地面へと導いた。

　吹き出した海水は周囲を泥濘でいねいに変え、たちこめる潮の臭いが異様な雰囲気を漂わせている。

　ここから塩気が抜けて耕地に適するようになるまで、何年かかるのだろうか。

「ああ、もう……。やっぱり着替え、必要ですね」

　泥に足を取られないよう気をつけながら諦めた様子で女神官が溜息を吐く。

　彼女はするすると濡ぬれて張り付いた服の裾をたくし上げ、ぎゅっと絞った。

　白い足、細い太ももが露あらわになるが、羞恥心しゅうちしんより優先すべき事は多いのだ。

「あ、でも、こっちは見ないでくださいね」

「ああ」

　無論、一瞥もくれないゴブリンスレイヤーへ不満がないわけでもないのだが。

「そうでしょうとも」と女神官は呟いて、「んしょ」と上着を脱ぎにかかった。

　なにせ海水である。このままでは鎖くさり帷子かたびらが錆びてしまう。


「ぁ、ぁ、も、もう、いや、これ禁止。絶対もう、二度とやらせない…………」



　茫然ぼうぜん自失じしつでへたり込む妖精弓手へ、着替えの傍かたわら、女神官はちらりと視線を向ける。

　確か彼女は金気の装備は持っていなかったはずだけれど。

　──なら、大丈夫ですよね。

　平静をもたらす奇跡は未だ授かっていないし、奇跡に頼り過ぎるのも宜よろしくはない。

　放っておいて自然に気分が治まるのであれば、それが一番。

　至極あっさり、女神官は妖精弓手を日に当てて乾かすことに決めた。

　春の日差ひざしだ。すぐになんとかなるだろう。

「さてと……」

　そうして目を向けると、ゴブリンスレイヤーもまた自分の仕事を優先していた。

　彼はゴブリンスレイヤーであり、つまりゴブリンを殺すことが彼の仕事だ。

《隧道》の効果が解けはじめ、地に穿うがたれた穴は徐々に埋まりつつある。

　そのうちに海水は洞窟の入口へと流れ、ゴブリンどもを押し流すだろう。

　それは良い。

　ゴブリンスレイヤーは激流の中でも手放さずにいた剣を握り直す。

　足元の泥濘を、ずかずかと跳ね散らしながら、無造作な足取りで前へ。

　そこには巻き込まれ、共に吐き出されたゴブリンが幾匹か転がり伏せていた。

「ふん」

「ＯＲＧＡＲ!?」

　一匹。ゴブリンスレイヤーが躊躇なく延髄を貫くと、その小鬼は悲鳴を上げて痙攣けいれんした。

　そのまま刃を回して抉えぐり、完全に動かなくなってから、ゴブリンスレイヤーは剣を抜く。

「ほう。生きておるのですか」

「出目が良かったのだろう」

　ままある事だ。ゴブリンスレイヤーは蜥蜴僧侶へそう告げて、黙々と作業を続けた。

　ゴブリンを探し、剣を突き刺し、生死を確認し、生きていれば死ぬのを待つ。

　ほどなく刃が鈍ったので、ゴブリンスレイヤーはそれを放り捨てた。

　なにしろ武器は山とある。適当なゴブリンから棍棒を奪い、礼代わりに頭蓋ずがいを叩き割った。

　大半のゴブリンは死んでいた。

　だが、一、二匹は生きていた。

　確率とはそういうもので、それを見逃してやる気など、ゴブリンスレイヤーにはない。

「あいつが正気に戻ったら、装備を拭ふいて、次に行くぞ」

「ほいきた」

　鉱人道士が請け負い、火酒の瓶を取り出して栓を抜く。

「まったく、今日は小鬼ばらにとっちゃ、最悪の日かもしれんの」

　ほれ耳長の。そう言って気付けの火酒を無理に飲まされた彼女が、またぞろ悲鳴をあげた。

　ピンと耳を逆立てて顔を赤くし、わーっと鉱人へ食ってかかって始まる口喧嘩。

　喧々囂々のいつものやり取りを一切無視して、ゴブリンスレイヤーは低く呟いた。

「そうでもあるまい」
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「いやあ、さすがに一人では無理じゃあないですかね……？」

「なんでだよ。知ってるぜ。大昔、二人目の勇者は一人で魔王と戦ったんだろ！」

「そりゃ、白金等級ですし。できれば一党パーティを組むか、入れてもらうか……」

「オレの眼鏡めがねにかなうような冒険者はいねえ」


「…………ううーん、困りましたねえ」



　すっかり人気ひとけの絶えたギルドの受付で、彼女は三つ編みの房をくるくると弄もてあそんだ。

　既すでにとっぷりと日も暮れて、冒険者の姿はない。

　居残り組は寝るか遊びに繰り出すかして、冒険に出た組は言わずもがな。

　残っている職員も、もう今は彼女一人きりだ。

　本当なら、じっと求める依頼を待っている冒険者の少年なんて、追い出して良いのだけれど。

「……仕方ありませんね」

　どうして自分はこうなのだろう。

　深々と息を吐はいて、受付嬢は席を立った。
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「お茶、淹いれてあげます」

　奥の給湯場へ向かいながら、こっそりと片目を閉じて、ウィンクをひとつ。

「待っているの、私も同じですから」
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　ゴブリンスレイヤーたちが辺境の街の門を潜くぐったのは、夜も更ふけた頃ころであった。

　既に通りから光は絶え、往来を行く者はなく、双月と星のみが灯りとして地上を照らす。


「……ぅ、ゃ、あ、つ、ついたぁ……？」



「おう、ついた、ついた。ついたぞ、耳長娘」

「神官殿も、これはもういかぬようですなぁ」


「ん…………ぅー……」



　一同、疲労困憊ひろうこんぱいといった有様ありさまである。

　しんなりと耳を垂らした妖精弓手エルフは、重いまぶたを持ち上げるので手一杯。

　女神官はといえば、うつら、うつら、蜥蜴僧侶リザードマンの背中で既に船を漕こいでいる。

　男衆三人は、ここ連日の戦いで血と汗と泥に汚れた顔を見合わせ、頷うなずいた。

「お任せしてよろしいかな、小鬼殺し殿よ」

「ああ。そちらも頼む」

「ほいきた、ほれ、耳長の。しっかりせんかい」

「ぅ、ぅ……。ねむぅい……。ねるぅ……」

「だったら部屋まで行ってから寝れ。通りじゃぞ、ここは」

　目をぐしぐしとこする妖精弓手の背を、鉱人道士ドワーフが小さい体で強引ごういんに押す。

　向かう先はギルドの二階、宿として使われている区画だ。

　住居を構えている冒険者は珍しい。他ほかの宿でなければ、大概はギルドに一室を借りている。

「では、また明日」

「ああ」

　蜥蜴僧侶が奇怪な手つきで合掌するのに、ゴブリンスレイヤーは頷いた。

　のしのしと先に行った仲間を追う蜥蜴人リザードマンの大きな背中には、小柄な娘が背負われたまま。


「…………ぅ。ぉ…………す、み…………な、さ……ぃ」



　その途切れ途切れ、舌っ足らずで微かすかな声を聞いて、ゴブリンスレイヤーは兜かぶとを揺らした。

「ふむ」

　仲間。

　ふと自然に浮かんだ言葉だが、悪い気はしなかった。

　一年前はいなかった人々。一年も付き合うとは思わなかった人々。

　今回のような状況を、かつての自分ならばどうしただろうか？

　手持ちの装備。戦術。時間。リソース。

　彼らがいなかったら。

　ただそれだけで、ゴブリンスレイヤーの選択肢は恐ろしく広がり、恐ろしく狭せばまった。

　こうも違うものか。

　そう思いを巡らせながら、彼はギルド側の自在扉を押し開けた。

「む……」

　違和感がある。

　灯り。

　既に職員は残っていないはず。それでも彼が向かうのは、報告をまとめるためであった。

　──ゴブリンか？

　半ば反射的に、ゴブリンスレイヤーの手は、鞘さやに叩たたき込こんである鉈なたを引ひっ摑つかんでいた。

　深く腰を落とし、ず、と摺足すりあしになってギルドへと足を踏み入れる。背後で扉が揺れ、閉まる。

　滑稽こっけいな仕草であるやもしれぬが、彼はこれをいささかも滑稽とは思わなかった。

　町中にゴブリンが現れないなどと、どうしてそんなことが言い切れるだろうか。

　ゴブリンスレイヤーは、ふとギルド待合室の長椅子ながいすに目を走らせた。

　そこにうずくまるように横たわった影が、微かに動いた気がしたからだ。

　いや。

　気のせいではない。

　それは毛布をかけられた人であるかのように、もぞもぞと蠢うごめいている。

　ゴブリンスレイヤーが一歩足を踏み出すと、ぎしりと床が軋きしんだ。

「……ぅ、う、ん？」

　すると、毛布を払って、その人影がゆっくりと身を起こした。

　目をごしごしと擦こすり、小さくあくびを漏もらした、それは赤毛の少年だった。

　起きた拍子にからりと、椅子いすに立てかけてあった杖つえが倒れ、床に転がる。


「…ぇ、さん。……まだ、寝てて良い、だ───……う？」



　ぱちくりと、少年は寝ぼけ眼を瞬またたかせ、目前に佇たたずむ人物を注視した。

　彼の大きく見開かれた瞳ひとみには、暗闇くらやみの中、ゴブリンスレイヤーの姿が映っている。

　血と、泥にまみれた、安っぽい兜、薄汚れた革鎧かわよろい、錆さびた鉈に手をかけた男の姿。

「ぅ」

　少年の口が痙攣けいれんし、引きつったように歪ゆがみ、そして、

「うわああああああっ!?」

「む……」

　──なんだ、ゴブリンではなかったか。

　木霊こだます叫び声に、ゴブリンスレイヤーはそんな事を思う。

「ひゃあ!?」

　と、時を同じくして、受付の方で可愛かわいらしい悲鳴と、がたんと椅子の揺れる音がした。

　見れば受付嬢ががばりと飛び起きたところであった。

「え、あ、あ、ご、ゴブリンスレイヤーさん!?　寝てませんよ、寝てませんからね！」

　彼女はわたわたと髪を整え、微かに乱れた制服を整え、頰ほおを染めて首を横に振った。

　そしてこほんと軽く咳払せきばらい。いつもの貼はり付けた笑みではない、自然と綻ほころぶような微笑。

「えっと、お疲れ様でした」

　ゴブリンスレイヤーは強張こわばった指を緩ゆるめ、鉈から手を離した。
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　音も立てず差し出された紅茶のカップを、ゴブリンスレイヤーは無造作にぐいと呷あおった。

　味などわからないような飲み方だが、受付嬢はにこにこと目を細めていた。

　彼女は慣れた様子で書類を整え、羽ペンの先を削けずり、インク壺を開け、吸取器を用意する。

「それで、どうでした。今回は数も多くなりましたよね？」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーはこっくりと頷いて言った。

「ゴブリンがいた」

「何匹いました？」カリカリと受付嬢はペンを走らせて「あ、一件ずつお願いします」

「一件目は三十四」

　言葉が途切れる。

　受付嬢がペンを止めて顔をあげると、ゴブリンスレイヤーはぼそりと付け加えた。

「それと、十足らず」

「十足らず？」

「潜もぐって、捕虜を助け、巣穴を沈めた。確認した死体は三十四匹。残りは十もいまい」

「ああ……」

　くすり。受付嬢の頰が緩み、笑みが溢あふれる。

　諦あきらめ──というより、仕方ないなあ、と。

　そんな、いつもと変わらぬ彼の様子を、むしろ喜んでいる節さえある。

「二件目は、どうです？」

「ゴブリンがいた」彼は言った。「数は二十と三匹……」

　だいたいがそんな調子であった。

　淡々と語られるゴブリン退治。

　水に沈め、火をかけ、崩して埋め、あるいは淡々と乗り込んで鏖殺おうさつする。

　武器を投じ、突き刺し、奪い、交換し、事前に用意した装備を叩き込む。


「…………」



　その全すべてを少年はそっぽを向きながらも、聞き耳を立てているらしかった。

　年の頃は十五かそこら。

　燃えるような赤毛は丁寧に刈られており、纏まとった外套がいとうも真新しい。

　杖には卒業を示す宝玉がはまっていないから、学院を飛び出した魔法使いか。

　興味がなさそうな素振そぶりをしていた彼は、ふと気づいたように荷物を漁あさった。

　ごそごそと取り出されたのは小さな帳面と、木炭を挟んだ鉛筆だった。

　何やら覚書でも取ろうと言うのか、いかにも学徒らしい仕草ではある。

　しかしそれを見るや否いなやゴブリンスレイヤーはぴしゃりと言った。

「やめろ」

「!?」

　少年魔術師がびくりと身を震わせる。

　しかしそれで収まらないのか、不平に満ちた視線をじろりとゴブリンスレイヤーへ向けた。

「んだよ。どうせゴブリンなんて大したことないったって、念のため、予習ぐらいは──」

「良くはない」

　吠ほえる子犬のような少年に応こたえるのは、淡々として無機質な、冷たく、低い声である。

「覚書がゴブリンに奪われてみろ。ことだ」

　ぴくりと少年のこめかみが震え、その顔が引きつるのが、薄暗いランプの灯でも良く見えた。

「オレがゴブリンに負けるってのか!?」

「そういう可能性は高い」

「んだとぉっ!?」

　思わず席を立った少年が食ってかるのを、ゴブリンスレイヤーが面倒くさそうに兜を向ける。

　──頃合ころあいいでしょうか？

　受付嬢は苦笑し、そっと少年のカップを指で示した。

「お茶おかわり、いります？」

「あ、いや、えっと……」

　見み咎とがめられた少年は、バツが悪そうに頰をかいた。

「い、いらな……くも、ねえ」

「はい、はい」

　こぽこぽと、受付嬢は湯気を立てた薄紅色のお茶をカップに注そそいでいく。

　その仕草をじっと見つめる少年は、やはり十五歳、歳とし相応の顔立ちをしている。

　──まあ、冒険者になるわけですから。

　夢か希望か、金銭か名誉か。それ相応の理由もあるし、意地も見栄もあるものだ。

　受付嬢はそのまま、飲み干されたゴブリンスレイヤーのカップへもお茶を淹れていく。

「すまん」

「いーえっ♪　何を仰おっしゃるんですか」

　にこにことした表情に、少年魔術師は目を瞬かせる。

　さっき、この奇妙な鎧の冒険者を出迎えた時もそうだった。

　自分が登録を申請した時の笑みとは、何か、こう、上手うまく表現できない何かが違う。

　彼はごくりと唾つばを呑のみ、おずおずと、この奇妙な鎧の冒険者へ口を開いた。


「あんたが……ゴブリンスレイヤー……ってやつ、か？」



「そう呼ばれてはいる」

　こっくりと頷いたゴブリンスレイヤーへ、少年魔術師はさらに身を乗り出した。

　眼鏡の奥に輝く緑色の瞳はさらに大きく、彼の姿を映し出す。

　緊張と、高揚と、興奮と、期待と、不安。

　それら全てが入り混じった表情と声で、彼は言った。

「だったら、オレにゴブリンの殺し方を教えろよ!!」

「ダメだ」

　ゴブリンスレイヤーは無下なく切り捨てた。

「なんで!?」

「教わるまで行動に移さないのなら、教わったところで何も変わらん」

「な……」

　ゴブリンスレイヤーは端的にそう言うと、注いでもらったばかりの紅茶を呷った。

　がぶり。一息である。

　そしてカップをがちゃりと音を立てて置き、受付嬢へと向き直った。

　呆然ぼうぜんとしている少年に見向きもせず、受付嬢の差し出した書類を受け取る。

　既に報告書は仕上げられており、後はゴブリンスレイヤーのサインを待つばかり。

　ゴブリンスレイヤーは尖筆せんぴつを取って、自分の名前を記しるした。

　そして緩く小首を傾かしげる。

　どうして彼女はこんな遅い時間帯までギルドに残っていたのだろうか。

　結論を出すのに、二、三秒ほどの時間がかかった。

「すまん。助かった」

「いえいえ。いつもいつも、お疲れ様です。あ、報酬は……」

「等分にして、俺おれの分だけ今貰もらおう」

「はぁい」

　眠気も疲れも感じさせないうきうきとした仕草で、受付嬢はくるりと背を向ける。

　金庫を開け、貨幣の詰まった袋を取り出し、天秤てんびんばかりで重さを量る。

　その背中でぽんぽんと弾む三つ編みを見ながら、ゴブリンスレイヤーは「ああ」と呟つぶやいた。

「この間、登録したばかりの冒険者一党パーティがいたろう」

　そう言ってから少し考えて、ゴブリンスレイヤーは付け加えた。

「圃人レーアの娘のいた一党パーティだ」

「あの人たちですか？」

　ふふっ。微かな笑い声が、受付嬢の唇くちびるから漏れる。表情を隠せていて良かったと、思う。

「大丈夫。鼠ねずみ退治で、ちょっと齧かじられたみたいですけどね。毒消し、持ってましたから」

「そうか」

「安心しました？」

「ああ」

　嬉うれしそうな様子で振り返った彼女が、盆に載せた革袋をゴブリンスレイヤーの前に置く。

　中身を確かめもせずに彼が持ち上げると、袋はじゃらり、重たい音を立てた。金貨だ。

　ゴブリン退治一回分の報酬は少なく、それを五等分ともなればかなり減る。

　しかし、それを十回やればどうか。

　単純に計算すれば、一人でゴブリン退治を二回こなしたのと、同じ額の報酬が手に入る。

　辺境の村々に暮らす者どもが、必死に汗水たらして用立てた額、その二倍。

　それを雑囊ざつのうにぐいと押し込みながら、ゴブリンスレイヤーは顎あごをしゃくった。

「誰だれだ？」

「冒険者として登録したばかりの子ですよ」

「何故ここにいる」

「それが、そのう……」

　彼女はそっと周囲を見回し、台の上に身を乗り出した。

　内緒話でもするように鉄兜に唇を近づける。制服の胸元むなもとが、内側から圧おされて僅わずかに歪んだ。

「彼、ゴブリンを退治したい、それ以外はしたくない、と言っていて……」

「一党パーティは？」

　ふるふると三つ編みが左右に揺れた。

「ないみたいです」

「馬鹿ばかげている」

　受付嬢が何ともいえない味わい深い表情をする。

　あなたがそれを言いますか、と僅かに睨にらみ、眉間みけんをもみほぐして一息。

「どうしましょうか、ゴブリンスレイヤーさん」

「……む」

　上目遣うわめづかい、縋すがるような声でそう言われて、ゴブリンスレイヤーは低く呻うめいた。

　ギルドの中は、静かなものだった。

　微かな吐息と衣擦きぬずれ、鎧のこすれる音。ランプの芯しんがじりじりと燃える音。

　天井てんじょうからは微かに床の軋む音が聞こえるが、先の悲鳴で目覚めたか、夜更かししているのか。

　いずれにせよ、冒険者の休暇を邪魔するのは、よほどの急務か愚行のどちらかだ。

「おい」

　ゴブリンスレイヤーに呼ばわれ、俯うつむいていた少年がびくりと顔を上げた。

「部屋はあるのか」

「え、っと……」

　少年は、どう答えるべきか躊躇ためらっているらしかった。

　口を開けては閉じ、開けては閉じを繰り返し、ズリ落ちた眼鏡を押し上げる。

　ゴブリンスレイヤーは、返事を待った。

「……関係ねえだろ」

「そうか」

　ぶすくれた言葉に一言だけ返事をして、ゴブリンスレイヤーは受付嬢を見た。

　彼女は上を指差し、次に指を交差させてバツを作り、首を横に振る。

　何を示しているかは明白だ。

「部屋はないか」

「……」

「春だから風邪かぜは引かんだろうが……」

　ゴブリンスレイヤーは、席を立った。

　ずかずかと無造作な足取りで歩き出すのを、少年は思わず目で追いかける。

　しかしゴブリンスレイヤーは彼へ一瞥いちべつもくれず、自在扉を押し開けた。

「ついて来い」

　ぶっきらぼうな一言。

　それを残してゴブリンスレイヤーの姿は夜の街へと去って行く。

　取り残されたのは少年である。

　彼はわたわたと慌てて扉と、受付嬢を見ると、だっと扉へ向けて駆け出した。

「お、おい、待てよ！　なに、勝手に決めてんだ……！」

　そして咄嗟とっさに踏みとどまる。くるりと振り返って、受付嬢へと僅かに頭をさげる。

「……茶、あんがとよ」

　そして彼は再び走りだした。自在扉が、きぃきぃと音を立てて揺れ、春風を吹きこませた。

「……ふぅ」

　受付嬢もまた、そっと息を吐いて立ち上がった。

　書類をまとめ、きちんとしまい、金庫の戸締まり確認、施錠せじょうも確認。

　一階奥の酒場、二階の宿の管理人もいるとはいえ、職員としては自分が最後。

　とんでもない残業になってしまったけれど、文句を言う気はちっともおきなかった。

　春用にと持ち出してきた薄手の外套を手にとって、私物もろもろを鞄かばんに入れて。

「やっぱり私、きっちりあなたの影響受けちゃってますね」

　くすりと笑みを漏らした受付嬢は、キスをするように、ランプの灯りを吹き消した。
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　門を抜けた先は、海のようであった。

　草原は風にそよぎ、天には星、双ふたつの月。

「……ふん」

　ゴブリンスレイヤーは片眼、緑の月を見上げると、すぐに歩き出す。

　少年は、バタバタとその後を追った。

「な、なんだよ、おい。オレをどこに連れてこうってんだ……！」

「来ればわかる」

　やや上擦うわずった──緊張か恐怖か──少年の声では、取り付く島もない。

　ゴブリンスレイヤーは道を真まっ直すぐ、脇目わきめもふらず、ずかずかと進み続ける。

　星明かり、街道といえど、良くもまあ躊躇いのないものだ。

　少年は小さく悪態をつきながら、幾度か足元の小石に蹴けつまづき、罵ののしり声を漏らす。

　やがて、それが見えてきた。

　広野が海ならば、それは灯台。

　彼方かなた、ぽつんと点ついた光が、徐々に徐々に、少しずつ近づいてくる。

　同時に、その周囲にあるものの輪郭りんかくが、朧気おぼろげに見えてきた。

　小さな門。木でできていると思わしき柵さく。いくつかの建物の、黒々とした影。

　夜の暗さに慣れた目を瞬かせる少年の耳に、微かに聞こえる牛の声。

「牧……場……？」

「他の何に見える」

「いや、だって、あの流れじゃ、宿かなんかだと思うじゃねえか」

「宿ではない」

　ゴブリンスレイヤーは短くそう言って、躊躇ちゅうちょなく門の格子を開けた。


　古い木の閂かんぬきが、がたりと音を立てる。と──……。



「あっ！　帰ってきた！」

　ぱっと、夜に太陽を思わせる声が響いた。

「うお……っ!?」

　少年はびくりと身を震わせて、その主あるじを探すべく首を巡らせる。

　娘だ。

　どこからともなく駆け寄ってきた、肉感的な肢体を作業着に包んだ娘。

　牛飼娘は気易い調子でゴブリンスレイヤーの肩に触れて、息を吐いた。

「おかえりなさい」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「ただいま」

　その言葉を聞いただけで、牛飼娘は「うん」と眩まぶしげに目を細め、頷く。

「今回は、けっこうかかったね。どうだった？　怪我けがとかは？」

「ゴブリンがいた。それ以外に問題はない」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って、僅かに兜を傾かたむけた。

「まだ起きていたのか」

「ふふん。ここ何日かのあたしは、夜更かしさんなのです」

　得意気に反そらした牛飼娘の胸が微かに揺れ、思わず少年はごくりと唾を呑む。


「ぅぉ、でか…………」



「んー？」

　迂闊うかつであった。

　牛飼娘は耳ざとく少年の呟きを捉とらえ、ひょいっと前屈みになって覗のぞき込んだ。

「だぁれ、この子？」

「う、お……！」

　のけぞった少年は、どさりと尻しりもちをついた。顔に熱が昇る。ぱくぱくと口を開閉させた。

「お、オレは、オレは、ぼ、冒険者だ！」

　間近に迫る年上の女性の顔。甘い汗の匂においに、微かに交じる干し草の香り。

「新人だ」

　名前も言えないらしい少年に変わってゴブリンスレイヤーは淡々と言った。

「宿がないらしい」

「ありゃあ、そうなの？」

　牛飼娘は「そっか、そっか」と何が嬉しいのか幾度も頷き、やがて得心がいったらしい。

「あたしは別に良いよ」

　さらっとそう言った彼女へ、ゴブリンスレイヤーは「すまん」と頭を下げた。

「助かる」

「良いって。キミのしそうなことだし？」

「伯父さんにも話をしたい。起きているか」

「たぶんね」

「そうか」

　ひらひらと手を振る彼女の横を抜けて、ゴブリンスレイヤーはずかずかと家の中へ入る。

　いや、家へと帰った、というべきか。

　取り残されたのは少年である。彼は牛飼娘と、牧場の扉とを、幾度となく目で見比べた。

「……なんだ、あんた。あいつの嫁さん？」

「そうだよ？」

　しれっと答えた彼女の背中に「違う」と短い声がかかる。

　聞こえてたかと軽く舌を出して笑う牛飼娘へ、少年は胡乱うろんげな目を向けた。

「じゃあ、何なんだよ……」

「わからない？」牛飼娘が、くすりと笑った。「ここへ泊まらせたげたい、ってこと」

「いや、意味わかんねーよ！」

「良いから、良いから。ほら、入って」

「やめろ、こら、離せ！」

「ほーら、暴あばれない！」

　新米ノービスの魔術師メイジ。熟練ベテランの農家ファーマー。

　筋力など、比べるべくもないのであった。
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「ダメだ」

　ましてや、彼女を上回る農家ならば。

　母屋おもやの食堂、卓についた屈強なる牧場主は、一言で借家人の頼みを却下した。

　対面にはゴブリンスレイヤー、その左右に赤毛の少年と、姪めいである牛飼娘。

　真っ先に反論を繰り出したのは、唇を尖らせた牛飼娘だった。

「えー、良いじゃない伯父さん。一晩ぐらい、泊まらせてあげたって」

「お前なぁ……」

　牧場主は日に焼けた顔をしかめ、あまりにも危機感のない姪へ目を向けた。


　まだまだ子供気分が抜けないのか──……いや。



　そもそも彼女の子供時代は失われたのだ。牧場主は深々と息を吐いた。


「…………登録したての冒険者なんざ、そこらの無頼ぶらい漢かんと変わらんのだぞ？」




「な……ッ！」



　これに激高げきこうしたのが、少年であった。

　彼はバンと卓を叩いて食器を跳ねさせ、身を乗り出して食って掛かる。

「ふっざけんな！　オレがゴロツキとかと同じだってのか!?」

「黙りなさい」

　一喝だった。

　低い声に抑揚はなく、静かで、けれど押し潰つぶすような圧迫感があった。

　修羅場しゅらばを潜って来たかどうか、などという事とは比べ物にならない。

　日々天地の様子を気にし、家族を考え、ひたすら農具を振るってきた男。

　その歳月が生み出す重みである。

「う……」

　思わず息を呑んだ少年へ、牧場主はじろりと、鴉からすや狐きつねを見る目を向けた。

「そういう態度だから信用されんし、できんのだ」

　冒険者制度、冒険者ギルドの目的こそが、即すなわちこれであった。

　冒険者とは無頼の輩やからである。彼らに信用を与え、同時に犯罪へ走らせず、治安を守る。

　怪物退治こそが主目的としても、無宿流浪の荒くれ者を一ひとまとめにするには良手であろう。

　口さがないものは口減らしだなんだと言うこともあるが……。

　少なくとも法に触れず、まっとうに金を稼ぎ、名声も手に入るのなら、文句も言えまい。

　およそ他の職業と違い、危険であれど、努力が結果に結びつきやすいのが冒険者だ。

　では、駆け出し、新人、十等級中の最下位、白磁はくじ等級はどうか？

　文字通り、話にもならない。

　彼らはこれから信頼を手に入れていくのであるから、むしろ当然であろう。

　もちろん冒険者である以上、無法者のように犯罪者扱いされるわけではない。

　しかし物を言うのが身に備わった礼節なのは、世の常である。

　当人がこうも血気盛んな若い衆では、信用されぬのも無理からぬことであった。

　ましてや……。

「うちには若い娘がいるんだ。何かあったら、どうする」

「伯父さん、心配しすぎだって……」

「お前も黙ってなさい」

　ぴしゃりと言われて、牛飼娘がもごもごと口の中に言葉を含んだ。

　でもさ、だってさ、と。微かな呟きも、牧場主は頓着とんちゃくしない。

「……では」

　変わって、ゴブリンスレイヤーが切り出した。

　彼はうっそりとした動作で窓の外、夜の闇やみに塗ぬり潰された、小さな小屋の方を示す。

　牧場から間借りしている、古びた納屋なやだ。

「俺が借りている納屋ならどうでしょうか」

「……この子に」と牧場主は姪を示した。「何かあったら、責任は取れるのか」

　いえ、と。ゴブリンスレイヤーは緩く首を横に振り、そしてきっぱりと言った。

「だから、寝ずの番をします」

　牧場主は、食い縛った歯の間から、呻くように声を漏らす。

　まったく、言葉もなかった。

　この男が──この哀れな、タガの外れた青年が何を見て、何をしてきたのか。

　わからない牧場主ではない。

　ぐっと思わず握りしめた拳こぶしの上に、牛飼娘が僅かに触れた。小さな呟き。

「……伯父さん」

「……。……わかった。構わん」

　とうとう、彼は折れた。

　折れざるを得まい。

　この少年を夜露の中に放り出すか。この疲労困憊した青年に不寝番ねずのばんを強要するか。

　どちらかを選べるほど、牧場主は傲慢ではなかった。

　彼は姪の手から離した両手を組むと、そこへ祈るように額ひたいを押しつけた。

「……その代わり、ちゃんと寝なさい」

「すみません」

「謝るんじゃあない。冒険者は、体が資本なのだろうが」

「はい。ありがとうございます」

　ゴブリンスレイヤーは素直に頷いた。

　牧場主が自分の謝罪、あるいは礼を聞いても喜ばないことくらい、彼は重々承知している。

　しかしだからといって礼も述べず、感謝もしないほど、彼は恩知らずになりたくはなかった。

「……ああ、それと」

　だからこそ、ゴブリンスレイヤーは雑囊を漁り、金袋を一つ摑み取って、卓上へと置いた。

　じゃらりと重たい音を立てて、中に詰まった金貨が崩れる。

「これ、今月の分です」

「……はぁ」

　金というのは何よりもわかりやすい指標だ。他者の善意だけに訴えるよりよほど誠意がある。

　しかし金に物を言わせるような姿勢を、評価すべきか否か。

　牧場主は答えを出しかねたまま、溜息ためいきを吐ついて金袋を摑みとった。

　それを見たゴブリンスレイヤーは「では」と一言告げて、席を立った。

「行くぞ」

「あ、お、おう」

　有無を言わさぬ言葉に、少年が思わず素直に頷いて後に続く。

　と、牛飼娘もまた席を立って、くいくいとゴブリンスレイヤーの袖そでを引いた。

「あ、ねえねえ、明日はどうするの？」

「依頼次第だが、戻ったばかりだ。連中は休むつもりだろう」

「君のことを聞いているんだけどなあ」

　まったく。慣れたもので、牛飼娘は頰を搔かくだけで、それ以上聞こうとはしない。

　彼女は「ま、いいや」と呟き、にこりと目を細め、彼の袖から手を離す。

　そして、ひらりと腰のあたりで小さく手を振った。

「朝ごはん用意しておくからね。おやすみ！」

「ああ」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「おやすみ」

　ドアをあけ、ゴブリンスレイヤーは少年と共に外に出る。

　納屋は牧場の裏手にあり、古びてはいたが、しっかりと修繕が施ほどこされていた。

「で、結局なんなんだよ、あいつら」

「何だとは」

　そして案内された納屋の中を見て、赤毛の少年はふてぶてしく言った。

　煤すすで汚れたランプ、その橙色だいだいいろの光に照らされた室内は、異様なほどに雑然としている。

　あたりの棚には見たこともないガラクタが押し込められ、埃ほこりに混じって薬の匂いが漂う。

　学院の導師たちの部屋に似ていると、少年はぼんやり思う。それが酷ひどく気に入らない。

　不満と言えば、寝台代わりだと示された藁山わらやまだって嫌になる。

　どう寝ろって言うんだと不明を零こぼすと、ゴブリンスレイヤーが「外套を敷け」と言った。

　それだと藁が外套につくじゃねえかとブチブチ言いながら、少年は言われたとおりにする。

「あんたの嫁さんじゃねえってことは、家族じゃねえんだろ」

「……そうだな」

　ぼふりと藁山に寝転がると、これが思った以上に柔らかい。

　ゴブリンスレイヤーは「おっ」と驚いた少年の対面、ドアの前にどっかと腰を下ろした。

「相手がどう思っているかまでは、わからん」

「なんだ、それ」

「昔からの知り合い。家主。そしてその娘。客観的には、そうなる」

　ゴブリンスレイヤーはそれっきり押し黙ってしまった。

　少年は藁山からじろりと彼を睨むが、鉄兜ごしではどんな顔をしているのかもわからない。

　ならばと天井へ目を向け、寝返りを打って棚を見て、並んでいる品々を眺ながめてみる。

　何か得体のしれない生き物の頭骨から、薬液の詰まった瓶びん、三枚刃の奇妙な投げナイフ。

　ずらりと並んだそれは、はたして何にどう使うのか、少年にはとても想像が及およばない。

　ややあって、また寝返りを打った少年は、先とまったく同じ姿勢の彼を見て、息を吐いた。

「……あんたは寝ないのか」

　返事は、酷くぼそぼそとしたものであった。

「俺は片目を開けたままでも眠れる」

「ったく。人に泊まれとか言っといて、あんたまで疑うのかよ」

「いや」

　ゴブリンスレイヤーの兜が、僅かに揺れた。少年は、彼が首を横に振ったのだと気づいた。

「ゴブリンが来た時の備えだ」

「はぁ？」

「離れて眠るからな。即応できんと困る」

「……なんだ、そりゃ」

「ゴブリンを殺したいのなら、これぐらいはしろ」

　しばし少年は黙りこんだ後、ごろりと、今度は仰向あおむけに寝転がった。

　彼の視界では天井から吊つるされたランプが、風にきぃきぃ軋みながら、炎を灯ともしている。

　目を細め、瞼まぶたを閉じても微かに橙色が目に入る。そんなに光量があるわけでもないのに。

　少年は炎を真下から睨みながら、やがて唇を尖らせた。

「……必要ねえだろ。そんなの」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーは言った。

「そう思うならそれで良い」

「……」

「寝ろ。明日、ギルドまで送ってやる」

　そう言って、その鎧兜を着込んだ奇妙な冒険者は黙り込んでしまった。

　──何考えてんだ、こいつ？

　少年は訝いぶかしむようにその薄汚れた兜を横目で睨みつけ、思考を巡らせた。

　勢いに流されてここまで来てしまったが、どう考えてもおかしい。

　見ず知らずの新人冒険者を、どうして自分の部屋へ泊めさせるのだろうか。

　嫁だか身内だかなんだか知らないが、それを説得してまで？

　自分が世間知らずの貴族かなにかで金を蓄たくわえているとか、女だったならまだわかる。

　だが、自分を泊めたところで何の得にもならないだろう。


　あるいは噂うわさに聞く、新人を袋叩きにして身包みを剝はぐ手合なのか──……。



　──いや、でも、銀等級だっつうしなぁ。

　ギルドの査定がよほどザルか、グルになって不正を働いている可能性は、まあ、低い。

　それこそギルドができる前ならば、立ち寄った村で殺される冒険者もいたと聞くけれど。

　──つか、こいつの鎧とか兜こ汚ぇし怖いんだよな。

　少年は薄闇うすやみの中でじぃっとこちらを睨みつける兜から逃れるように、背を向けて寝返る。

　──あんな格好で、ただ親切にしただけ？


「…………まさか」



　ありえない。少年は頷き、ごそりと服の下に隠し持つように短剣を握りしめた。

　──ちくしょう、オレだってむざむざ殺されたりしねえぞ！

　少年は自分を「油断ならぬ人物だ」という風に定義できるだけの自負があった。

　相手が何を企たくらんでいるにせよ、睡眠中に不意打ちで殺されてやるものかと決意する。

　それ故に、彼は自分があっさりと眠りに落ちたことに、最後まで気が付かなかった。
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「……ぅ、ぉ……？」



　少年の意識に覚醒かくせいを促したのは、たん、たん、たん、と不規則に響く乾いた音であった。

　身を起こした少年が最初に感じたのは、ちくちくと突き刺すような藁の感触。

　ぼやけた視界に映る室内は、どう見ても学院の寮ではありえない。

　──だいいち、あそこのベッドは藁じゃねえもんな。

　手探りで枕元まくらもと、というより頭の方の藁に置いた眼鏡を取って、かける。

　ガラクタのつめ込まれた納屋の中では、微かに差し込む陽光に照らされ、埃が踊っていた。

「……あ、あー」

　そうか。

　自分はあのゴブリンスレイヤーとやらに、ここで寝かせられたのだ。

　戸口に座り込んでいた変な冒険者の姿は既にない。

　差し込む日の高さからすれば、まだ夜明けからほんの少しだろうというのに。

「……ち、わけわかんねえ。つか、やっぱ藁まみれじゃねえか」

　舌打ちを一つ。少年は立ち上がり、寝床にしていた外套を取り上げた。

　一度周囲を見回し、躊躇いもあったけれど、えいやとバサバサ振って藁を払い落とす。

　着こむとまだチクチクという感触はあったが、顔をしかめ、彼は納屋の外に出た。

「……う、わ。やっぱさみぃな」

　春先とはいえ、早朝にはまだ冬の息吹が残っている。

　少年は外套の襟えりを深くし、ぶるりと身を震わせた。

　牧場は牛乳でも流したかのような薄く白い朝靄あさもやが漂っており、霧の中にいるかのよう。

　夜も遅くに来たから牧場の地理なんてわからないが、おおよその目星をつけて少年は歩く。

　と、やはり予想通り、そう遠くないところにこぢんまりとした、屋根付きの井戸があった。

　井戸の上に来るよう横木が拵こしらえてあり、そこを通した綱で、桶おけと重石おもしとが繫つながれている。

　つくりが簡単な、撥ね釣瓶スウィープだ。

　少年は桶を井戸へ放り込んで綱を引き、重石を持ち上げる要領で桶を深く沈めた。

　そして引く手をゆっくり緩めると、持ち上げられた重石が落ちて、桶が上がってくる。

　眼鏡を外した少年は、そのままザンブと冷えた井戸水に頭を突っ込んだ。


「っ、うぅうぅぅぅぅうぅ……！　ぷあっ!?」



　息が詰まるほどの冷たさを堪能し、顔をあげるとぶるぶると振って水滴を払う。

　続いて口を洗すすいで足元の牧草に水を吐き、乱暴に外套の裾すそで顔を拭ぬぐった。

　朝の身繕いとしては乱暴だろうが、手っ取り早くて良いのだ。

「……ん？」

　すると、またしても白い煙の向こうから、たん、たんという乾いた音が耳に届く。

　料理の音とも違う。大工仕事や野良のら仕事、あるいは薪まきを割るような音とも違う。

　魔術師の道を志すからには、当然、好奇心が強くなくてはやっていけない。

　そちらへ行ってみようと思った少年は、その時、自分が空手である事に気がついた。

「っと、いけね！」

　大慌てで納屋へ戻り、寝床の脇わきに立てかけた杖を引っ摑んで取って返す。

　乾いた音は変わらず響いていて、どうやらそう遠くないらしい事は確かだ。

　ほどなく、彼は靄の向こうで蠢く影へと辿たどり着いた。

　朝日がゆっくりと透かし、呪文じゅもんを使うまでもなく、その正体を露あらわにする。

「……お」

　ゴブリンスレイヤーだった。

　相変わらず薄汚れた革鎧に安っぽい鉄兜を被り、深く腰を落として身構えている。

　対峙たいじするのは牧場を囲う木の柵で、妙に低い位置に、丸い的が据え付けられていた。

　的に突き刺さってるナイフは、ゴブリンスレイヤーが投じたものだろう。

　先の音の原因を少年は学院で出される難題ほど考えることなく導き出した。

「……なにやってんだ？」

「練習だ」

　ゴブリンスレイヤーはずかずかと的へ歩み寄り、突き刺さった武器を無造作に抜く。

　少年が見る限り投擲とうてき用でもなんでもない、ごくごく普通のナイフのように思えた。

　いや、ナイフだけではない。

　注視すれば的に刺さっているのは剣に、手槍てやりに、手斧ておのに……あれは鉈か？

　となると、もしや草むらに転がっている石も、ゴブリンスレイヤーに投擲されたものか。

　投擲。

　その言葉を少年は頭の中で反芻はんすうする。

　──冒険者、戦士ってのは、武器を振り回すものじゃあないのか？

「武器なんが投げつけたら戦えねえだろ。ばっかみてえ」

「奪えば良い」

　ゴブリンスレイヤーは引き抜いたナイフの刃を、指先で撫なでて検あらためる。

「ゴブリンどもからな」

　少年はその答えに、ふん、と鼻を鳴らした。

「……最初から良い武器持ってった方が良いんじゃね？」

「そうか」

「だいたいゴブリンくらい、呪文一発で片付けられないでどうすんだよ」

「そうか」

「っつか……休みじゃねえのかよ、今日。あの女にちらっと言ってたろ」

「以前、長い休みを取った後、動きが鈍った事がある」

　ゴブリンスレイヤーはそう言いながら、適当に武器を足元へと投げ捨てる。

　そして呼吸を整えながら、ゆっくりと的へ背中を向けた。

「次も相手を殺せるとは限らん」

　言うなり、ゴブリンスレイヤーは振り向いた。

　同時、足元に転がした武器の一つを摑み取って、狙ねらいもつける暇なく投げ撃つ。

　乾いた音と共に、宙空で一回転した短剣が、的の中ほどへと突き立った。

「ふん」

　そのまま武器を拾いながら、次々と投擲を繰り返していく。

　黙々と、黙々と、投げては回収し、投げては回収し、ひたすらに繰り返す。

　──面白おもしろくもない。

　少年は草むらにしゃがみ込むと、大おお欠伸あくびをした。

　眠りの精が残した砂粒を落とそうと、目を擦る。

「動いてねえ的に投げたって、役に立たねえんじゃねえの？」

「わからん」

「そもそも妙に低いんだけど、的の位置」

「ゴブリンの喉のどの高さだ」

　少年が押し黙ると、遠くから「朝ごはんだよー！」と、暖かな声が投げかけられた。

　見れば朝靄が晴れた牧場の向こう、窓枠に身を乗り出して、牛飼娘が手を振っている。

　手を止めたゴブリンスレイヤーは、どこか眩しげに彼女の方を見やり、頷く。

「わかった」そして、ぐるりと鉄兜を少年の方へ巡らせる。「行くぞ」

　──けっ。どうせろくなメシじゃねえんだろ。

　少年は、不精不精頷いて、しぶしぶゴブリンスレイヤーの後に続いた。

　──不味まずかったらテーブル蹴っ倒してやるぜ。
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　朝食は、シチューだった。

　少年は三杯おかわりをした。
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「う、うごごご…………」



「食い過ぎだな」

　町外れの牧場から門を潜ってギルドへ向かうまでの道のりを、少年はよたよたと歩いた。

　杖に縋って必死に歩みを進める姿は、なるほど、壮絶な冒険を経た後のようでさえある。

　見果てぬ広野を踏破し、ようやく城に辿り着いた冒険者もかくや。

　自在扉を超えて待合室の喧騒に飛び込んだ少年は、崩れ落ちるように椅子へもたれた。

　今日もギルドを訪れる冒険者は、多い。

　新しく登録しに来た者もそうだが、日々の仕事を求める者も当然多い。


「うぇえぇぇ…………」



「遺跡で昇降機まで辿り着いた打ち上げで宿酔ふつかよいって、馬鹿じゃないの？」

「英気を養おうと思って……」

「馬鹿じゃないの？」

　よって宿酔の冒険者も珍しくはなく、長椅子でぐったりとしている者もちらほらいる。

　少年もその類たぐいだと思われたのか、あまり注目はされていないようであった。

「では、俺は行くぞ」

　ゴブリンスレイヤーは長椅子一つを占領し、うーうー唸うなる少年を見下ろして言った。

「最初は下水道で……巨だジャイア……なんだ。鼠でも退治することだ」


「オレはぁ。ゴブリン退治を、やる、んだぁ……！」



「そうか」

　それきり、ゴブリンスレイヤーは少年に背を向けた。どうして彼の行動に口出しできよう。

　ゴブリンスレイヤーはそのままずかずかと無造作な足取りで、いつもの定位置へ向かった。

　ギルド待合室の一番奥、片隅にある長椅子である。

　五年……いや六年前、彼が冒険者になったばかりの頃は、そこには自分しかいなかった。

　だが、今は違う。

　仲間たちがたむろし、彼に用のある者も、ただ挨拶あいさつにくるだけの者も、訪れるようになった。

　今日もそうだ。

　尾を揺らして立つ蜥蜴僧侶。長椅子には妖精弓手と鉱人道士に挟まれ、ちょこんと女神官。


　だが──…………。




「ゴブリンスレイヤーさぁん…………」



　どうやら、いつもと雰囲気が違う。

　輪になった面々の中心。女神官はぎゅっと膝ひざの上で両手を握り、力ない声をあげている。

「どうした」

「昇級の話があったらしいんだけどね」

　代わって答えた妖精弓手の言葉に、ゴブリンスレイヤーは「ああ」と頷いた。

「そろそろだったか」

　冒険者は白磁から白金まで、全部で十等級に分けられている。

　規格外たる白金はともかく、その区分基準となるのが、俗にいう「経験点」であった。

　つまり報酬金額と、近隣への貢献度、そして人格。

　女神官が地下遺跡にいた、何とかという怪物を倒して黒曜こくようへと昇級したのが一年前。

　その後も水の都の何やら巨大な目玉の怪異や、街に攻めてきた小鬼軍団の頭目。

　そして北方では小鬼聖騎士ゴブリンパラディンとの戦いを経て、金額も貢献度も十分に稼いでいる。

　人格に至っては言うまでもない。

　なるほど。昇級の話がくるのも、もっともであった。


　であるならば、こうして落ち込んでいるのは…………。



「ダメだったのか」

「ダメだったらしいの」

　推薦状もあったのにね。妖精弓手の呟きに、女神官は「はい」とか細い声で応じる。

　しゅんと落ち込んだ姿は雨に濡ぬれた捨て犬か何かのようで、その声も泣くように小さい。

「なんでも、その、わたし、貢献が足りてないんじゃないか、って」

「致し方有りますまい。我々は、そろって銀等級ですからな」

　言いい淀よどむ彼女の呟きを蜥蜴僧侶が補うと、鉱人道士が不満気に鼻を鳴らして髭ひげを捻ひねった。

「わしらにおんぶに抱っこじゃねえか、ってぇ話か。そう見る奴やつも、いんのかねえ」

　こればかりは歴戦の冒険者といえども、いかんともしがたい事ではあった。

「む」

　ゴブリンスレイヤーは低く唸った。

　彼女──女神官の最初の一党パーティは、既に存在し得ない。

　共に白磁等級から成長していくはずだった面々は、既にいないのだ。

　ちらと受付の方を見れば、冒険者の応対で忙しく独楽こま鼠ねずみのように走り回る受付嬢の姿。

　気づいた彼女が両手をあわせて「ごめんなさい」をする辺り、やむを得ないのだろう。

　なにしろ冒険者ギルドを切り盛りしているのは彼女ではない。

　上役がおり、書類があり、審査があり、事務手続きがあり、世の中はそうして動くものだ。

　個人の努力は必要不可欠だが、いつだってそれだけで動くほど世界は簡単ではない。

「あ、あの、気にしないで、ください」

　思案にくれるゴブリンスレイヤーや仲間たちを気遣うように、女神官が健気けなげに言った。

「きっと、頑張がんばれば、認めてもらえると思いますし……」

「だの。ようは技量が足りてて、役目をはたしてるっつーことが伝わりゃ良いんじゃねえか」

「ふぅむ……」

　鉱人道士の案に、壁際に立ち思慮深く腕組みをしていた蜥蜴僧侶が、ぱたりと尾を揺らした。

「我らの部族では大なり小なり、後進へ戦技を伝えられてこそ、と言いますがな」

「それよ」

　妖精弓手が指を鳴らそうとした。ぺちりと軽い音。

　む、と唇を尖らせてもう一度。やはり音は鳴らず、鉱人道士が忍び笑いを漏らした。

「……なによ」

「いや、どれのことかの、と思うての」

　妖精弓手が射抜くように睨んだところで、鉱人道士はどこ吹く風だ。

　へらへら笑って髭をしごく仕草に、妖精弓手は「後で覚えてなさい」と決意を固める。

「……つまりさ、等級が問題なら、白磁級と黒曜だけで冒険させれば良いんじゃない？」

「たしかにの。なんやかやここもギルドつーてんだから、徒弟とていの形を見せりゃ良い」

「えと……」

　女神官が顔を上げ、戸惑うように一同を見回した。目が僅かに震えている。

　乾いた唇を軽く舌で舐なめ、そっと人差し指をあてがい、確認するように言葉を口にした。

「つまり、皆さん以外と冒険する、ということですか」

「そうだな」

　ゴブリンスレイヤーは淡々と言った。

「悪い事ではあるまい」

「じゃあ、決まりね」

　妖精弓手が、意気揚々と長耳を揺らした。

　長命種イモータルである。細かいことでくよくよ悩んだりはしないのだ。

「適当に……適当にって言っちゃ悪いか、白磁の子を探して──」

　などと、一党パーティの面々が動き出そうとしたその時だった。

「けっ。いくら後衛だからって、おどおどびくびくしてる奴に昇級なんかできるもんか」

　きゃんきゃんと、吠える声があった。

　む！　と妖精弓手が長耳をぴんと立てて索敵。声の主がよたよたと長椅子から立ち上がる。

　赤毛の少年──ローブを纏い、杖を手にし、眼鏡をかけた、あの魔術師の少年である。

　あ、と女神官が驚きに口を開けたのもつかのま、彼女はキッと眦まなじりを吊り上あげた。

「お、おどおどなんか、してませんっ」

「どーだか。神官ってやつはいっつもそうだって聞いたぜ？」

　へへん。これ見よがしに鼻で笑うと、少年はじろり、女神官へ半眼を向ける。

　嘲あざけるように口角を上げた仕草は、当人は格好をつけているつもりなのだろう。

　しかし、滑稽かつ醜悪なものという印象が強い事に、彼は気がついていない。

「困ったときはカミサマカミサマーって言って震えてるだけなんだろ？」


「な……ッ！」



　あまりの暴言に絶句した女神官であったが、見るまに彼女の白い顔が赤く染まる。

　珍しく、そしてある意味当然、女神官は激高した。


「そんなこと、ないです！　わたしだって、いろいろ……ッ！」




　────いろいろ、何をしているだろう。



　自信を持って、胸を張って言えることはあるか？

　指示を受けて、神に皆の無事と加護を祈って、奇跡を起こす。

　神頼み。自分自身が何かをできているのか？　何ができている？

　思わず言葉が途切れた女神官は、顔を赤くして俯き、ふるふると握った拳を震わせる。

　少年はどうだと勝ち誇ったように胸を反らして、

「他人を値踏みするということは、値踏みされても仕方ありませんぞ」

　ぬぅっと食らいつくように伸ばされた蜥蜴僧侶の顎から、一歩、二歩と退いた。
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「一人の神官を嘲るは、百万の神官を嘲ると同意ですからな」

　ぐるりと長首を巡らせた蜥蜴僧侶に釣られて少年が周囲を見れば、なるほど。

　新米から熟練から、冒険者たちの視線が少年と、顔を赤くした女神官に集まっていた。

「神の加護なくして生きるには、ちと辛つらい世の中かと」

　言われて、う、と少年が呻いたのも無理はない。

　衆人環視の中で彼は叫んでいた。後先考えることなく。

「ちょっと、あんた！　今の言葉もっぺんあたしの目をよーく見て言ってご覧なさい!!」

「おい馬鹿やめろ。鼠退治に行くぞ、鼠。練習になるんだから」

「はなせ！　はなしてよ！　目にもの見せてやるんだから！　はーなーせー！」

　などと杖を振り回しかけた見習聖女が、問答無用で新米戦士に引っ張られていく。

　これはまあ顕著な例であったが、大なり小なり、似たりよったりの反応は多い。

　当然、男女の違いからくる贔屓目ひいきめも、顔なじみのよしみというのもあるだろう。

　しかし、その大半が少年へ咎めるような目を向けているのは、そればかりではなかった。

　前衛に立たぬ神官を、ただの回復担当と嘲る冒険者はいる。

　一方、神官たちによって救われた冒険者だって相応にいるのだ。

　誰だって怪我をして、苦痛に悶もだえ、毒に侵され、呪われ、放置されるのは嫌だ。

　一党パーティに神官がいればもちろん、布施ふせさえ払えば神殿で誰もが分け隔てなく救われる。

　何より自分のために祈りを囁ささやき、詠唱し、念じてくれる者を、どうして無下にできようか。

「オ、オレだって……」

　だが、それですごすごと引っ込むようでは冒険者など勤まるまい。

「オレだって冒険者だ！」

　見識の狭さはともかく、周囲に負けじと声をあげたその姿勢に「お」と目を見張る者もいる。

　究極、冒険者とは自己責任の職業である。

　であるからこそ、神官職を軽んじたとて、踏ん張って立つ気概があれば、それは良しだ。

「ゴブリンぐらいなんでもねえ！　それがなんだ、ゴブリンスレイヤーだぁ？」

　杖を突きつける──ゴブリンスレイヤーへ。

　お前に術をかけてやキャスト・ユーるという、魔術師の怒りを示す仕草。

「メモは取るな、ゴブリン退治の秘訣ひけつは教えない、鼠でも殺してろ？　ふざけんな！」

　今までたまりにたまっていたものがあったのだろう。少年は一気にまくし立てると、叫んだ。

「オレは、ゴブリンをぶっ殺すんだ！」

　鬼気迫る声。それを受けたゴブリンスレイヤーは、しかし僅かに兜を傾げるだけであった。

　傍かたわら、ぴくりぴくりと長耳を揺らした妖精弓手が、腕を組んでその鉄兜へ目を向ける。

「なぁに、オルクボルグ。……弟とか？」

「違う」

　ゴブリンスレイヤーはきっぱりと言い切った。

「俺にいたのは姉だけだ」

「そ」

　はぁっと息を吐いた妖精弓手は、実に森人エルフらしい、優雅ゆうがな仕草で肩を竦すくめてみせる。

「なんかあの男の子と似たようなセリフ、毎回聞いてるから驚かなくなってきたなぁ」

「そうか」

「で、誰、あの子」

「新人だ」とゴブリンスレイヤーは言った。「魔術師らしい」

　ゴブリンスレイヤーの視線は、自分へ杖を向ける少年ではなく、女神官へ向けられていた。

　俯いたまま、肩を強張らせ、何を言うでもなく黙り込んでいる彼女。

　十五──いや、もう十六か。一年前、冒険者となったとはいえ、まだ幼い。


『何もしてない』とその一年を否定ひていされた彼女へ何を、言えば──……。



「なら決まりじゃあないか！」

　と、そこに凛々りりしく快活かいかつな声が割って入ってきた。

　第三者の介入に、一同の目がそちらへと向く。

「話は聞かせてもらったぞ。秩序にして善たる騎士的に見逃せないからな！」

　ふふんと鼻高々なのは麗うるわしの女騎士。

　きらきらとした笑顔は雄弁に「面白そうだったから首を突っ込んだ」と物語っていた。

　その肩越しに、うへぇと言いたげな重戦士が「止めらんなかった」と片手をあげる。

「んだよ……あんた、なんだ？　関係ないじゃねえか」

「ふふふ。いずれは音に聞こえし聖騎士となろう私だが、今は知らないのも無理はない」

　胡乱げに睨む少年を気にした風もなく、女騎士は威風堂々と、控えめな胸を張る。

「だがまあ、聞け、少年。私に良い考えがあるぞ！」

　女騎士が無骨だがしなやかな指を巧みに弾いて、ぱちんと音を鳴らした。

　むっと妖精弓手が長耳を逆立てているのを無視して、彼女はびしりと少年を指差す。

「そんなに言うならお前、ゴブリン退治をやってみせろ」

「の、望むところだ！」

「ようし、言ったな」女騎士の瞳がぎらりと剣呑けんのんに光った。「ただし！」

　ひゅんとその人差し指が、さながら長剣の一撃の如ごとく振りぬかれる。

「頭目リーダーはそっちの神官の子だ！」

「えぇっ!?」

　切っ先の如く突きつけられた指先に、ハッと我に返った女神官が悲鳴をあげた。

　あわあわと目を白黒させて、目前の指と、そしてもう一方の少年とを見比べる。

「わ、わたしが指示、出すんですか？　この子に？　その……」

「この子って言うな！　つーか、後付けで条件つけるの汚えぞ！」

「甘いぞ、少年。騎士たるものは正々堂々と策を弄ろうする。乗った自分の未熟を呪え！」

「……あ、あの、わたし、まだ引き受けるとは言ってないんですけど」

「問答無用！」

　えぇーっという女神官の可愛らしい抗議の声に、重戦士は黙ってギルドの天井を見上げた。

　天罰なし。至高しこう神しんはあの女騎士を秩序にして善と認めているらしい。なんてこった。

　そうした賑にぎやかながらも騒々しい一帯を遠巻きに、ゴブリンスレイヤーは「ふむ」と呟く。

「どう見る？」

「思慮の浅さは、経験不足によるものでありましょうや」

　とっくりと重々しく、蜥蜴僧侶が頷いた。目玉をぐるりと一回し。

「使える術がいくつか、何度唱えられるかというのはわかりませぬが、その意気や良し」

「術はわからんな」ゴブリンスレイヤーは少し考えてから答えた。「一つ、二つだろうが」

「どうですかな、術師殿は」

「良くも悪くも原石だの」

　鉱人道士は愉快そうに髭をしごきながらも、一切いっさいの躊躇なく言う。

　喧騒の中心、目を三角にして騒ぐ少年は、こうして値踏みされてるとは露程つゆほどにも思うまい。

「粗々しい。掘り出されてきたばかり。土も払われておらぬ。磨いてみんとな」

「後は鍛えようか」

「同感だ」

「なら、決まりだ」

　とん、と。無骨な掌てのひらがゴブリンスレイヤーの肩を叩いた。

　見ればそこには巨漢の姿──重戦士だ。

「お前が他の冒険者を褒ほめるのは珍しいな、ゴブリンスレイヤー」

「褒めたつもりもないが……」

　それが皮肉なのか、ただ単に事実を述べたのかはわからない。

　わからないので、ゴブリンスレイヤーは兜を傾げる。

「そうか？」

「そうさ」

「そうか。……そちらがこちらの世話を焼くのも珍しいように思うが」

「世話を焼いたのは俺じゃない。あいつさ」

　顎をしゃくって示された先では、女騎士が女神官と少年とをあしらっている。

　いや、見ようによっては一緒になって騒いでいるだけなのかもしれない。

　だが少なくともゴブリンスレイヤーは、彼女へ何かを言ってやる事ができなかった。

　女神官が何故、どうして、自分と組むことになったのか。

　彼女の初めての一党パーティがどのような末路を辿ったのか。

　知っているのは、自分だけだったにもかかわらず。

　少年を諌いさめたのは蜥蜴僧侶であり、そして話を切り替えたのは女騎士だ。

　彼にはできない事だった。

「……すまん。助かった」

「気にされるほどの事じゃない」

　重戦士はことさらぶっきらぼうに言うと、視線をそらして、こりこりと頰を搔いた。

「借りの方が大きいんだ。少しずつ返すさ」

　言われて、ゴブリンスレイヤーは考え込んだ。覚えがなかった。

　だが重戦士にとっては重要なことらしかった。

「……そうなのか？」

「そうさ」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーはぼそりと言った。兜の中で、目だけが重戦士の方を向く。

「俺も、借りがあると思っていた」

「なら、少しずつ返してくれよ」

「そうか」

「……で。何を考えているんだ？」

「ゴブリンをどう殺すかを考えている」

　重戦士は顔をしかめるのと紙かみ一重ひとえの笑みを浮かべ、「だろうな」と呟いた。

　その言葉を聞けば、彼を知る冒険者たちは皆、知ってたというように笑うだろう。

　ゴブリンスレイヤー。

　いつもゴブリンゴブリン言っている「何か変なの」は、もはや慣れ親しんだ風景の一部だ。

「ただ」

　そんな彼は、小さく呟いて、ギルドの中を見回した。

　女騎士と少年がわあわあと騒ぎ、指を鳴らすことを諦めて茶々入れに走る妖精弓手。

　それを眺め、算段を立てながらも笑っている蜥蜴僧侶と鉱人道士。

　遠巻きに見ては好き勝手にやじを飛ばす顔見知りの冒険者、見知らぬ冒険者。

　ギルドの受付では監督官がケラケラと笑い、受付嬢も僅かに笑みが漏れている。

　依頼を終えた槍使いが「いやっほう！」と飛び込んできて、魔女に窘たしなめられて……。

　そうした輪の中心で、戸惑いながらもそこにいるのは女神官。

　妖精弓手に迫られた彼女は、しれっと「わたしもできますよ？」等と指を鳴らしている。

　慌てて、戸惑い、困ったようにしながらも、彼女は楽しそうで、幸福そうであった。

　いつもの風景だ。人が入れ代わり立ち代わりながらも、きっと変わらなく続くだろう。

　ゴブリンスレイヤーはもう一度「ただ」と繰り返し呟く。

「……上手く行くのなら、それに越したことはあるまい」

「だろうな」

　重戦士は低く笑って、ゴブリンスレイヤーの肩を強く叩いた。
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　最初に述べておくべきは、彼らの犯した失態についてだ。

　装備は整えていた。一党パーティのメンバーもバランスよく揃そろっている。

　油断と慢心の精霊とも無縁であり、隊列を分断されるような事もなかった。

　しかし彼らは全滅した。何故なぜか。

　天上に座す彼の《真実》神であれば、満面の笑みと共にこう言ったに違いない。

「今日は一党パーティひとつくらい全滅させるつもりだったからね」と。





§






　訓練場建設予定地周辺の怪物掃討そうとうが、彼らの請けた依頼であった。

　神代より絶え間なく続く祈らぬ者ノンプレイヤーどもとの果てしなき戦い。

　その中にあっていくつも作られた砦とりでや城は、その尽ことごとくが今や遺跡と成り果てている。

　彼ら五名が挑んだのも、そうした遺跡の一つである。

　第九位の黒曜こくよう等級、第十位の白磁はくじ等級の入り混じった、駆け出しから一歩出た冒険者たち。

　幾度か冒険を成功させていた彼らは、それまでと同様、遺跡へと挑んだ。

　そして、巣食っていたゴブリンを襲ったのだ。

　危なげなく隊列を整え、術を用意して、玄室の扉を蹴破けやぶって雪崩なだれ込む。

　そして武器を振るい、稲妻いなずまを、火球を飛ばし、死体を蹂躙じゅうりんし、宝箱をこじ開ける。

　典型的な侵入と略奪ハックアンドスラッシュであった。

「ったく、やっぱ小鬼どもじゃあ、物足りねえな」

　鮫刃の木剣テルビューチェを担かつぎ、蜥蜴人リザードマンが顎あごから呼気を漏もらす。

　鱗うろこを押し上げるように鍛え抜かれた筋肉は、明らかに戦士のそれであった。

「真正面からぶつかりゃ、負ける要素がねえもんよ」

「そう？　あたしはこれで結構楽しいけどなあ」

　厳いかつい声に応じたのは、けらけらと楽しげな若い只人ヒュームの娘である。

　健康的でしなやかな、しかし女性らしい肢体を惜しげもなく、下着同然の鎧よろいで晒さらしている。

　扇情せんじょう的だがそれだけでない事は、その足元に立てかけた巨大な戦斧せんぷが象徴していた。

　戦女神に仕つかえる神官戦士たる彼女は、自らの美体を誇示するように腰を捻ひねって見せた。

　それを見て息を吐はくのが、やや中年の域に差し掛かった、やはり只人の魔術師。

　彼は後退しつつある額ひたいをぴしゃりと叩き、岩に刻んだように鋭い目を娘へと向けた。

「だからといって飛び込まないで頂きたい。乱戦になっては術も飛ばせん」

「軍師様が怒ったぞー？」

　神官戦士はその咎とがめるような（ようなではないが）声も気にせず、笑みを絶やさない。

「良いじゃないさ、術温存できるし、戦術が十八番おはこでしょ？」

「そういう問題では……。いや、まあ、良いでしょう、説教は後です。それより、首尾は」

「待て」答えたのは神官戦士ではなく、低く鋭い、陰鬱いんうつな声であった。

　ゴブリンどもの遺した物入れ、宝箱の前に屈かがみこんだ、黒装束くろしょうぞくの男である。

「やつら、小生意気にも罠わなを仕掛けていた」

　顔までもすっぽりと覆おおっているが、錠前を弄いじり回す手業てわざから、盗賊だと察せられた。

　しかし只者ではない。いや、只人ではない。頭巾から飛び出た鋭い耳は、黒色。

　祈りの言葉持つ者プレイヤーとなった闇人ダークエルフである。

「外せるのか」

「馬鹿ばかを言え」

　軍師の言葉に、闇人は鼻で笑った。

「俺おれの同胞と比べれば、児戯じぎそのものだ」

「子供の小遣こづかい程度でなければ良いのですけれどね」

　がちゃりと音を立てて開いた宝箱を、横から豊満な肉体の美女が覗のぞきこむ。

　首に下がったのは細鎖で結ばれた金の車輪。旅と交易の無事を守る、交易神の聖印だ。

　侍祭アコライトは物憂げに眉まゆをひそめて頰ほおに手をあて、気怠けだるげな表情をして見せた。

　宝箱の中身は古代の貨幣ばかり。これではかさばって、運び出すのも一苦労だ。

「皆様が気前よく武具や呪具や糧秣りょうまつを使うものですから、こちらの金勘定が大変で困ります」

「輜重しちょうを軽んじるのは馬鹿だけだぜ、おい」

　その肩を、鱗で覆われた巨大な手が遠慮なく握りしめる。

「飯も食わんで戦いくさができるかっての」

「ええ、わかっておりますとも」

　彼女は親愛をこめた仕草で、蜥蜴人の手に細い手を重ねて微笑ほほえんだ。

「だからこそ、それ以上に稼いでくださいましね」

「ちぇーっ、お熱いこと」

　神官戦士がからかうように、わざとらしく唇くちびるを尖とがらせて不満を露あらわにした。

「ほらほら、次行こうよ、次。この玄室、他ほかにまだ三つも扉あるんだよー？」

「ですな。おい、扉の偵察です。北から行きましょう」

「罠はねえさ」

　軍師の指示に闇人はぶっきらぼうに答えて、素早く扉に長耳を押し当てて向こうを探った。

　耳を澄ませるまでもない。唸うなるような荒々しい吐息。

「いるからな。次の獲物が」

　その一言に、一党パーティの面々は獰猛どうもうに目をきらめかせた。

　戦い、怪物、財宝、武勲ぶくん。

　冒険には彼らの望むもの全すべてがある。これ以上の仕事などあるわけもない。

　彼らは手慣れた調子で隊列を組み直した。

　蜥蜴人、神官戦士が前列、軍師と侍祭が中列、後方に盗賊が短剣を構えて控え、奇襲を狙ねらう。

「いくぜ！」

　裂帛れっぱくの気合と共に、蜥蜴人が腐りかけた遺跡の扉を蹴破った。

　轟音ごうおんと共に扉が倒れて木っ端が散らばる中を、冒険者たちは一気に玄室へと雪崩れ込む。

　玄室の中央、薄暗がりの中にはなるほど、巨大な黒い影が蠢うごめいている。

　不確定の怪物。

　しかし、のそりと身を起こし、棍棒こんぼうを手にしたその怪物の正体を軍師は知っていた。

　軍師が目を見開く。静かな彼の、精一杯の叫び。警告。

「巨人トロルだ！」

　トロル。トロルとは怪物である。

　愚鈍。しかし怪力。鈍重。なれど強靭きょうじん。

　鱗や岩で覆われてはいない。しかしその身に負った傷は多少なら火で炙あぶらぬ限りすぐ塞ふさがる。

　──何故こんなところにトロルが……!?

　軍師の脳が一瞬の混乱に陥おちいる。そういえば小鬼が用心棒を雇うことがあると聞いた。それか。

　──勝てるのか？

　術さえ使う高位の人喰い鬼オーガなどとは比べるべくもないとはいえ、決して弱い怪物ではない。

　──いや、勝つ！

　自分を襲う恐れと驚き、不安を軍師は強引ごういんに振り払った。いつも通りにやろう。

「前衛は壁役。侍祭は支援バフ。盗賊は奇襲アンブッシュ。私は火砲だ」

「後方警戒、直衛は不要かい？」

「出し惜しんだら押し負けます！」

「あいよ」

　盗賊が玄室の闇へと散じ、神官戦士が「いっくぞぉっ！」と気を吐いて、戦いが始まった。

「《我らに、勝利を》!!」

「ＯＬＲＬＬＬＬＲＴ!?」

《聖撃ホーリースマイト》を宿した戦斧の一撃を脛すねに受け、大樹の如ごときトロルが悶もだえる。

「へへぇん！　痛いとこ当たったでしょ！」

「オォオォォッ!!」

　その間隙かんげきを突いて、すかさず打ち込まれる蜥蜴人の鮫刃木剣。


　唸りを上げる海獣の牙きばは、文字通りにトロルの灰色外皮に嚙かみつく、が…………。



「お、お!?　こいつ、硬ェぞ!!」

　木剣で巨石を叩たたいた時のように手へと伝わる痺しびれに、思わず蜥蜴人がおめく。

「だから、どうしていつもいつも、あなたは私より先にッ!!」

「すっとろいお前が悪い！」

　すかさず飛んだ侍祭の小言。怒鳴り返しながら蜥蜴人が退いた床を、巨大な棍棒が打ち砕く。

「ＴＯＯＯＯＲＬＬＬ!!」

　千年を耐えた玄室も、これには堪たまりかねて震え、天井てんじょうから小石がパラパラと崩れ落ちる。

「ち……ッ。馬鹿力ばかぢからですこと！」

　侍祭が不遜にも悪態混じりに両手を組んで、目を閉じた。

　魂削たましいけずる祈りでもって、天に座す神々へと奇跡の直接嘆願を乞う。

「《巡り巡りて風なる我が神、我らの旅路にどうか幸あらんことを》……！」

　ひゅるりと音を立てて、聖なる《祝福ブレス》の風が玄室に渦巻うずまいた。

　清らかな風を纏まとった鮫刃が、神々の力によって鋭さを増していく。

「ありがてぇっ！　おお、我が父祖たる隠龍インロンよ、ご照覧あれ！」

「讃たたえるなら交易神を讃えなさい！」

　両腕の筋肉を隆起させた蜥蜴人の一撃が、トロルの棍棒を真っ向から迎え撃つ。

「ＯＬＬＬＴ!?」

「っしゃあっ!!」

　がっきと嚙み合あった武具が、互いの膂力りょりょくによって弾はじけるように引き剝はがされる。

　瞬間、たまらずよろめいたトロルの足首を、閃光せんこうが薙ないだ。

　闇人による隠密攻撃スニークアタックである。

　ブチリと嫌な音を立てて腱けんを断った一撃は、通常ならば文句なしの命取り。

「ＴＯＯＲＲＲＲＲＯＯ!!」

「うっわ、ヤバイヤバイヤバイ、怒ってるよぉっ!?」

　しかし敵はトロルである。

　悲鳴を上げながら神官戦士が床を転げて、叩きこまれた棍棒を回避する。

　切れた端からふつふつと泡立って癒着ゆちゃくしていく傷は、戦士にとって恐怖の証あかしだ。

　はたして今まで打ち込んだ一撃の数々は、どれほど痛痒ダメージとなっていようか。

　神なる奇跡をもってしてこれだ。そして奇跡は永続的なものではありえない。

「まだですか！」

「わかっていますよ！」

　額に汗垂らして祈禱きとうを維持する侍祭へ怒鳴り、軍師は己おのが意識を没入ジャックイン。

　脳裏のうりに刻まれた真に力ある言葉を引き出し、塗り潰つぶし、以もって世界を改竄かいざんするのだ。

「《カリブンクルス火石……クレスクント成長……ヤクタ投射》!?」

　そして真っ先に彼が死んだ。

　放たれた火球はあらぬ方向へ飛んで石材を焦こがし、火の粉を散らして消え去る。

　後頭部にめり込んだ鈍い音の正体に、軍師ははたして気づくことができただろうか。

　ゴブリンの叩き込こんだ石斧いしおのは、知性溢あふれる脳を頭骨ごと叩き潰し、玄室へと飛び散らせた。

「ＧＲＯＯＲＢ!!」

「ＧＯＲＲ！」

「背面攻撃バックスタブ!?」

　悲鳴を上げたのは誰だれであったろうか。

　後方、他の玄室へと通じる扉から湧わき出す小鬼どもを見て、神を呪っても意味がない。

　扉を閉鎖しておくという考えは、退路を封じることと同義でもあったからだ。

　起こるべくして起こった結果だったのだろう。

「ＧＯＲＢＢＢＯ!!」

「ＯＯＯＴＬＬＴＬ!!」

　素早く戦況を見て取った蜥蜴人は、トロルの棍棒を打ち返しながら叫ぶ。

「前は二人でやる。下がれ!!」

　返事の代わりに、玄室を飛び越える影があった。

　トロルの背後へ回っていた闇人が、トンボを切って侍祭の護衛へと参じたのである。

「お前も下がれ！　そんな鎧じゃあ、たたっ殺されっちまうぞ！」

「無理ムリむりだってぇっ!!」

　きゃあきゃあと喚わめきながらも神官戦士は必死に打ちかかるが、状況は芳かんばしくない。

　今まで三人で相手をしていた敵を、二人。さらに後方を気にしながらである。

　トロルで気を引きつけ、他の玄室から背後より不意討うつ。小鬼の悪知恵。

　決定的成功クリティカルヒット、あるいは致命的失敗ファンブル。

「……ッ」

　脳漿のうしょうを垂れ流して斃たおれている軍師から目を背そむけ、侍祭は唇を血が滲にじむほど嚙み締しめた。

　惜しむべきは呪的資源リソースの抱え落ち。考えるべきは状況の打破。

　生き延び、勝利したいならば、仲間の生死についてはとりあえず埒外らちがいに追いやっておく。

　必死に自分に言い聞かせながら、彼女は再度の祈禱を試みるべく両手を組み合わせた。

「ＧＲＯＲＯＲＢ……！」

　なにせ彼女とて危機的状況を脱しているわけではない。

　背後から迫り来る小鬼が数匹──いや十匹はいる。

　彼らに捕虜への慈悲を期待するだけ無駄であろう。

　ゴブリンどもは世の中の全てを自分らの玩具か、略奪対象か、敵としか思っていないのだ。

　冒険者がゴブリンを皆殺しにするように、ゴブリンは冒険者を皆殺しにする。

「ぅ、あ……ッ!?」

「支援を続けろ！」

　襲い来る錆さび短剣を避けようと、たたらを踏んでよろめいた侍祭。庇かばうように飛び込む闇人。

　小鬼の武器が火花を散らして弾き飛ばされ、続く一撃がその喉のどを切り裂いて殺す。

　ぴゅうと笛のような音を伴って血を吹き出した小鬼を、闇人は容赦なく蹴倒けたおした。

「こちらも長くは保たんぞ！」

「はいッ！　今、奇跡を！」

　侍祭は揺れる胸元むなもとに下がった聖印を握り、血の気の失せた頰に汗滲ませ、祈禱を再開する。

「《巡り巡りて風なる我が神、我らの旅路にどうか幸あらんことを》……！」

　旅人も金貨も世を廻まわるもの。それを司つかさどる交易神の爽さわやかな風が、黴臭かびくさい玄室に吹き込んだ。

「お、おおぉおぉっ！　いいぃぃあっ!!」

「ＴＯＯＴＬＯＲ!!」

　吠ほえ猛たける蜥蜴人の猛撃と、トロルの棍棒とかが真っ向からぶつかり合った。

　すかさず髪を振り乱した神官戦士が、戦斧をトロルの足へと打ち込みにかかる。

「こ、のッ！　合わせるわよ！」

「おうよッ!!」

　振り回される神なる斧が、《祝福》されし鮫刃さめばが、容赦なく肉を切り裂いていく。

「ＴＯＯＲＬ!?」

　血ち飛沫しぶきがあがり、トロルの耳障みみざわりな悲鳴が響き、二人の戦士の気合が轟とどろく。

　しかれども、状況は極きわめて悪い。

　トロルに負わせた傷は、どれもこれも軽いものばかり。

　ましてや三対一から二対一、いや、正しくは五対一から四対十一か。

　魔術師なき今この一党パーティに決定打はなく、撤退しようにも退路は塞がれている。

　起死きし回生かいせいの一手など、どこに期待できるというのか。


「ちくしょ……っ！　ちくしょう、ちくしょう……ッ!!」



　神官戦士の大きな瞳ひとみに、ふるりと涙が滲み、ぽろりと零こぼれた。

　いかに蜥蜴人と神官戦士が獅子しし奮迅ふんじんの戦いをしようとも、やがて限界も訪れよう。

　恐怖はなかった。ただただ悔しさだけがあった。

　闇人の斥候スカウトを後方警戒に振り分けておけば、この事態は避けられただろうか？

　いや、そうなればトロル相手の攻め手が欠けた。結果は変わらない気がする。

　戦いに「もしも」がないことを彼女は重々承知している。だが、だからこそ悔しい。

　どこで手を打ち間違えたのか。どうしてこうなったのか。わからないことが、悔しかった。


「ちぃ……ッ！」



　二人目の戦死者は闇人の盗賊であった。

　一匹を仕留め、二匹を殺し、三匹を屠ほふったところで、小鬼の短剣が頰を裂く。

　刃に絡からんだ得体の知れない粘液を毒と見破ったのは、さすが闇人であるといえる。

　彼はすかさず腰に差した小瓶こびんを後ろ手に抜き取った。解毒剤アンチドーテである。

「ＧＲＯＲＢ！」

「ＧＲＯＢ！　ＧＲＲＲＯＲＢ!!」

　小鬼がそれを悠長に飲める暇を与えるわけがない。

　数を頼みとして間断なく攻め続ければ、見る間に闇人の動きは鈍り、そして……。

「ぐお……ぎゃっ!?」

「あぁっ!?」

　ついに数の暴力に押し負けた闇人は引きずり倒され、死ぬまでズタズタに切り刻まれる。

　思わず侍祭があげた悲鳴を、蜥蜴人の聴覚はしっかりと捉とらえる。捉えてしまった。

「おい、無事か！」

　迂闊うかつであった。

　しかしどうしてそれを責められよう。

　戦いのみを求むる蜥蜴人に情愛を与えたのは、あの美しき侍祭であったのだから。

　次の瞬間、彼は気づいた。振り上げられ振り下ろされる棍棒より逃れる術すべはない。

　トロルが誇る大樹の如き膂力は生来のもの。治癒力も同様。棍棒は武具としても粗雑。

　しかれども強い。

　強い敵だ。恐るべき敵だ。それで十分ではないか。

　良き仲間たちであった。良き敵であった。良き生涯であった。

　このトロルは己が心臓を喰ろうてくれるだろうか。

　不満はそこだけ。しかし喰われずとも、遺骸はやがて朽ちて循環へと戻るだろう。

　なれば最期さいごの言葉は決まっている。

「──見事ッ！」

　蜥蜴人の戦士は、頭蓋ずがいを胴の内側まで埋められて死んだ。

　断頭されたかの如き遺体は、しかし血を吹き上げることなく崩れ落ち、斃れる。

　手から零れ落ちた鮫刃木剣が、からからと力ない音を立てた。

「ぃ、」

　侍祭は、それを見た。

　呆然ぼうぜんと目を見開かれ、彼女の喉が本人の意に背き、引きつった声を溢れさせる。


「いやあぁぁあっ！　ウソッ！　噓うそ……ッ！」



「あ、馬鹿！　もう遅いわよ……！」

　取り乱し悲鳴をあげながら、斃れた蜥蜴人へと侍祭が駆け寄らんとする。

　つまりそこはトロルの目の前だ。

　先の悲鳴は小鬼ども、トロルの気を引くには十分過ぎる。

　汚らわしい妄想が溢れているのは、奴やつらの醜悪な笑みを見れば瞭然りょうぜんであろう。


「こ、のぉ……ッ！」



　神官戦士は舌打ちをひとつすると、迷わずそこへ飛び出していた。

　逃げようと思えば逃げることもできた。彼女を見捨てさえすれば、生きて帰れた。

　何もかも、きっと全て無駄になるだろう。

　生まれてから今この瞬間までの時間。積み重ねてきた鍛錬。仲間たち。夢。未来。

　そんなことはわかっていた。

　わかっていたが、だからといって何もしないという選択肢は存在しない。

「どいてッ！」


「あ、ぅ……ッ!?」



　突き飛ばされた侍祭が最後に見た神官戦士の表情は、力ない、年頃としごろの娘の笑みだった。

　そしてぐしゃりと音を立てて神官戦士が消え、その名残なごりが侍祭の頰に散った。

　床に埋まった棍棒からは、僅わずかな髪と、びくびくと痙攣けいれんする手足のみが覗く。

　棍棒が粘着ねばつく血を糸引きながら持ち上げられれば、後に残るは四肢を繫つないだ肉塊のみ。

「ぁ、ああ、ぁ、あ、あ……ッ」

　侍祭の足が震え、腰が抜けた。下肢にまるで力が入らない。

　じわりと生暖かい感触が滲み、広がっていくのがわかる。

「ＧＲＲＲＯＲ……！」

「ＧＲＯＢ！　ＧＲＯＢ！」

　ゴブリンが、ゴブリンどもが、一歩一歩、嬲なぶるような遅さで近づいてくる。

　その薄汚い黄色の瞳は嗜虐しぎゃくの欲望で爛々らんらんと燃え、厭いやらしい視線は侍祭の身体を舐なめるよう。

　尻しりもちをついた侍祭は、迫り来るゴブリンたちへ向けて、必死に両手を振り回した。


「ぃ、ゃあ、やめ……やめ、て、ください、まし……っ！」



　ジタバタと藻搔もがき足搔あがく

　面倒くさそうに一匹のゴブリンが手を振って、用心棒のトロルへ指示を出した。

「ＧＲＯＢ！」

「ＴＯＯＯＯＲＬＬ！」

　ぶんと棍棒の一振り。それは小枝を手折たおるような呆気あっけなさであった。

　パキリと乾いた音と共に侍祭の足が打ち砕かれ、あらぬ方向を向く。


「う、あぁあああぁあああぁああぁああぁぁッ！！？！？」



　玄室に哀れな女の悲痛な叫びが木霊こだまする。

　侍祭の姿が小鬼の群れに埋もれて消えるまで、さほどの時間はかかるまい。

　残念だが彼女たちの冒険は、ここで終わってしまったのだ。





§






　繰り返しになるが、彼らの犯した失態について、改めて述べておこう。

　装備は整えていた。一党パーティのメンバーもバランスよく揃っている。

　油断と慢心の精霊とも無縁であり、隊列も分断されるような事はなかった。

　しかし彼らは全滅した。何故か。

　天上に座す彼の《真実》神であれば、満面の笑みと共にこう言ったに違いない。

「今日は一党パーティひとつくらい全滅させるつもりだったからね」と。





§






　いざや冒険者　我が旅よ

　待ち受けるは　竜か岩巨人ゴレムか

　さては死霊の　騎士なるか

　伝説の武具も　いずこやら

　松明たいまつひとつに　槍かつぎ

　一本いっぽん独鈷どっこ　気楽なものだ




　西か東か　橋を越え

　渡った先で　死んだとて

　求むるものは　愛一つ

　王女が良いが　贅沢ぜいたく言わぬ

　せめて一夜の　お楽しみ

　いざや冒険者　我が旅よ




　女神官の口ずさむ戯ざれ歌を伴って、一党パーティ六名は訓練場予定地へと差し掛かっていた。

　かつて小さな村があったという広野には既すでに天幕が張られ、人足が忙しく動き回っている。

　身体のそこここに古傷を持つ者が混ざっているところを見ると、引退した冒険者か。

　引退しても働き口があると喜ぶべきか、引退してもなお働かねばならないと嘆くべきか。

　女神官は判断がつかず目を彷徨さまよわせ、向こうから来る女性の姿を認め、目を瞬またたかせた。

　森人エルフである。いかにもといった扇情的な衣服と肢体の、美しき森人。

　すれ違う際にぷんと漂った香水の匂においから、すぐに娼婦しょうふの類たぐいだと察しがついた。

「うお……」

　思わず目を奪われたのは女神官だけではないようで、少年が声を漏らしていた。

　ちらと横目で見ると妖精弓手エルフも顔を赤らめつつ、そっぽを向いて何気ない風を装っている。

　ゴブリンスレイヤーが特に何の反応も見せない事にほっとしつつ、女神官は赤い頰を抑えた。

「う、噂うわさには聞いていましたけれど……」

「はははは。男というのは単純なものでしてなぁ」

　からからと蜥蜴僧侶リザードマンが声をあげて笑い、尻尾しっぽでもってぴしゃりと地面を叩いて見せた。

「金の使い道があると知ると注そそぎ込みたくなる。注ぎ込むために働きたくなるわけですな」

「ああ」

　ちらりと妖精弓手は、傍かたわらの鉱人道士ドワーフへと目を向けた。

　鉱人道士はまさに手妻てづまの如ごとく、既にどこからか調達した焼串を頰張ほおばっている。

「納得ね」

「ほ。お前さんら高貴な種族とやらにゃ、買い食いの楽しみはわかりゃしねえっつの」

　むしゃむしゃがつがつ。貪むさぼるように肉を食い終えた鉱人道士は、串をぼきりとへし折った。

　指についた脂を舐め舐め、これ見よがしに溜息ためいきを吐つき、妖精弓手の細身を見やる。

「森人は細身つーたかて、せめてあんぐらい物があれば良かろうになぁ」

「……む！　何よそれ！　だいたいねえ、森人ってのは……」

　喧々けんけん囂々ごうごうと毎度おなじみの口喧嘩が始まるが、一党パーティの面々にとってはいつものこと。

　が、慣れぬ少年は丁々ちょうちょう発止はっしのやり取りに目を白黒させ、大慌てで女神官の袖そでを引く。

「え、あ、お、おい。あれ、止めなくて良いのか？」

「仲良しなんですよ。お二人とも」

　にっこり笑顔で言われてしまえばそれまでだ。

　信じられない顔つきで、彼は二人の異種族の方を見る。

　忙しく行き交う人々も気にはしつつも違和感を覚えないようで、冒険者なら日常なのか。

　縋すがるように目を向けた先、ゴブリンスレイヤーはもとより、我関せずは蜥蜴僧侶も同様。

「然しかり、然り。どれ、拙僧せっそうも一本」

　などとチーズのついたものを選んで買うと、一口でたいらげて「甘露！」と声をあげている。

「うむ、甘露、甘露。いやさ、拙僧も何が楽しみと言うとこれでしてなぁ」

　ほくほく顔（蜥蜴人もこういう顔をするのだ）で平らげた彼は、うむ、と重々しく頷うなずいた。

「ま、先の歌にもありましたが、冒険者と一夜の愛は切っても切れぬものでありましょう」

「いえ、まあ、その……それは、わかりますけれど、ね？」

　地母神ちぼしんは豊穣ほうじょうを司り、お産だ婚姻こんいんだなどとも縁深い女神である。

　女神官はほうと息を吐いて頭を振って、とにかく気持ちを切り替えることに専念した。

　何せここからは大仕事が待っているのだ。浮ついてなどいられない。

　ぎゅっと両手で錫杖しゃくじょうを握って、深呼吸。頭のなかで手順を確認。良し。

「えっと、じゃあ、ゴブリンスレイヤーさん。行きましょうか？」

「ああ」

　こっくり頷く彼の仕草に、女神官は僅かに滲む笑みをこらえきれない。

　どうやら間違ってはいないようで、一歩目は問題なし、だ。

「お！　早速ゴブリンどもをぶっ殺しに行くわけだな！」

　そのやり取りをどう見たか、オレはやるぜ！　というように少年が杖つえで路面を突いた。

「いえ、そうではなくて……」

「馬鹿を言え」

　困ったような女神官を制して、ゴブリンスレイヤーが切り捨てるように言った。

「情報を集める。依頼人のところへ向かうぞ」
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　まずは一つ、二人の手並みを見せてもらおう。

　少年魔術師の力量と、女神官の采配さいはい、その両方に対する自然な成り行きだったろう。

　ゴブリンスレイヤーの提案に否いなやはなく、赤毛の少年を加えた一党パーティはすぐに出立した。

　依頼人は訓練場設営作業を統括する人足長──大工職業組合ギルドの重鎮であった。

　現場端の天幕に座した彼は、巌いわおから削りだしたような黒くろ髭ひげの鉱人ドワーフである。

　見事な硝子ガラスの水差しから飲み物を杯に注ぎ、人足長自ら冒険者たちへと振る舞う。

　よく冷えた葡萄ぶどう酒しゅは、ここまでの行程で乾いた喉には心地よかった。

「なんでえ、火酒じゃねえんかいな、兄弟よ」

「馬鹿野郎お前、昼間から酒飲んで動けんのは鉱人だけよ。只人もいんだ、兄弟」

　鉱人道士と人足長はそう言い合ったあと、鉱人語で何やら挨拶あいさつを交わした。

『鉱人の長い髭に、神々の骰子サイコロに、冒険者と怪物どもに！』

　挨拶とは、この場合、三度の乾杯である。

　黒髭についた雫しずくを拭ぬぐって、人足長は「で、だ」と切り出した。

「何日か前に、最近ちょいと名の売れてきた一党パーティが依頼を請けてくれたんだがな」

　がぶりと葡萄酒を呷あおり、ゴブリンスレイヤーが口を挟む。

「戻らなかったか」

「ああ」

　人足長の答えもまた端的なものであった。

　相手が銀等級、第三位の冒険者なのはもちろんだが、彼は鉄と火に愛されし鉱人である。

　この異様な装備の男が何者か、武具を見てわからぬわけがなかった。

「あんたが、かみきり丸とやらか」

「ああ」ゴブリンスレイヤーは、ゆっくりと頷いた。「そう呼ばれることもある」

「ゴブリンスレイヤーね……」

　人足長は低く笑うと、手の中で弄もてあそんでいた杯を一息に干した。まるで水のように。

「何が聞きたいんだ、あんた」

「ゴブリンだな」

　それは問いというよりも、ほぼ確認に近い物言いだった。

「ああ。まあ、ゴブリンだけとは限らんが、ゴブリンが多いな」

　応じた人足長は太く短い腕を組んで、鋭く研いだ犬歯をむき出し唸る。忌々いまいましい小鬼ども。

「今は工具を盗まれるだけ……だけって事もないが、今後、人足に被害が出ると困る」

「やはりゴブリンか」

「人足はまだしも、娼婦だ行商人だは違うからな。ゴブリン退治に大金も出せんし」

「ゴブリン退治とはそういうものだ」

「……ちょっと、オルクボルグ」

　一人得心がいったと頷くゴブリンスレイヤーの横腹を、妖精弓手の肘ひじが突く。

　森人に口を挟まれたと人足長は顔をしかめるが、それ以上は言わない。

　冒険者には冒険者の領分りょうぶんがあることくらい、ひとかどの者は理解しているのだ。

「なんだ」

　ぶっきらぼうに振り向いた鉄兜てつかぶとへ、妖精弓手は声を潜ひそめて長耳を揺らす。

「今はまだ良いけどさ。指示出すの、あの子がやるの忘れてないわよね」

「ああ」

「……ホント？」

「だが、緊急時は別だ」

「はい。もしものときは、お願いします」

　女神官がにこりと微笑み、丁寧に頭を下げる。

「その方が安心しますから」

　というのが、女神官の何よりの本音であった。

　自分のせいで仲間が全滅してしまうより、自分が力不足とされた方が、ずっと良い。

　技量は経験を積めば上がるかもしれないが、失われた者は取り戻せないのだから。

　素直で健気けなげなその態度を見て、鉱人の人足長が「ほう」と声を漏らす。

「それで、えっと……」

「おう、なんだ、お嬢ちゃん」

「はい。ちょっと変わって、いくつかお聞きしたいことがあるんです」

　そう言って女神官は躊躇ちゅうちょなく、人足長と目線を合わせるべく身を屈めた。

「ゴブリン……いえ、怪物がいると思われる遺跡というのは、どんな場所かわかりますか？」

「ああ。前に工具を盗まれた間抜けが、怒って後をつけてって、突き止めたんだ」

　鉱人の人足長は鼻息も荒く呟つぶやく。盗んだ小鬼より、盗まれた大工の方を怒っているらしい。

「鉱人のさがっつーやつだ」ひそひそと、女神官へ鉱人道士が囁ささやいてくれた。

「道具を適当に扱う輩やからは許せねえんだわ、わしら」

　なるほど。女神官はこっくりと頷いた。

「でしたら、その工具も見つけたら取り戻さないといけませんね」

「そうしてくれ」人足長が僅かに頰を緩ゆるめた。「そうすりゃ、あの間抜けも改心すっだろ」

　──うん、良かった。

　女神官は内心、僅かにぐっと拳こぶしを握りしめていた。

　依頼人や地元の人との関係は良好でないといけない。

　それは彼女自身の思いでもあったが、ゴブリンスレイヤーから教わったことでもある。

　冒険者は、他者の支援がなければ成り立たないものだ。

「そうさな。ここからちょいと北にいったとこだ、地図は用意する。ありゃあ、多分……」

「陵墓りょうぼだ」

　ゴブリンスレイヤーだった。

　がぶりとまた葡萄酒を呷った彼は、周りからの視線が集まっているのも気にせずに続ける。

「通路と玄室で構成された、よくある形式の墓だと聞いた」

「ほう、知っとるのか」

「昔な」ゴブリンスレイヤーは低く言った。「近づくなときつく言われていた」

　それきり黙りこんでしまったゴブリンスレイヤーへ、女神官は目を瞬かせる。

　昔。

　そういえば一年も傍そばにいるのに、彼の昔など聞いたこともなかった。


　──……お姉さんがいて。五、六年前に冒険者になって。ゴブリンを退治している。



　こう見えて意外と面倒見が良かったり、細々気を使っていたり、色々あるけれど。

　彼個人のことについて、はたして自分はどれほど知っているのだろうか。

「……」

　いや、今はそれどころではない、はずだ。女神官は緩く首を横に振った。

　目前に迫るゴブリン退治なんて責任重大なことから逃げてはいけない。

「えっと、そのお墓の入口に、変わったものはありませんでした？　骨とか、絵とか」

「間抜けが見落としてなきゃあ、そんなんがあった、って話は聞いてねえな」

　──トーテムはなし、ですね。

　白い指先を唇にあてがい、女神官は「うん、うん」と繰り返し頷いた。

　つまりシャーマンといった上位種はいない、ということだ。

　もちろん脅威がそれだけでない事は、ここ一年余りの冒険で嫌というほど思い知っている。

　敵を軽んじることだけはしてはいけない。

　となると、重要なのは……。

「あと、先行された方々の、等級と構成はわかりますか？」

「誰がどの等級だったかは覚えてないが、白磁と黒曜の混成。職業は、見たとこ……」

　人足長は腕を組んで、天幕の頂点を睨にらみつけた。

　記憶を辿たどり、太く短い指先で、ひのふのと人数を数え、やがて頷いた。

「蜥蜴人の戦士に、神官……神官戦士。後は魔術師、神官、それに盗賊だか暗殺者だか」

「女性はおられましたか」

「二人な。神官戦士と、神官……いや、ありゃ侍祭っつーのか？」

　──なら、生きているとしたら二人だ。

　女神官の心の奥底に横たわる、冷たい何かがそう囁いた。

　その事実だけを受け止めて、女神官は一度、きつく唇を嚙んだ。

「……では余分がありましたら、水薬を少し頂けますか。お代はお支払いしますから」

　予備もあるとはいえ、治療の道具はあって困ることはない。

　奇跡を使わずとも良い部分は道具で賄まかなうべきなのだ。

「ああ、構わんよ」人足長は気前よく応じた。「他には何かいるかね」

「ええと、もしお医者様がいらっしゃったら、待たせておいて──」

　そんな二人の会話を聞いていたゴブリンスレイヤーが「ふむ」と低く唸った。

「どう見る」

「見立ては正しいですな。良くて二人」

　応じたのは、やはり遠巻きにして口を挟まなかった蜥蜴僧侶である。

「まず間違いなく、全滅でしょうや」


「な……ッ！」



　さらりと蜥蜴僧侶はそう言って、思わず少年が目を剝むいた。

　ぎょろりと爬虫はちゅう類るい特有の瞳が動き、じいっと彼の方へ向けられる。

「なにか？」

「い、いや……」

「うむ、うむ。……お、チーズがあるとは。気の利きいた御仁ですなあ。ちと失敬」

　蜥蜴僧侶は少年の困惑した目線も気にせず、ひょいと鱗の生はえた手を伸ばした。

　話し合う女神官と人足長の間から器を手繰たぐり寄せ、遠慮なく中身を一摑つかみ。

　酒の肴さかなにと用意されたのだろうチーズを、大口開けて頰張った。

「うむ、甘露、甘露！　いやはや。これもあの牧場のチーズですかな、小鬼殺し殿」

「恐らくな」

「旨うまし！」

　まるで何でもないことのような調子だが、実際に何でもないことなのだ。

　蜥蜴人にとって、あらゆる者は生きて、死ぬのが当然である。

　早いか遅いか。いかに生き、いかに強くなり、いかに死ぬか。違いはそれだけである。

　口いっぱいに詰め込んだチーズをごくりと飲み下し、蜥蜴僧侶は舌で鼻先を舐めた。

「恐らく、ただの小鬼以外に何ぞいると見て良いかと」

「ああ」

　蜥蜴僧侶の推測に、ゴブリンスレイヤーもまた同意を示す。

「トーテムがないなら、シャーマンはいまいが」

「しかし冒険者は帰ってこなんだ、と。またぞろ聖騎士とは思いたくもありませぬが」

「田舎者ホブの類なら楽だ」

「あるいは他の祈らぬ者ノンプレイヤーども」

「いずれにせよ厄介なのは罠だ」

「陵墓であるなら石造り。壁抜きはないと見てよろしいか」

「工具を盗んでいるが、土のようにはいくまい。規模は二十匹前後と思うが」

「とはいえ敵の戦力は減ってましょう。五人で一匹も仕留められんてこたぁありますまい」

「それだけに時間がない。獲物に飽きれば、見境なく襲撃に出てくるぞ」

「しからば一気いっき呵成かせいに。やれますかな」

「あの娘の判断次第ではある」

「ですなあ」

　素早く会話をやり取りする二人の冒険者に、少年は目を瞬かせた。

　蜥蜴人たちが戦達者な種族であることは世に広く知られている。だが目にしたのは初めてだ。

　そして蜥蜴人と語り合う、薄汚れた革鎧、安っぽい鉄兜の冒険者は、辺境最優なのだ。

　しかし頭でわかっていることと、実際にその目で見ることは大きく違う。

　だからこそ「くあ」などと気の抜けた様に妖精弓手があくびをし、少年はそちらを睨んだ。

「……なんだよ、あんたは何もしないのか」

「適材適所」

　妖精弓手は目尻に浮かんだ涙を擦こすり、ぱたりと長耳を揺らす。

「私の役目は斥候と野伏レンジャーだもん。他はお任せ」

「そうだぞ、小僧」

　のっそりと、鉱人道士が口を挟んだ。

　彼はもうすっかり出来上がっているのか、手酌てじゃくで腰の瓶びんから火酒を杯に注いでいる。

　それをかぱりと水の如く飲み干すものだから、やはり少年も声を荒らげた。

「お、おい、あんた、冒険の前だぞ!?」

「バカモン、酔っとらん鉱人なんざ路傍ろぼうの石みてえなもんだわい」

　げふ、と。口からは酒臭い息を吐く。

「耳長娘が珍しく良いコト言っとるが。呪文じゅもん遣いは気の緩急が重要じゃて」

「珍しくは余計」

　ふん、と妖精弓手が小鼻を鳴らす。

「私はいつだって、含蓄のあることしか言わないわよ」

「マジかよ」

「マジよ」

　思わず絶句した鉱人道士。

　何か言い返そうと口を開いたところで、少年の胡乱うろんげな視線に気づく。

　ごほんと咳払せきばらいをひとつ。

「……ともかく、各々おのおのに　役目がある、っつーこった」

「役目？」少年は不審げに声を尖らせた。「戦士とか魔術師じゃねえのかよ」

「違わい、違わい」

　鉱人道士は、しっしと羽虫を追い払うように手を振ってみせた。

「かみきり丸と鱗のは戦達者だから、先に戦術を考えて算段をまとめる」

「あの子は今回の趣旨が趣旨だし、話し上手だから、今は交渉をやってるけど」

　妖精弓手がピンと立てた人差し指をくるくる回し、宙に円を描いてみせた。

「普段は荷物とか細々したこと、色々気をつけてくれてるしね」

「お前ももちっと気をつかえや、耳長娘」

　なによう！　と耳を逆立てて抗議する妖精弓手を尻目しりめに、鉱人道士は少年の肩に手を乗せた。

「よぉ見て覚えとけよ」

「……」

　彼はじろりと鉱人道士を睨むと、ぶっきらぼうな態度でその無骨な手を払いのける。

「荷物持ちって、ようは雑用だろ」

　嫌われた、と笑う妖精弓手に、鉱人道士はまだまだよと呵々かか大笑たいしょう。

　女神官の交渉がまとまったのに合わせ、一党パーティが膝ひざを交えて話し合いを始める。

　それを少年は、天幕の端からじいっと睨みつけていた。

「……ゴブリンぶっ殺せれば、それで良いじゃねえか」

　その呟きはあまりにも小さな声で、一党パーティの誰も答えることはなかった。
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　小高い丘に埋もれるようにして、その陵墓はぽっかりと口を開けていた。

　陵墓の上に草木が生えて丘となったのか、はたまた丘を掘り抜いて陵墓としたのか。

　幾星霜いくせいそうが流れ果てた今、その真実を確かめることは難しい。

　冒険者らがそこへ到着したのは、ちょうど昼を少し過ぎた頃ころであった。

　天頂を超えた太陽は傾かたむき始め、春の日差ひざしが喪うしなわれつつある。

　じきに夕暮れが押し寄せ、全ては夜に覆われるだろう。

　都合の良い頃合いであった。

「なるほどね」

　妖精弓手が興味津々と長耳を揺らしながら、ゴブリンスレイヤーに笑いかけた。

「これは確かに、子供が遊びに入っちゃいそう」

「だから、近づくなと言われていた」

「で、実際、近づいたんか？」

　子供の悪戯いたずら話を期待するように、ニマニマと鉱人道士が脇腹わきばらを肘で突く。

　遠い日の思い出を辿ろうと、ゴブリンスレイヤーは曖昧あいまい模糊もことした記憶を探る。

　もう十年以上も──いや、まだ十年しか経たっていない、かつての自分。

「……」

　どうだったろうか。ゴブリンスレイヤーは思い出せなかった。

　たぶん、近づいていないだろう。そんな事をしたら姉にこっ酷ぴどく叱しかられたはずだ。

　姉を困らせるなどあってはならない。だから、自分は近づかなかった。恐らく。

「いいや」

　緩く首を横に振ったゴブリンスレイヤーに、鉱人道士は「そうかい」と短く言った。

「じゃあ、中のこたぁわからんわけだの」

「通路と玄室で作られているとは聞いた」

　そうだ。ゴブリンスレイヤーは頷く。思い出した。

「姉が、そう教えてくれた」

　中のことが気になっていた自分に。誰のどういう墓なのかも調べて、教えてくれた。

　だから自分は近づかず、入りもしなかったのだ。

　覚えておけば良かったとつくづく思う。何もかも、全て。忘れたくはなかった。

　だが今や記憶は虫食いだらけで、細やかなことも塗ぬり潰され、曖昧となっていた。

　十年──十年である。かつてあの場所には村があったというのに。

「いずれにせよ昔の事だ」

　そう言ってゴブリンスレイヤーは、無理やりに話題を断ち切った。

「で、どうだ」

「んんー……。やっぱり、トーテムの類はないですし、見張りもいませんね」

　問われた女神官は、唇に細い指先をあてがって思案しながら、遺跡の様子を探る。

　なるほど。確かに入口付近にはゴブリンの巣穴特有、ゴミだめが出来つつある。

　しかしそれだけだ。

　小鬼どもが奉じる、子供じみた動物の意匠シンボルは見受けられない。

　──少なくともシャーマンがいないの、確かみたいですね。

「良いからとっとと行こうぜ……！　他の冒険者、捕まってるんだろ!?」

　血気盛んな少年の叫びが、ちくりと女神官の薄い胸の内に突き刺さる。

　一年前の自分はそうだった。

　あの青年が、武闘家が、そして魔術師が「早く助けよう」と言うのへ無邪気に応じたのだ。

　結果どうなったか、どうなってしまったのかは思い出したくもなく、今も時折、夢に見る。

　今の自分は、どうだろうか。

　不安で、臆病おくびょうで、怯おびえながらなのは今も同じだけれど……。

「まあ、待たれませい」

　ぐるぐると思考の渦に埋没しかけた女神官を救ったのは、蜥蜴僧侶の大きな手であった。

　爪つめの生えた鱗の手が、女神官の肩に置かれたのだ。

「急せいては事を仕損じると古来より言われておりますでな」

「……ええ」

　女神官はこくりと頷いた。落ち着いて。ゆっくりでも良い。着実に。

　まずすべきは……装備の最終確認だ。

「皆さん、準備は大丈夫ですか？」

　彼女はそう言いながら、パタパタと自分の荷物を確認する。

　錫杖と鎖くさり帷子かたびらは身に着けている。

　鞄かばんの中には水薬ポーション。それに冒険者セット。これを忘れてはいけない。

　結局は楔くさびやロープ、釘くぎ、ハンマー、白墨や蠟燭ろうそく、細々した無数のもの。

　──出かける時は忘れずに、ですね。

　いつもの習慣でこそあったが、幸い、暫定ざんていの頭目に背そむく者はいなかった。

　薄汚れた革鎧、安っぽい鉄兜、中途半端ちゅうとはんぱな長剣に、小振りな円盾、腰の雑囊ざつのう。

　ゴブリンスレイヤーが点検をする横では、妖精弓手が大弓の弦に蜘蛛くも糸を張り直す。

　鉱人道士が触媒の詰まった鞄を確かめ、蜥蜴僧侶もまたじゃらりと竜牙の数を検あらためる。

　唯一少年だけが、ちらと自分の杖、ローブを見るだけで点検を終えていた。

「して、次はどうなさいますかな、頭目殿」

「もうっ、やめてくださいよ。絶対面白おもしろがってますよね？」

「はっはっはっはっは」

　女神官が頰を膨ふくらませて抗議をすると、蜥蜴僧侶は大顎を開けて愉快そうに笑う。

　まったく、と女神官は呟くが、あまり時間がないのも事実だ。隊列を決めないと。

「通路の幅次第ですけど……。今回は六人ですから、三人二列か二人三列と思っています」

　そうね。頷いた妖精弓手が、指を入口にかざして幅を読み取った。

「私の見立てで、入口と通路が同じ広さならだけど、たぶん三人横並びいけるわね」

「んと……それでしたら、二人三列にしましょう」

　女神官は妖精弓手にそう言って、ぽんと手を叩いた。

　通路が広いというのなら、多分こちらの方がきっと良い。

「三人並べるくらい幅があるのでしたら、もしもの時、列を入れ替えるのも楽ですし」

「わかった。頭目がそう言うなら、それに従わないとね」

「やめてくださいってば……」

　にんまり。いたずらっぽく目を細めて笑う妖精弓手に、女神官は再度の溜息を吐く。


「それで、隊列は────……」



　少し悩んだが、隊列もいつも通りになった。

　前列にゴブリンスレイヤーと妖精弓手。

　中列に女神官、そして赤毛の少年魔術師。

　後列に蜥蜴僧侶と鉱人道士。

　もし敵と接触すれば妖精弓手と蜥蜴僧侶が入れ替わる。

　後方からの襲撃があれば、鉱人道士とゴブリンスレイヤーが入れ替わる。

　──これで、大丈夫な、はず……。

「魔法使いって、最後尾じゃねえの？」

「敵が前からばかりとは、限りませんよ」

　女神官は曖昧に笑って首を横に振った。

　後方警戒を怠るなど、女神官には不可能なことだ。

「あ、それと」

「……なんだよ」

「匂い消し、しませんと」

　女神官が手を打ち、妖精弓手が顔をしかめる。少年は「は？」と首を傾かしげた。

　洗いたての衣服を纏っているのは三人。香袋の数は二つ。

　乙女おとめたちは、それを手放す気などさらさらなかった。
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「ＧＲＯＢ!?」

「ＧＲＯＯＲＯＢ!!」

　冒険者たちは雪崩れ込むようにして玄室へと押し入った。

　かつての英雄を弔とむらう墓所も、今となっては小鬼どものねぐらに過ぎない。

　棺ひつぎは転がされ、供物くもつは奪われ、好き勝手なガラクタと汚物ばかりが白亜の石を汚している。

　寝ぼけ眼で起き出してきたゴブリンどもが、突然の侵入者にぎょっと薄汚い目を剝いた。

　前衛は戦士。薄汚れた革鎧、安っぽい鉄兜、中途半端な剣に小振りな円盾、そして松明。

「ゴブリンだ」ゴブリンスレイヤーは言った。「数は五」

　状況を見て取るや否や、次の瞬間には彼の手から剣が飛ぶ。

　投げ撃たれた剣は狙い違わずゴブリンの喉元のどもとへと突き刺さる。

「ＧＯＲＢ!?」

　仲間を呼ばんと大口を開けていたゴブリンは、声の代わりに血泡を吐いた。

　血ち反吐へどで溺おぼれる声帯からガボガボと悲鳴を上げて、小鬼のどす黒い血が周囲へと散る。

　侵入と略奪ハックアンドスラッシュは何よりも速さが肝要だ。

「一つ」

　無論四匹のゴブリンどもとて、仲間を殺されて黙っていられるわけがない。

「ＧＲＯＯＲ!!」

「ＧＲＯＢ！　ＧＯＯＲＢ!!」

　増援を呼ぶか？　否、殺戮さつりくだ。応報だ。寄って集たかって叩きのめして嬲るのだ。

　小さな頭蓋を憎悪で満たし、短剣を、槍を、棍棒を持って、冒険者どもへ跳びかかり──、

「二よ！」

　涼やかな声と共に、うち一匹が宙空で壁にぶち当たったかの如く墜落する。

　その口蓋こうがいは木芽鏃やじりの矢で見事に射抜かれており、脳幹を貫かれた小鬼は痙攣し、死んだ。

　妖精弓手の射撃であることは言うまでもあるまい。

　彼女は次の矢を番つがえながら、舞い踊るように足を踏んで後方へと跳び下がる。

「ＧＯＲＯ!?」

「ふん……！」

　それを庇うべく盾を掲げたゴブリンスレイヤーが、降り落ちるゴブリンを盾で殴り倒す。

　同時にゴブリンの手から零れ落ちた棍棒を回収。転げたゴブリンの頭蓋を打ち砕いた。

「三だ」

　声もなく斃れる小鬼。棍棒を素振すぶりして脳漿を振り払う。

　瞬く間に三匹。さすがの手際であった。

「くそったれ！」

　これを好機と見たのだろう。

　真新しかった外套がいとうを汚物にまみれさせた少年が、自棄やけっぱちになって杖を掲げる。

「カリブンクルス火石……クレスクント成長……」

「呪文はまだダメです！」

　女神官はぴしゃりと言った。少年が「なッ!?」と抗議の声をあげるがそれどころではない。

　呪文の節約は基本中の基本。額に汗を滲ませながら女神官は必死に思案を巡らせる。

　今更この一党パーティの面々に戦闘中の細やかな指示が必要とも思えない。

　状況を良く見る。混乱していたとしても、後で何かを思いつくよりすぐにやった方が良い。

　──想像力こそが武器……ですよね。

　脳裏に過よぎるのは今まで教わってきた智恵と、身についた経験の数々。

　手に手に粗末な武器を持って迫り来るゴブリン。残り二匹。

　玄室の四面、自分たちが入ってきた所以外に、扉は三つ……。

「扉を！」

「はぁい！」

　後方へと転じる妖精弓手へ、すれ違いざま、女神官の手から冒険者セットが託される。

　中に詰まった楔を扉の下へと打ち込んで封鎖。遊兵たる彼女にしかできない仕事だ。

「とりあえずこの程度の数なら、今ンとこは大丈夫そうだの」

　何故なら鉱人道士は術を四つも扱える。万一に備えておいてもらわねば困るのだ。

　つい先刻に少年へ述べたように、時として魔術師は「何もしない」ことが求められる。

「さて、拙僧の出番があればよぉございますが……」

「まだ敵は多い」

　故にこそ戦力となりうる戦士が必要なのだ。

　尾をのたくらせて前へ出た蜥蜴僧侶へ、ゴブリンスレイヤーは油断なく言う。

　深く腰を落とし盾を掲げ、右手に棍棒を構えた彼の姿は、あまりにも滑稽こっけいであった。

　しかしゴブリンと戦う事を思えば、この場にいる誰一人としても笑うことはできまい。

「では、ここで手間取っているわけにはいきませぬな」

　その通りであった。

　蜥蜴僧侶は両手を広げ爪と牙と尾でもって残り二匹の小鬼を蹂躙し、引き裂いた。

　しかしそれは、特筆すべきような事ではないだろう。

　ゴブリンはまだ、大勢いるのだから。
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「こんな悠長なやり方で良いのかよ……」

「一部屋ずつやっていかないと、危ないですから」

　彼らはそうしたゴブリン掃討を二、三室分は繰り返したろうか。

　いくつもの玄室が連なる陵墓は、構造こそ単純なれど、部屋が多い。

　くまなくゴブリンを探しだして潰していくとなると骨が折れそうであった。

　苛立いらだたしげに石床を杖で突く少年に、女神官はなだめるように告げる。

「つったってよぉ」少年は唇を尖らせた。「捕まってる人たち、危ないじゃんか……！」

　確かに、それはそうだ。女神官も先行した冒険者のことは気にかかっていた。

　痕跡──乾いた血や、ゴブリンの骸むくろ──はある。だが、それ以上はない。

　生きているのか、死んでいるのか。それさえも定かではない。

　──きっと、ダメでしょうね。

　女神官の心中に、またしても冷たい声が囁く。

　だからといって。女神官は唇を僅かに嚙み締めた。ここで引き返すわけにはいかない。

「どうですか、他の部屋は」

　女神官は渦巻く嫌な感情を懸命に頭の端へ追いやって、妖精弓手へ声をかけた。

「鍵かぎはかかってないし、敵もいない」

　木の板に長耳を押しつけて音を探り、錠前をつついて調べた後、彼女はそう結論づけた。

「けど、ほら、あそこ見て」

　ぴんと美しい指先が示すのは、扉の上端。挟み込むようにして紐ひもらしきものが垣間見かいまみえる。

　もし扉を開けば固定されている紐が落ち、何かが降りかかる仕組みになっているのだろう。

「罠か」

「たぶんね」

　ゴブリンスレイヤーがふむ、と小さく声を漏らした。

　彼は燃え尽きた松明を投げ捨てて、新しいものと交換し、燃えさしでもって火を灯ともす。

　そしてゴブリンの死骸に突き立てた手槍を引き抜き、穂先を検めてから放り捨てた。

　穂先が使えぬ棒より、ゴブリンの腰帯に突っ込まれていた短剣の方が良い。

　取り上げ、鞘さやに叩き込む。錆さびていても刺されば問題はなかった。どうせ使い捨てだ。

　最後に散らばった略奪品の中から、手頃てごろな戦斧を摑み取る。片手用だが、ずしりと重い。

「面倒だな」

　その斧を肩に担いでの一言。妖精弓手が「まったくね」と優美な動きで肩を竦すくめる。

　女神官もとことこと二人の横に並び、背伸びをするようにして扉の上を見やる。

　紐はそんなに太いようには思えず、仕組みも簡素。しかしだからといって安全ではない。

　たとえ錆びた釘であっても顔面に突き刺されば死ぬ。あるいは毒でも良い。

　彼女はそっと形の良い眉をひそめた。思い当たる節は色々とあるものだ。

「そういえばゴブリンたち……工具を盗んだ、って。仰おっしゃってましたね」

「小鬼どもが大工道具で何するかなんざ、考えたくもねぇがのう」

　腕組みをして鉱人道士が唸る。彼は禿頭とくとうに手をかざして、頭上の紐を検めた。

「見たとこ、そこまで負荷はかかっとらんようだ。大掛かりな仕掛けたぁ思えんな」

「別の道を行くという手もありますぞ」

　蜥蜴僧侶がぱたりと尾を揺らして、石床を叩いた。

「この扉と来た扉を除けば、まだ二つもある。ゴブリンどもも、まだ気づいておらぬようで」

「うぅん……」

　どうするべきか。どちらへ行くべきか。

　皆の視線を一身に集めながら、女神官はごそごそと鞄を探り、地図を取り出す。

　羊皮紙に尖筆せんぴつで記しるした、簡素な手製の地図だ。

　専門の地図屋マッパーはこの一党パーティにはいない。

　この罠の扉がある玄室を、封鎖してある玄室をいくつか通って迂回うかいすれば……。

「だぁーっ、もう、じれったい!!」

　そんな彼女の思案を、少年の叫び声が妨げた。

　彼は苛立ちを隠そうともせずに声を荒らげ、杖を突きつけるように扉を指し示す。

「ゴブリンどもはここに住んでんだろ！　だったら危ない罠なんてあるわけねえ!!」

「あっ！　ちょっと、こら！　なに勝手に……！」

「どけよ！　オレが開ける！」

　銀等級といえど細身の妖精弓手を、少年は強引に押しのけて扉へと手をかける。

「え、あ、あ、えっと……！」

　止めなくては。そう思うのに、女神官の喉からは言葉が出てこない。

　何を言えば良い？　どう言えば良い？

　思えば今まで、この一党パーティの面々は皆彼女の話を聞いてくれた。

　そうでない人物を、なんと言って説得すれば良いのだろうか。

「……」

　縋るように見た先。ゴブリンスレイヤーはしかし、何も言ってはくれなかった。

　鉄兜の奥、隠された表情はわからない。無関心なのか、それとも……。

　──見放された、ら……！

　それは女神官を心底震わせるには十分過ぎる思考だった。

　冷たく静かな声が、心のどこかで嘲あざけるように女神官へと囁いてくる。

　どうしよう。どうしよう。どうしようどうしようどうしよう……！

　思考は渦巻くばかり、言葉が出ない。

　とにかく止めなくてはと手を伸ばした所で、とうとう少年が扉を開けて──。

「う、ぁあああぁああああぁああぁッ!?」

　途端、どさどさと落下してきた物を見て少年が絶叫を上げた。

　声はわぁんと玄室に木霊して、陵墓の最奥まで響くようでさえあった。

　彼はへたり込むように腰を抜かし、落下物からわたわたと、這はいずるように退く。

「な、な、ななな、な、な、なんでこんな……!?」

　それは、手足であった。

　ひき肉器にでもかけられたのかと思うほど無惨むざんに根本から断たれた、女性の手足。

　鍛えられた四肢は薄く筋肉を浮かび上がらせた美しいものだが、今は無惨の一言。

　持ち主がどのような最期を遂げたかは、想像するだけ無駄だろうと思えた。

「ゴブリンどもの悪戯だ」

　ゴブリンスレイヤーが、舌打ちを一つ。

「奴らは驚くだけだからな」

「う、ぅ……」

　女神官は思わず呻うめいた。

　喉の奥から苦く酸っぱい味が込み上げてくるのを感じ、涙を滲ませながら飲み下す。

　だが腰砕けになっている場合ではない。何度も似たような光景は見ているではないか。

　取り乱すなと必死に己へ言い聞かせ、彼女は震える両手でしっかと錫杖を握り直す。

「まずいわよ」

　そんな女神官を応援するように背を叩いて、妖精弓手が鋭く言った。

　気分が悪いのは彼女も同じ。青ざめた顔と口元を隠すように、外套の襟えりを上げている。

「今の悲鳴で、これが鳴子アラームになった」

「そういう仕組みだ」

　ゴブリンスレイヤーは慌てることなく呟いて、戦斧を油断なく構えた。

「押し寄せてくるだろうな」

「わからないけど……」

　と、妖精弓手が長耳を揺らしたその時である。


「────ッ、ァ……ッ!!」



　甲高く悲痛な、娘の悲鳴が陵墓に響き渡った。

　びくりと身を強張こわばらせたのもつかのま、即座に冒険者たちは各々の手に武具を執る。

　その中にあって、ただ一人違うのが少年魔術師であった。

「……こっちだ！」

「あ、一人で行っては……！」

　静止の声に聞く耳持たず、少年は走りだした。

　玄室の扉を蹴破り、次の部屋へ押し入り、辺りを見回して目星をつける。

「ここか……！」

　少年は肩から叩きつけるようにして扉を押し開いた。

　途端、むわっとむせ返るほどの臭気が彼に襲いかかる。

　塗りたくられたゴブリンの汚物以上のそれは、血と、吐瀉物とが入り混じったものだ。

　そして少年は見た。

　小鬼。

　そして女を。

　女──椅子いすに針金で縛り付けられて固定された女。

　針金によって皮の裂けた白い柔肌と肉。

　涙の滲む大きな瞳は限界まで見開かれている。

　小鬼の手に握られた赤黒く錆の浮いた鋸のこ。

　そして女の血まみれの手。

　椅子の肘掛けを伝って床に滴したたった赤い水たまり。


　そこに浮かぶ、白く細い、何本もの──……。



「う、ああぁああああぁああぁあぁッ!!」

　少年は吠えた。

　吠えて、訳もわからぬままゴブリンへと杖先を突きつける。

　炎が脳に宿ったのかと思うほどに意識が赤熱する。

　それはそのまま真に力ある言葉となって彼の口から紡つむがれた。

「《カリブンクルス火石……クレスクント成長……ヤクタ投射》!!」

　火球は燃える尾を引いて宙を飛び、狙い違わずゴブリンの頭部へと突き当たった。

　脳漿と血と頭骨を溶岩さながらに噴き上げて、首を亡くした小鬼がぐらりと斃れる。


「はっ、はぁ、はぁっ……っ、え、ええい……！」



　──なんてこたあ、ないぞ。ないじゃないか。

　指も触れずに生き物を殺したこと。実感がない。

　ゴブリンを望み通り一撃で葬ほうむったこと。実感がない。

　拷問部屋の凄惨せいさんな光景さえも、ぐるぐると周囲が渦を巻くようで、曖昧になっている。

「とにかく、助けないと……。おい、大丈夫か！」

　しかし彼は気にするべきだったのだ。自分がなにをしたのか。

　彼が使える呪文は《火球ファイアボール》を一日に一度きり。

　そして先の警報アラーム。ここが小鬼の巣であること。


「ぁ…………ぁ、ぅ……ぅ……」



「待ってろ！　すぐに助けてやるからな！」

　少年は女の手足を椅子に縛り付けている針金を千切ろうと、必死になって爪を立てていた。

　故にこそ気づかない。

　冒険者を全滅せしめた存在がいるという、当たり前の事実を。


「……ぅ……ぃ、ぉ……」



「──!?」

　だからそれは彼の技量ではなく、純粋な幸運によるものだ。

　次の瞬間容赦なく叩きつけられた棍棒を、少年は転げるようにして間一髪回避していた。

「ぅ、あ……ッ!?」

　さっと頭の中から血の気がひく。本当に怖ろしい時は、足元も不確かになるらしい。

「ＯＬＲＬＬＴ……？」

　ぶよぶよと膨れ上がった、腫瘍だらけの灰色の巨体。吐き気を催すような体臭。

　愚鈍をそのまま戯画化したような禿頭の頭部には、締しまりのない馬鹿笑ばかわらい。

　大樹の如き腕に握られているのは、粗雑な棍棒──いや。

　肉を引き裂き突き刺すため、無数に釘が打ち込まれている分、殺意は明白か。

　巨人トロル。

　トロルは、自分の一撃が何故外れたのかわからないというように棍棒を持ち上げる。

　そこにこびりついた赤黒い汚れと、女のものと思おぼしき頭髪を見れば……。


「ぅ、う、うぅ……ッ！」



　少年はガチガチと震えそうになる歯の根を意地でも嚙みしめて抑え、杖を突いて立ち上がる。

　背後には傷つき、意識さえも曖昧な、拘束された女が一人。

　逃げられない。逃げ出せない。だが、しかし、けれど、どうする？

　もちろん少年は魔術師を志していたから、知識としてトロルは知っている。当たり前だ。

　巨軀きょく。怪力。愚鈍。そしてその治癒力──必要なのは炎か、酸。

　だが、しかし。

　彼の呪文は、もうないのだ。

「ＧＲＯＲＢ！」

「ＧＲＢ！　ＧＲＯＢＲＯＲＯ!!」

　そればかりか。

　げたげたと嘲るようなゴブリンの声が玄室に響き渡り、少年は状況の悪化を悟る。

　誘おびき出された──誘き出されたのだ。

　なんでわざわざこんな場所で捕虜を傷めつけたのだ？

　それも、よりにもよって、間抜けな侵入者が悲鳴を上げた直後に！

　四方、玄室の扉が開く。小鬼たちがにたにたと嗤わらいながら、踏み込んでくる。

　──あの森人がドアを閉めて回るの、良く見ておきゃ良かった……！

　だが、後悔しても遅い。

　これは、罠だ。

　一部屋一部屋封鎖して侵入してきた冒険者たちに対する。

　そのことに思い至った時、もはや呪文を使えぬ少年が取るべき行動は一つだけだった。

　乾ききった唇を舐める。大きく息を吸い込み、吐き出す。


「来るな！　罠だ──……！」
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　これが少年にとって最後の一行動アクション。

　次の瞬間には手斧が投じられ、矢が放たれ、牙刀が奔はしった。

「ＧＲＢＲＲ!?」

　悲鳴があがり、ゴブリンがバタバタと刈られた藁の如く薙ぎ倒たおされる。

「数二十。残り十七だ」

　そして淡々と地の底を吹く風のような声と共に、ゴブリンスレイヤーがそこへ飛び込んだ。

　空からの右手が機械のように精密に動き、短剣の抜き打ちを混乱するゴブリンの首筋へ見舞う。

「ＧＲＯＯＲＯＲＢ!!」

「ち……。四。残り十六」

　錆びた刃が衝撃に耐えかねて折れ飛び、一方でゴブリンの脊髄せきずいも致命的な角度に曲がる。

　ゴブリンスレイヤーは舌打ち混じりに柄つかを手放すと、斃れるゴブリンの佩剣はいけんを引ひっ摑む。

　無造作に死に行くゴブリンを蹴けり倒しながら抜剣。手首を回して、油断なく身構えた。

「生きているか」

「え、あ……あ、ああ……！」

　少年魔術師は呆然と何度も頭を上下させたが、ゴブリンスレイヤーは冷たく切り捨てた。

「違う」

「そちらの娘御の事でありましょうや」

　さっと地を這うように駆け抜けた蜥蜴僧侶が、呆然とする少年を庇うように仁王におう立った。

「まだ」少年は唾つばを呑のみ、声を張り上げた。「生きてる！　当たり前だ！」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーの視線が鉄兜のひさし越しに、咎めるかの如く少年へと突き刺さる。

　いや、実際にこの男が目を向けているかどうかは少年にはわからない。

　だがそう感じられて、少年は言い訳がましく目を伏せた。


「この人を、早く助けようと思って──…………。」



「我々の側にも女はいる」ゴブリンスレイヤーの返事は鋭く、冷たい。「二人な」

　言われて、少年はハッと「女たち」の方へと目を向けた。

「まったくもう、だからゴブリンって嫌なのよね……！」

「……っ」

　拷問部屋の惨状に顔を青ざめさせながら、トロルへ弓矢を向けて牽制けんせいする妖精弓手。

　その傍らに立つ女神官──錫杖を握る手は、微かすかに震えているようにも思えた。

「だけど……！」

「グダグダ言うとる暇はねえぞ！　椅子ごと運べ！」

　少年が反論を口にしかけた所で、ドタドタと駆けて来た鉱人道士が文字通り怒鳴り込む。

　二人の戦士と一人の野伏が切り開いた道を、鉱人道士と女神官が辿ってきたのだ。

「時間がねえんだ！」

　その通りだった。

「ＧＲＯＲＯＢ！　ＧＲＯＢ！　ＧＲＯＯＲＢ!!」

「ＯＯＯＯＲＬＬＬＬＴ!!」

　もはや退路はない。

　ゴブリン十六匹。トロル一匹。十重とえ二十重はたえには少し欠けるが、冒険者らは包囲されていた。

　じり、じりと勝利を確信した厭らしい笑みを浮かべ、怪物どもは距離を詰めてくる。

　少年、虜囚となった侍祭、女神官を守るように、四方を向いて冒険者たちは身構える。

「運ぶ、ったって……！」

　少年がぎこちなく椅子に手をかけると、女の口から「ぅ」とも「ぁ」ともつかぬ声が漏れる。

　手にはべとりと血糊ちのりがつき、ただそれだけで少年の胃は、今にも吐きそうなほど震えていた。

　その様を蜥蜴僧侶は、種族特有の視野の広さでぐるりと目を回して捉える。舌を出した。

「指も忘れずに。うまくすれば治癒できるやもしれませぬ」

「あ……！」

　少年は大慌てで這いつくばり、赤い水たまりに散らばったものを拾い上げた。

　錆びた鋸で肉も骨も一緒くたに切断された、残酷なほどに雑な傷口。

　時間がない。時間が。取り落としそうになる指をしっかりと集め、数え、手ぬぐいに包む。

　額に滲んだ汗を、血に汚れた手でごしごしと拭う。ぐっと唇を嚙み締めた。

「拾ったぞ！」

「よし！　そっち側を持て、そっち側を！」

　がたがたと椅子を担ぎ上げる音。女の呻き声。

　それらを背に庇いながら妖精弓手は弓を引き絞り、その長耳を震わせる。

「奥からまだ出てくるわよ！」ちらりと、女神官へ目を向けた。「どうするの!?」

「え、あ……！」

　女神官は、咄嗟とっさに何かを言うことができなかった。

　錫杖を握る両手が強張り、力のこもるあまり、痛々しいほどに白くなる。

　どうする。どうすれば良い？　ここで迎え撃つ方が？　突破した方が？

　すぐに答えを出さなければならない。ああ、でも。だけど。

　──小鬼の罠にかかる。

　ましてや、それに飛び込んでいく。

『追いかけましょう！』と提案したのは彼女だった。

　だから後悔はない。当たり前だ。けれど、足元をおぼつかなくさせるには事足りる。

　引きずり倒されて毒短剣を突き立てられる女魔術師。

　小鬼どもに囲まれてずたずたに切り刻まれる剣士。

　足を捕まれ無惨に叩きつけられ陵辱りょうじょくされる女武闘家。

　落ち着け。脳裏に浮かぶ光景を振り払おうとすれば、次の記憶が蘇よみがえる。

　小鬼英雄によって握にぎり潰されそうになった、恐怖、痛み、絶望。

　かつて嚙み破られた首筋が、じくりと疼うずいた。

「え、と……えと……ッ」

　迫り来る小鬼。巨大なトロル。

　女神官は必死に何かを言おうとし、けれど舌がもつれて出てこない。

　目尻にはふるりと涙が滲み、歯の根が合わず、かちかちと怯えた音を立てる。

　そんな場合ではないことは、彼女自身が一番良くわかっているのに……！

「小鬼殺し殿！」

　彼女を救ったのは、素早く状況を見て取った蜥蜴僧侶の声であった。

「ああ」ゴブリンスレイヤーは淡々と応じた。「良いな？」

　確認。女神官は、力なく頷いた。それ以外、どうすれば良いかわからなかったのだ。

「《聖光ホーリーライト》だ」

　ゴブリンスレイヤーの指示は素早く、かつ端的だった。

「奥まで突っ切る。前衛は任せる。殿しんがりと、あの喚いてる大物は俺がやる」

「承知！」

「は、はいっ！」

　打てば響くような蜥蜴僧侶の応答にあわせ、情けなさを堪こらえて女神官も叫ぶ。

　必死に踏ん張って椅子を運びながらも、少年は目を剝いた。「俺がやる」？

「あんた、戦士だろ!?　相手トロルだぞ！」

「馬鹿ね」

　妖精弓手が、薄い胸を得意気に反そらした。

「こういう時に、やらかすのがオルクボルグなのよ」

　蜥蜴僧侶が笑った。ゴブリンを相手取って、この男が負けるわけもない。

　女神官は笑わなかった。せめて託された事だけは、きちんと果たさなければ。

　錫杖に両手で縋る。意識を昂たかぶらせる。天上の神々への直接嘆願。

「《いと慈悲深き地母神よ、闇に迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》！」

　かくて奇跡がもたらされた。

「ＧＧＲＯＲＲＲＲＯＯＢ!?」

「ＴＯＯＬＲ!?　ＯＯＲＴＴ!?」

　真白い閃光は太陽の爆発ばくはつさながら。錫杖に灯ったそれが小鬼と巨人の目を焼く。

　魂削る祈禱の負担に小さな胸を上下させながら、女神官が自分を奮い立たせるべく叫ぶ。

「行きましょう！」

　錫杖の光を掲げて走りだした彼女の横に、蜥蜴僧侶がするりと並ぶ。

　目前、通路、玄室から湧き出すゴブリンを、彼の爪、爪、牙、尾が容赦なく薙いだ。

　切り開かれた道に続くのは虜囚を担ぐ、鉱人道士と少年だ。術を唱えるには余裕がない。

　妖精弓手は油断なく矢を番え、走りながらも前方へ向けて援護射撃を繰り出す。


　そして──……。



「トロル？」後に残ったゴブリンスレイヤーが、低く呟いた。「ゴブリンではないな」

「ＯＯＯＯＲＬＬＴ!!」

　金釘かなくぎを鈍く光らせて、棍棒が振り下ろされた。

　しかし閃光で目を眩くらませられていては、その剛腕もさしたる意味はない。

　ゴブリンスレイヤーは慌てず騒がず飛び退のいて雑囊を探り、小瓶を取り出す。

　トロルへと叩きつけられた陶器の瓶は破片を散らして割れ砕けるが、一切いっさいの痛痒つうようを与えない。

　もちろん、それで良い。

　重要なのは中身だ。

「ＴＯＯＲＬ!?　ＴＯＯＲＲＬ!?」

　得体のしれない黒い粘液が飛び散り、トロルの巨体へと絡みつく。

　鼻を刺すような臭気。粘つき、べたついたそれを振り払おうとトロルは暴あばれ、飛沫させる。

　それがメディアの油、ペトロレウムなる燃える水ガソリンだと、怪物どもは知らない。

「ではな」

　ゴブリンスレイヤーは躊躇なく松明を叩きつけ、転進を開始した。


「ＴＯＯＯＯＲＯＯＯＯＲＯＯＯＯＯＯＲＲＲＴ！？！？」



「ＧＲＯＲＯＯＢ!?」

　全身をぬらぬらと舐めるように炎で覆われたトロルと、巻き添えを食った小鬼の悲鳴。

　それを背負って走るゴブリンスレイヤーは、仲間の屠った小鬼の死体から武器を掠かすめ取る。

　手槍だ。ゴブリンスレイヤーは剣を左手、槍を右手に握り、跳躍しながら身を捻った。

「半数は巻き込めたか。とすれば……」

　槍が飛ぶ。投げ撃たれた槍はそのまま炎を超えてきた小鬼の腹を貫き、見事に仕留めた。

「ＧＧＲＯＲＲ!?」

「これで十五」

　ゴブリンスレイヤーは瞬転し、再び仲間の後を追って走りだした。

　道順は迷いようがない。開け放たれた扉。散らばる小鬼の死骸。戦の剣戟けんげき音おんを辿るのみ。

　問題は脇わきの扉から玄室から湧き出でてくる小鬼どもだが……。

「ＧＢＧＯＲ!?」

「ＧＲＯＲＢ！　ＧＯＲＯＲＲＢ!?」

　彼方かなたより飛来した矢によって無慈悲に射殺しゃさつされる。追加で三。十八。

　ばたばたと斃れる死体を踏み越えてゴブリンスレイヤーは走る。

　すぐに括くくった髪を尻尾の如く弾ませて駆ける、妖精弓手の姿が目に入った。

「ちょっとオルクボルグ！　なんか後ろからボワァッて音聞こえたんだけど！」

「緊急事態だったからな」

「せめて先に一言！」

「考えが至らなかった」

　ゴブリンスレイヤーは走りながら、不意討つようにして振り向く。

「十九」

　ようよう追いついた標的の反転に驚く小鬼。その喉に、容赦なく剣を突き立てる。

　ぐいと抉えぐるとガボガボ血泡を吐いてゴブリンは死ぬ。その胸を蹴り飛ばして、引き抜く。

「前はどうだ」

「いつも通り！　イヤアーッ!!　って大暴れ」

　言いながら妖精弓手が、当たるを幸いに二、三射ほど矢を立て続けに放った。

　追いすがるゴブリンが三匹、眼窩がんかから脳を射抜かれてバタバタと斃れる。二十二。

「で、手はあるの？」

「あるとも」

　その隙すきに方向転換をはたしたゴブリンスレイヤーは、妖精弓手と並走しながら頷いた。

「いつだって、ある」
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　冒険者たちが逃れた玄室には、扉が一つきりしかなかった。

　三方は壁。他にはゴブリンどもの貯めこんだガラクタが散らばるばかり。

　何も考えずに今ある物を利用するだけの小鬼が、使い道なく持て余した部屋の一つだ。

　縛られたままの女を下ろしてやりながら、少年が愕然こつぜんと叫んだ。

「追い詰められちまったじゃねえか……！」

「さてはて、そうとも限りませぬぞ」

　油断なく戸口の脇に控えた蜥蜴僧侶がそう言った。

　彼の両手には既に《研磨シャープトゥース》された牙刀が握られ、血を滴らせている。

　文字通り彼が血路を開いてきた事は言うまでもあるまい。

「ゴブリンスレイヤーさんたちは……？」

　女神官はといえば、奥の壁により掛かるようにして荒く息を吐いていた。

《聖光》の祈禱を維持したまま迷宮を駆け抜けるのは、非力な彼女には酷だったのだろう。

　顔には疲労の色が濃く、血の気が引けてやや青ざめてさえいた。

　鉱人道士が血のついた両手をごしごし擦りあわせ、鞄を探って水薬の瓶を取り出す。

「耳長娘とかみきり丸なら、すぐ追いついて来っじゃろ。ほれ」

「すみません……」

　彼女は両手で瓶を持って栓を抜くと、一口一口、少しずつ唇を湿らせるように飲んでいく。

　喉をこくりと鳴らす度、ほんの僅かに身体に熱が戻ってくるような気がしてくる。

　神々のもたらす奇跡ほどではないけれど、水薬の薬効も決して侮あなどれるものではない。

　目を閉じて、ほぅ、と息を吐く。うん、少しは楽になった。女神官は錫杖を手に握り直す。

「……すぐ、そちらの人にも手当をしないと……」

「休んどれ、休んどれ。すぐに死ぬような怪我けがじゃねえわな」

　すぐにでも《小癒ヒール》の祈禱をせんとす女神官を、鉱人道士はぐいと壁際に押した。

　小柄な彼女はよろよろとよろめき、とす、と軽い音を立てて壁にぶつかる。

「すみません」ともう一度か細い囁きに、「気にするな」と鉱人道士はひらひら手を振った。

　どの道、切り落とされた手指を元に戻すのは彼女の技量では難しかろう。

　それくらいなら、奇跡を温存してもらった方がずっと良い。

「坊主は平気かや」

「問題ねえ……！」

「そか」

　鉱人道士はそっけなく言った。少年の強がりも見抜いてるのだろう。目が細められる。

「言っとくが、いざって時にバテても誰もなんもできんからな」

「……バテねえよ」

　そこの女とは違う、とは。さすがの少年にも、とても言えなかった。

　彼もまた壁際、けれど女神官とは離れたところにもたれ、掌てのひらへじっと目を落とす。

　血は赤黒く固まり、掌をこすり合わせるとボロボロと零れ落ちた。

　──神官なんてのは後ろで怯えて神に祈るだけ。

　馬鹿みたいなことを言ったと、今更ながらに思う。

　彼女は指示を出し、錫杖を掲げ、光を灯して、必死に走り回っていたじゃあないか。

　ちらりと横を向けば、ふぅ、ふぅと息を吐きながら、水薬を喘あえぎ喘ぎ飲んでいる。

　体力を回復させて次の戦いに備えようとしていることくらい、少年にもわかった。

　少年は口を開きかけて、閉じた。舌がもつれそうだ。唾を呑み込む。もう一度。

「ご、め──」

「来ましたぞ！」

　零しかけた言葉を遮さえぎったのは、蜥蜴僧侶の鋭い声だった。

　少年は目を瞬かせて通路の奥、暗闇くらやみの中へと視線を凝らす。

　すぐに遠くからかけてくる松明の灯りが目に入ってきた。

「ちょっとオルクボルグ、あれまだ生きてるじゃないの！」

「思いの外ほかしぶとかったな」

　牝鹿めじかの如く軽快に駆ける妖精弓手。

　彼女の横を真まっ直すぐ走り続けるゴブリンスレイヤー。

　そしてその背後。

「ＯＯＯＬＲＴＴＴＴＲ!!」

　ぶすぶすと煙を上げながら棍棒を振り回す、巨大なトロルの姿。

　鈍重であるから速度の差は明白。しかし足を取られて転びでもすれば一巻の終わり。

　叩きこまれて壁を、床を砕く棍棒の気配をすぐ傍に感じながらの疾走。

　玄室へと飛び込んできた妖精弓手は「もうやだ！」と大声で叫んだ。

「なんなのあれ！　もーやだ！　私もっとこう格好良い怪物と戦いたい！」

「どっちにしろ格好良い怪物ってなあもっと強かねえかなあ」

「拙僧は竜とかが良いですな」

　ともあれそんな泣き言やら軽口を叩けるのなら心配はあるまい。鉱人道士が息を吐く。

「で、どうすんだ、かみきり丸やい」

「考えている」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って、玄室に立てこもった一党パーティを見回した。

　蜥蜴僧侶、鉱人道士、赤毛の少年、問題なし。妖精弓手は息が荒い。女神官は疲労している。

　彼は雑囊に手を突っ込むと指先だけで瓶を二本選び抜いて、二人へと放った。

「飲んでおけ」

「え、あ……」

「強壮の水薬スタミナポーションね。ありがと」

　困惑する女神官をよそに、妖精弓手はありがたく栓を抜いて一気に呷る。

　自分の分は各々持っているが、遠慮だの譲り合いだのする暇が惜しい。

「……い、いただきます」

　その思い切りのよい妖精弓手の姿を見て、ようやく女神官も瓶に口をつけた。

　これで二本目だ。血の気が戻り赤みが差す頰と裏腹に、表情がやや暗い。

「よし、まとめた」その様子を視界の端で確認しながら、ゴブリンスレイヤーが頷く。

「水が欲しい。術で出せるか」

　別に自分だけに問われたわけでもないのに、少年は「う」と息を詰まらせた。

《火球》だけしか扱えず、そして既に呪文を使いきってしまっている。

　それをこの男に知られるのは、どういうわけか、酷く屈辱的だった。

「そんな呪文、覚えてたって、意味ねえもん……」

　自然と不貞腐ふてくされた声を漏らした少年へ、ゴブリンスレイヤーは「そうか」と応じた。

　二人の様子をちらと見つつ、鉱人道士が頷く。

「水っつーか、雨ならあっぞ。屋内だから、ちくと弱いが」

　トロルの雄叫おたけび、地響きが徐々に近づいてくる。蜥蜴僧侶が「備えを」と呟いた。

「だからよ、かみきり丸。お前さんの十八番みたいにゃいかんぜ？」

「構わん」とゴブリンスレイヤーは言い切る。「浴びせるだけで良い」

「あいよ」

「後はもう一度《聖光》だ。やれるか？」

「や……」女神官は喉を震わせ、言葉を飲み込み、ぐっと唇を嚙む。「……り、ます！」

「よし」

　決まりだ、とゴブリンスレイヤーが宣言すると同時、とうとうトロルが玄室へと辿り着く。

「ＯＬＴＲＯＯＯＲ!!」

　誰が訪れることを想定したのか陵墓の通路と玄室は、トロルが悠々通れるほどに大きい。

　雄叫びと共に振り下ろされた棍棒が、致命的な重さと威力でもって玄室を薙いだ。

「ひゃっ!?」


「あぶな……ッ！」



　身をかがめるのが一瞬遅れた女神官を、妖精弓手が突き飛ばすようにして庇う。

　棍棒に打ち込まれた金釘の頭が森人の髪を掠め、括っていた飾り紐を引き千切った。

「大丈夫ですか!?」

「良いから！」妖精弓手は髪を振り乱して叫ぶ。「早く！」

「ッ、《いと慈悲深き地母神よ、闇に迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》！」

　押し倒された形から必死に錫杖を突き出して、女神官は慈悲深き神へと祈りを捧ささげる。

　無論、敬虔けいけんな信徒の魂削る嘆願に、天上の地母神が応じぬわけがない。

「ＲＲＬＬＲＴＴＯＯＲ!?」

　太陽の如き光の爆発。閃光が玄室を一杯に照らしだし、白く塗り潰す。

　たまらずトロルが悲鳴をあげて仰のけ反ぞった所に、ゴブリンスレイヤーの声が飛んだ。

「水だ！」

「おうともさ！　《駆けろや雨馬ケルピーどんと行け、土から森川、海から空へ》！」

　鉱人道士が鞄から取り出した小さな馬の人形を握りしめ、詠唱する。

　途端、甲高い嘶いななき声と共に湿った風が吹き抜け渦巻いて、ぽつぽつと俄雨にわかあめへと転じていく。

　雨馬を使役して引き起こすのは、鉱人道士の言葉通り、ただの《雨乞コールレイン》だ。

「良いぞ、かみきり丸！」

「次は……これだ」

　あわせて、ゴブリンスレイヤーは雑囊から取り出した革袋をトロルへと叩きつけた。

「ＯＲＬＴＬＲＲＬＲ!?」

　途端、絶叫が上がった。

　ぶよぶよとしたトロルの灰色外皮が、黒く焼け焦げたところから、見る間にひび割れる。

　地均じならしで巨大な大岩を取り除かねばならぬ時、熱してから冷水を浴びせる術があるという。

　そうすれば岩はひとりでにひび割れ砕け、後は鎚つちで叩くだけで済む、と。

　岩から作り出され、日光の下では岩になるというトロルは、まさにその状況にあった。

「ＴＬＲＯＲＬ!?」

　だがしかし、トロルには何が起こったかわかるまい。

　水を浴びて粉を浴びたら、よもや全身に霜が降りるとは！

「ＴＴＬＬＯＯＴＴＴＴＴＬ!?」

「単純だが、悪くはないな」

　顔面を押さえて身悶えるトロルを前に、ゴブリンスレイヤーは効果の程を確かめる。

　いや、ゴブリンスレイヤーとて正確に理屈を把握しているかどうか。

　だが重要なのは行動した結果、何が起こるか、だ

　火の秘薬──錬金術でいう硝石しょうせきが、水とトロルの熱を吸い、急速に冷却を始めたのだ。

「……どこで覚えたのよこれ」


「…………あー」



　げんなりとした妖精弓手。女神官の脳裏にふと蘇る、以前に水の街を訪れた時のやり取り。

　──そういえば氷菓子の作り方、聞いてましたもんね。

「ＯＲＬＴ!?　ＴＯＯＲＬＲＬＯＴ!?」

　治癒力があろうがなかろうが、熱された直後に冷やされれば耐え兼ねるという事なのか。

　癒いえる様子を見せぬ傷口にトロルは悶絶もんぜつし、のたうち回って棍棒を振り回す。

　蜥蜴僧侶が「にぃっ」と顎を歪ゆがめ、獰猛な笑みを浮かべた。

「ざまぁありませぬな。どれ、行きますぞ……！」

　牙刀を手に躍りかかる蜥蜴僧侶。妖精弓手の射撃がそれに続く。

「あの良くわからんでかいのを仕留めたら」

　躊躇なく武器を投じたゴブリンスレイヤーが、ガラクタから拾い上げた剣を手に走りだす。

「ゴブリンどもを皆殺しにするぞ」

　トロルの運命は元より、残りのゴブリンがどうなったかは、言うまでもない事であろう。

　しかしその中で、後列に追いやられた少年は、じいっとゴブリンスレイヤーを睨みつける。

　──なるほど。たしかに、あの娘にオレは酷ひどいことを言った。

　けれど、だ。

　トロルの相手を面倒くさそうに、けれどゴブリンを喜々として殺しにかかる、この男。

　自分の迂闊もある。未熟もある。責任はある。だけれど。


　──この男のことだけは、認めたくはない──……！
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「ほらほら。こういう時に鉱人が音頭おんど取らないでどうするのよ」

「ようし、そんじゃま、無事の生還に！　怪物の首に！　あの女侍祭の今後に！」

　乾杯！　声も高らかに杯が掲げられ、がつがつとぶつかって雫を飛ばした。

　冒険者と酒盛りほど切っても切り離せぬものはあるまい。

　ギルド内の酒場は今日も今日とて一仕事終えた冒険者たちが繰り出している。

　やれ今度の敵は手ごわかった。やれ手に入れた魔剣は誰が使う。やれあの村娘は可愛かわいかった。

　お前が攻撃を外したのが痛かった。トドメの一撃は決まってた。呪文の使い所が冴さえていた。

　まず成功を祝う。反省会もする。仲間の失敗を笑い飛ばし、成功を褒ほめ称たたえる。

　手にした財貨を分けあい、武具があれば売るか使うかを相談し、次の冒険への期待を語る。

　冒険者が冒険中に不平不満を口にしないのも当然のことで、仲間割れなどしたいわけがない。

　そういう細々したことは、冒険の後アフターセッションに回すと相場が決まっていた。

　後々にまでしこりを残さぬよう、次に死んでも悔いのないよう、冒険者は騒ぐのだ。

　彼ら──ゴブリンスレイヤーの一党パーティもその賑にぎやかな喧騒の中にあった。

「ほら、オルクボルグ。なんでいっつも、こういう時も黙ってるのよ、あんたは」

「そうか？」

「そうよ！」

　妖精弓手が自分は薄めた葡萄酒をちびちびやるくせに、他人の杯へ酒を注いでいく。

　給仕というより面白がっている辺り性質が悪いが、既に酔いが回ってるのやもしれぬ。

　相対するゴブリンスレイヤーが、黙って兜の隙間すきまから酒をがぶりと呷るのも常通り。

「ああ、すまぬが女給殿よ。腸詰めをな、たんと持ってきてくれぬか！」

「あいあい、蜥蜴の旦那！　いつものですね！」

　くるくる席と卓、冒険者の間をすり抜ける獣人パットフットの女給が笑みを浮かべる。

「チーズもかけとけば良いですか？」

「おお、甘露！　是非に！」

　そして酒の肴を頼んだ蜥蜴僧侶が尾で床を打つあたりも相変わらず、だが……。

「ほら、そっちも！　杯出して出して、飲んで！」

「……はい」

　しょんぼりと、女神官が肩を落としているのがいつもとは違う。

　というよりそもそも、普段なら細々と皆に気を使って酌をするのは彼女の役目だ。

　でなくば妖精弓手が適当かつ大雑把に酒と肴を仕分けるわけがない。

「わたしは、その、今日は……」

　今にも泣き出してしまいそうなほどか細い声。

　ぼそぼそとした態度はそれこそ神職という以上に、酒宴しゅえんには似つかわしくない。

　まあ、無理もないことではあった。

　一党パーティを指揮するという初めての経験。まま上手うまくやれていたところに大失敗ファンブル。

　あの場で他の仲間が指示を出せたから良いものの、そうでなければ全滅は必至だったろう。

　彼女にとって初めての冒険と同じように。


「んもー……！　生きてるんだからそれで良いじゃないのよ」



　しかし二〇〇〇年を生きる森人はそんな小さな事にはこだわらないのだ。

「あのね、いきなり完璧かんぺきに指示出して指揮なんかできるわけないでしょー？」

　何を言っているのよと言葉と態度で示し、妖精弓手が大きく長耳を揺らした。

「森人にだって無理よ。そんな森人がいたら、それこそ白粉おしろいか付け耳に決まってるわね」

「耳長娘にしちゃあ、一理あるのう」

「失礼ね。百理はあるわよ」

　ふんすと鼻を鳴らした妖精弓手が、鉱人道士へ薄い胸を張って自慢する。

　しかしそれも一瞬。白い肌を赤く染めた彼女は、半眼になって卓の一方へ目を向けた。

「っていうか、そっちはどうなのよ、そっちは」

　卓の中で静かなのは、ゴブリンスレイヤー、女神官以外にもう一人。

　ぶすっと頰杖ほおづえをついて不貞腐れ、フォークの先で肴の腸詰めを弄んでいる少年だ。

　なるほど、初めての冒険とはいえ、彼に良い所はまるでなかった。

　勢い込んで飛び出して罠にはまる。切り札の呪文の使い所を誤る。

　多くの冒険者が思い描く「華々しい冒険」とはまるで無縁だった。

　──まあ、それが現実といえば現実なんだけどねぇ。

　妖精弓手は溜息を吐いて、興味を失ったようにちびりちびりと葡萄酒を舐める。

「ま、そう気落ちなさいますな。初めての冒険、無事に帰れた、それを喜びなされ」

「そうだぞ、小僧。最初の冒険でトロルとかち合うなんざ、そうあるもんじゃねえわ」

　運が良いやら悪いやら。ぶすくれた少年の背をバシバシと叩き、鉱人道士は酒を呷った。

「トロルさえいなけりゃあ、オレだって、ゴブリンなんか……」

「まあ、ほれ、飲め飲め。酒は良いぞう、酒は」

　鉱人道士も遠慮なく瓶から注いだ酒を、少年の前へとどんと置く。

　彼はそれを親の仇かたきであるかのように睨みつけ、ぐっと一息に呷った。

「うぇっ!?　げほっ！　ごほっ！　げほっ！」

「ほうれ見ぃ。はじめっから上手く行く方がおかしいってこたぁ、良くわかっだろ」

　カッと喉を焼く酒精に咽返むせかえる少年を、半ば意地悪く、半ば労いたわるように鉱人道士が笑う。

　少年は恨めしげに鉱人道士を睨み、何事か言おうと口を開く。

　そこへずいっと、小分けに腸詰めの盛られた小皿が押し出された。

「ささ、口直しに拙僧の腸詰め乗せチーズを分けて進ぜよう」

　ほかほか湯気を立てる腸詰めには、とろりと蕩とろけ、半ば固まったチーズがかけられている。

　蜥蜴僧侶は遠慮なく自分の分（他人より多い）を指で摘み、顎へと放り込んだ。

　一口嚙み締めればパキリと音を立てて皮が弾け、脂がとろりと口の中へ広がっていく。

　香辛料の塩気と合わさったソレはチーズの甘さを引き立て、何とも、美味である。

「甘露！」

　一声叫んで祖霊を称えるべく合掌をした蜥蜴僧侶は、続けて女神官にも皿を差し出した。

「ほれ、美味でありますぞ。縁起えんぎも宜よろしい。何せ、旨しは上手しに通じますからな」

「……そうですね」

　おずおずと遠慮がちに、女神官は腸詰めへとフォークを伸ばした。

　突き刺し、口元に運ぶ。小さく口をあけて、ほんの少しかじり取る。

「わたしも……。もっと上手くやりたかった、です」

「はっはっはっは」

　蜥蜴僧侶が快活かいかつに笑い声をあげると、女神官はちらりとそちらを見上げた。

　長い尾が椅子に座るには邪魔だというので、彼は立ったままだ。だから背丈の差が広い。

　ほんの少し女神官が頰を膨らませると、蜥蜴僧侶はうむ、と重々しく頷いた。

「その意気や良し。為なそうと思わねば成せぬもの。進歩とは進み歩くと言いましてな」

　くるり。鱗に覆われた厳つい手が指先をぴんと立てて、宙に円を描いてみせる。

「我が父祖たる恐るべき竜も、沼地に這うものから四足で地を踏み、竜に至ったとのこと」

　それは蜥蜴人たちの神話だ。女神官には馴染なじみのないものであった。

　海の塵芥ちりあくたが魚となり、魚が陸にあがり、地を踏み、立ち、あまねくを支配する竜となる。

　彼らが語るのは進歩であり進化であり、前へ進む意思であり、そういう文化なのだ。

　興味深くはあるけれど、さてどう受け取って良いものか、女神官が曖昧に笑う。

　──応援してくださっているのは、わかるのですけれど。

「そういえばさ」

　誤魔化ごまかすように腸詰めを食べた時、不意に横合いから妖精弓手が口を挟む。

　助け舟というわけではあるまい。彼女は思いつきでポンポンと言う事が多いから。

「あの、えーっと、侍祭の人？　どうなったの？　大丈夫？」

「あ、はい」

　女神官は慌てて頷き、そっと口元についた脂を拭った。

「手指がなんとか繫がったので、静養が終わり次第、今後を考えるそうです」

「そう、良かった──って言うのも変だけど。生きてれば次があるもんね」

　妖精弓手のその言葉は、何の気なしに言われたものだったに違いない。

　だからこそ、それに返事がかえって来たのは驚きだった。

「生きてたって、どうにもなんねえよ」

　少年だった。

　彼は妖精弓手を、それこそ視線だけで殺せるのではないかというほどに睨みつける。

「ゴブリンに負けたんだぜ？　馬鹿にされるじゃん。決まってらぁ」

「な、なによう」

　森人の少女は、気圧けおされたように唇を尖らせた。


「そうとは別に、限らない──……」



「オレの姉ちゃんはそうだったんだよ！」

　少年がバンと大きく音をたてて、掌を円卓へと叩きつけた。

　妖精弓手がびくりと、その長耳ごと尻を浮かせる。

　衝撃で皿ががちゃりと揺れ、料理が零れ、酒瓶がごとりと斃れる。

　慌てて蜥蜴僧侶がひょいひょいと大皿を持ち上げて抱え、鉱人道士がご相伴しょうばんに預かった。

　二人はどうやら酔っ払った少年に関して、見物を決め込んだようだ。

　──まあ、若いうちは酒に酔うてこうなることもあろうて。

　貯めこむよりはよほど良い。そういうものだ。鉱人ならば普通そう考える。

「ゴブリンに負けた、ゴブリンにやられた、って！」

「姉」

　ぼそり、と。低い呟き声。

　知らず卓に座した冒険者の視線が、一角へと真っ直ぐに向かう。

　今まで黙ってちびちびと酒をやっていたゴブリンスレイヤーが、不意にそう呟いたのだ。

「姉がいるのか」

「ああ、いたさ！」

　少年は叫んだ。酒精の援護を受けて昂ぶった感情は、止めどなく言葉を走らせる。

「ゴブリンに毒の短剣食らって死ななけりゃあ、今だっていたよ!!」

「え……」

　さ、っと。女神官の頰から血の気が引いたのに、はたして誰が気づけただろうか。

　やはり、という思いがあった。

　まさか、という思いもあった。

　僅かに手が震える。ごくりと唾を呑むと細い喉が震え、その音が妙に大きく響いた。

　毒の短剣を受けて。殺された。赤毛の。魔法使い。

　覚えがないはずがあろうか。

「姉ちゃんは凄すごかったんだ！　ゴブリンが毒なんか使わなきゃ、勝ってた！」

　少年は呻くようにそう言って、勢い任せに杯を放り出す。

　跳んでいった杯を「おっと」と呟いた蜥蜴僧侶が、咄嗟に尻尾で絡めとる。

「なのに、学院のやつら、好き勝手……!!」

　みんなくたばっちまえ。

　一声そう呟いて、とうとう少年はがくりと卓上へ突っ伏した。

　酒場の中、騒いでいた冒険者たちが一瞬静まり返ったのは、気のせいだろうか。

　あるいは、少年の声を冒険者たちは聞いていたのだろうか。

　酒場に詰めていた冒険者たちの中で、少年へ視線を向けた者はいるだろうか。

　いや、いたとしても、彼らが何かを言うことはなかっただろう。

　冒険者になるということは、全て自己責任。各々、某なにがしか背負い、胸に抱くものはある。

　富か、名誉か、武勲か、修行か、金か、夢か、理想か、信仰か。

　各々種類は違えども、想おもいの重みは変わるまい。

　その日の生きる糧かてを追うことと、未知の発見を遺跡へ求むることを、誰が比べられよう。

　初心者が必死に下水道の巨大鼠ジャイアント・ラットを殺すこと、熟練者が竜と戦うこと、そこに何の差があろう。

　だから彼らは何も言わない。

　例外は──そう、例外は、それこそ熟練者にもかかわらず、小鬼を殺し続ける男くらいだ。

「……そうか」

　ゴブリンスレイヤーが低く、それこそ呻き声にも似た調子で呟いた。

　卓上に置いてあった自分の杯を摑み、一息に呷った。

　そしてガタリと音を立てて、席を立つ。

「俺は戻る。適当なところで、部屋に……」

　微かな舌打ち。この少年は宿に部屋を取っていなかった。

　彼は腰の雑囊から金貨を一枚抜き取ると、円卓へと放り投げる。

「……部屋を借りてやってくれ」

「おう。わかった」

　鉱人道士はそれ以上なにも言わず、こっくりと頷く。太い指が金貨を拾い上げた。

「ぁ……」

　女神官は通り過ぎ行くゴブリンスレイヤーへ、何かを言おうとしたのだろうか。

　口を開いたけれど言葉が続かず、ただか細い声で彼女は彼の名前を呼ばわった。

「ゴブリン、スレイヤーさん……」

「少し、休め」

　細く華奢きゃしゃな肩に、無骨な革の籠手こてが置かれる。

　女神官がそこへ自身の小さな手を重ねようとした時には、既にそこに彼の姿はない。

　視線を彷徨わせて彼を探すと、無造作な足取りで出入口へと向かうところだった。

「ちょっと、オルクボルグ！」

　妖精弓手は酒場の喧騒に負けじと、声を張り上げた。

「明日はどうするの？　休み!?」

「わからん」

　返事は短く冷たい。

　自在扉を押し開いた所で、ゴブリンスレイヤーは中へ入ろうとした冒険者と行き当たった。

「うえ、ゴブリンスレイヤーじゃねえか!?」

　精悍せいかんな顔立ちの美丈夫が、思う様にしかめられる。槍使いの冒険者だ。

　彼もまた冒険の後なのだろうか。土と埃ほこりにまみれ、微かな血の臭いを纏わせている。

「てめえこの野郎、ぬっと出てくるな、驚く──」

　じゃねえか。そんな言葉は、槍使いの喉に引っ込んでしまったらしい。

　彼はまじまじとゴブリンスレイヤーの、安っぽい鉄兜を覗き込んだ。

「……どうした？　何かあったか？」

「何でもない」

　ゴブリンスレイヤーは槍使いを押し退のけるようにして、ギルドの外へと歩み出た。

　槍使いはギルドの戸口に立ったまま、信じられないものを見送るようにその背を眺ながめた。

　彼が誰かを押し退けるなど、滅多めったにないことだった。
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　冒険者と酒盛りほど切っても切り離せぬものはあるまい。

　ギルド内の喧騒は壁と窓を超えて通りにまで届き、夜に賑やかさを加えている。

　だから双ふたつの月の光さえ届かぬ路地裏に冒険者がうずくまっていても、誰も気にも留めない。

　安っぽい革鎧、薄汚れた鉄兜。駆け出し冒険者でも、もう少しマシな装備をしているだろう。

　駆け出しの冒険者が冒険の緊張から解放され、痛飲の末に酔よい潰れるなど、日常茶飯事だ。

「……姉だと？」

　その冒険者は、鉄兜を脱ぎ捨てて呻き声と共に呟く。

　何か一つでも自分がやれたと思っていたのか。

　何か一つでも自分が成し遂げられたとでも思っていたのか。

「……馬鹿め」

　歯を食い縛り、拳こぶしを握りしめて尚なお、胃いの腑ふは鉛なまりを詰め込まれたかのように重い。

　こみ上げてきた全すべてを堪える事ができず、彼はその場に、反吐を吐いた。







[image: ]




「はい、終わりましたよ」

　首筋に感じていたほのかな温かみが、背後の柔らかさと共にすうっと遠のいていく。

　令嬢剣士は名残なごりを惜しむように身を震わせて、ゆっくりと目を開いた。

　さわやかな風の吹く、光差す中庭──水の街、法の神殿。

　自身の首筋をそっと撫なでながら、その肌の引きつりに令嬢剣士は苦く笑った。

「……なかなか、消えませんね」

「まじないとは、そういったものですから」

　応じたのは今し方まで彼女に施術しじゅつを行っていた、妙齢の女性だ。

　背後にたたずむ彼女は女性であってもどきりとするような肢体を、薄衣うすぎぬで覆おおっている。

　手には天秤てんびん剣。そして完璧かんぺきであろう美貌びぼうを唯一覆い隠す、両目の帯。

「申し訳ありません。わたくしの力不足で……」

「……いえ、とんでもありません」

　剣つるぎの乙女おとめと呼ばれる至高しこう神しんの大司教へ、令嬢剣士は恐縮しながらも深く頭を下げた。

　彼女の両目を思えば、己おのれの傷のことで文句を言うのはあまりにも恥知らずな行いだ。

「……大司教様のおかげです。命が助かったのも、家族と共にあれることも」

「違いますよ」と彼女はくすりと唇くちびるで美しく弧を描いて見せた。「わたくしではなくて……」

「……彼、ですか」

「ええ」

　令嬢剣士の言葉に剣の乙女は豊かな胸元むなもとを押さえ、ほぅ、と蕩とろけるように息を漏もらす。

「小鬼を殺す者。あの御方に……わたくしはただ、お願いしただけですもの」

「……はい。それは、もちろん」

　令嬢剣士もまた口元を僅わずかに緩ゆるめた、彼女らしい微笑を浮かべてみせる。

　左手でそっと撫でるのは、腰に帯びた軽銀の宝剣だ。

　あの雪山での戦いから数ヶ月──今こうしてここにいるのは、己の力ではない。

　いや、ともすれば今までの全てがそうだ。自分で成したことがどれほどあるだろう。

　親、一党パーティの仲間、小鬼殺し──そして、あの辺境の街で出会った、友達。

　あの姉のような女神官や、明るい森人エルフ、受付嬢や牛飼娘を思うと、胸が暖かくなる。

　その暖かさがあるなら、自分は大丈夫だと彼女は思えた。

「……だから今度は、自分の手で何かを成したいのです」

「皆のために？」

「いえ」と令嬢剣士は言った。「……私の行いが皆のためになるかは、わからないので」

　剣の乙女は頷うなずいた。それで良いのだと言うように。

　世の中のために何かをしようという思いは良い。

　だけれど自分の行いが世の中のためになると確信してはいけない。

　正しさとは、危あやうさでもある。至高神が法のみをもたらすのは、それが故だ。

　そしてそのことを、令嬢剣士はよく理解していた。

　正しいと思ったことが、間違いであった。首筋の烙印らくいんは、その証あかしでもある。

　仲間たちの鎮魂。そして──新たな冒険者たちのために、何ができるか。

「……でも、精一杯、やろうと思います」

「はい。わたくしも微力ながらお助けさせて頂きます」

　剣の乙女の穏やかな微笑ほほえみを、令嬢剣士はどれほど心強いと思ったことか。

　十年前の戦いくさを終わらせた英雄であり、国王や他ほかの有力者とも交流のある大司教。

　微力なんてとんでもない。令嬢剣士は思う。とんでもないことだ、と。

「ところで……」

　だから彼女は一瞬、剣の乙女が恥じらうように身をよじった事に気づかなかった。

「あの御方を、どうお思いになられますか？」

「……は？」と令嬢剣士は目を瞬またたかせた。間近に、剣の乙女の見えざる瞳ひとみが迫っていた。
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　まるで《看破センスライ》でもかけられたような感覚を覚えながら、令嬢剣士は問うた。

「……どう……とは？」

「言葉通りですわ」

「……恩人です」

　令嬢剣士は言葉に迷わなかった。腰に帯びた剣を撫なでて、もう一度繰り返す。

「……恩人です。あの人も、彼の一党パーティも。友達も、できましたから」

「そうですか……」

　剣の乙女は、何とも言い難がたいような──けれど明らかに喜色の混じった声を漏もらした。

　おそるおそると令嬢剣士が彼女を見やると、剣の乙女はにこやかな表情で頷うなずいてくれた。

「わかりました。良き出会いに恵まれましたね」

「……はい！」

　令嬢剣士はその豊かな胸を張って、誇らしげに答えた。

　自分の行いに誇れるところは少ないが、あの出会いについてだけは別だ。

　剣の乙女に暇いとまを告げ、神殿の廊下を歩む令嬢剣士の足には力が漲みなぎっていた。

　その後ろで剣の乙女がにこにこと嬉うれしそうにしている理由など、思いもよらなかった。
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　訓練場が未完成ながらも動き始めたのは、あれから一週間と経たたない頃ころであった。

　初夏の日差ひざしが草の茂った丘を照らし、ほのかな暑気を孕はらんだ風が吹き抜けていく。

　汗水を垂らして身体を動かすには、これ以上ないほどもってこいの日和ひよりだった。

「い、たぁっ!?　ちょ、手がじんじんするんですけどぉっ!?」

「盾持つ手を下げるな！　頭をかち割られたいのか！」

「うひゃあっ!?　ひぇっ!?　わああっ!?」

　金属と金属のぶつかり合う甲高い音が、白砂の敷かれた円陣に響く。

　まだ複雑な（魔術的と言っても良い）施設は建築中だが、柵さくを作るだけなら素人しろうとにもできる。

　真っ先にできたのがこの模擬戦用の円陣であり、血気盛んな若人わこうどは既すでに訓練を始めていた。

　なにしろギルド裏手では狭すぎるし、自前以外の武具があるのも魅力的だ。

「手が痺しびれようがなんだろうがとにかく盾を下げるな！　ずっとそれ持って戦うんだぞ！」

「せめてもうちょっとこう、段階踏んでくれませんかぁっ!?」

　今そこで打ち合っているのは、女騎士と──圃人レーアの少女、革鎧かわよろいと円盾を手にした剣士だった。

　打ち合っているとはいえ、愉快痛快と言った風に剣を振り回しているのは女騎士のみ。

　圃人剣士はきゃーきゃー言いながら盾を掲げて、必死にその一撃を防いでいる。

　いくら刃引きしてある訓練用の剣とはいえ、当たれば痛いでは済むまい。

「どうした！　どうした！　竜ドラゴンの爪つめ、爪、牙きばはこんなものじゃあないぞお！」

「まだ白磁はくじなのに竜とか考えたくないですよう！」

「竜と偶発的遭遇ランダムエンカウントの教訓を知らないな？　そら足払いっ！」

「わひゃあっ!?」

　すぱぁんと見事な蹴けりでもって足を刈られ、圃人の少女は呆気あっけなく白砂に転がされた。

　女騎士はわははははと笑いながらそこへ伸し掛かり、がつがつと剣の柄つかで殴りにかかる。

　刃を握って逆しまに振り上げられた剣の柄による一撃は、殺撃さつげきと呼ばれるほどに致命的だ。

　ひぃひぃ言って圃人剣士が拘束から這はい出でようとすると、またぞろげしりと転がされた。

　情け無用というべきか無慈悲というべきか、とかく容赦は存在しない。

　いっそ惨むごいと呼ぶべきかもしれない。あれだから嫁の貰もらい手てがいないのだ。

「うわぁ……」

「ひでぇ」

　次は自分たちの番だと努めて意識しないよう、新米戦士と赤毛の魔術師が顔を引きつらせた。

　円陣の外で座して待っているだけで、覚悟が固められていくのはどうしたことだろうか。
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　ここはなんだ。極寒の地にそびえ立つ難攻不落の大迷宮か。行くも帰るも辛つらすぎる。

「おら、お前ら、余所見よそみしてんじゃねーぞ」

　そんな二人の頭をびしばしと、槍やりの石突きで小突く冒険者の姿があった。

　普段の甲冑かっちゅう姿ではなく、平服に槍、首から銀の認識票を下げた──槍使いだ。

「女の子に目が行くのはわかっけど、まじめにやらねえと死ぬぞ、死ぬ」

「や、オレ、そんなんじゃねえから」

「そうそう、槍の兄ちゃんとは違うからな」

　片方がぶすくれ、片方がへらへらとする二人に「こいつら……」と彼は顔をしかめる。

「お前らなあ、俺おれのことをどう見てんだか知らねえけど、それが仮にも教わる態度か？」

「だって」と新米戦士が当然のように言った。「いつも受付の姉ちゃんにフラレてんじゃん」

「来たばっかのオレでも知ってるぞ」

　ぴきり、と。音を立てて槍使いの顔が引きつったのに、はたして二人は気づいたろうか。

　そうかそうか。槍使いは強張こわばった、けれど底知れぬほどに優しげな微笑を浮かべる。

「よぉく、わぁった、よし、言われたくないこと言ってやろう」

「？」と二人揃そろって首を傾かしげる少年らに、槍使いはびしりと槍穂の如ごとく人差し指を突きつけた。

「お前、こないだの冒険で突っ走った挙句あげくに呪文じゅもん切れで何もできなくなったろ」

「う……ッ」

「お前は鼠ねずみ退治ばっかだから長期戦になるとバテて、強壮スタミナの薬代で金欠」

「うぇっ!?」

　事実だった。それぞれがあまり表おもて沙汰ざたにしたくない、不名誉な秘密。


　知っているのは一党パーティの仲間たちか、あるいは──……。



「う、受付さん、から……？」

「おう。受付さんには、お前ら二人は体力重点で見てくれって頼まれててなぁ」

　低く笑った槍使いが、ゆらりと幽鬼の如く立ち上がり、身構える。

　新米戦士と少年は、恐るべき亡者を相手取るように緊張の面持おももちで、腰を深く落とした。

「鬼ごっこだ。狩るのは俺で、狩られるのはお前ら」

　ぎゅるんと槍を振り回して構えた槍使いの姿を見て「あ、怒らせた」と気づいた二人。

「やべえ、逃げるぞ！」

「お、う、うん……！」

　反省や謝罪よりも先に脱兎だっとの如く逃げ出したのは、間違いなく的確な判断だったろう。

「おら、お前ら待ちやがれ!!」

　わあっと武具も杖つえも放りだして訓練場の周りを走りだした少年たち。追いかける槍使い。

　それを、やれやれといった風に人足や休憩中の冒険者たちが眺ながめている。

　もちろん槍使いが本気でないことぐらい、客観視している彼らにはわかっていた。

　少年たちが気を緩ゆるめれば追いつけるギリギリの速度を保っているのは、流石さすがと言えよう。

　──あいつは、ああ見えて面倒見が良い。

　というのが、衆目の一致した感想である。

　そもそも、本来この場で教官を勤めるのは、引退した高位の冒険者たちなのだ。

　しかし別に現役げんえきの冒険者が後発の指導をしてはいけない、などという規則はない。

　手隙てすきの者が暇つぶしに、あるいは休暇中の者が自分の訓練がてら。

　着々と建設の進む訓練場は、既に冒険者たちの交流所として、十二分に機能をはたしていた。

「……」

　その全すべてを見ながら、ゴブリンスレイヤーは手を動かし続ける。

　彼は訓練場の完成している区画からも、建築中の区画からも離れた、広野に腰を据えていた。

　青い空ではちちちと鳥がさえずり、風はゆるやかに草原に波を起こして抜けていく。

　視線をそちらに向ければ、彼の対面で今か今かと作業が終わるのを待っている少女たち。

　圃人の少女巫術師ドルイドと、至高しこう神しんに仕つかえる見習いの聖女である。

「このようにする」

　やがて出来上がったものを見せると、少女たちは目をぱちくりと瞬またたかせた。

　それは革紐ひもを石礫いしつぶてに巻きつけ投石の準備を整えた、投石紐スリングである。

「え、これだけなの？」

「意外と簡単なのですね」

「ああ」ゴブリンスレイヤーはこっくりと頷うなずいた。「羊飼いが、狼おおかみ避けに持つこともある」

「すぐに作れちゃいそうね」

「紐だけあれば良い。弾も、その辺りに幾らでもある。覚えておいて、損はない」

　いつだったかの祭りで、彼女らの前で投擲とうてきを見せたのがきっかけだった。

　後衛職たる二人には、自衛のために丁度良い技能に思えたのだろう。


　受付嬢から「二人が投石紐を習いたがっているんですけど」と相談され──……。



　ゴブリンスレイヤーは自分でも驚くほど素直に「そうか」とそれを引き受けていた。

「よく只人ヒュームの武器は剣だと謳うたわれるが、正しくは投擲だ」

　投石紐を指にひっかけて立ち上がったゴブリンスレイヤーは、ゆっくりとそれを振り回す。

　二人の初心者に動作を一つずつ見せるように。

　戦闘中は一挙動で振り抜いて叩たたき込こむのだから、かなり丁寧にやっている方であろう。

「槍でも石でも、投げる事にかけて、他種の追随ついずいを許さん。そういう身体の構造だ」

　そしてそれをさらに上昇させるのが投石紐なのだ。

　ゴブリンスレイヤーは徐々に石を振り回す速度を上げながら、狙ねらいを定める。

　万一のことを考えて訓練場とは真逆の方向に、ゴブリンスレイヤーは的を用意しておいた。

　藁でこしらえたカカシに、兜かぶとと鎧──武具屋で廃棄されたもの──を着せただけ。

　やたらと背丈が低いのはゴブリンを模したからで、言うまでもない事だった。

「故に、こうなる」

　言うなりゴブリンスレイヤーは礫を投げ撃った。

　ひょうと風を切って跳んだ礫が、鈍い音を伴って兜を弾はじき飛ばす。

　草むらへと落ちた兜へゴブリンスレイヤーは歩み寄って拾い上げ、無造作に二人へ放る。

「わ」

「ひぇっ」

　思わず、少女たちが声をあげた。

　なにしろ、ただの石は金属の外張りと革の内張りを貫いて、からころと兜の中で転がっていた。

　この兜を被っている者がいたら、その頭蓋ずがいがどうなるかは考えたくもないだろう。

「これなら圃人の膂力りょりょくでも、接近してきた敵の一体を凌しのぐ事はできるはずだ」

　少なくとも自分の師は圃人だった。彼の小さな呟きに、少女巫術師は目を瞬かせる。

　ゴブリンスレイヤーはずかずかと近づき、兜の中から礫を取り上げた。

　鏃やじりの如く尖った形をしている。投擲用に選別し、安定さより威力を重視した弾だった。

　こういった工夫は時として有効だと、彼は小さく付け加えた。

「いずれにせよ最初の一匹をしのげれば、仲間が駆けつけてくれる──かもしれん」

「かもしれない、だけなの？」

「そうだ」

　訝いぶかしげに問う見習聖女へ、ゴブリンスレイヤーは大真面目まじめに言った。

「土壇場で使える札が一枚増えるだけだ。それでも良いと思うなら、練習をしろ」

「……ゴブリンスレイヤーさんは、結構言い方が卑怯ひきょうだと思います」

　神官のお姉さんが苦労するのもわかりますよ、と。唇くちびるを尖とがらせた少女巫術師の苦言。

　それに「そうか？」と首を捻ひねるゴブリンスレイヤーを他所よそに、二人の少女は投石紐を取った。

　見よう見まね「こうかしら」「こうですよ」と紐を巻き、各々おのおのが的に向かって石を投じる。

　当たるものもあれば、当たらぬものもある。前に飛ばないこともあった。

　だが、ゴブリンスレイヤーはそれに対して何か自分から言おうとはしなかった。

　質問があれば来るだろう。そうでないならひたすら練習させた方が良い。

　ゴブリンスレイヤーはそう教わったし、またそうすべきだとも思った。

　やらない奴やつは、いつまでだってやれないものだ。

　今になって、師──忍びの言葉の意味を、なんとなくゴブリンスレイヤーは考える。

　はたして自分はやれているのか？

　答えはない。答えようもない。


　ゴブリンスレイヤーは息を吐はき、諦あきらめたようにその場へ腰を下ろした、と──……。



「ふふふ、熱心ですね、みなさん」

「む……」

　その思索を妨げるよう、不意にかけられた声。頭にかかる影。

　ゴブリンスレイヤーが首を巡らせると、日傘を持った受付嬢がにこにこと佇たたずんでいた。

「……来たのか」

「はい。視察といいますか、監督……までは行かないですね。来ちゃいました」

　そう言って、彼女はちょこんとゴブリンスレイヤーの横、膝ひざを抱えるように腰を下ろした。

　いつもと同じ制服姿。初夏の陽気にはいささか暑いのか、額ひたいに汗が滲にじんでいる。

　役所仕事ともなると、そう好き勝手な格好もできないのだろうと察しがついた。

　若干の羞恥しゅうちはあるのか、さすがに襟首えりくびを広げて仰あおいだりはしない様子だが。

「……暑くないんですか、ゴブリンスレイヤーさんは？」

「いや」と彼は首を横に振った。「特段」

「本当ですか？」

「噓うそをついてどうする」

　その返答の何が気に入らないのか、受付嬢は小さく鼻を鳴らし「もう良いです」と呟つぶやいた。

「それで、どうですか、黒曜こくようや白磁の冒険者さんたちは」

「どうだろうな」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って、投擲の練習をしている少女たちの方へ目を向けた。

　熱心だ。真面目だ。良い娘たちだ。

　だからといって、生き延びられるとも限らない。

「俺にはわからん」

「もう」

　受付嬢は頰ほおを膨ふくらませ、ぴんと人差し指を立て、ゆっくりと振る。たしなめるように。

「こういう時は、もう少し当たり障さわりのない答えを言うものですよ」

「そういうものか」

「ええ。書類に残る時なんかは、特にそうです」

「覚えておこう」

　そう言ってゴブリンスレイヤーは立ち上がった。受付嬢が見上げているのを感じる。

　頃合ころあいいだった。

「みなさーん！　お昼にしましょーう!!」

「牧場からの差し入れだよー！」

　がらがらと荷車を押してくる音に続いて、少女たちの声が上がる。

　女神官──そして牛飼娘。

　別に誰だれが決めたわけでもない。正式に運営されていない以上、昼食など出ようはずもない。

　だからこれは純粋な善意だ。

　ゴブリンスレイヤーはあの伯父が冒険者に対してそうしてくれることを、心から感謝する。

　自分のため、などと。思い上がったことを考えることは、決してない。

「さて、私もお手伝いにいかないと」

　受付嬢が、ぱたぱたとスカートについた草と土を払いながら立ち上がった。

　軽く伸びをして、日傘を畳んで小脇こわきに挟む。

　ととと、と。小鳥か何かのように草原をかけた彼女が、

「あ、そうか」

　そう言って、笑いながら振り返る。風に乗って三つ編みが流れた。

「陣中見舞いって言えば良かったですかね？」

　ゴブリンスレイヤーは答えなかった。

　代わりに彼は、投擲練習に励む娘たちへ「休憩だ」と短く言った。

　運動の熱に頰を紅潮させた彼女らが、こくこくと頷いて荷車の方へと駆けて行く。

　彼はそれを見届けると、荷車へ集まる冒険者たちに背を向けて歩き出した。

　請われて、訓練の指導を受けたことを、少し後悔するような気持ちもあった。

「おい、ゴブリンスレイヤー」

　それを呼び止めたのは、いつのまにか傍そばまで近づいてきていた槍使いだった。

　彼は去って行く受付嬢の背中と、そこでぽんぽん弾む三つ編みへと目を向けていた。

　そして小さく息を吐き、ゴブリンスレイヤーの鉄兜へと視線を動かす。

「あいつ」とは重戦士のことだ。「はどうした」

「他ほかの子供らを連れて、今日は洞窟どうくつへ行っている」

　あれでなかなか目端の利きく少年斥候スカウトや、半森人ハーフエルフの剣士もついているのだ。

　冒険に危険がないとは言うまいが、それでもそう滅多めったな事は起こるまい。

　ゴブリンスレイヤーは少し黙りこむと、淡々と続けた。

「あの子は、どうだ」

「ああ、魔術師のガキか」

　槍使いが、にやりと獰猛どうもうな笑みを浮かべた。

　少年はちょうど荷車の荷台から、井戸で冷やされたレモン水の瓶びんをもらった所だった。

　よほど走り回されたのだろう。目を閉じて、旨うまそうにぐびりぐびりと喉のどを鳴らしていた。

「根性はあるな。魔法の才能はまあ、何とも言えねえけど」

「そうか」

「しかし、どういう風の吹き回しだ？」

　槍使いはちらりと横目で、傍かたわらにある薄汚れた鉄兜へと目を向けた。

「訓練場で指導かよ。お前はてっきり、あの神官の子ばっか面倒見てると思ったが」

「そういうわけでもない」

　ゴブリンスレイヤーはきっぱりとそう言って、ずかずかと歩き出した。

　早々にこの場を去ろうというのだ。それを認めた槍使いは、困ったように天を振り仰ぐ。

「あー……」

　太陽が、いやに高い。今年の夏も暑くなりそうだ。


「…………おい、今夜は暇か？」



「む……」

　ゴブリンスレイヤーは低く唸うなった。

　ちらりと牛飼娘の方へ目をやると、彼女もこちらの方を見ている。

　牛飼娘はにっこり笑って、腰のところで手を振っていた。話は通っているようだ。

　ゴブリンスレイヤーは頷く。

「……ああ。大丈夫らしい」

「じゃあ、飲みに行くぞ」

「……酒か？」

「他になにがある」

　ゴブリンスレイヤーは意味を、いや、意図を摑つかみかねた。

　自分を誘って何の益があるのか、彼にはさっぱりわからなかった。

「俺をか」

「他に誰がいるよ。あいつも誘う。男三人。気兼ねなしだ」

「……そうか」

「少しは付き合え」

　そう言われたゴブリンスレイヤーは、黙って空を見上げた。

　日差しは天頂を過ぎて、ゆるやかな下り坂へと差し掛かっていく頃だろう。

　この場所なら季節ごと日の傾かたむきで時間を読むぐらい、彼にとっては容易たやすい事だった。

　教えてくれたのは姉だ。

　忘れようはずもない。

「……わかった」

「良し」

　槍使いは、ゴブリンスレイヤーの肩を拳こぶしで叩いた。

「なら、決まりだ」





§






　青空がやけに高い。

　汗にべたついた背中や頰に草の貼はりつく感触を覚えながら、少年は息を切らせて寝転がる。

　仰向あおむけになって両手足を広げ、ぜえぜえと喘あえいで酸素を肺へ取り込んでいく。

　息が切れるのは酸素が足りないからで。呼吸をすれば酸素が入る。だから息が荒いのだ。

　自分は決して情けなくなんかないぞ、とぐるぐる考える少年の鼻先を、初夏の風が撫でた。

　呪文を使えば体力を消耗するし、冒険は基本的に徒歩で野を越え山を越え広野を越えるもの。

　何故なぜかといえばまず馬は高い。飯代もかさむ。場所も取る。蹄ひづめの手入れやなんかもある。

　そりゃあ街から街への移動だけなら駅から駅へと乗り換えていけば事足りるだろう。

　しかし、冒険の舞台は地下迷宮だの僻地へきちだの、人跡じんせき未踏みとうの人外魔境も多いものだ。

　馬や馬車を自前で持ち込むのは厳しいし、ましてや借りたものとなれば尚なおの事。

　往年の勇者からこちら、冒険者の商売は歩くこと、というのもあながち噓ではないのだ。

　なので魔術師といえど戦士同様に体力がなければやっていけないのは、わかる。

　わかるが、いや、しかし。

「いくら、なんでも……」

「……つ、かれたよぉ」

　白磁等級と銀等級、つまり第十位が第三位の相手をするのは、手加減されているとはいえ。

　少年がひぃひぃと吐いた愚痴ぐちへ追従するのは、やはり仰向けに転がった圃人の少女。

　つい先程まで散々っぱら女騎士に稽古けいこをつけられ、もといボコボコにされていた彼女だ。

　暑苦しくてたまらないのか、鎧も盾も剣も全部放り出して、大の字に転がっていた。

　相対的には小柄な、けれど圃人としては豊満な胸元むなもとが、呼吸に合わせて大きく上下する。

　汗でぴたりと貼り付いた肌着を横目で見てしまった少年は、視線を無理やり空へ上げた。

　気恥ずかしいのもあるし、悪い事をした気もあった。

　暑さと息苦しさで重く鈍った頭を、どうにか少しだけ働かせる。彼女の次は自分の番だ。

「あ、あー……コツとか、つかめたか？」

「……わかんなぁい」

　つまりとにかくぶっ叩かれて転がされてぶん殴られていたわけである。

　うわぁ、と少年は顔をしかめるが、何も女騎士とて無駄に後輩をイジメ抜いたつもりはない。

　とにかく強敵相手でも盾を構えさせる訓練なのだから、余計な事はどうでも良かったのだ。

　それは槍使いに言わせても同様で、ようは考えるよりも前にまず体力。

　竜や人喰鬼オーガとも戦える者たちが本気になれば、白磁級など話にもなるまい。


　だから手加減はされている、のだが──……。



「……暑くないのかな、あれ」

「わかんねえ」

　やや離れたところで見習聖女に膝枕ひざまくらされている新米戦士同様、もはや全員疲労困憊ひろうこんぱいである。

　巫術士の娘の方は少年斥候の方へ行ったのか、姿が見えない。

　私も投石紐にすれば良かったー、などと愚痴る圃人の少女へ、少年は舌打ちひとつ。

「あんなやつに、習うことなんかねぇよ」

「そうかなあ。だって銀等級じゃん、あのひと」

「でも、ゴブリンしか相手しねえんだ」

　それに偏屈で、頑固で、何を考えてんだかわからない。ぶつくさと少年は呟く。

「だいたい、ゴブリンなんか、一撃でぶっ殺せなきゃダメだ」

「私だって、一対一ならゴブリンに負けたりしないよ？」

「だろ。なにがゴブリンスレイヤーだっての……」

「そりゃ、ゴブリンやっつけてるからでしょ」

　と、口を挟んだのは、圃人の少女ではなく見習聖女であった。

「そりゃあ、あたしだって、あの人……どうかと思うとこ、なくはないけど」

　うぇー、とか、ぐぇーとか呻うめく新米戦士の頭を撫でてやりながら、見習聖女は唇を尖らせる。

「でも何もやってない人が何かやった人に文句言うんじゃ、お話にもならないじゃない」

「……」

「ゴブリン退治、失敗したって聞いたわよ」

「うるっせぇ」

　少年は、吐き捨てるように天へ唾つばを吐いた。

「そっちだって、鼠退治しかしてねえって聞いたぞ」

「そりゃあ……俺たちの実力がそんなもんだからだよ」

　見習戦士が呻くように言った。彼は圃人剣士と違い、鎧も剣も棍棒こんぼうも帯びたまま。

　ただ防具の留め具を僅わずかに緩め、身体が休まるように工夫だけはしていた。

「巨大鼠ジャイアント・ラット相手に防御して、攻撃するのがやっと。相手が三匹もいたら、もうお手上げだし」

「鼠って毒持ってるんじゃないの？」と圃人の少女。「危なくない？」

「だから解毒剤アンチドーテの水薬ポーション代もかかるんだよなぁ……」

「次に位階があがったら、神さまに《解毒キュア》の奇跡をお願いしてみるわね」

　そうすれば貯金もできるし、装備も良い物が買えるし、と二人は今後の展望を語る。

　剣を広刃のものにして、鎧も鎖くさり帷子かたびら、兜は視界が狭いからせめて鉢金はちがねくらいは……。

「……ちぇっ」

　どうにも少年には、それが面白おもしろくない。

　思わず舌打ちをひとつして、圃人の少女に怪訝けげんな顔をされてしまう。

「なんでもない」と呟き、ごまかそうと逸そらした視線の先に、

「みなさんも、レモン水はいかがですかー？」

　にこにこと微笑ほほえみながら草原を歩く、女神官の姿があった。

　彼女は大きなバスケットを抱えており、そこには小瓶こびんやら食事の包みが入っていた。

「あと、食事も用意がありますけれど……」

　反応はかんばしくない。

　さんざん走り回り武器を振り回した後で食べる気がしないのだろう。

　新米戦士は「あー」と呻き、圃人の少女は「食べたら吐きそう」と顔をしかめる。

　見習聖女は自分だけ食べようと思えないのか、無言で首を横に振るばかり。

「え、っと。食べないと、午後も保ちませんよ……？」

　女神官はそう言って、困ったように眉まゆをひそめる。しかしかといって無理強むりじいもできない。

　どうしたものかという姿を見て助け舟のつもりもなかったが、少年はのろのろと手を上げた。

「……食べる」

「え、本気？」

　不精不精に身を起こした赤毛の少年は、圃人の少女に「ああ」とぶっきらぼうに言った。

「動いたあと、喰くわねえと、筋肉つかねえって、習ったもん」

「マジかよ飯喰わねえと」

「……なら、私もー……」

「じゃあ、あたしももらう。ありがとうね」

　食事は簡単なサンドイッチだった。

　パンにベーコンとハムと野菜、それにチーズを挟んだだけ。

　とはいえ塩気の効いたその味は、汗の抜けた身体に染しみるようだった。

　最初は飲み物とあわせてやっとこ、すぐにガツガツと貪むさぼるように食べ始める少年たち。

　──さすがに、わかってますよねぇ。

　その姿を見た女神官も、思わず感心してしまう。

　あの牛飼娘は何年もゴブリンスレイヤーを傍そばで支えてきたのだ。

　冒険者が訓練の後に何が必要になるのか、重々承知しているのだろう。


　何が必要か──……。



　──姉ちゃんは凄すごかったんだ！　ゴブリンが毒なんか使わなきゃ、勝ってた！

　女神官は「うん」と決意をこめて、そっと彼の傍に腰を下ろした。

「どうですか、その……調子の、方は」

　それは特定個人へ向けた問いではあったけれど、同時に一同へ向けた問いでもあった。

「つかれたー」と圃人少女が真っ先に声をあげ「同じく」と新米戦士が気だるげに言う。

「何とかなってるわよ」と見習聖女は得意気に言って……。

「……」

　赤毛の少年は押し黙ったまま、ふんと小さく鼻を鳴らした。

「ええと……」

　──かわされてしまった。

　困ったように眉をひそめた彼女は、ひとまず話題を切り替える事を選択する。

　悩んで停滞して後で名案を思いつくより、即座に何か行動した方が良い。

　ゴブリンスレイヤーが、そう教えてくれた。

「そういえば」と女神官が気がついたのは、圃人の少女のことだった。

「一党パーティの皆さんがいらっしゃらないようですけれど」

「ああ、私のとこ？　頭目リーダーが貴族様の次男坊だか三男坊だかだったんだけどね」

　むぐ、と。サンドイッチを大口あけて頰張ほおばり、口の中で嚙かみながら圃人の少女は言った。

「跡取りだったお兄さんがぶっ倒れちゃって、戻ってこーいって。それで解散しちゃった」

「あー……」

　まま起こりうることであった。

　貴族の次男、三男──ようは嫡男ちゃくなん以外は、なかなかに肩身が狭いものである。

　なにしろ基本的に嫡男に何かあった時の予備以上の役割は、自分で手に入れねばならない。

　親から領地を分けてもらうか、さもなくば武勲ぶくんを立てるか、他家と婚姻こんいんするか……。

　特に騎士の家系は厳しい。

　基本的に騎士とは一代限りの称号である。親から譲ってもらうわけにはいかないのだ。

　嫡男であれば従士として修行と叙勲の機会をつくってもらえようが、次男三男は難しい。

　かくて彼らの中から冒険者が相応の数、輩出される。

　ここに男女の区別はない。貴族令嬢の次女三女が家を飛び出すなんて事もしばしばだ。

　そして自由騎士ナイトエラントでございと気取る者の生存率は、これが存外に高い。

　装備があって、知識もあって、場合によっては剣術の覚えもあるのだから当然だろう。

　しかし嫡男に何か不幸があって、実家へ戻らねばならない事もしばしば起こる。

　件の頭目は、特に怪我けがもせず貴族への道が拓ひらけたのだから……まあ、運が良い方か。

　家柄、装備、知識、経験、技量があろうとなかろうと、避け得ぬ死は常に存在する。

「まあ、だからって苦労しないわけじゃないんだろうけどね」

　お貴族様にはお貴族様の大変さがあるものだ、と。

　悟ったように言う圃人少女の仕草が滑稽こっけいで、女神官はくすりと笑みを零こぼした。

　同時に、少し心配にもなる。なにしろ若い娘が、一人で無頼ぶらいの道を歩もうというのだ。

　圃人は確か三十そこらで成年だから、単純に年齢で言えば女神官より倍は年上だけれど。

「でも、単独ソロでは厳しくありませんか？」

「そりゃあ厳しいけど、私にだって夢はあるのだ！」

　圃人の少女は誇らしげに胸を反そらせてこう言った。

「ビッグになる！　体格差がなんだー、って感じで、こう！」

「あー、わかる、わかる」

　サンドイッチの最後の一欠片ひとかけらを口に放り込み、しみじみと嚙み締しめながら新米戦士が頷いた。

「田舎いなか者だからって、最強目指すって言ったら笑われたんだぜ？　納得いかねえよなあ」

「だよね、だよね！」と圃人の少女が手を叩いた。

「そりゃ皆笑うわよ。だって田舎者のあんたが最強になったら、他の田舎者の立場ないもん」

　見習聖女はそう言って、にんまりと得意気な笑みを浮かべる。

　彼がこうして活いき活きとしていることが、彼女にとっては何よりの自慢なのだろう。

「ふふん、だから私の修行についてきて正解だったでしょ」

「というか、お前一人じゃ危なっかしいもん」

「逆でしょ、それ」

「あん？」

「なによ、不満があるわけ？」

　喧々けんけん囂々ごうごう。

　女神官は微笑ましいものを見るように目を細めた。

　あっという間に始まった言い争いが、ふと自分の仲間たちの姿に重なったのだ。

「仲、良いんですね？」

　そんなことはない！　──などとは、言えないのだろう。

　二人は顔を見合わせて、もごもごと何かを呟くと、揃って口をつぐんでしまった。

　会話が途絶える。

　風がさわさわと吹いて、運動の余熱で火照ほてった頰を撫でていった。


「………………わかんねえ」



　ぼそり、と。少年が低い声で漏らした。

「とにかく、今はゴブリンを上手うまくぶっ殺さねえと。オレはそれが一番だよ」

　姉ちゃんを笑ったやつらを見返してやる。

　気を吐く彼に対して、女神官はすぐには何も言えなかった。

　冒険者になって一年足らず。何か好き勝手な事を言えるような人生経験がどうしてあろう。

　彼の思いに対して好き勝手な事を言ってはいけないと、そう思えるというのに。

　だから。

「わたしの」

　だから女神官は、ぎゅっと唇を嚙み締めた。

「わたしの知っていた、魔法使いさんは、ですね」

　喉が震え、声が揺れる。それを抑えなくては。

「いつか竜と戦って倒してみたい、って。……言ってましたよ」

「……竜？」

　竜──まことの竜とは、実に怖ろしいものだ。野山を這いまわる者とは違う。力猛きものだ。

　筋力があり、体力があり、知力があり、魔力があり、権力があり、財力がある。

　故にこそ竜殺しドラゴンスレイヤーは畏おそれられ、讃たたえられるのだ。

「そりゃ、夢みたいな話だ。無理だよ」

「だって夢ですもん」女神官は当たり前のように微笑んだ。「夢みたいな話で、良いんです」

　そう──そう、だ。

　少なくともあの時、初めて洞窟を訪れたあの瞬間。

　直後に打ち砕かれてしまったからといったって……。

　──みんなが話していたことの価値が、消えてしまうわけじゃないですもんね。

　今なら、女神官にも少しはわかる。

　あれは貴とうといものだった。決して馬鹿ばかにされて良いものではなかった。

　どんなに非現実的で、足元も不確かで、挫折が目に見えているようなものであったとしても。

　夢は、夢だ。

　実現できるかどうかに関係はない。

　小鬼などに踏みにじらせて良いものでは、決してなかったのだ。

「……」

　少年はそれ以上何も言えなかった。いや、あるいは何を言うべきか考えたのかもしれない。

　されど彼が再び唇を開く前に、

「お、新人諸君！　頑張がんばってるみたいじゃない！」

　凛りんと涼やかな声が、草原を流れる風に乗って耳に心地よく響いた。

　見れば彼方かなた──街のある方から歩いてくる、奇妙な、けれど馴染なじんだ取り合わせの影三つ。

「午後はお姉さんが、洞窟連れてってあげるからね！」

「なぁにがお姉さんだっつーの。え、耳長娘よ」

　ぶんぶんと手と長耳を振る妖精弓手エルフの脇腹わきばらを、鉱人道士ドワーフが肘ひじで小突いた。

「休みだからつーて昼前まで寝こけとったろうが」

「お昼になる前は朝っていうのよ。森人エルフの間じゃ」

「ぜってー噓だ」

　やいのやいのと、いつも通りに和気あいあいとした口喧嘩。

　女神官は「ほら」とでも言いたげに新米戦士と見習聖女へと目配せをした。

　二人は何ともいえない表情で目を逸らしたけれど、まあ、それはさておき。

「洞窟といいますと……ゴブリンですか？」

「ちょっと、オルクボルグみたいなこと言わないでよ」

　女神官がそう問うと、妖精弓手が虫でも追い払うかのように、しっしと手を振った。

「熊の巣穴──元だけどね。冬眠終わって出て行った後だから、慣らしには良いでしょ」

　なるほど、と。女神官は頷いた。

　地下水道やら野外と違って、洞窟の中で武器を振り回したり動きまわるには、コツがいる。

　怪物どものいない洞窟でそれが練習できるのなら……それはきっと良いことのはずだ。

「ま、拙僧せっそうらもまだ昼飯がまだでしてな」

　蜥蜴僧侶リザードマンが両手を奇怪な仕草で重ねて合掌しつつ、大おお顎あごに据わった鼻から息を噴いた。

「なんぞ弁当などがある様子。よろしければ、頂けますかな？」

「あ、はい。サンドイッチですけど」

　そう言って女神官はバスケットを探り、サンドイッチの包みを一つ取り出した。

「具はハムにベーコン、野菜に……それと、チーズです」

「おお、まさしく天与の恵み！　甘露！　いやはや、まことに素晴らしい！」

「胡瓜きゅうりとチーズだけのもありますよ？　あと、葡萄ぶどう酒しゅも」

「やたっ！」

「ほっほっほっほ。いやあ、気が利くの！　すまん、すまん！」

　女神官がバスケットを置くと、三人は先を争うように手を突っ込み目当ての品をつかみ出す。

　まったく、と微笑ましく思いながら眺めていると、また初夏の風が吹く。

　女神官は飛ばされないよう帽子を押さえ、頰に触れる風精の指先に目を細めた。


「あ、ゴブリンスレイヤーさんは──……」



　お昼はどうしますか？

　そう言おうと女神官が首をめぐらせた先に、彼の姿は見当たらなかった。

　──あれ？

　ふと見ると遠く、他の冒険者──槍使いや、重戦士と話している姿がある。

「ふむ」

　女神官は彼のマネをするように、息を吐いた。寂さびしくはある。良いことでもある。

「……ふふっ」

　うん、きっと──良い事に違いないのだ。
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「では、行ってくる」

　ゴブリンスレイヤーは自室で手早く装備を検あらためながら、牛飼娘へそう言った。

「今夜は遅くなるから、晩飯はいらん」

　腰に剣を帯び、盾を固定し、具足をはめ、ベルトに雑囊ざつのうを通し、鉄兜を被る。

　冒険へ出る時そのままの身み支度じたくにも、牛飼娘は「はいはい」と慣れた調子だった。

　新人の冒険者さんへ訓練をつけて、家に帰って、それからすぐにこれだ。

　一度家に戻ってくる辺り気を使ってくれているのだかいないのだか。

「伯父さんも寄り合いで遅くなるからね。あたしは一人寂しくお留守番してますよー」

「閂かんぬきを忘れるな。柵も閉じて、窓も鎧戸を落としておけ」

「わかってるってば。心配性だよねえ、君は」

　牛飼娘がけらけらと笑うと、ゴブリンスレイヤーは押し黙った。

　それを良いことに、彼女はぱっぱと手早く彼の鎧の埃ほこりを叩いて落とす。

　何か気に入らないところがあるのか「むぅ」と唸ると、ちょいちょいと兜を回して向き調整。

「それより、そっちこそ準備良いの？　お財布持った？　それ一番大事だよ？」

「む……」

　一声唸ると彼は言われたとおり、ごそごそと雑囊を漁あさった。貨幣を入れた巾着は、ある。

「問題ない」

「なら良し！」

　牛飼娘は彼の肩を摑み、くるりと背を向けさせた。兜のぼろぼろな房をかるく整える。

「まあ酔よい潰つぶれたら迎えに行ったげるけど、友達に迷惑かけたりしないようにね」

　ゴブリンスレイヤーは「友達」との言葉に少し首を傾げ、ややあって「ああ」と頷いた。

「そのつもりだ」

　牧場から街、街から酒場までの道のりを、ゴブリンスレイヤーは灯りなしで歩いた。

　夜よ闇やみに満ちた野外を歩くのは訓練の一環であったし、街に入れば灯りは不要。

　宵よいの口特有な繁華街の混雑を、日頃ひごろ馴染みのないゴブリンスレイヤーは黙々と進む。

　押し合いへし合い。冒険者のみならず旅客や、訓練場建設の人足でごった返している。

　そこをどうにか進みながら首を巡らせると、教えられた通りの看板があった。

「……やれやれ」

　ゴブリンスレイヤーは辟易へきえきしながら人を押しのけ、どうにか混雑から抜け出す。

　同時に雑囊に手を突っ込んで、スリの類たぐいに遭遇していないかを確認する。問題なし。

『親しき友の斧おの亭』は、数字の刻まれた斧の看板が目印の酒場だった。

　自在扉を押し開けると、途端にわっと耳に響くほどの賑にぎやかさがゴブリンスレイヤーを包む。

　ランプがもたらす橙色だいだいいろの光に満たされた店内は広く、並んだ円卓はどれも満席らしかった。

　建物自体はなるほどギルド支部より小さくとも、あちらは複合施設。

　一階を酒場、二階を宿とした古式ゆかしい冒険者の宿の中でも、この店はかなりの大きさだ。

　冒険者の宿とは、依頼仲介および冒険者斡旋あっせん所だ──というのは、今や歴史だ。

　ギルド制度が広まり、無頼漢であった冒険者らが一定の公的身分を得る以前の話である。

　今でもギルドと提携して依頼を仲介する店もあるが、冒険者の宿は廃すたれつつあるという。

　とはいえ伝説的な酒場『黄金の騎士亭』は、依頼斡旋などしていなかったそうだが……。

「おう、来たか、ゴブリンスレイヤー！」

　戸口に突っ立っているゴブリンスレイヤーめがけ、力強い声が飛んだのはその時だった。

　彼が洞窟探索さながらに兜を巡らせて店内を走査すると──ああ、いた。

　酒場の隅、店内を一望できる席で、豪傑と精悍せいかんな美丈夫が、たくましい腕を振り上げている。

「ここだ、ここだ！」

「おっせえぞ、もう始めちまってるじゃねえか」

「すまん」

　高々と掲げられた杯は既に半分ほど干されており、卓上の肴さかなも既に手がつけられている。

　何より二人の冒険者の顔は赤かった。

　ゴブリンスレイヤーは一言謝罪を述べると、少しぎこちない動作で円卓についた。

　他二人が平服であるのに対して一人だけ鎧兜をつけたままというのは、どうにも滑稽だ。

　若者が思い描くような冒険物語と違って、普通は街中では装備を解くものである。

　幸い槍使いと重戦士は流石、油断なく腰に小剣こそ帯びているが、これはやり過ぎだろう。

　とはいえ、ちらほら視線を向けてくるのは、よほど冒険者に馴染みがないか、旅客の類。

　辺境最強の槍使い、辺境最優の小鬼殺し、辺境最高の一党パーティ頭目、少しは名が通っている。

　もっとも「顔が知られている」と述べるには、うち一人のせいで難しいが。

「しかし、何故ギルドの酒場ではないのだ？」

「そりゃあ、お前みたいな全身鎧野郎と一緒に酒盛りして、噂うわさされると嫌だからな」

　ゴブリンスレイヤーへ辛辣しんらつな言葉を飛ばす槍使い。

　しかし間髪入れず「ってのは建前たてまえで」と重戦士が、槍使いを肘で小突いた。

「お前と飲むのを皆に見られるのが照れくさいんだよ、こいつは」

「そうか」

「もっと言うと受付さんに見られたくないんだよな」

「うっせうっせ！」と喚わめいた槍使いが親指で壁の品書きを指した。「つか、なんか頼め！」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは品書きを睨にらんだ。

　酒だけでエールから始まり、火酒だの葡萄酒だのとずらり、十種類以上はある。


「…………ふむ」



　ゴブリンスレイヤーは低く唸った。

　槍使いが呆あきれたように溜息ためいきを吐ついて「あのなあ」

「んだよ、こういう時はな、とりあえずエールでいいんだ、エールで」

「なら、エールだ」

「っし、お姉さーん！　エール三つね！」

「仕切る、仕切る」

　くっくと喉の奥で押し殺しきれず、重戦士の口元から笑い声が漏れる。

　槍使いが「なんだよ」と睨むと、重戦士は「別に」と手を振った。

　そこへ手慣れた調子で、エールがなみなみ注そそがれた杯が三つ、どんと卓へ置かれる。

「はい、はい、エール三つね、お待ちどうさま！」

　女給は、まだ若い馬人ケンタウロスであった。

　間違っても獣人パットフットと一ひと括くくりに呼んではいけない。

　何故なら誇り高き馬人は、肉球パットなどいう甘えたものを持っていないからだ。

　祈りの言葉持つ者プレイヤーとなった牛人ミノタウロスも同様であろう。

　もっとも牛人は総じて、そんな細かいことを気にする性根ではないのだが……。

　閑話かんわ休題きゅうだい。

　豊かな胸元を揺らして杯を置き、尻尾しっぽを揺らして四足で去って行く女給。

　大柄な身体でよくもまあ巧みに店内の混雑をすり抜けられるものである。

　その逞たくましく鍛えられた尻しりを眺め、しみじみと重戦士は呟いた。

「やっぱ胸も良いが、尻が良いな」

「あ、だからお前、あの騎士様が好みなわけ……馬にも乗るんだろ？」

「それとこれとは話が別だ。……まあ、こういう話もギルドじゃできないか」

　どこに女の目があるやら。重戦士は深々溜息を吐いて、エールが波打つ杯を握りしめた。

「さて、乾杯しよう」

「何にだ」

　同じく杯を手にとったゴブリンスレイヤーが静かに問う。

「あー……まあ、面倒だし定番で良いだろ」

　槍使いが頷いて、音頭おんどを取って杯を掲げた。

「我が街に！」

「神々の骰子サイコロに！」

「冒険者に」

　乾杯と一声あげて、三人の冒険者は各々の杯を干した。
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　酔い覚ましに少し歩こうと言い出したのは、さて、三人のうち誰だったか。

　酒を飲み、夜の楽しみを満喫すべく繰り出してきた人でごった返す街。

　そこをぶらぶらと抜け出て、いつしか彼らは川っぺりまで辿たどり着いていた。

　小川のせせらぎ。天にきらめく星々。双ふたつ並んだ月の輝き。

　火照ほてった身体に風は心地良く、機嫌の悪くなろうはずがない。

　となれば、歌のひとつふたつも出てこようというものだ。




　地は腐り　風は病み　海が砕け

　世が常闇とこやみに　堕おちるとも

　輝き宿りし　結晶の

　四つの光　絶えることなく

　我ら　仲間と　誓い合い

　友と歩まん　探求の旅へ




　地の果て　風の源　海の彼方

　あまねく全て　幻想なれども

　輝き宿りし　結晶の

　四つの光　消えることなく

　我ら　決して　忘れるものか

　友と歩みし　この旅路




　それは大昔の、半ば忘れ去られかけた武勲詩だった。

　吟遊ぎんゆう詩人なれば美しくも勇壮に歌えようが、酔いどれ三人では調子外れも良いところ。

「んでよ」

　しかしひとしきり歌い終わって満足したのか、槍使いが歌と同じ調子で切り出した。

　じろり、と。何が気に入らないのか、ゴブリンスレイヤーを睨みつける。

「お前どうすんだよ」

「何がだ」

「わかってんだろーが」

　こいつ酔っていやがるな。重戦士は思わず天を振り仰いだ。

　あの魔女を連れてくるべきか？　いや、彼女のことなら遠見でもしていそうだ。

　しかしあの女の性格なら十中八九にやにやと笑っているはず。ダメだ頼りにならん。

「受付さんだよ受付さん。他にも森人だの牧場の子だの神官の子だの囲まれてぇ！」

「……」

　ゴブリンスレイヤーはしばし押し黙ったあと、低く唸るような声で言った。

「ゴブリンがいなくなるまでは、無理だろう」

　そして「俺は……」と何事かを言いかけて口を噤つぐんだ男を、槍使いはじろりと横目で見やる。

　まあ、そうだろう。

　小鬼殺しなんて名乗るような奴がどんな過去を背負っているかなど、おおよそ察しがつく。

　だから槍使いは深々と息を吐き、ことさらわざとらしく呆れたように肩を竦すくめた。

「出たよ」

「ゴブリンか？」

「違ぇって」

　槍使いが呆れたように鼻を鳴らし、重戦士がくっくと喉の奥で笑う。

　けれど重戦士は頷いて「でも、俺もわからんでもないぜ」と言い出した。

「ほう」

「つまりだな」

　つまりだ。もう一度繰り返して、重剣士は見えないものを探すように宙に手を動かした。

「つまり、やっぱ男なら一国一城の主って思うだろ？」

「王ね」

　槍使いは歩きながら、にまにまと笑った。馬鹿にするのではなく、わかるわかる、と。

「良いじゃねえか。剣闘士から王になった傭兵ようへいの話とか、昔語りに聞いた事あるぜ」

「けどな。俺には学がねえんだよ」

　重戦士がゴツゴツと自分の頭を叩いた。

「勉強すれば良い」とゴブリンスレイヤーは言った。「金もある。頭も悪くはあるまい」

「ところが時間もないんだ」

　重戦士が肩を竦めると、酔っていても忘れず帯びた腰の剣が、がちゃりと揺れた。

「王になってから勉強したんじゃ、王が馬鹿なわけで、民草たみくさってのに迷惑だろう？」

「ああ」

「けど今から勉強をはじめると、冒険に出れなくて、やっぱり一党パーティの奴らに迷惑だ」

「なるほど」

　ゴブリンスレイヤーは腕を組み「ふぅむ」とひとしきり唸った。そして結論を出す。

「難しいな」

「ああ、難しい」

　重い戦士は重々しく言った。武器も何もかも、放り出してしまいそうなほどに。

　けれど彼の声は軽く、明るい。吊つり上あげた唇は、笑っている証拠だった。

「とはいえ、そうつまらんわけでもない」

「騎士様もついてきてくれるし？」

「うるせえ」

　混ぜっ返してくる槍使いを、重戦士は遠慮なく蹴飛けとばした。

　純戦士の筋力はただそれだけで凶器たりうる。

「痛ぇ!?」などと悲鳴をあげる槍使いを無視して、重戦士は橋の欄干らんかんに上半身を預ける。

　すぐ横に、ゴブリンスレイヤーが並んだ。

「悪いことでもあるまい」

「……」

「悪いことでは、ないはずだ」

「まぁな」

　あまりにも大真面目なゴブリンスレイヤーの言葉に、重戦士ははにかむように頰を緩めた。

「……ああ。俺も、あいつがついてきてくれるのは、悪くないと思ってるよ」

「ちぇっ。これだから余裕のあるやつらは良いよな」

　槍使いがあからさまに舌打ちをして、背中を欄干にもたれかけた。仰向けに星を見る。

　空の彼方のその向こう。とてもではないが手の届かない高みの光を、目を細めて睨む。

「お前はがっつき過ぎなんだよ」

「馬鹿野郎、男に生まれたからには美女と最強目指さないでなに目指すってんだ」

「また、うちのガキどもみたいなことを……」

　少年斥候のことか、それとも新米戦士のことか。

　ただただ「最も強い」という称号を目指せるのは、若さゆえの特権ともいえた。

「ああ、そうさ、最強だ。最強になりゃあ何でもできると思ってんだよ、俺は」

　不貞腐ふてくされたように唇を尖らせ、槍使いは天に唾を吐く。神々の出目が変わることはないが。

「女にモテて、感謝もされて、世の中のためになって、俺は強くなれる。悪いことなしだ」

「モテてるのか？」

「モテてんだよ！」

　重戦士が先ほどまでのお返しとばかりに茶々を入れ、槍使いが反論する。

　ゴブリンスレイヤーが「ふむ」と呟いて言った。
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「そうは見えん」

「うっせえ」

　槍使いは天に顔を向けたまま、目だけをゴブリンスレイヤーの方へと向ける。

　相変わらずの鉄仮面。薄汚れた鉄兜。その奥の表情を見通す事はできない。

　──受付さんならわかるんだろうな。

　それはつまり、それだけの交流を彼女と持ってきた、という証拠だ。

　自分が鉄兜を被ったとして、あの人は自分の表情をわかってくれるだろうか。

　槍使いは息を大きく吸って、吐いた。

「で、どうなんだゴブリンスレイヤー。お前のガキの頃の夢ってのは」

「俺か」

「他にゴブリンばっかぶっ殺してる奴がこの場にいるか？」

「……そうだな」

　ゴブリンスレイヤーは、黙って川の水面を見下ろした。

　双月に照らされて尚も暗く黒いその流れは、さながら墨を垂らしたようである。

　川はどこから来てどこへ行くのか。ゴブリンスレイヤーは姉に聞いたことを思い出した。

　山から流れて、海へと通じているのだと、姉が教えてくれた。

　いつか水源を確かめようと思っていた。そんな機会は、もう訪れまいが。

「……俺は、冒険者になりたかった」

「おいこら」

　槍使いが、肘先でゴブリンスレイヤーを小突いた。

「なってんじゃねえか、もう」

「いや」

　ゴブリンスレイヤーは、緩く首を横に振った。

「難しいな」

「難しいか」

「ああ」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「簡単にはいかん」

　重戦士が、そうか、と言った。深々と息を吐く。

「やりたい事と、やらなきゃならん事と、できる事は違うな」

「嫌になっちまうよな」

　三人の男たちは、黙って双月を見上げた。

　川辺を、夏の気配を孕んだ風が抜けていく。

　──なりたかった。

　勇者になりたかった。

　英雄になりたかった。

　王者になりたかった。

　歴史になりたかった。

　伝説になりたかった。

　神代より伝わる武具を手に入れ、姫を助け、竜と戦い、世界を救いたかった。

　隠された遺跡を解き明かし、世界の神秘を探り、その真実を明らかにしたかった。

　美しき女たちに囲まれ慕われながら、誰にも負けぬ才知でもって成り上がりたかった。

　鍛えに鍛えた武を揮ふるい覇はを唱え、後々にまで語り継がれるであろう強者つわものになりたかった。

　ひとかどの男、あの男ならばと、人に言われるだけの男になりたかった。

　自分たちにはそんな物語は与えられないのだと、気づいてはいるけれど。

　銀等級、第三位、在野では最上の冒険者。その地位にいること。自覚はある。

　それを大した事がないだとか、面倒だから銅や鋼鉄等級で良いなどとは決して思うまい。

　けれど。

　けれど、だ。

「……だから、まあ」

　彼はゴブリンスレイヤーだ。

　赤毛の少年ではない。

　なら、それ以上の理由は必要あるまい。

「……せめて、やりたい事を、やらせてやりたいものだ」

　男たちは頷うなずきあった。
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「……なに？」

　昼餉ひるげ時分にしてはやや早く、遅めの朝食といった頃ころである。

　ギルド内の酒場で、がつがつと蒸して潰つぶした芋を頰張ほおばっていた鉱人道士ドワーフが首を捻ひねった。

「わしか？」

「ああ」

　対するのは薄汚れた革鎧かわよろい、安っぽい鉄兜てつかぶとを身に纏まとった男、ゴブリンスレイヤー。

　鉱人道士の向かいに腰を下ろしている彼は、しかし食事らしいものを摂とった形跡がない。

　ゴブリンスレイヤーは頭痛を堪こらえるように兜に手をあて、隙間すきまから水をがぶりと呷あおった。

「頼めるか」

「そらあ、構わんけどよ」

　鉱人道士は芋を掬すくった匙さじを頰張る。

　元来、鉱人ドワーフという種族は美食家にして雑食家、酒豪にして大食漢である。

　不味まずくさえなければ量があれば良し。その上で美味なら大変結構、というのが信条だ。

　妖精弓手エルフに言わせれば「雑なのよね」との事だが、「森人エルフが繊細なだけ」と反論される。

　ともあれ彼は潰した芋に塩を振っただけのそれを山盛り食べて、概おおむね満足なようだった。

「芋か」

「むぐ……。おう。今日は芋の気分でな」

　口の中のものを旨うまそうに飲み込んで、鉱人道士は「げふ」と息を吐はいた。

「お前さんは喰くわんのか」

「これからゴブリン退治でな」

「そうかい」と鉱人道士は、ゴブリンスレイヤーの杯を引ひっ摑つかみ、なみなみと葡萄ぶどう酒しゅを注そそいだ。

「ま、飲め。ちくと付き合え」

「うむ」

　ゴブリンスレイヤーががぶりと葡萄酒を呷るのを、鉱人道士は目を細めて見やる。

「わしとあの小僧っ子じゃあ、術の形態が違うんじゃねえのか」

「詳しいことはわからんが、恐らくそうだ」

「わしよか、他ほかの奴に頼んだ方が良い気がすっけどもな」

「そうはいかん」

　ゴブリンスレイヤーはゆっくりと首を横に振った。

「俺おれの知る限り、一番腕っこきの呪文遣いスペルスリンガーはお前だ」

「……」

　鉱人道士の手が止まった。

　休むことなく口元に運ばれていた匙で、彼は行儀悪く芋を引っ搔かき回す。

　ややあって、溜息ためいきを吐ついた。

「殺し文句だのう、そいつぁ」

　じろりと鉱人道士は、恨めしげな目をゴブリンスレイヤーへ向けた。

「あの魔女の姉ちゃんにでも、同じことを言やあ良かろうによ」

「良い訳がなかろう」というゴブリンスレイヤーの声は低い。

　その意味を解さぬほど鉱人道士とて意地が悪いわけではない。

「悪ぃ。冗句じょうくにしても、ちと性質が悪いやな」

「無理なら断ってもらって良いが」

「馬鹿ばかこけ。鉱人は気に入らん客以外、仕事は断らんのだ」

　ぶっきらぼうにそう言うと、鉱人道士はまたむしゃむしゃと芋を頰張った。

　口の周りの髭ひげについたカスもそのままに、流しこむように芋を搔き込こんでいく。

　やがて樽たるに酒を注ぐように料理を平らげると、鉱人道士は匙を放り投げた。

「が、一つ教えろい、かみきり丸や」

「なんだ」

「どういう風の吹き回しだ？」

　ゴブリンスレイヤーは押し黙った。

　別に、そうおかしな話ではない。

　彼は戦士だ。術には疎うとい。術に詳しい者が必要なら、それを当たる。

　しかし、そういう事を聞かれているわけではあるまい。

　鉱人道士の髭面ひげづらから向けられる目を見れば、ゴブリンスレイヤーとてその程度はわかる。

「俺はゴブリンスレイヤーだ」

　ゴブリンスレイヤーは口を湿らせるように、葡萄酒をがぶりと呷った。

「あいつは冒険者だ」

「なるほどの」

　ふん。鼻息も荒く、鉱人道士は小さな身体を背もたれに押しつけた。

　酒樽のように中身の詰まった重さで、ぎしりと椅子いすが軋み声をあげる。

「あの耳長娘が聞いたら、また怒りそうな事を言いよるわ」

「そうか？」

「そうとも」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーの方へ空からになった皿を押し出した鉱人道士は、ひらりと手を振った。

　ひょいひょいと重ねられた皿は、もう五枚か、六枚か。

　女給──こちらは肉球持ちの獣人だ──が軽かろやかに皿をトレイに乗せて洗い場へと持っていく。

「ま、引き受けた。引き受けたが、ちくと待ってくれい」

「構わん。午後から来るよう、言っておいた」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って、手にした杯に水を注いだ。

　ぐるりと手の内で揺らし、波打つ水面へ目を落とす。

「……来ると思うか？」

「さて、賭かけても良いがなぁ」

　にんまり笑い、鉱人道士が両掌を擦り合わせた。

　さながら魔術師が次の手妻たづまを繰り出すような、勿体もったいぶった仕草である。

「そんじゃ、もう何杯か喰ったら行くともさ。ぶらぶら、散歩がてらな。なんせ、ほれ」

　その両手でもって、彼はその太鼓腹を景気良く叩たたいてみせる。

「腹八分目が調度良いと言うかんの」

　ゴブリンスレイヤーは黙って、干した杯を卓上へ置いた。
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「…………」



　訓練場──建築途中であるため、半ば野っ原のようなそこに、少年の姿はあった。

　不本意というものを、そのまま絵にしたらこうなるだろうか。

　彼はぶすくれ、不貞腐ふてくされ、行儀悪くあぐらに頰杖ほおづえを突き、自分を呼び出した男を見上げる。

「……お前、ゴブリン退治は良いのかよ」

「ああ」

　薄汚れた革鎧に鉄兜の男は、うっそりと頷うなずいた。

「お前を預けたら、行くつもりだ」

「オレはあんたに預けられた覚えもないけどな」

「そうか」

「ああ」

「悪かった」

　その淡々とした態度が、何とも癪しゃくに障さわるというか、腹立たしいというか。

　──よくこんな奴やつと一緒に一党パーティを組めるもんだ。

　自分だったらとてもではないが、無理だ。

　あの女神官といい、森人といい、蜥蜴人リザードマンといい、そして……。

「おう、おるな。良し良し、見どころはあるようだの」

　今、草原をのしのしと歩いてくる鉱人もそうだ。

　何が楽しいのかニヤニヤとしながら、腰に吊つった酒瓶びんを呷っている。

　なるほど、確かに銀等級なのだろう。腕の立つ魔術師なのだろう。

　だがしかし、だからといって教えを請いたいかは、また別だ。


　別だが──……。



「……」

　少年は、自分の嚙かみ締しめた歯が軋む音で、はっと我に返った。

「よし、では、頼めるか」

「おうともさ。そっちこそ術師がおらんからって下手踏むなよ」

「無論だ」

「あと今度酒でもおごれ」

「わかった」

　等と、目の前では二人の男が短いやり取りで意思いし疎通そつうを終えている。

　自分が口を一切いっさい挟めなかったことが恨めしく、睨にらむ少年の方をゴブリンスレイヤーが向いた。

「では言う事を良く聞いて、迷惑をかけないよう、真面目まじめにやれ」

　それは兄か姉が弟に良く言い聞かせるようなセリフだった。

　少年が「ふん」と鼻を鳴らしたのを了承と見たのか、ゴブリンスレイヤーは背を向ける。

　ずかずかと無造作な足取りで、彼はさっさと歩き出してしまった。

「あ、おい……！」

「ほれ、お前さんの相手はわしだ」

　何か取り残されたような心持ちで立ち上がりかけた少年の肩を、鉱人道士がぐいと摑む。

　小さいながらも無骨で分厚い手は、少年に痛みを覚えさせるほど力強い。

「座れ座れ。立って学ぶこと、座って学ぶこと、それぞれまた別。頭の使い方もの」

「……。わかったよ」

　座れば良いんだろ、と。ぶつくさ言いながら、少年はどっかと草原に腰を下ろした。

　遠く、威勢のよい掛け声と剣戟けんげき音おんが響いている。

　風が草葉を揺らす音と共に運んでくる、冒険者たちの練習だ。

　さらに入り交じるのは人足たちが資材を運び、工具を揮ふるっている作業の音。

　空は青く、日差ひざしは汗ばむように暖かい。少年は息を吐いた。

　それを見て取った鉱人道士が、緩ゆるやかな仕草で趺坐ふざし、にんまりと笑う。

「さて、わしゃ専門じゃねえが……お前さん術はいくつ、何回使えんだ？」

　それは少年が一番聞かれたくない事だった。

「《火球ファイアボール》。……一度だけ」

　少年はボソリと言って、唇くちびるを突き出した。

「……知ってるだろ」

「バカモン」とげんこつが落ちた。

「ぎぇっ!?」

「それが間違っとるっつーとんのだ」

　がつんとやられた頭を抑え、少年は声もなく呻うめく。

　頭はガンガンと痛む。これが魔術師の拳こぶしか？

　いや、鉱人か。くそう。少年は呻く。種族差はいかんともしがたい。

「う、うぐぐぐ……。い、ってぇ……。あ、頭割れたら、どうすんだよぉ」

「魔術師の頭が堅くてどうすんだ。割れたほうがええくらいだわ」

「……鉱人ってのは、戦士なのが普通じゃないのかよ」

「僧侶もおる。どだい、鉱人は智恵も精神も強いもんだ」

「ド、鉱人ドワーフの名賢者セージってのは、聞いたことあるけどさぁ……」

「そりゃあ小説だわい」

　深々と息を吐いた鉱人道士は「良いか」と、秘密を教えるように囁ささやいた。

「お前が持っとる呪文は《火球》だけじゃねえ」

「は？」

　思わず脳天の痛みも忘れてきょとんと顔をあげた少年の前に、突き出される指三つ。

「《カリブンクルス火石》《クレスクント成長》《ヤクタ投射》だろが」

「あ」

「三つの真言を組み合わせっから《火球》になんだぞ。わかっとるか？」

「いや、そりゃあ……」

　そうだけど、という言葉を少年は呑のみ込んだ。

　当たり前のことだ。

　彼の習う魔術は、三つの真に力ある言葉を組み合わせ、一つの術と為なす。

　それはつまり、真言一つ一つとっても、力を有しているという「当たり前」のこと。

　とはいえ術に比べれば遥はるかに弱い、

　だが。

　自分の気づいていなかった「当たり前」を指摘されて「なんだそんなこと」と思う奴は……。

　──ただの馬鹿だ。

　少年がすっと顔を引き締めたのに気づき、鉱人道士はにかりと歯を剝むきだした。

「ようし、少しは頭も砕けたな。ほんじゃ、それがどういう意味か言うてみぃ」

「……火を出す。膨ふくらませる。投げる」

「ほれ、これで選択肢は四つになった」

「四つ」

「お前さんは《火球》か、火をつけるか、何かを膨らませるか、何かを投射できるわけだ」

　ま、火球を投げたらそれでカンバンだけんど。

　鉱人の言葉に、少年はじっと自分の掌てのひらへ目を落とした。指折り、数える。


　────四つ。



　ただ《火球》をぶつけるしかないと思っていた自分が、四つも術を使える？

「……なあ」

「あん？」

「こんな簡単で良いのかよ」

「発想の転換……でもねえな。手札の確認よ」

　鉱人道士はそう言って、どこからともなく、遊戯用の札束さつたばを取り出してみせた。

　手妻か何かであろうか。太く短い指が鮮やかに閃ひらめき、札を切って扇状に広げる。

「役が安いのしかできんくても、手元に札があることにゃ変わりあるめ？」

「そんなもんかなぁ……」

「そんなもんよ」

　するりと元通りの束たばに整えられた札が、魔法の如ごとくあっさりと消え去る。

　鉱人道士は手妻の種をひけらかすことなく、しかしそれを明かすような調子で声を潜ひそめた。

「お前、べっぴんの姉ちゃん覚えとるか。魔女の」

「……ああ」

　少年は、あの肉感的な美女の姿を思い浮かべ、赤面しながらも頷いた。

「知ってるよ」

「あの姉ちゃん、《インフラマエ点火》つーて煙管きせるに火を入れとるぜ」

「……え、マジ？」

　と、少年が思わず素の声を漏もらしたのも無理はない。

　そんなことを学院でやれば、呪文の無駄遣いだと、教師にこっ酷ぴどく叱しかられたものだ。

　呪文とは真に力ある言葉。世界の理ことわりを書き換える神秘であり、世の調和を操作するもの。

　軽々しく使うものではない──それに、熟練の冒険者たちは良く言うではないか。

　──油断するな、迷わず殺れ、呪文を切らすな、竜ドラゴンには手を出すな……と。

「ま、そうポンポンと呪文使うのはよろしくねえ、ってぇのはわかる。けどよ？」

　鉱人道士は、そうさのう、といって、未いまだ合点がてんのいかぬ少年の前で腕を組んだ。

「例えば雨の中、火打ち石なし、葉も枝も湿気しけてる、けど火を焚たかにゃって時は使うわな」

「……まあ、そりゃ」

「だけんど知識があれば、そこで術を節約して火を起こすこたぁできる」

　枝と木の皮を組み合わせれば火を起こせるし、掘って出てきた枝は乾いているものも多い。

　あるいは薪まきの積み方次第では、燃やしながら湿った枝を乾かして燃料にすることもできる。

　知識は十二分に術を補うことができる。高度に熟達した技術は、魔術と見分けがつかない。

　ようは過程が違うだけなのだと、鉱人道士は言う。


　過程とは選択肢であり、選択肢とは──……。



「つまるとこ、手札よ」

「……」

「あとな」

　腕を組みうんうんと唸うなる少年をよそに、鉱人道士は腰の酒瓶、その栓を抜いた。

　ふわりと薫かおる酒精の匂においは、鉱人特有の火酒によるものだ。

「呪文使いの仕事ってのは、呪文を唱えることじゃねえぞ」

　ぽんと放り込まれた次なる問題に、少年は目を瞬またたかせた。

「呪文を使うことだぜ」

「……？　どう違うんだよ、それ」

「そこに気づかんと、どもこもならんぞ」

　謎かけリドルこそは魔術師の本分である。

　常に得意気に真実をひけらかす者の言葉に、どれほどの重みがあろうか。

　あるいは、そうして知り得た真実の、どこに価値があろうというのか。

　故にこそ魔術師は笑う。笑って言うのだ。

　そうかもしれぬ。そうでないかもしれぬ、と。

「火の玉だの稲妻いなずまだのを敵に投げるだけが魔術師と思うとる奴はな、トーシロよ」

　そして鉱人道士は、鮫さめのように笑って見せた。
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　ゴブリンスレイヤーはがちがちと火打ち石を叩いて火花を散らし、松明たいまつを点火した。

　松脂まつやにの焼ける臭いが、洞窟どうくつの中に満ちた湿気とカビ、腐敗した汚物の臭気と入り交じる。


　これでは小鬼どもに冒険者が来たと知らしめているようなものだが──……。



　不思議とゴブリンは、松明の臭いには反応しない事が多い。

　むしろ女だ、子供だ、あるいは森人だのの匂いを敏感に察知し、襲い掛かってくる。

　恐らくは腐敗臭との区別がつかないのだろうと、ゴブリンスレイヤーは考える。

　同時に、鎧の金気はなるべく消すに越したことはない、とも思う。

　いつ鼻の鋭敏なゴブリンが出てくるとも限らないからだ。


「うぇぇ……。ぜーったい、不公平よね……」



　故にこそ森人の匂いは念入りに消さねばならない。

　顔を汚した妖精弓手が、べそべそとしながら泣き言を言った。

　露骨に顔をしかめて嫌そうな顔をしながら、装束しょうぞくに泥を塗りたくっている。

　長耳が情けなく、しおれたように垂れ下がり、ふるふると揺れ動く。

「なんで私だけ塗らなきゃいけないのよう……」

「ゴブリンどもが興奮するからだ」

　ばっさりと切り捨てられ、妖精弓手はぶるりと細い肩を抱いて身を震わせる。

　この偏屈な冒険者と行動を共にして以来「興奮した小鬼」の犠牲者は幾度も目にしている。

　一度ならず小鬼に殺されかけた事を思えば、同じ立場になるなど想像したくもない。

　嫌なら、対処をするしかないのだ。

　妖精弓手は情けない声を漏らしながら、巣の入口に積まれた汚物を装束へ塗った。

「この間も使っていた香袋はどうした」

「……お金が」

　妖精弓手は、曖昧あいまいな表情をして目を逸そらした。

「……なくなっちゃって」

　こればかりは神代から血脈を継ぐ上森人ハイエルフにもどうにもならないらしい。

　常つね日頃ひごろからゴブリン退治を蛇蝎だかつの如く嫌う彼女が同行したのも、それが原因か。

　ゴブリンスレイヤーとしては感謝こそすれ、それ以上どうこうは思わなかったが。

「矢もそうだが」と彼はボソリと言った。「資源リソースの管理は重要だぞ」

「だからお金って嫌いよ！」

「そうか」

「使うとなくなるのよ!?」

「そうだろう」

「なのに生はえてこないし！」

「そうだな」

「納得いかないわ……！」

「そうか」

　怒気から長耳を激しく上下させながらの主張を、ゴブリンスレイヤーは聞き流す。

　重要なのはゴブリンが洞窟に残している壁画であった。

　壁には得体の知れない、稚拙ちせつかつ戯画的な動物の象徴が、赤黒く塗りたくられている。

　先の小鬼聖騎士ゴブリンパラディンとの戦いで略奪した焼印やきいんと比較し、類似点がないことを確認。

「ただのトーテムだ」

　ゴブリンスレイヤーは、生き物の血で描かれた印を擦こすった。

　ぱらぱらと乾いた血が剝はがれ、籠手こての掌に赤黒い汚れを残す。

「シャーマンがいるぞ」

「ふぅん」

　妖精弓手はさして気にもならないと、背の弓を降ろして矢を緩く番つがえた。

「数は？」

「二十足らずだろう」

　ゴブリンスレイヤーは洞窟前に積まれた汚物の量から、見当をつけた。

「行けるか？」

「やるのよ」

　妖精弓手が薄い胸を張って主張する。

「二人だからって舐なめられたんじゃたまんないもの」

　二人。

　そう、今回この小鬼の巣窟そうくつへ挑む冒険者は、二人だった。

　ゴブリンスレイヤーと妖精弓手。

　鉱人道士には少年の指導を頼んだ。

　蜥蜴僧侶リザードマンは女神官ともどもなにがしかの用事があるのだという。

　戦士と野伏レンジャー、二人だけで小鬼二十人の相手をするというのは、賢い選択ではない。

　だがしかし、ゴブリンは現れる。

　そして、彼はゴブリンスレイヤーなのだ。

　依頼は至極単純な──定型的テンプレートとさえ言える内容だった。

　村はずれにゴブリンが現れた。関かかわってこないならと放置していたら増長した。

　作物が盗まれた。家畜が奪われた。薬草摘みに出た娘が襲われた。攫さらわれた。

　助けてくれ──報酬は、薄汚れ、錆さびた、幾世代も前の貨幣が一袋。

　だが放置する理由はない。

　定型的。報酬が安い。だからなんだというのだ。

　敵はゴブリン。それ以外に何の理由がいるだろう。

　ゴブリンスレイヤーには、わからない。

「オルクボルグも、律儀よね」

　前を行く妖精弓手がちらりとゴブリンスレイヤーの方を見て、目を細めた。

「助けられそうな時は、毒気も水も火もやらないんだから」

　手遅れとか助けた後は容赦ないけど。妖精弓手はくすくすと鈴のように笑う。

「ほら、これ。ちょっとお腹なかに入れておいたら？」

　そしてゴブリンスレイヤーへ放られたのは、森人秘伝とされる小さな焼き菓子だった。

　既すでにリスか何かのようにコリコリと齧かじっている妖精弓手へ、彼はじっと兜を向けた。

「……。お前がいると」

「なによ」

「お前がいると」ゴブリンスレイヤーは、言葉を探し求めた。「賑にぎやかだ」

「……それ、褒ほめてるの？」

　半眼でゴブリンスレイヤーを睨んだ妖精弓手が、ととと、と小鳥のように距離を詰める。

　彼女は疑わしげに、そして微かすかに長耳と眉まゆを垂らして、上目遣うわめづかいに鉄兜の奥を見やった。

「うるさいって言ってない？」

「言葉以上の意味はない」

「……そ」

　素っ気ない一言。それを残して、くるりと妖精弓手は踵きびすを返した。髪が尾のように流れる。

　気ままな風のようにさっさと洞窟の奥へ行ってしまう彼女ではあるが……。

「ふふん」

　と、その長耳が機嫌よく揺れているのが、後ろから見ても良くわかった。

　無論、二人揃そろって呑気のんきしているわけではない。

　ここが敵地であることくらい、駆け出しでもなくば把握している。

　ゴブリンスレイヤーは兜の隙間から焼き菓子を押し込み、ばりぼりと咀嚼そしゃくしながら剣を抜く。

　妖精弓手の鋭敏な聴覚は、物音を捉とらえる度、ひくり、ひくりと長耳を震わせる。

　軽口──といっても妖精弓手ばかりだが──を叩くのも、精神の安定を保つ術だ。

　その証拠に、ほどなくして妖精弓手の足がぴたりと止まった。

「早いな」

「見張られてた感はないけど」

　言葉はいらない。

　ゴブリンスレイヤーは既に武具を構え、妖精弓手の纏う気配も張り詰めた弓の如く。

「娘を攫えば冒険者が来るのも、定型的か」

　有史以来、ゴブリンどもと冒険者は延々と戦い続けている。

　それは何も小鬼に限らず、あらゆる祈らぬ者ノンプレイヤーどもがそうだ。

　しかしてその気の遠くなるような歳月を積み重ねて、ゴブリンも学習したのだろう。

　冒険者は来る。

　必ず来る。必ず来て、殺し、俺たちのものを奪う。だから、殺そう。

　自らの行動を省かえりみ、慎つつしまない点こそ、ゴブリンのゴブリンたる所以ゆえんであった。

「どちらからだ」

「右」妖精弓手は目を閉じ、耳を震わせた。「五、六匹かな。武具の音も混ざってる」

「前はどうだ」

「今のとこは」

　二人相手に挟み撃ちをする気はないということか。

　ゴブリンスレイヤーは「ふん」と呟つぶやき、掌中で剣をさかしまに──刃を握って構え直した。

「不意打ちアンブッシュが自分たちだけの技能スキルと思っているな」

　次の瞬間、ゴブリンスレイヤーは鉈なたで薪を割るように、土壁へそれを叩きつけた。

「ＧＲＯＯＯＯＲＢ!?」

　掘削くっさくされて薄くなった土は脆もろくも崩れ、土砂となって横穴の奥へと降ふり注ぐ。

　先頭にいた一匹が、すわ何事かと泡を食って目を見開く。

　自分たちは間抜けな冒険者を囲んで叩いて、女の方を陵辱りょうじょくし、孕はらみ袋に──。

　ゴブリンスレイヤーはすかさずもう一撃を頭蓋ずがいへお見舞いして、その企たくらみを叩き潰した。

「一。こちらから攻める。行くぞ」

「狭いと撃ちづらいんだけどなぁ」

　と、言う程でもなく妖精弓手は瞬く間に三射し、ゴブリンスレイヤーの肩越しに三匹を射抜く。

「ＧＲＯＲ!?」

「ＧＯＯＢＢＲ!?」

　喉のど、左右の目にそれぞれ矢を生やした小鬼が斃たおれ、ゴブリンスレイヤーはその屍しかばねを蹂躙じゅうりんする。

「四……」

　柄つかが脳漿のうしょうにまみれた剣など使い物にならない。

　ゴブリンスレイヤーは額ひたいに剣を生やした小鬼を蹴倒けたおし、その武器である円匙スコップをかっさらう。

「……五」

　打ちかかってきた五匹目。その鶴嘴つるはしの一撃を、ゴブリンスレイヤーは叩いて逸らす。

　すかさず盾を括くくった手に持つ松明を、ゴブリンの顔面へと振り下ろした。

「ＧＲＯＯＲＲＯＲＢＲＯ!?」

　肉の焼ける音と嫌な臭い。顔面を炙あぶられたゴブリンが叫ぶのを、彼はそのままに許した。

　どうせすぐに襲撃の失敗は伝わるだろう。悲鳴を上げるに五秒は遅い。

　ゴブリンスレイヤーは一片の慈悲もない機械的手つきで、小鬼の首を円匙で討うち落とす。

「ＧＲＯＯＲＢ!!」

　何もされていないのに叫んだのは、最後の一匹であった。

　そのゴブリンは手にしていた鋸のこを放り出し、頭を抱えるようにしてうずくまる。

　べちゃべちゃと唾つばを飛ばしながら、惨めったらしく冒険者たちへ縋すがり付いた。

　──陵墓りょうぼの討ち漏らしか？

　ゴブリンスレイヤーは折れた松明を放り捨て、その赤黒く汚れた鋸を拾い上げた。

　鋸の刃を腰帯に通し、手挟たばさむ。次に松明を取り出し、燃えさしから火を移す。

「さて」

「ＧＯＲ!?」

　ゴブリンスレイヤーに蹴けり飛ばされ、そのゴブリンは悲鳴をあげて尻しりもちをついた。

　しかしすぐに哀れっぽい声と仕草でもってひれ伏し、頭を地面に擦り付けてくる。

　命乞い──多少は智恵があったのか、損得勘定をしたのか、降伏の概念を知っていたのか。

　一団の最後尾にいたのも合わせて、少しは小鬼どもの中でも位が高かったのだろうか。

　いや、他のゴブリンより一回りは体軀たいくが小さい。子供……と見るべきか。

「……オルクボルグ」

「ああ」

　妖精弓手の震えるような声に、ゴブリンスレイヤーは静かに頷いた。

　その幼いゴブリンは腰帯から毒短剣を抜こうとしていた。

　その幼いゴブリンは首飾りをしていた。

　略奪の結果として手に入れた、首飾り。

　錐きりで穴を開け、針金を通して繫つなぎ、鋸で切り落とした──真新しい若い娘の指が、十本。

　怯おびえ、媚こびへつらい、背に短剣を隠し持つ小鬼へ、ゴブリンスレイヤーは淡々と言った。

「皆殺しだ」
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「そういえば」

「ふむ？」

「ご一緒するの、初めてかもしれませんね」

「おお、そういえば。そうやもしれぬなぁ」

　蜥蜴僧侶はそう言って、尻尾しっぽをぱたりと揺らした。

　昼過ぎの訓練場。

　施設も半ば完成しつつあるとはいえ、まだまだ露天であるのは前述の通り。

　新米の冒険者たちも人足も三々五々に散らばり、思い思いに草原で昼食を広げている。

　いつもいつも差し入れが来るわけでもないし、来たとしても動けば腹は減るもの。

「さすがに、空腹までは祖霊や神々の力でも癒いやせませぬからな」

「《純水クリエイトウォーター》や《食料クリエイトフード》の奇跡、ありますよ」

　わたしはまだ授さずかっていませんけど。女神官の言葉に「ほほう」と蜥蜴僧侶は感心する。

「宗派が変われば恩恵も変わるというものですなぁ」

「そうですね。もっとも……今日はもう、ちょっとお祈りできそうにないですけど」

　二人が何をしに訓練場へ来たかといえば、修行を兼ねた治療役としてである。

　なにも危険なのは訓練中の新人冒険者ばかりではない。

　むしろ建設作業中の人足たちの方が、危あやういことは多いのだ。

　もちろん細やかな傷なら手当をするだけで済むが、骨折などは工事ばかりかその後に響く。

《小癒ヒール》で神々に治癒を嘆願するだけでも、大きく変わってくるものだ。

　やがて二人は連れ立って、野っ原の外れを食事の場に定めた。

　ちょこんと草の上に膝ひざを揃えて腰を下ろした女神官は、昼食の包みを紐解ひもとく。

　パンとチーズに薄めた葡萄酒の小瓶こびん、それに干した果物が幾許いくばくか。

「おや」と趺坐を組んだ蜥蜴僧侶が首を伸ばして覗のぞきこむ。「足りるのですかや？」

「ええ」

　質素倹約の美徳云々うんぬん以前に、少食な性質である。のだが。

「ちょっと、その」

　女神官は目線をそらし、はにかんだように頰ほおを染めた。

「冒険者になってから少し、太ってしまったようで」

「ははははは。なに、それは鍛えておるからですとも」

　蜥蜴僧侶が大おお顎あごを開け、愉快そうに声をあげる。女神官は頰をかいた。

「それにほら、街のご飯も美味おいしいですから……」

「いや、いや、少しばかり肥えた方がよぉ御座いましょうよ。いささか細すぎますからな」

「神官長様にも、同じような事は言われましたけども」

　やはり年頃としごろの娘ともなれば、聖職者なれど少しは気にかかるものか。

　なまじ牛飼娘やら受付嬢、魔女などと魅力的な女性が周りに多いのもあるかもしれない。

　女神官が「はぁ」と溜息を吐きつつ、手早く地母神ちぼしんに食事への感謝を祈り捧ささぐ。

　それを前に奇妙な手つきで合掌をした蜥蜴僧侶が、獣皮の包みを広げた。

「あ」と女神官が目を見開き、次いで微笑ほほえましげに目を細める。「サンドイッチ、ですか」

「ふふふふふふ」

　満面の笑みなのだろうか。蜥蜴僧侶がぐるりと目玉を回して、得意気にそれを持ち上げた。

　分厚く切ったパンにバターを塗り、牛の炙り肉を挟んであるのは良い。

　何よりも目をひくのは、パンから溢あふれそうな程たっぷりと挟んであるチーズであった。

　チーズに埋もれるようにして申し訳程度に肉が見えている辺り、主役は明らかにチーズ。

　普通のサンドイッチならば肉が主役でチーズが添え物だが、完全に逆転している。

「好きなモノを好きなように挟んで食べる。これぞ正に自由そのものでありますな」

「わからなくもないですけれど」

　子供のように得意気に語る蜥蜴僧侶へ、女神官はどうにか笑いを嚙み殺ころす。

「でも、ご飯は好きなモノを食べるのが一番ですよね」

「うむ。食事は文化なればこそ、文明なくばこうはいかぬ」

　言うなり、蜥蜴僧侶はがぶりとサンドイッチに齧りついた。

　一口で大半を食いちぎると、そのまま二度、三度と咀嚼して、ごくりと飲み下す。

「おお、甘露！　旨し！」

「ふふ。チーズ、本当にお好きですよね」

「うむ。これだけで拙僧せっそう、只人ヒュームの世に交わって良かったと思うておる」

　ぱたり、ぱたり。上機嫌に揺れては地を叩く尻尾を、女神官は何となく目で追う。

　彼女も彼女で小さく口をあけ、ちぎったパンを少しずつ運んでは口に含む。

　嚙み締めると穀物の味が強く滲にじみでてくる。それを葡萄酒と一緒にこくりと飲んだ。

「お故郷くにでは、どのように食事を？」

「拙僧らは、戦士であり狩人でありましたからな。獲ってきた鳥獣を喰らうのだ」

　蜥蜴僧侶はひとつ目のサンドイッチを早々に平らげ、ふたつ目に手を伸ばしていた。

「年少の戦士どもは年少の戦士ども。戦士は戦士。上の者は上の者で集つどうて食べる」

　あぐりとサンドイッチにかじりつきながら、片方の手で草をばしりと叩く。

「このように、地なり床なりに座してな」

「皆さんで一緒には食べないのですか？」

「王や隊長が兵士の国に入り浸びたっては、他の者が寛くつろげぬでな」

「そういうものですか」

「さりとて宴うたげはまた別。戦勝の暁あかつきには、広場に篝火かがりびを焚いて、ずらりと皆が座るのだ」

　女神官の脳裏のうりに、ふと異国の見たこともない風景が思い浮かぶ。

　密林の中、大樹の下に集まった大勢の蜥蜴人たちが思い思いに杯を掲げて酒を飲み、騒ぐ。

　皆の中央には巨大な野獣の姿焼きが置かれ、猛々たけだけしい戦士たちが肉を千切って声をあげる。

　何故だか一人だけチーズをかじって喜んでいる……というのは、まあ、勝手な想像だ。


　だが、少なくとも──……。



「とても、賑やかそうですね」

「おうとも」

　蜥蜴僧侶が自信たっぷりに請け負った。

「他にも、蜀黍もろこしだの馬鈴薯ばれいしょだのを採ってきて……」

「あ、お芋でしたら、チーズともあいますよ？」

「ほほう！」

　ぐわっと蜥蜴僧侶が身を乗り出してきた。爛と瞳ひとみが輝き、迫り来るように顎が開く。

　女神官が思わず「ひゃっ」と少し身を引いてしまうのも無理はあるまい。

「その話、是非とも詳しく！」

「え、ええと、わたしは神殿でしたから、それで作ったことがあるのですけど……」

　芋を刻み、牛乳と小麦粉とバターのソースに、チーズをかけ、竈かまどに入れて焼き上げるのだ。

　冬の祭日や何かのお祝いごとなどで、多少なりと豪華な食事にする時に作る料理。

「大広間に皆座って、お祈りを捧げてから、一緒にいただくんです」

「それは善よき哉かな……！」

　料理についても、その食事についても、と。蜥蜴僧侶は声をあげる。

「同胞はらからと共に飯を喰らうは、繫がりを深めますでな」

「はい」

　女神官は笑顔で頷き、はたと気づいて首を傾かしげた。

「あ、よかったら、今度一緒に作ります？」

「うむ、是非に」

「あ、美味しそうなもの食べてる！」

　と、快活かいかつで明るい声が飛び込んできたのは、その時であった。

　ひょいと女神官がそちらを向くと、まず目に飛び込んでくるのは裸足はだし。

　そこから小柄ながらも健康的に鍛えられた足が伸び、短ズボンの上には肌着。

　汗ばむのが暑いのか、ぱたぱたと襟元えりもとに空気を入れているのは、圃人レーアの剣士だった。

「いいなあ、サンドイッチ？　一口ちょうだい？」

　む、と蜥蜴僧侶は手にしたそれを口へ放り込み、咀嚼しながら威嚇いかくするように尾を振った。

「拙僧の教義に、食事を分け与えるというものはありませぬ」

「えーっ」

　とはいえ彼女は言葉ほど残念そうではなく、蜥蜴僧侶もすぐに目をぐるりと回して見せる。

「ま、アタシもご飯あるんだけどね！　一緒に良い？」

　そう言って圃人の少女はけたけたと笑うと手の包みを示した。

　赤いハンカチーフで綺麗きれいにくるんであるそれは、おやっと思うほどに大きい。

　干しあんずを齧っていた女神官は「んっ」とそれを飲み込んで、こくこくと頷いた。

「あ、はい。わたしは大丈夫です」

「拙僧も構いませぬぞ」

「じゃ、お邪魔しまっす！」

　とーぅと元気よく草原へ飛び込むように腰を下ろした彼女が、いそいそと弁当を広げる。

　それは、ふっくらと焼き上げた狐きつね色のパンケーキだった。

　只人の顔ほどもあるそれが一枚、二枚、三枚、四枚……なんとまあ、五枚も重なっている。

　圃人の体格差を鑑かんがみても尚なお多おおく、鉱人もかくやという量である。

　小瓶を取り出しコルク栓を抜いて、とろりとした蜂蜜はちみつをかけ、思い切りかじりつく。

　思わず女神官は目を瞬かせた。

「良く食べますねぇ」

「そりゃ、アタシたちは一日五回六回はご飯食べるもの」

　さすがに冒険中は無理だけど。そう言って圃人の少女は指についた蜂蜜を舐めとった。

「だから一回に食べる量を増やさないとね！」

「あはは……」

　女神官は曖昧に笑った。本来の回数でも毎回同じ量を食べているような気がしたからだ。

「そういえば……お手前は確か、今は単独行でしたかな？」

「うん、そーだよ。だから鼠ねずみ退治でもしよっかなーって、考えてたとこ」

　下水道の巨大鼠ジャイアント・ラット退治は、初心者冒険者向けの仕事の一つである。

　とはいえ、だからといって好き好まれる仕事ではない──冒険らしくないからだ。

　誰だれも彼も、鼠と戦うために冒険者になるわけではない。

　恐るべき怪物と戦い、洞窟を踏破し、宝箱から財宝を手に入れるためになるのだ。

　とはいえ。

　だからといって、それを単独ソロでやるのは困難が伴う。

「駆け出しの戦士ファイターなんて一山幾らだしねえ」

　一党パーティの当てもないのだ、と彼女は笑った。

　気の合う仲間と組んで冒険を始めたは良いものの、一人取り残されると、厳しい。

　──もしゴブリンスレイヤーさんがいなかったら。

　自分はどうなっていただろうか。

　女神官は、そう考える。

　奇妙なものだ。

　あの日、あの場で三人の仲間に声をかけられなければ、どうなっていただろう。

　彼らと共に冒険に挑まなければ、今この場にいることはなかったはずだ。

　冒険の結末、その後の戦い、積み重ねてきた日々。

　一秒毎、一秒毎のささやかな決断を繰り返してきたからこその、今。

「あの」

　そう思った時には、女神官の口から言葉が紡つむがれていた。

「良ければ、一緒に冒険……してみませんか？」

「ぼーけん？」

　言われた側の圃人の少女は、きょとんと不思議そうに首を傾げた。

「あの鎧のおにーさん、ゴブリンスレイヤーとかは？　今日はいないっぽいけど」

「あ、ええと……」

「実はですな」

　言いい淀よどんだ女神官の言葉を継ぐように、ぬっと蜥蜴僧侶が首を出した。

　彼はむぐむぐと口に含んでいたサンドイッチを咀嚼し、ごくりと喉を鳴らして飲み下す。

「昇級するのに、実力を証明せねばならぬ故、臨時で組んでくれる冒険者を探している、と」

「たぶん、一度だけになってしまうとは思うのですけど……」

「ふむん」

　申し訳なく眉を垂らした女神官の顔をじっと見つめ、圃人の少女は腕を組んで彼方かなたを見た。

　有象無象モブと呼ばれそうな新人冒険者たち。

　思い思いに寛ぐ彼らの中には只人の戦士も、鉱人の戦士もごろごろといる。

　鍛えぬかれたものか生来のものか、筋骨隆々としているものも、ちらほらと。

「言っとくけど、私、ぶっちゃけ大したことないよ？」と、微かに笑った。

　彼女は鍛えられている、けれど只人や鉱人よりは細い腕をまくって見せた。

「ほら、圃人だし。装備も良くないし。ただの戦士だし」

　薄手の革鎧。剣も盾も、悪いものではないにしろ、いかんせん大きさは小さい。

　技量と体力と装備を合わせて考えれば、彼女以上の戦士などごろごろいるだろう。

「良いの？」

「しかれども」と、蜥蜴僧侶は威厳たっぷりに頷いた。「幸運がある」

「幸運て……」

「縁と言い換えても良かろうでしょうや。……なあ？」

「はいっ！」

　女神官は蜥蜴僧侶に躊躇ちゅうちょなく応こたえた。きっぱりと、薄い胸を精一杯に張って。

「あの時、わたしたちに水薬のこととか、聞いてましたよね。だから……！」

　声をかけたのだ。そう言われて、圃人少女は「ありゃ、覚えてたか」と頭をかいた。

「……いいよ、うん、だいじょーぶ。ただ、私とキミだけじゃ、ちょーっと厳しいね」

　だから、と言葉を切った圃人の少女は、両拳をしっかと握り、ぐっと高々掲げて見せた。

「他にも誘おう！　まっかせて！　当てはあるんだ！」

「あ、わたしも行きます！」

　思い立った圃人の行動は早い、早い。

　もうタッと兎のように走っていった彼女を追いかけるべく、女神官も立ち上がる。

　去り際、ぱたぱたと駆け出した女神官はくるりと振り返り、深々と蜥蜴僧侶へ頭を下げた。

　この蜥蜴人の竜司祭が、わかっていて水を向けたことくらい、気づけぬわけがない。

　もう彼ら四人と一党パーティを組んで、一年にもなるのだ。

　蜥蜴僧侶が気にするなと鷹揚おうように手を振ると、彼女はまたもう一度頭を下げる。

「おーい、早くいこーよ。みんな食べ終わったらまた訓練はじめちゃうよー」

「あ、はい！　すみません、ありがとうございます……！」

　既に駆けて行った先では「てぇーい！」と圃人の少女が、赤毛の少年を蹴り飛ばしていた。

　遅れて追いついた女神官がぺこぺこと頭を下げて事情を説明。鉱人道士が胴間どうま声ごえで大笑い。

　その間に圃人の少女は次なる標的と見定めた、新米戦士と見習聖女へ飛び掛っている。

　せっかく二人で昼食だったのにとキーキー怒る見習聖女を圃人少女が受け流す。

　そこへ女神官が少年を連れて駆けて行って、またペコペコと謝り……。

「いやあ、縁は人徳、人徳は縁と」

　その光景全すべてを、サンドイッチを齧りながら眺ながめ、蜥蜴僧侶は満足そうに首肯する。

　なにしろ、一年も付き合っているのだ。

　あの少女の心根、人の良さくらいわからないはずもない。

　──さて、とすれば。

　蜥蜴僧侶は、最後のサンドイッチを名残惜なごりおしくも大胆に齧りながら、しみじみと考える。


　──この一党パーティの中心にある、あの偏屈で変わり者の小鬼殺し殿の徳となろうか──……。
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　ちちち。ち、ちち。ちちち。

　微かな金糸雀カナリアの囀さえずりを耳にして、牛飼娘は眠りの淵から身を起こした。


「ん……ん、ぅ……？」



　ごしごしと目尻を擦り、数度の瞬き。大きく伸びをすると、そこは食堂の椅子の上だ。

　テーブルに突っ伏して、いつのまにか寝入ってしまったらしい。

　気づくと既にとっぷり日は暮れていて、部屋の中も薄暗く、淡い双月の光だけが中を照らす。

　卓上を見ると、すっかり冷めてしまった紅茶入りのカップがひとつ。

　どうやら彼を待っている間に、眠りこけてしまったようだ。

「……ん、痕あとついてないよね」

　強張こわばった頰をもみほぐすように手をあてがうと、ぱさりと肩から毛布が落ちた。

　伯父によるものだろう。春先といえど夜は冷える。牛飼娘はそれを拾い上げ、羽織はおり直す。

「感謝、感謝、と……」

　その間も金糸雀は「ちちち」と忙せわしなく鳴いて、籠かごの中をバタバタと飛び回っている。

　牛飼娘は手早く蠟燭ろうそくに火を灯ともして、手燭しゅしゅくで籠の方へと歩み寄った。

「どうしたー？　ちょっと寒かった？　それともお腹すいたかなー？」

　幼子にかけるような声の調子になってしまうのは、仕方のないことだと思う。

　ちょっと身をかがめて籠の中を覗き込むと、金糸雀が小首を傾げてこちらを窺うかがっている。

　窓にはうすぼんやり、揺れる炎に照らされた寝巻き姿の自分が映る。

　──ベッドで寝直した方が良いかなぁ。

　とは思うのだけど、どうにもやはり、そんな気持ちにはなれない。

　──ついていければ、一番良いのかなぁ。

　そのまま窓辺により掛かるようにして頰杖をついて、溜息。

　無理だし無茶だし、思う端から否定ひていできてしまう妄想ではあった。

　彼女自身鍛えていて、まあその、あまり認めたくはないが、同年代の娘より体格も宜よろしい。

　とはいえ、だからといって武器を揮って怪物と相対せるかとは別問題だ。


　それに第一、自分までどこかへ行ってしまったら、彼が帰ってこなくなるのでは──……。



「……わ、すごい自惚うぬぼれ」

　そう考えると、思わずくすりと牛飼娘顔から笑みが零こぼれた。

　と、その時であった。

　不意に、がたごとと音がして、ドアが開いたのだ。

　同時に隙間から流れこむ夜の空気に混じって、奇妙な臭いが漂ってくる。

　鉄錆てつさびの香り。泥と汗と埃ほこり、それに血。

　顔を見なくたって、牛飼娘には一目いちもく瞭然りょうぜんだった。

　──彼の匂いだ。

「おかえりー」

「……ただいま」

　柔らかな声に対するのは、低く淡々としたぶっきらぼうな声。

　ばたりと後ろ手にドアを閉める仕草は精一杯に気を使った、けれど少し大きな音を伴うもの。

　牛飼娘が振り返って、にへらと頰を緩めると、彼は訝いぶかしむように鉄兜を揺らした。

「起きていたのか」

「んーん。今起きたとこ」

「起こしてしまったか」

「それも違うから大丈夫。むしろ起こしてもらった、かな」

　牛飼娘が人差し指で鳥籠をつつき「ねー」と声をかけると、金糸雀が「ちぃ」と鳴く。

「すごいよね。君が入ってくる前から、帰って来たのわかるんだもん」

「ふむ」

　彼は低く声を漏らしながら椅子を引き、どかりとそこへ腰を下ろした。

　武具や防具ぐらい外せば良いのに──とは、牛飼娘は言わない。

　彼女はひょいと窓辺から離れ、台所に吊るしてある前掛けを寝巻きの上から手早くつける。

「ね、ご飯は？」

　背中側で紐ひもを結びながら肩越しに彼を振り返ると、彼は「そうか」と低い声で呟いた。

「もらおう」そして、静かに付け加える。「何でも良いぞ」

「シチューだよ、用意してあるから」

　一瞬の間を置いて、

「……そうか」

　と、彼はやはり、こっくりと頷いた。

　再び竈かまどに火を入れて鍋を暖め皿によそってシチューを出すまで、少しの時間がかかった。

「あ、ちょっと鎧とか拭ふいといた方が良いかも」

「そうか？」

「うん。そこ、手拭てぬぐいあるから」

「ああ」

　彼はごしごしと素直に、けど乱雑な手づきで兜と鎧の汚れを拭った。

　もちろんそれですぐ落ちるほど簡単なものではないけれど、牛飼娘は良し、と満足する。

　そしてごとりと置かれたシチューを、彼はがつがつと兜の隙間から貪むさぼるように食べ始めた。

　もう春で、寒くもないのにわざわざシチューを作るのは……言うだけ野暮やぼというものだろう。

「ここ最近、ずっとだね」

　その姿を対面に座った牛飼娘は、両手で頰を支えるようにしながらにこにこと見守った。

「何がだ」

「出ずっぱり」

　牛飼娘は布巾を摑むと卓上に身を乗り出し、ちょいちょいと兜に散った汁を拭う。

「ゴブリン──だけじゃないか、訓練場の方もだよね」

「ああ」

「忙しい？」

「……いや」

　彼は少し考えた後、よくわからないと言う様子で兜を傾かたむけた。

「……どうだろうな」

　ふむん。元の通り座り直した牛飼娘は、頰杖を突いて彼の様子を窺う。

　もちろん、庇ひさしの奥に隠れた瞳の色なんて、見通せるわけもないのだけれど。

「やっぱり」

　牛飼娘は、くすりと喉の奥で笑いを転がした。

「あそこに何か建つのは嫌なんだ？」

　ぴたり、と。匙を持った彼の手が止まった。

「いや、嫌っていうのとも違うかなぁ」

　うぅん。わざとらしく考えこむ素振そぶり。

　彼の様子が昔と何一つ変わっていなくて、悩むふりを誤魔化ごまかすのが一苦労だった。

「たぶん、寂さびしいんだよね」

「……」

「それに、あの子の事も気になる」


「…………」



「気になるけど、自分がいろいろ手を出したりする良い方法が思い浮かばない」


「………………」



「その間もゴブリンは何か色々やってるみたいだし……」


「……………………」



「じっとしてると不安でしょうがない」

　黙っていた彼が、手にしていた匙を放り出した。深々と溜息を吐く。

「……良くわかるものだ」

「そりゃあ、何年も一緒におりますゆえ？」

　とうとう堪え切れなくなって声を漏らして笑いながら、牛飼娘はウィンクをひとつ。

　兜の奥から真まっ直すぐにこちらへ向かう彼の視線。それを受け止めようと、牛飼娘は身を正した。

「お前は、何も思わないのか」

　問いかけはたった一言。

　しかし、その意味、そこにある思いがわかるのは──きっと自分だけだ。

　いや、自分さえも正しく理解できているかというと、自信がなくなりそうになる。

　だけれど、伯父はあの小さな村の住人ではなかった。

　もはや残っているのは彼と──自分だけ。

「そりゃあ思わなくも、ないけど」

「……」

「池で水遊びしたこととか、他にも、色々、あったしさ」

　覚えている。

　レンガを積み上げた小さな家で待っている両親の声。

　日に焼けた石垣のぽかぽかとした暖かさ。

　村を通る土の小道を走った時の風。畑を耕たがやす大人たちの鍬くわや鋤すきの音。

　拵こしらえが悪くてぎいぎい軋むつるべで汲んだ井戸水の冷たさ。

　丘の上に立った小さな木、その洞うろに宝物を隠した時の胸のどきどき。

　地平の彼方、広野の果てに沈んでいく真まっ赤かな夕陽ゆうひを二人で見た時の気持ち。

　夜更よふけまで草原に寝転がって双月と星を見た時の、背中のちくちくとした草の感触。

　遅くなって怒ったお父さんにはたかれた痛み。腹を立てて閉じこもった屋根裏の寂しさ。

　うとうとした時に下から漂ってきたお母さんの朝ごはんの香り。

　何もかも覚えている。

　それはもう、どこにもない──彼と彼女の心のなかにしかない世界で。

「でも、仕方ないかなーって」

　だからこそ、牛飼娘はそう言って、力なく微笑んだ。

「何でもそう。世の中は廻まわるし、あたしたちは生きてるし、風は吹くし、お日様は昇って沈む」

　くるり、くるり。人差し指を立てて、宙空に円を描いてみせる。

　あれから短いようで、長い月日が過ぎた。

　十年、十一年。子供は大人になる。景色も変わる。街も、人も、何もかも。

　万物は流転し、変転し、留まることをしらない。想おもいや、思い出さえも。

　変わらぬものなどあるものか。不変な事象があるとすれば、その理だけが不変なのだ。

　──そりゃあ変わるのが良いことか悪いことかは、わかんないけどもさ。

「なら、変わること自体は、受け入れていかないとね」

「……そうか」

「そうだよ」

　うん、と牛飼娘は頷いた。

「そうなんだよ、きっと」

「そうか」

　それきり、彼は黙りこんだ。

　色々なことがあった。そう、彼は思う。

　一年。思えば、あの神官の少女を助けるため──正しくは小鬼を殺すため──の冒険から。

　妖精弓手、鉱人道士、蜥蜴僧侶との出会い。あの何とかという怪物との戦い。

　牧場を襲った小鬼の軍勢との戦い。槍やり使いや重戦士らの助力と勝利。

　水の街の地下水道から湧わき出でた小鬼ども。小鬼英雄チャンピオンとの対決。剣つるぎの乙女おとめ。

　秋の祭りでも、自分は大勢の知己ちきを得られていたことを思い知らされた。

　そして冬の雪山での、小鬼聖騎士ゴブリンパラディンとの戦い。

　かつての自分と、今の自分、そこには確かな変化があった。

　でなくば、あの少年の面倒を……見ようなどと思っただろうか。

　人生の岐路は常にある。

　彼はもうどんな道だって選べるだろう。

「……」

　だが。

　だが、しかし。


　────ゴブリンに毒の短剣食らって死ななけりゃあ、今だっていたよ!!



「……まだ、無理だな」

　彼は、ゴブリンスレイヤーは、そう静かに呟いた。

「……うん」

　こくり。牛飼娘が、どこか寂しげに頷く。

「……そっか」

「確証はないが、またぞろ、小鬼どもが動いている」

　ゴブリンスレイヤーは言葉を選び、考えながら慎重に言った。

　工具を盗みだしたゴブリン。にわかに訓練場の周りで騒ぎ始めたゴブリン。

　訓練場の建設、その物珍しさに興味を抱いているだけか？

　──ありえんことだ。

　予兆はあった。前兆はあった。

　それは強迫観念めいた考えかもしれないが、彼の中では繫がっているように思えた。

　宿命によるものか、偶然によるものかはさだかではない。

　だが、彼はゴブリンと戦わねばならないことを確信していた。

「だから、俺はやらなければならない、と思う」

「うん。うん……わかってる」

　視線が交わった。

　牛飼娘の、不安げに揺れる瞳と。鉄兜の奥から、真っ直ぐに向けられた瞳とが。

　彼女の喉が震えた。何を言うべきか、どう言うべきか。幾度か口を開き、閉じて。

「……待ってる、からね」

「ああ」

　そうして、ゴブリンスレイヤーは席を立った。空になった皿を残して。

　ドアの閉まる音が響き、また一人きりになった食堂。

　蠟燭の頼りない光から顔を背そむけると、牛飼娘はうずくまるように頭を抱え、卓上にうつ伏せた。

　金糸雀の微かな鳴き声は、何の慰めにもならなかった。
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　それから三日は、何事も起きなかった。

　冒険者たちは冒険に、訓練に、あるいは友好を深めることに明け暮れを費やした。

　間違いなく、有意義な時間であったといえる。

　戻らぬものは川の流れと時の砂。たとえ神々でさえ、振った骰子サイコロの目は戻せない。

　故にこそゴブリンは確実に現れる。宿命であれ、偶然であれ。

　三日後──黄昏たそがれ時のことである。
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「やぁれやれ、やっとこさ終わったか……。」

　それに最初に気づいたのは、一人の人足であった。

　沈みかけた夕陽ゆうひを遠く透かし見て、肩に円匙スコップを担かついで大きく一息。

　彼は取るに足らない男で、商家の奉公人になる気もなく、けれど遊んで暮らせる金もない。

　結果こうして円匙を手にして汗水垂らして働いてるのだが、それさえも不満な男だった。

　──畜生、良いなぁ、女冒険者ってなぁ。

　決して身綺麗みぎれいにしてるわけではないが、動きやすい姿で走り回る女たち。

　あるいは魔法使いや聖職者とかが着込んでいるダブダブとしたローブを纏まとった娘たち。

　化粧と香水でケバケバしい商売女どもとはわけが違う。

　もちろん真に高級な娼婦しょうふともなれば別次元なのだが、男はそんなものとは無縁だった。

　そしてそんな女どもと寝食を共にしている冒険者たち。

　気楽なのだろうなと思う。好きに生きて、好きに死ねる。羨うらやましいなあと思う。

「良い気なもんだ。怪物ぶっ殺して財宝奪ってハックアンドスラッシュ大金持ちか」

　そりゃあそう簡単なものではない事ぐらい、男にだってわかる。

　が、誰だれしも人は「自分だけは違う」「自分だけは成功する」と思いたがるものである。

　そして当然、物事の「都合の良い面」だけを見ようとしたがるものだ。

　冒険者になろうかと妄想を弄もてあそぶ男は、まさにそれだった。

　大成功とまではいかなくても良い。勇者になんかなれなくたって構わない。

　そこそこ質の良い装備で身を固め、村の一つ二つでも助けて村娘に感謝されたり……。

　ああ、奴隷に身を落とされた貴族の令嬢を買い取って、面倒を見てやるというのも良い。

　仲間には美人な魔法使いでも連れて、徐々に仲間を増やしていく。それも美しい女たちを。

　他ほかの誰もが思い浮かばぬような──男にもよくわからない──抜け穴を突いて成果をあげて。

　そして最後には好きな女と家を構えるもトラブルの方からやってきて「さあ冒険だ！」と。

「……へへっ」

　彼の「そこそこの成功」は現実には決して「そこそこ」足り得ないが、知ったことではない。

　ようは自分にとって都合の良い妄想を楽しんでいるだけなのだ。

　それは誰かに指さされて笑われるような事ではない。他愛たあいのない遊びであった。

　働いて、酒を飲み、飯を食って、女や友人と遊び、不平を漏もらし、時に夢想し、生きていく。

　それで良いのだ。

「……あん？」

　そうして、それに最初に気づいたのは、彼であった。

　訓練場──既すでにだいぶ柵さくも出来上がり、完成が近づいたその一角。

　覚えのない盛り土があった。

　土とて資源であるから、掘った土砂は指定の場所に積むのが規則だ。

「ったく、誰かサボりやがったな？」

　面倒くさくなる気持ちはわからないでもない。彼だってこっそり適当に積んだことはある。

　が、いざそれに気づいたのが自分で、始末しなきゃならないとなると、苛立いらだちもする。

　いっそ見て見ぬふりしてしまおうかとも思うが、都合悪く手には円匙がある。

「……しゃあねえなあ」

　どれ、ちょっと動かすだけだ。明日嫌な思いをするより今やって気持よく寝ちまおう。

　そう思った彼が土の山に近づくと、その向こうで微かすかに動く人影があった。

　夕闇ゆうやみの中、子供ほどの大きさの──しかし醜悪な顔つきの生物が、這はうように蠢うごめいている。

　──ゴブリン!?

　その時、彼が声を漏らさなかったのは褒ほめられてしかるべきだろう。

　続けての対応も、決して誹そしられるべきものではない。

　彼は両手で円匙を握り締めると、そろそろと足音を潜ひそめて歩み寄り、円匙を振り上げた。

「ＧＲＯＢ!?」

　土砂で研ぎ澄まされている円匙の穂先は、戦斧せんぷもかくやという威力で小鬼の頭蓋ずがいを砕いた。

　どす黒い血と脳漿のうしょうを撒まき散らして崩れ落ちたゴブリンの死骸を、男は思い切り踏みしめる。

「ははッ！　どうだ、ザマミロ……！」

　ずるりと円匙を引き抜くと、ねとりとした血潮ちしおが糸を引いて伸び、男は顔をしかめた。

　冷静に考えたらこれは明日も使う道具なのだ。洗っておかねばならない。

　だが嫌悪感と共に、見事期待に応こたえてゴブリンの頭をかち割ってくれた頼もしさもあった。

「しっかし、こいつらどっから……穴掘ってきたってのか？」

　円匙に血振りをくれてやりながら、ニヤニヤと男は穴蔵を覗のぞき込んだ。

　粗雑な、けれどしっかりとした作りの竪穴たてあなだ。ゴブリンが掘ってきたのだろう。

　穴の奥底は見えない──いや、穴が暗いだけではない。日が見る間に落ちているからだ。

「……」

　男はぶるりと身を震わせた。得体のしれぬ怖気おぞけが背筋を走った。

「いいや、いいや。俺おれが調べるこたぁない。ここには冒険者がいるんだ」

　彼らに任せっちまおう。自分の仕事じゃあない。とはいえ報告をしなければ。

　その時だった。


「ぁ……ッ!?」



　ずきりと右足に鋭い痛みが走ったかと思うと、ぐらりと視界が傾かたむいて地に落ちた。

　なんだ？　そう思って強引ごういんに身体をひねって見れば、足首からはじくじくと血が滲にじんでいる。

「ＧＲＯＢ！　ＧＲＯＯＲＢ!!」

　そして、得体の知れない粘液のついた短剣を手にしたゴブリンが一匹──いや。

　げたげたと声を殺して嘲笑あざわらう小鬼が、十、二十と、夜陰の中から身を起こすように現れる。


「……　──　────……」



　人足は助けを求めようと口を開けるが、舌がもつれたように震えて言葉にならない。

　刺された脚からビリビリと痺しびれるような痛みが。

　喉のどがひりひりと乾く。口の中が粘つき、血の味がした。息が吸えない。視界が裏返る。

　ゴブリンが一匹だけでないと、彼はどうして気づけなかったのだろう。

　故に当然、彼はゴブリンが毒の短剣を扱うことにも気づけなかった。

　ほどなくして、彼は死んだ。

　しかしもちろんのこと、今夜死ぬのは──彼が最初でもなければ、最後でもなかった。
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「今夜は音を立てずにゴブリンを殺す八つの方法を──……」



　ゴブリンスレイヤーが新米たちに向けてそう説いた時、悲鳴があがった。

　夕暮れ時から夜にかけて、なにも街へ戻る冒険者ばかりではない。

　冒険を夜に行わない保障などない。そうでなくとも遺跡や迷宮、洞窟どうくつは薄暗いのだ。

　双月と星の灯を頼みに夜間の訓練を行うことは決して無駄ではないはずだった。

　少なくともそう考えた冒険者──赤毛の少年や圃人レーアの少女、それに新米戦士と見習聖女。

　その他十余名は、そうして他冒険者らが帰路についた後も、訓練場の広場に集まっていた。

「な、なんだ……!?」

「悲鳴……だよね、今の」

　年少の冒険者たちがこわごわと顔を見合わせて、早口で囁ささやき合う中。

「……」

　ゴブリンスレイヤーだけは腰の剣に手をかけ、それを引き抜いていた。

　彼の行動は素早い。

　困惑する少年少女らを他所よそに素早く視線を周囲に走らせ、悲鳴の源に当たりをつける。

　悲鳴は一度きりではない。僅わずかな間を置いて、二度、三度。

「お、おい、何かあったんじゃねえのか……!?」

「騒ぐな」

　赤毛の少年が戸惑い気味に口を開いたのを、ゴブリンスレイヤーはピシャリと黙らせた。

「防壁について、呪文じゅもん遣いを囲む半円陣を組め。前衛、武器を持て」

「わかった」と、新米戦士が緊張の面持おももちで見習聖女を背に庇かばう。

「……なあ、演習とかじゃないんだよな、これ」

「だとしても」とゴブリンスレイヤーは短く言った。「手を抜いて良いことはない」

「う、うぅ……やだなあ！　アタシ、怖いんだか、怖くないんだか、わかんないや！」

　あははと乾いた笑い声をあげ、圃人の少女もまた小さな剣と盾とを持ち上げ、構える。

　その表情は強張こわばっており、夜よ闇やみにもはっきりと、顔が青ざめているのがわかる。

　恐怖、緊張、間違いなくその両方。森人エルフほどは長くない尖とがり耳が、微かに震えている。

「ち……ッ」

　舌打ちをしたのは、赤毛の少年であった。

　彼は杖つえを振り上げると、まだ事態を飲み込めていない他の新米たちへと向き直る。

「おい、聞こえなかったのか！　ボサボサするな！　陣形組むぞ！」

「お、おお……」

「わかった、わかった……！」

　先達ではなく同期の言葉だったからだろうか。

　未いまだ思考が追いつかず、事態を飲み込めていなかった者たちが、やっとこ動き始めた。

　各々おのおのの武器を思い思いに携たずさえ、不器用で不格好ながら、壁から伸びる半円陣を組み始める。

「ほら、そこ、ちゃんと盾をあげて！　隣の人と後ろの人を守って！」

　見習聖女が檄げきを飛ばし、不慣れな連中に発破をかけていく。

　そういえば新米戦士も見習聖女も、鼠ねずみ退治ばかりとはいえ実戦経験はあるのだ。

　圃人の少女も、赤毛の少年も同じ。初心者から着実に一歩を踏み出している証拠だろう。


　その一歩が二歩、三歩と続いていけば──……。



「……」

　その様を見て、ゴブリンスレイヤーは誰にも悟られぬよう、低く唸うなった。

　新米どもを置いて事態を確認すべきか、それとも彼らを守り続けるべきか。

　迷った上で……彼らを放置しておきたくはないと、そう思ってしまったのだ。

　──馬鹿ばかな考えだ。

　自分でも不思議ではあった。

　この状況で情報収集を怠るなど、全滅を待つのと同じ事だろうに。

　そもそも考える事自体、時間の無駄だ。考えるまでもないのだから。

「少し待機していろ」

　結論を下したゴブリンスレイヤーは、一同を見回し、迷いなく言った。

「十五分経たっても戻ってこなければ、独自に動け」

「独自って……」

「俺は死ぬか、そうでなくとも怪我けがをしたということだ」

　ゴブリンスレイヤーは淡々と言った。新米たちのざわめきを、努めて無視して。

「街へ戻るのが最上だろうが、難しいようなら朝まで粘れ」

　そして走りだす。振り返ることなく真まっ直すぐと。

　悲鳴はさらに数を増している。雄叫おたけび、怒号。武具のぶつかる音。剣戟けんげき音おん。

　いつしか音は四方八方へ広がり、まるで押し潰つぶすかのように彼を包囲した。

　春の夜、まだ氷精の息吹を残した冷たい暗闇くらやみの中では、事態の判別などつきようもない。

　建設途中の家屋から伸びる影が不気味に大きく、ゴブリンスレイヤーは息を吐はいた。

　──いや。

「……一つ」

　ゴブリンスレイヤーは疾駆しっくしながら、無造作に右手の剣を投げ撃った。

　建設中の施設、脇わきに積まれた建材の影。放たれた刃はギャッという断末魔をもたらす。

　物陰へ入ったゴブリンスレイヤーは喉を貫かれ絶息した小鬼の腹を踏み躙にじり、剣を引き抜く。

　斃たおれたゴブリンの手からは、赤黒く汚れた円匙が零こぼれ落ち、からりと音を立てた。

「やはり、ゴブリンか」

　その短い言葉にどれほど意味が込められていただろうか。

　暗闇に潜む小鬼、その数はあと二つ。闇の中が見えずとも、燃える瞳ひとみは見て取れる。

　それに足裏に感じる粘ついた感触──渦うずを巻く鉄錆てつさびの臭におい。

　うずくまるように斃たおれた、新米の冒険者だった。

　職業はわからない。年齢も。種族も。

　その冒険者には、顔がなかった。

　頭頂から顔面までを、鋭いもので容赦なく叩き割られたのだろう。

　だが僅かに膨ふくらんだ胸元むなもとと、びくびくと痙攣けいれんする手足の線から、女性だと知れた。

「ＧＯＲＯＲＯＢ!!」

「ＧＲＯＯＯＯＲＯＲＢ!!」

　叫び声をあげて飛びかかってくる小鬼へ、ゴブリンスレイヤーは無言で剣を叩たたきつけた。

　金属と金属のぶつかる澄んだ音。ゴブリンの手には鶴嘴つるはしがある。略奪品だろう。

　ゴブリンスレイヤーは躊躇ちゅうちょなく踏み込み、片手で鶴嘴を抑えこみにかかる、が。

「ＧＲＯＢ!!」

　もう一匹。やはり鶴嘴を握ったゴブリンが、その鋭い先端を容赦なく振り下ろす。

「……ッ」

　鋼鉄の嘴くちばしが、掲げられたゴブリンスレイヤーの盾を貫いた。もともとピックは鎧よろいに強い。

　だが、これで良い。

　ゴブリンスレイヤーは左腕を強引に捻ひねり、盾に食い込んだ鶴嘴を小鬼の手からもぎ取る。

　同時、右のゴブリンへと容赦なく脚を振り上げ、その股またぐらを蹴けり上げた。


「ＧＲＯＯＯＲＯＲＯＲＯＢＢ！？！？」



「二」

　足先に何かを潰す嫌な感触を覚えるが、濁った悲鳴とて知ったことではない。

　悶絶もんぜつするゴブリンの頭を作業的に踏みつけながら、ゴブリンスレイヤーの剣が唸る。

　左方、たった今無手となって逃げ出さんとするゴブリンの背へ、躊躇なく投擲とうてき。

「ＧＯＲＯＯＲＢ!?」

「そして」

　たとえ即死することはなくとも鉄塊で脊髄せきずいを砕かれれば、身動きはとれまい。

　ゴブリンスレイヤーは足裏でジタバタ藻搔もがくゴブリンの後頭部を、容赦なく踏み潰した。

　腐り落ちた木の実を踏んでしまったような嫌な感触。血と脳漿を振り払って、前へ。

　びくびくと痙攣しているゴブリンの延髄を刃で突き刺し抉えぐり、完全に息の根を止める。

「三、だ」

　そして盾に食い込んだままだった鶴嘴を、ゴブリンスレイヤーは強引に引き抜いた。

　穂先には真新しい土。どこからか横穴を掘ってきて、この訓練場を襲ったのだろう。

　そこまでしてこの場所を襲いたいのだろう。この場所の者を殺したいのだろう。

　ゴブリン。

　ゴブリン。

　ゴブリン。

　気に入らなかった。

　何もかもが気に入らなかった。

　ぐるりと天地が廻まわる。

　死体が四つ。ゴブリンが三。冒険者が一。

　十年前の夜のようだ。

　もはや逃れる事はできない。わかりきっていた事ではないか。

　自分はゴブリンスレイヤーなのだ。

「……誰か、そこにいるんですか……！」

　その時だった。

　鋭い誰何すいかの声と共に、新たなる人影──冒険者が物陰へと駆け込んできた。

　まあ無理もあるまい。

　暗がりの中、血の臭いを漂わせ、武器を手にした者が佇たたずんでいれば、誰でもそうだろう。

　しかし、その錫杖しゃくじょうを持った冒険者は、相手の正体を摑つかむと目を瞬またたかせてから破顔した。

「ゴブリンスレイヤーさん！」

「無事か」

「はいっ」

　女神官は両手でしっかと錫杖を握ったまま、こくこくと嬉うれしそうに頭を上下させた。

「今日も治療のお勤めで。奇跡を使い切ったから、部屋でお休みを頂いてたのですが……」

　彼女の視線が、地に斃れた小鬼……そして冒険者の死骸へと向かう。柳眉りゅうびがひそめられた。

　女神官は白い法衣が血に染まるのも厭いとわずに跪ひざまずくと、反射で痙攣の続く死者の手を握る。

「ゴブリン、ですか」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーはそちらを見ようともせず、剣に血振りをくれた。

「奇跡は残っているのか？」

「……休みましたから。三回、ちゃんと嘆願できます」

「他の」ゴブリンスレイヤーは僅かに言いい淀よどんだ。「……仲間は、来てるのか」

「たぶん……」

「よし」

　そこで初めて、ゴブリンスレイヤーは女神官の方を向いた。

　女神官はゴブリンスレイヤーの方を見上げていた。

　ほのかに差し込んだ月明かりが、彼女の青い瞳を照らしている。

　透き通って、硝子ガラス球だまのようだと、ゴブリンスレイヤーはふと思った。

「行けるか」

「……行きます」

　ぐっと唇くちびるを嚙かみ締しめ、震える声で彼女は言った。目尻は拭ぬぐわない。泣いてなどいないからだ。

「行きましょう……！」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷うなずいた。

「ゴブリンどもは、皆殺しだ」





§






　ほどなく二人が辿たどり着いたのは、完成の暁あかつきには訓練場の事務所となる建物であった。

　中枢ではあるのだが、まだ未完成故、むしろ廃墟はいきょと言った趣おもむきが強い。

　屋根も壁も欠けている箇所が多く、武具を手に集まってきた冒険者たちの姿が見られる。

　窮地を切り抜けてここまで来れた冒険者は、幸いにしてそう少なくはないようだった。

「って、おう、ゴブリンスレイヤーじゃねえか！　そっちは無事か！」

　真っ先に声をあげたのは、戸口で周囲を警戒していた槍やり使いだった。

　先陣きって飛び出して行きそうな彼が残っているのは、いささか意外でもあった。

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーはのっそりと頷いた。彼は質問の意図を誤らずに受け止める。

「俺の受け持ってる連中は無事だ」

「そっか。他は大半、夕方だからつって帰っちまったからな」

「暗く……なる、前に……ね？」

　そして、もう一人。

　槍使いの横、影のように寄り添う肉感的な美体の魔女が、淡い燐光りんこう球を宙に漂わせていた。

《鬼火ウィル・オ・ウィスプ》……いや、精霊ではない。《光明ライト》の呪文か。

　いくら魔術による炎といえど、こんな中で火を扱いたがる者はいまい。

　春夜は風が強い。火事にでもなったらことだからだ。

「お二人とも、ご無事でしたか……」

　見知った顔に出会えて気が抜けたのか、女神官がほっと息を吐いた。

　今になって震える膝ひざを叱咤しったして、錫杖を両手で握りしめて懸命に踏ん張る。

「私たちもいるわよ！」

　その背を押すように、凛りんと涼やかな声が響いた。

　途端、女神官の顔が花の綻ほころぶようにぱぁっと笑みに変わる。

「皆さん！」

「やあ、参りましたな。常在戦場とはいえ、こうなるとは思いませなんだ」

「おかげで晩飯も食いっぱぐれっちまったわい」

　常と変わらぬ蜥蜴僧侶リザードマンに、呑気のんきそうに腹を撫なでる鉱人道士ドワーフ。

　思わず駆け出した女神官を、妖精弓手エルフがぎゅうっと抱き止めてくれる。

「そっちは平気？　怪我してない？　ゴブリンに変な事されてない？」

「だいじょうぶ、だいじょうぶです。良かった、みなさんが無事で……！」


　────あの時みたいに、ならなくてよかった。



　仲間たちに囲まれて、思わず女神官の目尻に涙が滲む。それを誰が責められよう。

　二度も、三度も、仲間を喪うことに耐えられる者はいまい。

「……」

　ゴブリンスレイヤーはその光景を数秒眺ながめると、ゆっくりと鉄兜てつかぶとを巡らせた。

　とにかく常に考えることだ。何をすべきか。何ができるか。

　この建物は未完成で脆もろい。そう長くは立て篭こもれないだろう。


　ならば戦力が必要だった。隅で怯おびえている新米どもではない。と──……。



「おう。そっちも無事だったか、ゴブリンスレイヤー」

　ひらりと片手を上げる、巨漢の戦士と視線が行き当たった。

　重戦士はどうやら一戦交えた後らしく、微かに血臭を漂わせている。

　無論、殺されたのはゴブリンであろう。言うまでもないことだ。

　ゴブリンスレイヤーはちらと周囲に目を向け、他の知り合いが見当たらない事を確かめる。

「今日は一人か」

「あいつだって女だ。動けない日はあるとさ。うちのチッコイのどもが宿で面倒見てる」

　重戦士は、何とも言えぬ奥深い表情でそう言って、甲冑かっちゅうと武具を揺らして肩を竦すくめた。

「頭目としちゃ、仲間の体調管理も仕事のうちだからな」

　それが功を奏した──と言って良いだろう。

　仲間の体調不良を理由に休暇とした結果、彼の一党パーティは巻き込まれずに済んでいるのだから。

「けどよ」

　重戦士は、獰猛どうもうな鮫さめのような笑みを浮かべる。

「辺境一の奴やつらが三人も集まれば、面白おもしろい事はできそうだな」

　無論──状況に猶予があるかといえば、ない。

　この場に辿り着けずに果てた冒険者たちの断末魔は響く。

　ゴブリンどもの雄叫びが轟とどろく度、辿り着いた新人冒険者が怯えた表情を見せる。

　冒険者とはそのほとんどが「襲撃する側」であって「される側」ではない。

　無論、奇襲される事はあるし、護衛の依頼を引き受けることもあろう。

　けれどやはり、どこか心の奥底、そういう意識が根強いことは否いなめない。

　自分が襲われる側になるとは思いもよらない。

　その認識を改められたという意味で、女神官は不運ではあったが、しかし幸運でもあった。

　ともあれ脱出──否、ゴブリンを退治しなければ、明日はあるまい。

　その認識は皆同じようで、槍使いがひょいと外を覗いて顔をしかめた。

「このまま押し寄せてきたら、つまらんぜ。城を枕まくらに討うち死じにはゴメンだ」

「とに、かく……。一度、ぜんぶ、合流……したほうが、良さそ、ね」

「ああ」ゴブリンスレイヤーが頷く。「俺の受け持った連中が、広場で待機している」

「なら伝令だ」

　重戦士が素早く言った。

「状況はつかめた。ゴブリンだ。こちらへ来いとな。他の生き残りにも知らせて、集めにゃ」

「私行くわ！」さっと迷わず妖精弓手が手を挙げた。「この中で一番脚が早いもの！」

「よし、頼む」

「任せて！」

　さっと疾風の如ごとく夜闇の中へと駆け出していく妖精弓手。

　その背を見送った重戦士が、一同を見回した。

　小鬼殺しとその一党パーティが五名。槍使いと魔女。それに自分。

　新米の中に使い物になるのが何人いるか次第だが……戦力は十名かそこらだろう。

　怯えて縮こまっている連中は問題外だ。重戦士はあっさりそう判断して、見切りをつけた。

「で、ゴブリンスレイヤー、敵はゴブリンとして、大将はどうだ」

「恐らく、ゴブリンだろう」

　ゴブリンスレイヤーの回答は迷いがなかった。

「上位種だろうが、ロードがまたぞろ産まれたとも思えん。小賢こざかしい辺りシャーマンか……」

「根拠は？」

「ゴブリン以外が指揮を執れば、ゴブリンは雑兵扱いだ。主力にはならん」

　事実だった。

　わざわざ小鬼に穴を掘らせて訓練場を襲撃させるなど、小鬼以外が考えつくわけもない。

　重戦士は頷くと「雑魚ざこも潰すが、本陣を叩かにゃならん」と結論を出す。

「敵の本陣はどこだか……」

「拙僧せっそうの見立てでは、彼奴きゃつばらの穴が一箇所とは思えませぬ」

　すかさず蜥蜴僧侶がその顎あごを挟んだ。彼は床を尾で叩き、鱗うろこに覆おおわれた指を立てる。

「四方四角にありましょう。そこから逆に根本まで辿っていくのが手早いかと」

「けどよ」と槍使いが外を警戒しながら言った。「本道がどれかわかるのかい？」

「おうとも。つーか、たぶん中で繫つながっとる」

　こと地下のことに関して、鉱人ドワーフに勝る者はいない。

　鉱人道士が腰帯から抜いた酒をがぶり、がぶりと呷あおり、酒臭い息を「げふ」と吐いた。

「一本の穴を伸ばしてって、襲撃前に分岐させたんじゃろ。手間がかからんからの」

「なら決まりだ。一番近い穴から潜もぐろう。良いか、ゴブリンスレイヤー」

「構わん」

「なら、問題、は、あの子たち、ね」

　魔女が意味ありげな仕草で、新米たちへと流し目をくれた。

「他にも、いる、でしょ？　ひよっこ、どうする……の？」


「残していくか、連れて行くか、逃がすか──……」



　しかし、と。槍使いがにやにやと笑いながら、重戦士の肩を小突いた。

「洞窟ン中にだんびらじゃ行けねえよな？」

「抜かしやがれ」

　過去の失態をほじくり返され、重戦士が獰猛に顔を歪ゆがめた。

「ま、俺は下より上向きだ。ガキどもは任された。穴は頼むわ」

「おう」と槍使いが請け負い、「問題ない」とゴブリンスレイヤーが応じる。

　古兵ベテランたちは見る間に算段を立てていく。

　新兵ノービスから少し踏み出したとはいえ、到底女神官に口出しできるものではない。

　この場にいない妖精弓手のように「やらない」のではなく、「できない」のだ。

　むしろあの森人は、外部から茶々入れする事を自らの役目としている節もある。

　様々な視点、意見あってこそ議論は成り立つ。反論や対案は、他を否定ひていすることではない。

　そして今の女神官には、視点──経験に基づくものが、圧倒的に欠けていた。

　手持てもち無沙汰ぶさたに突っ立っているわけにもいかず、彼女はちらちらと外の様子を警戒する。

　──だけれど。

　なんだろうか。この得も言われぬ不安は。

　それはともすれば、ある種の啓示であったのかもしれない。

　初めての冒険で洞窟に挑んだ時、彼女の内にこみ上げてきた警鐘。

　小さな胸中に渦巻く、正体のわからない焦燥感──何かをしなくてはいけない、という思い。

　このままではいけない。何かをしなければならない。

　──けれど、何を？

「あ」

　はたとその可能性に思い至った時、思わず女神官の口から声が漏れていた。

　途端、他の冒険者たちの視線が突き刺さり、彼女は微かに頰ほおを赤らめる。

「どうした」

　と、一番に声をかけてくれたのは、ゴブリンスレイヤーであった。

「ゴブリンか」

「……あ、あの！」

　声が上ずる。さらに注目が集まる。それだけで女神官は逃げ出したい思いだった。

「他の新人の冒険者さんは、もう帰ってるんですよね」

「ああ」と槍使いが頷いた。

「夜戦の練習だなんだしたい奴ら以外はな。夕方になったら上がっちまったよ」

「今……どの辺りでしょうか？」

「何が言いたい？」

　じろりと睨にらみつけるような視線は、重戦士のものだった。

　それは何も女神官を脅おどすようなものではなかったのだろう。

　しかし、この状況だ。

　いかなる考えや情報も逃すまいという真剣さは、威圧となって現れる。

「えと、その……」

　女神官はたじろいだ。

　はたして自分の意見は言うに値するものなのか？

　単なる思いつきや思い込みじゃないのか？


　そもそも自分なんかが──……。



「言ってみろ」

　ゴブリンスレイヤーの、低く淡々とした、ぶっきらぼうな声。

　何一つ常と変わらないその声に、女神官はごくりと唾つばを呑のむ。

　手の震えを隠すように錫杖をぎゅっと両手で握りしめる。

　息を吸って、吐いて。

「……たぶんゴブリンの狙ねらい、帰る途中の……新人さんの方も入ってる、と思うんです」

「なんだと……!?」

　思わず声を荒らげた重戦士。装備のがちゃりと鳴る音に、一瞬女神官は身を竦めた。

　けれどしゃべるのはやめない。やめてはいけない。

「だって、おかしいです。ゴブリン、臆病おくびょうで、ズルい生き物だって、わたし知ってます」

　──教わりましたから。

　ゴブリンの立場になって考えること。ゴブリンの生態。ゴブリンの怖さ。

「もしわたしがゴブリンなら、強い冒険者が一杯いるところなんて、襲いたくないです」


　そして、大軍は囮おとりにこそ使うべきだ──……。



　それはいつだったか、ゴブリンロードと対決に際して、彼が言ったセリフだ。

　彼女はまだまだ未熟だ。経験は足りていない。だけれど、皆無というわけではない。

　彼女自身が、気づいていなかっただけで。

「……本命ではないか」

　ゴブリンスレイヤーが低く唸った。

「見落としていたな」

「それで、提案……なんですけど」

　一度言葉を口にしてしまえば、後は楽だった。

　考え考え、思考を声としてまとめるため、スラスラととはいかない。

　だけれど言葉を発する事自体は淀みなく、そこには迷いもなかった。

「だから、わたし、その。行きます」

　今や皆の注目を一身に集めながら、女神官は懸命に自らの主張を口にする。

「お友達の冒険者さんが、えと、戦士が二人に、聖職者に、魔術師がいて……」

　指折り数える。新米の戦士に、圃人の少女。見習いの聖女に、赤毛の少年。

「そこに聖職者わたしが増えれば、それだけでだいぶ変わりますから」

　助けに行きます。行きたいです。

　銀等級の冒険者たちは、その真っ直ぐな言葉に顔を見合わせた。

「……時間、あんまり、ない……わ、ね」

　ちらと外の様子を見やった魔女が、くすりと蠱惑こわく的に笑い、促すように呟つぶやく。

「俺はこの娘っ子の実力を知らん。ノーコメントだ」

　それを受けて、早々に両手を挙げたのは槍使いだ。

「……だな」

　続けて重戦士が、目を細め、値踏みするように女神官の華奢きゃしゃな体軀たいくを睨みつけた。

「分散は各個撃破の可能性もある。技量は足りているのか？」

「拙僧としては、良いと思いまする」

　思慮深く頷いた蜥蜴僧侶が、ぐるりと目玉を回して見せた。女神官へ片目を瞑つむる。

「敵本陣を討たねばならず、さりとて新兵を見捨てるわけにはいかず。妙手でしょうや」

「昇級の試験にゃ、ちょうど良かろうよ」

　くつくつと笑い、鉱人道士がその長い白髭をしごく。

「どうだの、かみきり丸。ひよっこに巣立ちさせてみっか？」

　──ゴブリンスレイヤーさん。

　女神官は、どこか縋すがるような気持ちで、その薄汚れた装備の男を見つめた。

　思えば初めての冒険以来、この人から離れて冒険するのは、ほとんど初めてだ。

　できるのだろうか。はたして自分に。

　自分一人では決してないけれど、それでも自分の力で。

　ゴブリンと戦えるのか。

　皆はやれると言ってくれた。この場にいない妖精弓手も、きっとそうだろう。

　それはとてもうれしい事で、決してソレ以上の贅沢ぜいたくなんて望んではいけない。

　だけれど。

　──この人がダメだと言うのなら。

　その時は、潔く黙ろう。その方が誰に対しても、きっといちばん良いはずだから。

　しかし、彼の言葉は違った。

「やれるか？」

「や……」

　たった一言の質問。

　彼の問いは短く、単純だ。いつもそうだ。

　──だけれど。

　それだけに、そこに込められた気持ちには応えたい。応えなくちゃいけない。

　女神官は言いかけた言葉を飲み込むと、唇を嚙み締め、そして叫ぶように答えた。

「……り、ますっ」

　ゴブリンスレイヤーは、じっと彼女の方を見つめていた。

　鉄兜の奥、隠された瞳の色。表情を窺うかがうことは難しいけれど。

「そうか」

　彼はゆっくりと頷いて、決断を下してくれた。

「なら、決まりだ」
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「おらぁよッ!!」

「ＧＲＯＢＲ!?」

　狭い洞窟の中で振り回された真銀ミスリルの穂先が、小鬼の喉を貫き通した。

　槍使いが手元を手繰たぐり繰り出す竿さお状武器は、魔力の唸りも高らかに死に花を咲かせ続ける。

　一振り一殺。四振り四殺。

　ゴブリンが掲げる雑多な木板の如き盾など物ともしない。

　狭い所で槍が使えぬというのは素人しろうと考えで、およそ槍とは万能武器の一つであると言えた。

　薙なぎ、叩き、払い、突く。突いて突いて引いて突いて。

　繰り出される攻撃点の集合は、もはや面を制圧するほどの勢いである。

　強化プラスされた槍が旋風の如く吹き荒れ、小鬼の脳漿が血が、土壁に鮮やかに飛沫しぶきく。

　なだらかに下り坂となっているような洞窟の足場でも、熟達した戦士は物ともしない。

「後ろには行かせねえぞ！」

「奥に六──ううん、三！」

　見得を切る槍使いに小鬼どもが威圧された瞬間、槍使いの真横を擦すり抜けて矢が飛んだ。

　妖精弓手が魔法の如く矢継ぎ早繰り出した三射が、穴蔵の奥底に潜む三匹の眼窩がんかを射抜く。

「ＧＯＲＲＢ!?」

「ＧＲＯＢ！　ＧＲＯＯＲＢ!!」

　残り六ではなく三。単純な引き算だ。当たる確信がなければ、射撃などできないものだ。

「一……！」

　そこへゴブリンスレイヤーが襲いかかる。

　駆け出した彼の手からは既に剣が投げ撃たれ、一匹の小鬼の喉へ突き刺さっていた。

「ＧＲＲＲＯ!?」

　溺おぼれるように藻搔き斃れる小鬼を無視し、目から矢を生やした小鬼の骸むくろから短剣を拝借。

　瞬く間に四体の仲間が屠ほふられ混乱するゴブリンの喉笛のどぶえを、その一振りで切り裂いた。

　ぴゅうと笛の音を立てて血を吹く小鬼を盾で殴り倒し、短剣を投擲。

　流石さすがに強引な投法だったせいか、狙いが逸それた短剣がゴブリンの肩口へと突き刺さった。

「ＧＯＲＢ!!」

「三、だ」

　ゴブリンスレイヤーは慌てず騒がず、血の海で溺れるゴブリンから手斧を奪う。

　そしてそれを最後のゴブリンの頭蓋へと埋め込んで、その遭遇戦は終わった。

　十匹の小鬼を殺すのに、熟練の冒険者一党パーティともなれば一手番ターンあれば十分である。

　息一つ荒らげず槍を担いだ槍使いが「お前なぁ」と呆あきれたようにゴブリンスレイヤーを見る。

「そんなポイポイ武器を投げ捨てんじゃねえよ。勿体もったいねえ」

「消耗品だからな」

「探しゃあ手元に戻ってくる魔法の投剣スローイングダガーくらい売ってっだろ」

「それはゴブリンにも使えるだろう」ゴブリンスレイヤーは言った。「奪われたらどうする」

「ちょっと、時間ないんだから、矢の回収手伝ってよ！」

　げんなりとした顔の槍使い、小鬼から武器を奪うゴブリンスレイヤーを妖精弓手が怒鳴る。

　呑気しているような雰囲気の三人であるが、その動作に淀みはない。

　周辺を油断なく警戒しつつ、自身の武具を検あらため、次に備える。

　ゴブリンスレイヤーは低く呻うめいた。

　小鬼どもは装備を手荒く扱っていると見えて、使い潰したもの以外はロクな武器がない。

「いやはや」

　その光景を見やり、蜥蜴僧侶が重々しくも頷いた。

「前衛が二人おりますと、安定してよぉ御座いますな」

「お前さん、いっつも前に出張っとるもんな」

「そ、ね」

　魔女が、しみじみと嚙みしめるように言った。

「おたがい、戦士……ひとり、だもの、ね？」

　訓練場の新米を重戦士に任せ、片隅に穿うがたれた穴から地下へ潜った冒険者たち。

　普段の一党パーティである五人と二人の二組とは異なり、今回は六人一組である。

　よって普段とは隊列も変わる。

　前衛をゴブリンスレイヤーと槍使い、そして妖精弓手が担い、呪文遣いは後衛に。

　妖精弓手の矢と、蜥蜴僧侶の術、どちらが貴重か？　答えは明白だった。

「抜いてきたぞ」

「ああ、もう、鏃やじりが欠けてる」

　ゴブリンスレイヤーから受け取った矢を見て舌打ち一つ。

　妖精弓手は、忌々いまいましげに木芽鏃の矢を矢筒に放り込んだ。仕方のないことではあるが。

「オルクボルグは？　なんか良い武器あった？」

「選べる余裕もないな」

「っていうか、なんで私抜きであの子行かせるって決めちゃうのかなぁ」

「不満か？」

「そうじゃないけど」と上森人ハイエルフは目線をそらした。「心配じゃないの？」

「心配して、あれが上手うまくやれるならな」

　まったく……と、その時、溜息ためいきを吐ついた妖精弓手の長耳がひくり、ひくりと揺れ動いた。

「来るわ」

「向きと数は？」

　ゴブリンスレイヤーは素早く問いながら、腰の雑囊ざつのうから革袋を一つ引っ張りだす。

　じゃらりと硬貨が幾枚も入った彼の財布だ。花の刺繡ししゅうが施ほどこされて、随分と古い品だった。

　ゴブリンスレイヤーは、その財布の口をきつく縛って素振すぶりする。ひょうと鋭い音がした。

「わかんない……わんわん反響してて……！」

「迷ってる暇ァねえぞ！」

　槍使いが槍を血振りし穂先の脂を拭って吠ほえた。

「どの道、上にあげるわけにゃいけねえんだ！」

「しかたあるめえ。……やっかの」

　こうなると流石熟練の冒険者、対応が早い。

　鉱人道士はぶつくさ言いながらも触媒の詰まった鞄かばんに手を伸ばし、術に備える。

　魔女がゆるりと杖を構えて呪文のために気を昂たかぶらせると、蜥蜴僧侶が合掌をした。

「まったく、小鬼退治とは厄介と面倒が丸ごと降ってくるようなものですな」

「ホント、ね？」

　くつりと笑みを一つ零して、魔女の艶つややかな唇が真に力ある言葉を囁いた。

「《サジタ矢……サイヌス湾曲……オッフェーロ付与》」

　魔術師の呪文は世界の理ことわりを改竄かいざんする一繫がりの言葉だ。

　一党パーティ全体を不可視の流れが守ると共に、妖精弓手と槍使いが叫んだ。

「来る、来る……両壁！」

「下がれ！」

　土砂が両脇から冒険者たちに襲いかかるのと、彼らが飛び退のくのはほぼ同時であった。

「ＧＲＯＲＢ!!　ＧＲＯＯＲＯＯＢＢ!!」

「ＧＲＯＯＢＲＲ！」

　雲霞うんかの如くとはこの事であろう。

　およそ冒険者といえど普通なら一生涯に見るゴブリンは十か二十か。

　それを遥はるかに上回るゴブリンどもが、一挙に彼らを押し潰さんと飛び出してきたのだ。

　獣じみたゴブリンどもの喚わめき声。その意味するところは明白だ。

　殺せ。奪え。応報せよ。仲間の仇かたきだ。冒険者どもめ死ねば良い。

　男はずたずたに切り裂いて無様に殺し、女どもはその尊厳を蹂躙じゅうりんしてから無様に殺せ。

　あの女は杖を奪って脚に縛り、孕はらみ袋として死ぬまで使ってやっても良い。

　森人の肉は柔くて旨うまいし長持ちする。手足の端から少しずつ切り裂いて喰くってやろう。

　泣き喚こうと許しを請おうと知った事ではない。

　奴らが我々にしたのと同じように、奴らを殺せ！

「《呑めや歌えや酒の精スピリット。歌って踊って眠りこけ、酒呑む夢を見せとくれ》」

　恐らく幾匹かの小鬼は、その夢想に囚とらわれたまま生涯を終えたに違いない。

　鉱人道士が口に含んだ酒精を霧に転じさせ、《酩酊ドランク》を引き起こしたのだ。

　バタバタと倒れた先頭集団に蹴躓けつまずき、ゴブリンどもは将棋倒しょうぎだおしに崩折くずおれる。

　強引に前に出ようとする後方集団によって、数匹のゴブリンが踏み潰されて死んだ。

　悲鳴、絶叫、阿鼻あび叫喚きょうかん。

「馬鹿め」

　ゴブリンスレイヤーは躊躇なく革の財布を振り回して、手近なゴブリンへ襲いかかった。

　革袋に詰まった硬貨は遠心力によって加速し、小鬼の頭蓋程度ならば用意に粉砕する。

　寒村の人々が必死に稼いだ日銭で小鬼を打ち殺すのは、この上もない因果いんが応報おうほうであった。

「ＧＲＢ!?」

「ＧＲＯＲＢ!?」

　眼窩から眼球眼底を打ち砕いて脳を刺し、次いで側頭から脳を叩き潰す。

　一匹二匹と仕留めればこちらのものだ。

　ゴブリンスレイヤーはすかさず一匹を蹴倒けたおし、腰の鞘さやから剣を摑み取った。

「……む！」

　その隙すきをついて毒短剣を振りかざして飛びかかってきた一匹を、盾で受け、弾く。

　続けざま放たれてきた矢は、不可視の力場によって反それて行くので無視。問題にもならない。

「そちらへ回すぞ！」

「だぁっ、仕事を増やすな！」

　文句を言いつつその業前わざまえは見事の一言であった。

　槍使いは正面の数匹を槍で一網いちもう打尽だじんに貫き、引き抜く動作で石突を背後へ振るう。

　盾に打ちのめされて転がった小鬼は、今度は石突でもって首を叩き折られ、死んだ。

「こりゃ一匹も後ろへはやれねえな！」

「端はなからそのつもりだ」

　背中合わせに並んだ二人の戦士は、濁流の如きゴブリンを真っ向から迎え撃った。

　派手さと強さでは明らかに槍使いの力量がゴブリンスレイヤーを上回る。

　彼が槍を一振りする度、ゴブリンどもはバタバタと刈り取られるように屠られる。

　必然、ゴブリンスレイヤーの動きは槍使いの背後を取らせないことに終止した。

　槍使いが討ち漏らした者を潰し、自身の正面にいるものを叩き、捌さばき切れないものを回す。

　飛来する礫は《矢避ディフレクト・ミサイル》で弾くに任せ、防御は考えない。

　彼らは無心で武具を操あやつり続ける。

　が、もちろんゴブリンどもとて、ただそれだけで済むはずがない。

「シャーマン！」

　妖精弓手の叫びを搔き消して、小鬼勢の後方にいた杖持ちのゴブリンが呪詛じゅそを吐く。

　振りかざした杖の先には見る間に光が膨れ上がり、パッと飛び散るようにして降ふり注そそいだ。

　あらゆる攻撃呪文の基礎の基礎《力矢マジック・アロー》。

　威力は弱くとも必中であるとされるそれは、時として乱戦の中では脅威になる。

　おまけに術の類たぐいであるから、《矢避》の守りは及およばない。

　小鬼のわりに小賢しい。しかし槍使いは喜々として叫んだ。

「任せた！」

「《マグナ魔術……レモラ阻害……レスティンギトゥル消失》」

　仕方ないわねと微笑ほほえんでの、魔女の吟詠ぎんえいに似た詠唱。

　ゴブリンシャーマンの真に力ある言葉に拮抗きっこうする《抗魔カウンターマジック》の術だ。

　魔力の矢雨は魔女の言葉に触れた途端その多くが霧散し、槍使いらには極少数が届くのみ。

「しごと、増やさないで、くれ……る？」

「それがお前の仕事だろ！」

　魔女の軽口に帰ってくるのはやはり軽口。

　槍使いは頰の傷から血を滴したたらせながら、一切いっさい問題とせず小鬼の群れへと打ちかかっていく。

「ったく、矢ならこっちのが上なんだから……！」

　悪態も軽かろやかに妖精弓手もまた、きりりと蜘蛛くも糸の弦を引き絞り、放つ。

　ひょうと埃ほこりと湿気を切り裂いて飛んだ矢は、狙い違わずシャーマンの喉笛を貫いた。

「っし！」

「お怪我は！」

　後方でうずうずとする蜥蜴僧侶が、じれったそうに尾で地面を叩いて叫んだ。

　女神官がこの場にいない以上、彼は唯一の聖職者、癒いやしの奇跡を修めている者だ。

　迂闊うかつに術を使えず、前に出て戦えぬのは、いささか不本意であるらしい。

「問題ない」

　ゴブリンスレイヤーは短く答え、自分の全身を確認する。

　粗雑な革鎧と鎖くさり帷子かたびらを貫いての痛痒ダメージ、血の滲み、痛み。

　──つまりまだ生きているということだ。

　目前のゴブリンへ剣を振るいながら、紐ひもの感触を頼りに雑囊を手探りで漁あさる。

　そして水薬ポーションを引き抜き一息に呷ると、その小瓶こびんを左手で投擲。

「ＧＲＯＯＲＢ!!」

「死ね」

　突然の衝撃に仰のけ反ぞった小鬼、その喉をゴブリンスレイヤーは無慈悲に突いた。

　血泡を噴いて息絶えるゴブリンを蹴り倒し、引き抜いた剣へ血振りをくれる。

「呪文は残っているな？」

「おかげ、さま、で」

　息を吐いて呼吸を整えつつのゴブリンスレイヤーの問いに、魔女がにこやかに応じる。

「わしらもな」

「竜牙兵ドラゴントゥースウォリアーでも出しますかな？」

「いや……」

　仲間たちの応答に、ゴブリンスレイヤーは思案げに首を振った。

　彼は低く唸り、小鬼どもによって堀り抜かれた坑道の天井てんじょうを睨みつける。

　妖精弓手が、どこか諦あきらめたように息を吐いた。

「……オルクボルグ。またなんか良からぬことを考えているでしょ」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「ゴブリンどもにとってな」
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　戦闘音が遠くなり、建設途中の事務所に集つどった冒険者たちは、ほっと気を緩ゆるめた。

「……あっち、行った？」

「みたいだね」

　助かるかもしれない。生きて帰れるかもしれない。お父さん。お母さん。

　顔を見合わせて囁き合うのは泣き言ばかり。

　──こりゃあダメだな。

　戸口で外の様子を窺いながら、重戦士は密ひそかに溜息を吐く。心が折れかかっていやがる。

　まあ、気持ちはわからないでもない。

　失敗した時。痛い目を見た時。誰だってそうなる、おっかなくなる。二の足を踏む。

　それに何より、ゴブリンなぞに殺されたくはないものだ。誰だってそうだ。

　しかし冒険せずして何が冒険者だというのか。

　たとえ大惨事ファンブルに陥おちいろうと、死ぬまで諦めないのが冒険者だ。

　次に神々が振る骰子サイコロの目は起死回生クリティカルかもしれないのに。


　と────……。



　ズン、と。

　地響きを伴うような、重たい足音が響いた。

　びくり。身を震わせた新人たちは、怯えた様子で息を呑み、口を噤つぐむ。

　黒い影だ。

　のし、のしと鈍重な図体ずうたいを引きずり、手に巨大な棍棒こんぼうを握りしめたその異様。

　怪物知識について脳裏のうりで考えるまでもなく、重戦士はその正体を知っていた。

「きやがったな、田舎者ホブめ」

　ホブ──ホブゴブリン。

　先祖返りした小鬼の上位種。知恵でもなく武力でもなく、筋力ばかりを備えた個体。

　多くの巣穴で、ゴブリンどもの長おさであったり、用心棒だのであったりする強敵ボスだ。

「おい、ガキども。良いもん見せてやろうか」

　重戦士は掌てのひらに唾をくれ、だんびらの柄革つかがわに馴染なじませ、しっかと握った。

「あいつらが何を教えたか知らねえが、俺からお前らに言えることは一つだけだ」

　そう言って、重戦士は悠々と戸口から外へと身を躍らせた。

「ＨＨＯＯＯＯＲＲＢ!!」

　一歩。二歩。三歩。巨漢のゴブリンに向かって歩みを進め始めていく。

　たかがゴブリン。されどゴブリン。

　かつて対峙たいじした小鬼英雄ゴブリンチャンピオンとは比べるべくもない。

　だが、あの筋力から繰り出される一撃は重たいだろう。命中部位次第では死もありうる。

「どんなバケモンであれ、相手に実体データがあるってことは、だ！」

　両腕の力でこの巨大な武器を振り回そうなどと思ってはいけない。

　踏み込む。

　全身の動きと勢いを乗せる。筋力が足りていればできない芸当ではない。

　身体を捻る。

　鋼鉄の両手剣。かけた金額は他の装備の比ではない。値段が違うのだ。値段が。それを──、

「神さまだろうが、ぶっ殺せるってことだ!!」

　──振りかぶって、叩き込こむ。





§






　小鬼どもの頭の中には悪巧わるだくみしか入っていない。

　お伽話とぎばなしなんかでも言われることだが、それを実感することは稀まれだ。

「ＧＲＯＢ！　ＧＲＯＯＲＢ!!」

「ＧＯＲＲＯＯＲ!!」

　どうしてこうなったのだろう。

　真新しく硬さの残る革鎧をギシギシと軋ませて走りながら、彼は必死に考えた。

　手には長剣を持っていたはずだが、駆けている最中に落としてしまったのだろう。

　脚を踏み出す度、空からの鞘がぺちぺちと脚を叩いて間抜けな音を発たてている。

　夜の暗闇の中、その全すべてに満ちるようにゲタゲタと嗤わらう小鬼ども。

　双月から伸びる木々の不気味な影の中、星の如く爛々らんらんと燃える瞳の群れ。

　それはまさしく悪夢でしか目にしないだろうと思う光景だ。

　新人の──それも早々に訓練を切り上げた冒険者たちは、夢にも見なかったろう。

　誰しもそうだろう。

　窮地を想像する時、大概はそれを颯爽さっそうと切り抜ける自分も思い描くものだ。

　洞窟に踏み入りゴブリンに囲まれたとて、策を見出し逆転することを考えたとしても……。

　ゴブリンに取り囲まれた末、夜道を延々と追い立てられるとは思いもよらない。

「……く、っそぉっ!!」

「早く、こっちだ！」

　誰かの叫ぶ声に合わせて、彼らはバタバタと森の方へと駆けて行く。

　広野で囲まれるよりは、こちらの方がまだマシかと思えたのだ。

　最初は──十五人ほどだったろうか。

　訓練を終えて、ダラダラと夕暮れの道を歩いて、街へと帰る途中だった。

　明日もまた訓練だ。でももうそろそろ冒険にも行きたい。そんな事を喋しゃべっていた。

　それが、どうだ。

　最後尾で悲鳴があがった。振り返ったら、一人の娘が黒だかりに埋もれていた。

　──いやぁっ！　やだ、や、あ、ぐ、おごぉぁぁあざ……ッ!?

　その断末魔の声が、耳にまだ残っている。濁った声で『お母さん』と泣いていた。

　彼が飛び掛かってどうにか引きずりだした時、既に彼女は事切れていた。

　ずたずたに切り刻まれたボロ布と挽肉ひきにくと骨が、生きているわけもなかったのだ。

　……その後はもう、滅茶苦茶めちゃくちゃだ。

「ゴブリンだ！」

　叫んで走って、逃げて、立ち向かう者もいたけれど、一人消え、一人別れ……。

　今残っているのは、僅かに六人か、五人。

「ゴブリンっていうのは、洞窟の中にいるんじゃないのかよ……！」

「実際いるんだから、しかたねえだろ！　とにかく、街まで──」

　暑苦しそうに、隣を走る戦士が兜を脱ぎ捨てる。

　彼の言葉は最後まで聞けなかった。

　頭上から落下した石が、ぐしゃりと彼の頭を叩き潰したからだ。

「な、あ……!?」

　──上!?

　頰に飛び散った脳漿を慌てて拭い、振り仰あおいだ樹上に、彼は見た。

　爛々と燃えるゴブリンの瞳を。

「木、登れるなんて、聞いてねえよぉ!?」

　泣き出さなかっただけ上等とすべきか。

　未だ十五歳。村一番の腕うでっ節ぷし。ただそれだけで故郷を飛び出してきたのだ。

　剣の振り方。探索の仕方。野営方法。エトセトラエトセトラ。

　その程度を教わっただけで「わかった気」になっていたと、気づいてももう遅い。

　生き延びた五人の冒険者たちは、震える膝を叱咤して、一所に集まりつつあった。

　武具を握る手もおぼつかず、呪文を唱えんとする舌は震え、祈るには恐怖が強すぎる。

　ゴブリンどもが、またしてもゲタゲタと下卑げびた嗤い声をあげた。

「ＧＯＯＲＯＲＢ!!」

「ＧＲＯＯＲＢ！　ＧＲＯＲＢ!!」

　怯え、震える冒険者たちを指差して、じりじり迫り来る小鬼どもは何やら騒ぐ。

　もし冒険者らがゴブリン言語理解の能力を持っていたならば、さらに恐慌状態へ陥ったろう。

　腕なら二点。脚なら三点。頭は十点。胴体なら五点。

　男なら追加点はなしで、女なら追加で十点。

　あまりにもおぞましい的当ての取り決めであった。

　どうせ投石やら投槍やらを誰が投げたかもわからず、点数計算もできずに揉もめるだろうに。

　ゴブリンどもは面白い遊戯を思いついたと、喜々として叩いて各々の武器を手に握る。

　もはやこれまでか。

　冒険者たちもまた、カチカチと歯の根を鳴らしながら、ゴブリンどもを睨む。

　そして錆さびた刃が、穂先が、無骨な石が、無慈悲に振り上げられ──、

「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、闇に迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》！」

　その時、奇跡が起こった。

　燦然さんぜんと輝く太陽の如き光が、強烈な圧力を伴って小鬼どもを襲ったのだ。

「ＧＲＯＯＲＯＲＯＢ!?」

「ＧＯＲＲＲＢ!?」

　悲鳴をあげて仰け反る小鬼どもの只中へ、飛び込む影が一つ、二つ。

「て、ぇええいッ!!」

「うっだらぁあぁッ!!」

　圃人の少女が片手剣、新米戦士がぶんぶん丸スイングなる棍棒を振り回すスイング。

　稚拙ちせつながらも渾身こんしんの力込めた強打バッシュ、強打バッシュ、両手強打バッシュ。

　大旋風が吹き荒れて、ゴブリンどもへと襲いかかった。

「ＧＯＲＢ!?」

「ＧＯＲＯＯＲＢ!?」

　双方共に両断とは行かねども、肩口から骨と肉を断って胴半ばに刃が達せば、敵は死ぬ。

　小鬼相手に会心の一撃クリティカルヒットは必要ないのだ。

「う、う、やっぱ手応えが慣れなぁい！」

「まだまだ、来るぞ！」

　埋まった剣を引き抜くのに手こずる少女を叱咤して、新米戦士は小鬼の死体を蹴り飛ばす。

　ゴブリンスレイヤーの見よう見み真似まねだ。彼なら剣を手放し、武器を奪うのだろうけど。

　あるいは槍使いならばもっと淀みなく的確に急所を突き通し、間断なく動くのだろう。

　重戦士なら、だんびらの一薙ぎで容易たやすく小鬼を叩き切ったに違いない。

　──あの人らみたいにはいかないよな……！

　遠い高みを思えばこそ、新米戦士の闘志も燃えるというもの。

「おっしゃ、ばっち来い……！」

「まったく、また武器失くしたら、買い換えるまでお小遣こづかい抜きだからね！」

　見習聖女は新米戦士へ甲高い声で檄を飛ばしつつ、素早く冒険者たちの方へと駆け寄った。

「ほら、怪我人！　こっち来て、手当するから！　奇跡は重傷の人だけ！」

　ぱたぱたと法衣の裾すそをからげて走りまわる見習聖女に、縋るように数人の冒険者が集まる。

　ざっと見た限り、緊急の負傷者はいない。毒を受けた者もいない。

　間に合って良かった──だなんて、まさか、そんな事を思えるわけがない。

　道中既に十人の無惨むざんな死体を見ているのだ。

　見習聖女は唇を嚙み、鞄から包帯を取り出す。《小癒ヒール》を全員に施す余裕はない。

「あ、あんたら……」

「助けに、来ました！」

　凛と声を発するは、《聖光ホーリーライト》輝く錫杖を高々と掲げた女神官であった。

　細面ほそおもてに汗を滲ませ、きっと小鬼の群れを睨み、揺るぎない信仰が奇跡を保ち続ける。

「まとまって、広野へ抜けます！　狭い所ではゴブリンの思う壺ですから！」

「け、けど、　広いとこで囲まれたら……」

「わたしが《聖壁プロテクション》で守りますから……早く！」

　女神官はそう叫びながら、冷静に自分の奇跡の使いみちを思案する。

　恐らく、ゴブリンの攻撃を凌しのぎながらの逃避行、途中一度は祈りを重ねなければなるまい。

　未だに自分がもたらすことのできる奇跡は三度。これ以上の無駄遣いは致命的だ。

　──つまり今回も《小癒》の出番はない、わけですね。

　そのことに少し思うところがないでもないけれど、これが自分の戦い方だ。

　そう信じればこそ、慈悲深き地母神はますますの光明を彼女へともたらしてくれる。


「────」



　そして救助に駆けつけた冒険者の中ただ一人、無言なのが赤毛の少年であった。

　剣戟音。二人の前衛の気合。小鬼の悲鳴。二人の聖職者の叱咤。冒険者たちの応答。

　少年は全てを一望しながら、指が白くなるほどまで杖を握り締め、口をつぐんでいた。

　何故なぜならこの五人の一党パーティの中で、もっとも火力を持っているのが彼だったからだ。

　──迂闊に呪文は唱えられない。

　前回のような失敗は二度としてはいけない。

　ゴブリンの数は多い。まともに戦えるのが自分を含めて三人に対し、相手は十以上。

　では《火球ファイアボール》で一網打尽か？　いや、無理だ。

　敵は分散している。一発で複数体を巻き込むのは無理だ。

　小鬼一匹仕留めるのに呪文一つ、割にあわない。

　だが悩んでいる時間はない。ゴブリンの数は多い。止まっていては良い的だ。

　あの捕虜となった侍祭アコライトのように。周囲にいる娘たちが、どんな目にあわされるか。


　姉はどんな目に合わされたか──……。



　ふいにカッと燃えるように熱くなった視界を、少年魔術師は懸命に落ち着かせる。

　あの何か変な冒険者、ゴブリンスレイヤーは忌々しいことに、冷静沈着だった。

　ここで怒りに任せて術を繰り出したら、今度こそ自分はあの冒険者に負ける。

　いや、ゴブリンスレイヤーは何も言わないだろう。しかし自分が許せないのだ。

　──なら、どうする？

　火の玉や稲妻いなずまを投げるだけが魔術師ではない。


　なら、どうする──……？



　その時、彼の脳裏に電光の如く閃ひらめきが走った。

「皆、耳をふさげ！」

「ちょ、お、おい、今戦闘の真っ最中……！」

「急げ！」

「ああん、もう！」

　突然の指示に新米戦士と圃人の少女が悲鳴をあげるが、否やはない。

　時を無駄に使う余裕はないのだ。

　赤毛の少年がちらりと女神官を見ると、彼女もまた真剣な面持ちでこくりと頷いた。

「お任せ、します！」

　祭りの後の戦い、そして雪山での戦いで、自分がゴブリンスレイヤーにそうされたように。

　術の采配さいはいもまた頭目リーダーからの信頼と指示あってこそなのだ。

　託された少年は──赤毛の少年魔術師は、しっかと頷き、杖を掲げる。

「ほら、あんたたちも耳、塞ふさいで！　早く！」

　背後では見習聖女が保護した冒険者たちへと怒鳴りつける。

　新米戦士と圃人の少女もまた、目前の小鬼を切り倒し、大慌てで距離を取る。

　──好機は、一瞬。

　少年の口が真に力ある言葉を高らかに、呪文の詠唱を世に解き放つ。

「《クレスクント成長》《クレスクント成長》《クレスクント成長》！」

　重ねる言葉はただ三つ。不可視の力が渦を巻き、漂い、少年の前へと満ち満ちる。

　続けて放つのは、たった一音。




「　　わ　　　あ　　　ァ　　　ァ　　　ァ　　　ッ　　　！　　　！　　　！　　　！　」




　大気が、揺れた。
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　鎧袖がいしゅう一触いっしょく。一刀両断。

　重戦士の裂帛れっぱくの気合とともに繰り出されただんびらの一撃。

　それはホブゴブリンを棍棒ごと骨肉ごとに叩き斬きる、恐るべき強打バッシュであった。

　どす黒い血飛沫を撒き散らしながら頭から二つに分かれ、巨漢の小鬼がどうと斃れる。

　あっけに取られている新人どもをちらりと見、重戦士が振りぬいた武具を肩に担ぐ、と。

「ほう」

　びりびりと鼓膜を震わせる強烈な咆哮ほうこうが、辺り一帯に轟き渡った。

　誰の叫びか。どこから響くのか。


　天を見上げたところで見えようはずもないが──……。



「ちっとは気合入ったみてえだな？」

　そう言って、重戦士は鮫のように笑った。
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　その瞬間、天井より零れ落ちた土片、湿って粘ついた感触にゴブリンスレイヤーは決断した。

「上だ」

　ゴブリンスレイヤーはゴブリンの喉へ手槍を叩き込んだ。

　血泡に溺れるその死体を蹴りつけ様に武器を手放し、小鬼の腰帯から鉈なたを奪い取る。

　こと槍の扱いでは槍使いに自分は遠く及ばぬことを、ゴブリンスレイヤーは理解している。

「上に穴を開けろ！」

　後方へ向けて呼ばわったその声に、触媒を鞄から引っ張りだした鉱人道士が応えた。

「またかいな、ほいよ！　任された！」

「穴ァ？　そんなもん作ってどうすんだよ」

　怒涛どとうの如く押し寄せるゴブリン、それを槍一つで押しこめながら槍使いが怒鳴る。

　しかしその全身には細かな切り傷がいくつかあり、決して彼が無敵でない事を示していた。

　いかに熟練の冒険者が複数名で前線に出ようと、数の暴力には敵かなわない。

　たとえ僅かな痛痒つうようであれ疲労であれ、積み重なれば死ぬ時は死ぬのだ。

「手がある」

　ゴブリンスレイヤーは短くそう言い、鋭く研ぎ澄ませた盾の縁で小鬼の額を叩き割った。

　まだそれでも息絶えぬと見るや、奪いとったばかりの鉈を、薪まき割りのように振り下ろす。

　小気味良い音と共に脳漿が洞窟の壁面へ飛び散った。

「その前に、奴らを怯えさせて、奥へやりたい」

「流石に《恐怖フィアー》と《隧道トンネル》を同時にかけんのはちくと厳しいぞ！」

「小鬼殺し殿、奥へ追い込めば宜よろしいのだな！」

　鉱人道士が足元に放った鞄を踏み台に天井へ取り付き、呪印を刻み始める。

　それを庇うように前へ出た蜥蜴僧侶が、猛々たけだけしく牙を剝むいた。

　今の今まで温存してきた精神力に物を言わせる時が来たのだ。

　蜥蜴僧侶は奇怪な手つきで合掌をすると息を吸い、ひゅるりとその肺腑はいふに大気を取り込む。

　それはさながら息吹ブレスを吐き出す竜の予備動作めいたもの。

「《偉大なりし暴君竜バォロンよ、白亜の園に君臨せし、その威光を借り受ける》！」

　途端、《竜吼ドラゴンズロアー》が洞窟に解き放たれた。

　蜥蜴僧侶のあぎとが吐き出す、音波の息吹ブレスが大気を震わせる。

　恐るべき竜の咆哮が洞窟内に轟いたかと思うと、ゴブリンどもは心底縮み上がった。

　元より、ゴブリンはそう勇敢な種族ではない。

　自分たちが優位に立っている時、そして八つ当たりする時のみ暴あばれまわるだけなのだ。

　そして怯えたとして、それを教訓に大人しくしているなどという事も、ない。

「ＧＯＲＲＲＢＢ！　ＧＢＲＯＯＢ!!」

「ＧＲＯＢ！　ＧＧＲＯＢ!!」

　好き勝手なことを喚き散らしながら武具を放り出して、奥へ逃げ出し始めるゴブリンども。

　その背を追い立てるように、ひゅるりと魔女の放った《光明》が飛翔ひしょうしていく。

　小鬼どもの無様な姿を眺め、やれやれといった風に蜥蜴僧侶が鼻息を噴いた。

「しかし、直じきに戻ってまいりますぞ。さしも竜の力といえど、永久とは行きますまい」

「かまわん」

　短く応えたゴブリンスレイヤーは、しかして油断なく腰を落とし、深淵しんえんを睨む。

　その肩を、いささか疲労した様子の妖精弓手が軽く叩いた。

「っていうか、オルクボルグ。こないだみたく、また巻物使うんじゃないでしょうね」

「巻物の類は、あれ一本きりしかない」

「……全然安心できないんだけど」

　ゴブリンスレイヤーは、鉱人道士が黙々と土へ紋様を刻むのを見ながら頷いた。

「この上は、池だ」
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　魔術で増幅された少年の叫びは、ビリビリと大気を揺らしながら森一帯に響き渡った。

　ただの大声。真に力ある言葉で世界の理を改変したにしては、お粗末にすぎる術。

　学院で使ったならば叱責しっせきも免まぬがれまいが──今は、違う。

《火球》ほどの威力はなくとも、その大音声だいおんじょうは圧倒的であった。

　何よりも範囲が比べ物にならない。

　直近で音を聞いた小鬼が気絶し、びくりと固まるもの、思わず逃げ出す者もチラホラと。

「ＧＯＯＲＯＢ!?」

「ＧＲＯＯＢ!?　ＧＲＲＯ!?」

　少年は杖を握り締め、血の滲むほどに唇を嚙み締め、小鬼どもの背中を睨みつけた。

　殺してやりたかった。

　あれだけ好き勝手にして。暴れて。殺して。なのに逃げる。逃げ出してしまう。

　割に合わない。

　姉の分。殺された冒険者の分。あの時助けた侍祭の分。

　皆が受けた屈辱。絶望。悲しみ。怒り。腹の中に煮え滾たぎるもの全て。

　それを曝さらけ出して思う様にぶつけられたら、どれほど楽だろう！

　どんなに素晴らしいだろう！


　ああ、だけれど──……。



「撤収します！」

　少年を我に返らせたのは、女神官が懸命に張り上げたその指示だった。

　彼女は未だ《聖光》を灯ともす錫杖を振りかざし、進むべき方角へと振り下ろす。

「真っ直ぐ森から出て、街へ！」

「おっしゃ！」

　真っ先に応えた新米戦士が、真横で気絶したゴブリンの喉に刃を刺してから、前へ出る。

「行くぞ、とにかく帰ること最優先だ！　ついてこい！」

「先導はあいつがするし、こいつらはコッチで見るから、後方任せた！」

「はぁい！」

　見習聖女に呼びかけられて、圃人の少女が元気よく駆けて行く。

　あれだけ戦ったのに疲労の形跡がないのは、種族ゆえか彼女の性質か。

　圃人の少女は最後尾に向かうべく、少年の真横を擦り抜ける。

「やったじゃん。今の、凄すごいよ」

「……ああ」

　すれ違いざま、にこりと浮かべられた心からの微笑。

　少年はそれを受け、少しのためらいの後、こっくりと頷いた。

　仲間たちが冒険者たちを囲んで走りだす間際まぎわ、彼は肩口にそっと背後を窺った。

　今の術は殺すための術ではない。

　ただ味方を逃がすための術だ。

　そう、今回の目的は、ゴブリンを退治することではない。

　彼らを助けること。助けて、無事に街まで戻ることだ。

　ゴブリンを皆殺しにできたら、どんなにか気持ちが晴れるだろうか。

　だけれど──そう、だけれど、だ。

　──オレはゴブリンスレイヤーじゃ、ねえ。

　少年は振り切るように前を向くと、皆に合わせて走りだした。

　もう二度と、振り返ることはしなかった。
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　怒涛の如く湧わき出してきたゴブリンは、文字通りの怒涛によって沈むことになった。

　天井から噴出した池の水は土砂泥水となって小鬼の坑道へと降り注ぎ、流し込まれていく。

　不幸にして巣穴は下り坂であった。

　一党パーティは飛沫をさけて少し登ればそれで済んだが、坑道の奥へ逃げた小鬼どもは……。

「ＧＯＲＲＲＢＢ!?」

「ＧＢＢＯＲ!?　ＧＯＢＢＧ!?」

　小鬼どもが泥水の中で溺れながら浮き沈みする様は、無残の一言である。

「良い気味つったら良い気味だが……」

　槍使いが溺れるゴブリンの頭を石突きで叩き、沈めながら首を傾かしげた。

「追撃はできねえな。水が引いたらまたぞろ攻めて来るんじゃねえのか？」

「《隧道》の時間が切れたら、何か、氷の術をかけてくれ」

　捉とらえようのない曖昧あいまいな表情の魔女へ、ゴブリンスレイヤーは次なる指示を飛ばす。

「凍結すれば氷が膨れ、じきに坑道が崩れる。……この進入路は使えなくなる」

「ええ。わか、た、わ」

「後は、地上から巣穴を探して叩き潰す」

　ゴブリンスレイヤーの中で、既におおよその算段はついていた。

　ゴブリンどもは工具ばかりを盗み、食料には手をつけなかった。

　先だってのゴブリン退治でも同様。彼らが攫さらったのは暇つぶしの虜囚りょしゅうばかり。

　となれば、本拠地はさほど遠くないという事だ。

　ゴブリンどもが建設現場と、集まる冒険者を見て何を思ったのかは……知る由よしもないが。

「……そっちはお前らでやれよ。俺ァ、疲れた」

　槍使いが、やれやれと大儀そうに槍を抱え、坑道の隅に腰を下ろした。

「次に何か呼ぶなら、ゴブリン以外の……冒険デートの時にしてくれ」

「わかった」

　思えば数時間、誰も彼も休みなしだった。

　夜通しの戦いである。泥のようになって休みたいのは皆同じ。

　銀等級六人の冒険者の中でも最も体力に劣る妖精弓手が、だらしなく長耳を垂らした。

「……疲れたぁ」

「ほれ、へこたれるない。まだ巣穴潰しがあるって言われたばっかだろが」

「わかってるけどさぁ」

　壁にもたれかかったのを鉱人道士に咎とがめられ、妖精弓手は唇を尖らせる。

　別に何も、不平不満というわけではない。

　泥に汚れた頰をゴシゴシと擦こすり、壁に寄りかかった彼女のポツリとした呟き。

　それは多くの冒険者の気持ちを代弁するものであったろう。

「だから、ゴブリン退治ってやなのよね」

　ゴボゴボと濁った水にあぶくが浮かんでは消えていく。

　それがゴブリンどもの断末魔か、ただ水流に空気が巻き込まれたのかは定かでない。

「しかし、良く池の下だとわかりましたな」

　それを眺めていた蜥蜴僧侶が、何ともなしにそう零した。

「小鬼殺し殿は、この辺りに来られた事があったので？」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは、溺おぼれ死じにんで行くゴブリンどもを見下ろし、無感情に言った。

「昔だ。ずっと……昔にな」

　その日、多くのゴブリンが死んだ。

　そして多くの冒険者たちが死んだ。

　だが冒険者たちは勝利した。

　訓練場は守られたのだ。

　しかし、ゴブリンが滅びる気配は──未いまだ、ない。
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「とぁーっ!!」

　裂帛れっぱくの気合一閃。

　太陽の光を紡つむぎあわせた爆裂と共に、絶対の武器たる聖剣が次元の狭間はざまを断ち切った。

　その余波にさらされた名もなき魔神の数々が、微粒子レベルにまで崩れ去っていく。

　まさしく分解消去ディスインテグレート。

　死体も魂も残らぬ有様ありさまでは、二度と物質界に戻る事はあるまい。

　勇者は聖剣を振り抜いた勢いのまま四次元的な動きで宙返り、空間の裂け目から飛び出した。

「とーちゃく……ッ!!」

　ざっと着地した先は、どこか見覚えのある広野だった。

　青空の下、そよそよと風が吹いている。太陽は眩まぶしく、雲は白い。心地よい初夏の匂におい。

「やれやれ……長かったですね」

「……下手に次元を超えるものではない、ということ」

　続けざま、頼もしい仲間たちもまたひらり、ひらりと絶命異次元から現世へと舞い戻る。

「まったく大変だったなぁ。ボク、ちょっと疲れちゃったよ」

　勇者は大きく伸びをして、久方ぶりの太陽を満喫して目を細めた。

　次元の狭間で百手巨人ヘカトンケイルを葬ほうむってからこちら、元の世界に戻るまでの大冒険である。

　別に──そう、別に、帰ろうと思えばすぐに帰ることもできたのだ。

　だが、物理法則ルールが違うのではないかという敵の数々。暴虐に苦しむ人々。

　三千世界の嵐あらしを超える騎士として、見過ごしておくわけにはいかなかった。

　自分にできることがあるのなら、それは全力でやるべきだ。彼女はいつだってそう思う。

「でも、楽しかったねぇ」

「楽しいで済ませないでください」

　にへらと笑うと、剣豪がごつりと頭を叩たたいてきた。

「いったぁっ！」とおどけて頭を抱えて見せて、くすくす笑いあう。

「……ともかく、こちらの世界が心配。すぐに情勢を確認したい」

　薄く微笑ほほえんでいた賢者の言葉に、うん、と勇者は頷うなずいた。

　まあ自分がいてもいなくても邪教は暗躍するし、怪物は蔓延はびこるのが世の中だ。

　自分一人で何でもできるわけじゃない。

「おーさまも困ってるかもだしね。一度お城に顔出しとこっか」

「とはいえ、まずはここがどこか、ですね。西方辺境だとは思いますが……」

　勇者は言われて目を凝らすと、向こうの方に新しく村が建てられているところだった。

　自分とそう歳としの変わらない男の子や女の子が、額ひたいに汗を流して働き、笑いあっている。

　ああした経験を、自分はしたことがない。

　ふと、彼女は思う。ボクが平凡な村娘か、あるいはただの冒険者だったらどうなるだろう。

　成功だけではない。失敗もするだろう。死んでしまうかもしれない。


　──ま、今回も亜空間で粉微塵こなみじんになっちゃうかもしれなかったわけだけど──……。



　酒場で仲間を募って、旅に出て、冒険をして、日々の稼ぎに一喜一憂。

　もしかしたら宿命か偶然か、とてつもない出会いがあるかもしれない。

　それは心躍る想像だった。しかし彼女は笑って首を横に振った。

　──だけどボクにしかできないことがあるなら、それはボクがやることだ。

「じゃ、あの村でちょっと聞いてみよっか！　すみませーんっ!!」

　言うなり、勇者は手をぶんぶんと振りながら勢いよく走りだした。

　背後で仲間たち、大事な大事な友達が「仕方ないな」と笑いながらついてくる。

　そうとも、出会いがあるのも、冒険の数々があるのも、みんな同じだ。

　そこに違いはない。何一つ──勇者はそれで、それだけで満足だった。

　彼女に気づいた若者が、額の汗を拭ぬぐいながらひょいと顔をあげた。

　その顔には、やはり笑み。

「ようこそ、ここは冒険者の訓練場ですよ！」
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「はい、お疲れ様でした！」

　ばぁんと判子を書類に押す音がギルド面接室に響き渡った。

　にこやかな笑顔の受付嬢が書類を整える仕草で、面接の終わりを伝えてくる。

　はふ、と。女神官が薄い胸から呼気を吐はくのもむべなるかな。

　いくら親しい間柄とはいえ、昇級審査の査定となると、緊張しないほうが、無理がある。

　まして至高しこう神しんに仕つかえる監督官が《看破センスライ》の奇跡を起こしているとなれば……。

「おつかれ、おつかれ。大丈夫、だいじょぶ、噓うそついてないのはわかってるから」

「え、ええ。でも、やっぱりドキドキしちゃいますね」

「しない方が問題あるんですよー」

　ひらひらと手を振る監督官の横で、受付嬢が仮面のような笑みを外して柔らかく微笑ほほえむ。

「上位の人でも怪物でも、それを前にして緊張しない人、長生きできませんからね」

　緊張し、その上で飄然ひょうぜんと振る舞うのは良い。

　相手が何者かもわからぬのに飄々ひょうひょうとしているのは鈍感なのです、と彼女は言う。

「まあ、あなたの場合はもう、あと単独の実績だけでしたから。ちょっと待ってくださいね」

　そう言って受付嬢は、真新しい金属の小板を小箱から取り出した。

　彼女は無垢むくな表面に尖筆せんぴつでもって、なめらかな筆致ひっちで文字を刻みこんでく。


　名前、生年、職業、技量、エトセトラ、エトセトラ──……。



　冒険記録表アドベンチャーシートの内容そのまま、女神官の身の証あかしを。

　一年。

　初めてゴブリン退治に挑み、危機に陥おちいり、あの人によって救われた。

　大切な仲間と出会って、古代遺跡に潜ひそむ人喰鬼オーガへと戦いを挑んだ。

　軍勢を率いるゴブリンロードへ奇襲を仕掛けるべく、夜の広野を走った。

　水の街の地下では巨漢のゴブリンチャンピオンによって致命の一撃を受けた。

　最奥に潜む邪眼の怪物、そして小鬼英雄との再戦を、奇策きさくによって生き延びた。

　秋祭りでは衣装を纏まとって、神降ろしの舞踏と祈禱きとうを行った。

　そしてそのまま闇人ダークエルフの手勢を迎え撃った。

　冬には北方の山へ赴き、寒村を襲い城塞じょうさいに立てこもった小鬼どもと戦った。

　令嬢剣士と巡り合い、小鬼聖騎士ゴブリンパラディンを討うち、そしてあの人と共に年を越した。


　そして、そして──……。



「……」

　目を瞑つむれば脳裏のうりに浮かぶ、細やかながらも多くの記憶、思い出、経験。

　それは初めて冒険者となった時、白磁はくじから黒曜こくようへと昇級した時以上のものだ。

　だけれど……。

「……うん」

　二度目となった今でも、やはり実感はわかない。

　自分は本当に第八位、等級となったのだろうか？

　それだけの実力はあるのだろうか？

　何かの間違いとまでは言わずとも、すぐに鍍金メッキが剝はがれるのではないか……。

「大丈夫ですよ」

　思わずぎゅっと拳こぶしを握った女神官の内心を見越したように、受付嬢が言った。

　彼女は手元に目を落としたまま、慣れた手つきで滞ることなく尖筆を走らせていく。

「実力に見合った評価です。そりゃ、上手うまくいく、いかないまでは保証できませんけど」

　くるりと受付嬢は手の内で尖筆を回し、ふっと金属板に息を吹きかけた。

　そして丁寧に道具をしまい、その板を静かに両手で持ち上げる。

「あなたには技量があって、評判も良くて。まぐれだとしても運も良い。──ね？」

　そうして差し出された第八位、鋼鉄製の小板──認識票。

　細い鎖を通され、首から下げられるようになったそれを、女神官は大事に両手で捧ささげ持つ。
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「そう、ですね」

　自信を持つには、その認識票はあまりにも軽い。

　女神官は目をつむり、金髪をかき上げるようにしながら鎖を首に通した。

　そして小板を丁寧に神官衣の中へと落とし込み、薄い胸を掌てのひらで抑える。

「まだわかりませんけど。……わかるように、頑張がんばりたいと思います」

「うん、その意気ですよ！」

　受付嬢の応援を受け女神官はこくりと小さく頷うなずいた。

　実力があるかどうかはわからない。だけれど、こうして信じてくれる人がいる。

　ならばそれだけは──きっと、自信に思っても良いはずだ。
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　ギルドから一歩外に出ると、青空からの日差ひざしが燦々さんさんと眩まぶしかった。

　ぽかぽかとした陽気は、既すでに春が終わり、夏に入りかけていることを予感させる。

　女神官は目を細め、手をかざして空を透かし見る。

　さて、どうしよう。


　ひとまず神殿に向かって報告をするべきだろうけれど──……。



　縁石に腰を降ろし、ぶらぶらと脚を揺らしていた森人エルフの娘と目が交わった。

　ぴくりと長耳が震え、彼女はひらりと歩道に降りると猫のように大きく伸びをした。

「や、お疲れ様。どうだった？」

「はい。無事に昇級できました」

　女神官は首に下げた鎖を手繰たぐり、真新しい認識票を取り出してみせる。

　日差しを受けてきらりと輝くそれを認めて、妖精弓手エルフは満足気に目を細めた。

「やったじゃない。これでもう三階位めでしょ？　本当の神官プリーストよ、神官プリースト」

　そう言って彼女はまるで我が事のように女神官の手を取って、ぶんぶんと上下に振り回す。

　目を白黒された女神官であったが、ぱたぱたと動く妖精弓手の長耳に、くすりと笑った。


「はい。けど──……」



　小さく呟つぶやくその仕草に陰りを見て取った妖精弓手が、ずいと身を乗り出す。

「なぁに、不満なの？」

「あ、いえ、違くて」

　ぱたぱたと、女神官は慌てて手を振った。そうではない。そうではなくて。


「わたし、その……ゴブリンを──……」



　──取り逃してしまった。

　あの夜、彼女は逃げ遅れた、巻き込まれた新人冒険者たちの救出に動いた。

　それはゴブリン退治とは似て非なるものだ。


　後々どうなるかを、今までさんざんと見て、教わってきたにもかかわらず──……。



「あのね」

「あうっ!?」

　ぱしり、と。沈鬱ちんうつに落ち込みかけた女神官の出鼻が、文字通り砕かれた。

　妖精弓手の白く細い指先が、容赦なく女神官の鼻を弾はじき飛ばしたのだ。

「あなた別にオルクボルグじゃないんだから、良いの」

「……はい」

　ひりひりと痛む鼻先を抑え、生理的な涙を目に滲にじませ、女神官は上目遣うわめづかいに彼女を見る。

　妖精弓手はふんすと鼻息も荒く、その薄い胸を反そらして、自信たっぷりにこう言った。

「だいたい、あいつちょっとおかしいでしょ」

　おかしいわけよ。くるり、妖精弓手が宙空に絵を描くように両手を動かした。

「ゴブリンが火付けしなかったのは『連中は火を扱う軍事戦術を発見してない』とかさー」

　他ほかにも、まあ、色々だ。

　火はつける、毒気は起こす、遺跡は崩す、穴を開ける、水を注そそぎ込む、本当にもう。

　妖精弓手は憤懣ふんまんやる方ない。本当にもう。オルクボルグったらどうかしているのだ。

　だから。

「そういう事ばっか考えてる奴やつと、自分、比べちゃダメよ」

　彼女はこう言うのだ。

「みんなが違うこと考えて、違う風にするから、世の中ってのは面白おもしろいんだもの」

　自分は自分、彼は彼。それはそれとして冒険はさせる。

　妖精弓手の目からすれば、世の中は殊ことの外ほかシンプルなのだろう。

　女神官は思わず呆然ぼうぜんと彼女を見た。そよぐ風に触れて、長耳が柔らかに揺れている。

　──そうか。

　一年間、女神官は彼女なりに、ゴブリンスレイヤーや他の皆について行こうとした。

　そして今回、昇級が認められた。

　ゴブリンを退治したからではない。冒険者たちを上手く逃すことができたからだ。

　それが、評価されたのだ。

　──なら、わたし、これで良いんだ。

　すとん、と。胸の内、何かがしっかりと納まったような気持ちだった。

　──たぶんこの先もきっと、あの人については行くのだろうけれど。

　わたしは、これで良いのだ。

　ひょうと吹き抜ける風が髪をさらい、女神官はそっと手で抑えた。

　その仕草を見た妖精弓手は、何やら満足したように「よし！」と力強く頷く。

「それじゃ、お祝いしましょ！　お昼なんか奢おごったげる。なにが良い？」

「え、あ、良いんですか？　えっと、それじゃあ……」

　何にしよう。どうしよう。ただそれだけで、うきうきと心が弾む。

　せっかくだし、うん。何かちょっと良い物を頼んだって、神さまも怒るまい。

「そういえば、オルクボルグは？」

「あ、はい」

　女神官はにこりと花咲くような微笑を浮かべ、他の者にはわからぬような事を言った。


「去年は、譲っていただいたので──……今日は、遠慮しようかな、なんて」







§






　街の入口──ギルドからすぐ傍そばのそこから門を抜け、街道を行くこと、しばし。

　奇妙な取り合わせの二人が、何か目標を目指すかの如ごとく歩いていた。

　一人は安っぽい鉄兜てつかぶと、薄汚れた革鎧かわよろいを身に纏った──ゴブリンスレイヤー。

　もう一人はといえば、ローブを纏い、杖つえを手にした赤毛の少年。

　少年が肩から荷物を掛けているところをみると、旅装なのは一目いちもく瞭然りょうぜん。

「もちっと世の中を回って、技量を高めて来ようと思うんだ」

　そう告げられたゴブリンスレイヤーは、そうか、と僅わずかに頷いた。

「賢者の学院へは戻らんのか」

「ん、あー……。姉さん馬鹿ばかにした奴ら、見返してやりたい、とは思う。思うけど」

　こりこりと。頰ほおを搔かいた赤毛の少年は、どこか重荷を下ろしたように軽く肩を竦すくめた。

「たぶんオレが何しようと、連中は馬鹿にしたままだろうから。別に、良いや」

「……」

「一生そうしてろって感じ」

「そうだな」

　無感情に兜を揺らすゴブリンスレイヤーを、少年は立ち止まって見上げた。

　薄汚れた鉄兜だ。その奥にどんな表情があるのか、まるでわからない。

　気味が悪く、見すぼらしく、徹底的で、ゴブリンだけを殺す、何か変な男だ。

　およそ真っ当な冒険者とは言えまい。

「オレ、やっぱあんたの事、気に入らないわ」

「そうか」

　こうして言っても変わらず彼の応こたえは淡々としていて、思わず少年は笑ってしまった。

　頑かたくなになってムキになって意地を張って。でもこの男は怒りもしなかった。

　大人に反抗する子供ではないか、自分は。

「で、だから、色々考えた」

　これからのこと。

　これまでのこと。

　姉のこと。

　良くしてくれた皆のこと。

　自分のやった失敗。

　自分のもたらした成功。

　そして、どうなりたいか。

「あんたの真似まねするのは、癪しゃくだから、絶対やらねえ。オレは──」

　そう、オレは。

　少年は息を吸い、胸を張り、堂々と宣言する。

「ドラゴンスレイヤーに、なってやる」

　それは子供が聞いても笑い出してしまうような、安っぽく、ありふれた夢のような言葉だ。

　それは誰だれしもが──冒険者になろうがなるまいが一度は思い描く、ごくごく平凡な願望だ。

　そう思わない者はいまい。ドラゴンを殺す。最強の怪物たる竜を。

　ゴブリンスレイヤーは、やはり「そうか」と頷いた。

「じゃあ、アタシもついてってあげよう！」

　横合いから明るい声が響いたかと思うと、軽々とした動きで一人の娘が飛び出してきた。

　動きやすい軽装の鎧に剣と盾。旅たび支度じたくを整えた圃人レーアの少女だ。

　流石さすがに隠形おんぎょうは圃人の十八番おはこだけあって、突然の登場に赤毛の少年はぎょっと目を剝むく。

「な、なんでそうなるんだよ!?」

「白磁等級の呪文じゅもん遣い一人旅とか超危ないじゃない？」

「……お前だって白磁の戦士じゃねえか。しかも、女の」

「そうそう。だから危ないんだよ！」

「オレは一人で旅するつもりなんだって！」

「奇遇だねえ、アタシもなんだよ」

　ああ言えばこう言う。こう言えばああ言う。

　こと舌先三寸で圃人を言い負かせられる者など、そう多くはない。

「ああ、もう、これだから圃人ってやつは……！」

　少年が苛立いらだたしげに頭を搔きむしった、その時。

　さしもの二人も身動きを止める出来事が起こった。

　信じられない物を見るように、彼と彼女はもう一人の方を向いた。


　本当に微かすかで僅かにしか聞き取れないだろう、それは──……。




「──────」



　低くくぐもった、それは笑い声だった。

　虚うつろで、軋きしんで、何年も使われなかった扉が開く時に立てるような笑い声だった。

　ゴブリンスレイヤーが笑っていた。

　声をあげて、笑っていた。

「俺おれの名を出せ。もし、『忍び』と名乗る圃人に会ったなら」


　あの偏屈な老人が、気まぐれに面倒を見た子供の名を覚えていたのなら──……。



「少しは面倒をみてくれるやもしれない」

　そう伝えられた少年は、頰を搔いた。

「覚えてたら、伝えてやるよ」

　少年は険の取れた顔で笑った。抜身ぬきみの剣が鞘さやに納まったような表情だった。

　ああ、もう、仕方がない。旅は道連れ世は情けだ。少年は少女に頷きかける。

「じゃあ、行くか。……二人で」

「うん！」

　少女は笑顔で頷いた。日向ひなたに咲く花のような表情だった。

「またね、ゴブリンスレイヤーさん！」

「ああ」

　二人の少年少女──いや、冒険者たちが、片手を上げて颯爽さっそうと歩き出した。
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　彼らは荷物を担かついで道を歩きながら、互いに小突きあい、笑い、はしゃいでいる。

　仲が良かったわけではあるまい。そうゴブリンスレイヤーは思う。

　これから始まるのだ。友情か、信頼か、あるいは他の何か。良きにしろ悪しきにしろ。

　自分の言葉が、二人の助けになるかどうか。ゴブリンスレイヤーに確信はなかった。

　なにせ相手はあの老爺ろうやである。

　しかし、旅の助けはどれほどあっても困ることはない。そういうものだ。

　ゴブリンスレイヤーは鉄兜の下で僅かに目を細めると、ゆっくりと踵きびすを返した。

　ずかずかと、いつものように歩き出す。

　これから先、やる事が何か変わるわけでもない。

　明日も彼はゴブリンを殺すだろう。

　明後日も、明々後日も。

　この先、ずっと。

　休息も、訓練も、装備の購入も、何もかもひとえにゴブリンを殺すために。

　何故なぜなら──彼は、ゴブリンスレイヤーだからだ。

「終わった？」

　その彼が立ち止まったのは、牧場の方へと向かう脇道わきみちの間近。

　若木の根本、木漏こもれ日びの中で、のんびりと佇たたずむ幼馴染かのじょの姿があった。

「ああ」

　彼がそう答えると、彼女はひょいっと幹から離れて、隣に並ぶ。

　一緒に帰ろう。言わなくとも、互いにその意思はわかる。

　ぶらぶらと歩き出した彼女に合わせ、彼はそっと歩調を緩ゆるめた。

　彼女を追い越さないように。彼女に遅れないように。

「連中は、旅に出るらしい」

「そっか」

「ああ」

「……池、枯れちゃったって？」

「ああ」

　彼はそう言った後、少し考え、やがてぼそりと続けた。

「……すまん」

「……ん」

　その件についての話は、それで終わった。

　彼女は何も言わなかった。

　彼も何も言わなかった。

　村の跡地に訓練場ができて、本格的に動き始めたことも。

　訓練場を襲ったゴブリンどもを、彼が鏖殺おうさつにしたことも。

　彼が坑道へ水を引き込んだせいで、地盤が緩んでしまったことも。

　あの池の周囲に何かを建てるのは、難しくなってしまったことも。

　何も──何も。

　空は青く、木々の葉は青々と茂しげり、草木は風にそよぎ、陽気は汗ばむほど。

　街道を通って、街に戻る途中の脇道でそれ、牧場へ向かうまでの道のり。

　思いを伝えるには短すぎ、けれど心を通わせず歩くには長すぎる。

「……ね」

　不意に彼女は、とととっと小走りになってゴブリンスレイヤーの前に出た。

　そして後ろ手に手を組んで、くるりと振り返る。

「なんか、嬉うれしそうだね」

「……む」

　低く、彼は唸うなった。思いもよらぬ事だった。

「そう見えるか」

「見えないわけないでしょ」

「……そうか」

　彼女はさらりと言って、ふふんと得意気な様子で豊かな胸を張る。

「君のこと、わからないわけがないのですよ」

　勿体もったいぶった口調。

　一緒になって広野を駆け回っていた昔からずっと変わらぬ、楽しげな仕草。

「なにか、良いことあった？」

「……ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷うなずいた。そして振り返る。

　青い空の下伸び行く街道、その彼方かなたに辛かろうじて見える、遠ざかっていく二人の影。

　いつか──それは明日か、来年か、十年、百年先か。

　赤毛の魔法使いによる竜殺しドラゴンバスターの武勲ぶくんが語られるのかもしれない。

　二人の竜殺しドラゴンスレイヤーの功が、伝説となり得る日が来るのやもしれない。

　ありえないこと。

　子供じみた夢だ。

　そう言ってしまうのは、何とも容易たやすい。

　だが、もし。


　もしも本当に、いつかそうなったとすれば、それは──……。



「とても、良いことだ」

　そっか、と頰ほおを緩ゆるめて呟つぶやく牛飼娘を伴い、彼はゆっくりと家路を歩いて行った。










あとがき




　ドーモ、蝸牛かぎゅうくもです！

　ゴブリンスレイヤー六巻、皆様楽しんで頂けましたでしょうか？

　ゴブリンが出たので女神官がとにかくどうにか頑張ってなんとかしようとするお話でした。

　精一杯に書いたつもりですので、楽しんでもらえたのなら幸いです。




「悪の女幹部、必殺仕事人、悲惨な過去の情報屋、山の主。高校生にどうしろと言うんだ！」

「弓矢を撃つんだよ弓矢上手いだけマン！」

　ちなみに前巻でお話した踊り子キャラは超ちょう煉獄れんごく踊り子としてスターダムに駆け上がりました。

　ぬし様、獄ですよ獄！　ぬし様の術で舞踏技能四倍から神話的達成値でフィニッシュです！

　……ただの剣士だったはずなのですが、芸は身を助くですね。さすぬし！

　弓矢上手いだけマンにも強く生きてほしいものです。




　実際人生なにがどうなるかわからないもので、ゴブリンスレイヤーも六巻目。

　ここまで来れたのもひとえに皆さんのおかげです。心からの感謝を。

　神奈月かんなつき昇のぼる先生、毎回素晴らしい挿絵とキャラデザインをありがとうございます！

　圃人剣士ちゃんは自分がキャラメイクする時のイメージそのままでホントにかわいい……！

　黒瀬くろせ浩介こうすけ先生、毎月毎月コミカライズ楽しみに読ませて頂いております。

　この巻が出るころには原作一巻の決戦にも決着がつく頃。やれ、そこだ、とどめを刺せ！

　読者の皆様、ウェブから応援してくださる皆様、いつも本当にありがとうございます。

　まとめサイト管理人様、毎回毎回お世話になっております。本当にありがとうございます。

　ゲーム仲間のみんな、創作関係の友人たち、いつも付き合ってくれてありがとう……！

　編集部の皆様、出版や宣伝、流通、翻訳（！）関係者の皆様、ありがとうございます！




　……未だに自作が海を越えていろんな人に読んで頂けている実感がありません。

　ホントにそろそろ目が覚めてベッドの上で気づくのではないでしょうか。

　さて、次巻は森人エルフさんの故郷にゴブリンが出たので退治するお話になるかと思います。

　今後とも精一杯作品を書いていきますので、どうぞよろしくお願い致します。







著者

蝸牛くも（かぎゅう　くも）

　ＴＲＰＧと映画とウェブ創作漬けの日々を過ごしていたはずが、思えばすごいところへ来てしまいました。

　異能系システムで普段しない能力にしたら肉体１感覚１精神６社会２の一般人に。

「俺もう弓矢上手いだけマンになるよ」

「弓矢上手いだけマン」

　戦え負けるな弓矢上手いだけマン！




イラスト

神奈月昇（かんなつき　のぼる）

　兵庫在住のへたれイラストレーター。

　日本酒飲むのが癒し。

　ＰＣを新調しました。そこそこハイスペックなのですが、それを実感できるような機会が無いです。

　余裕が出来たらゲームでもやるか…








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉
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ＧＡ文庫編集部 気付




「蝸牛くも先生」係
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